


はじめに　

　君主が書斎を建造する例は、14世紀から16世紀の

イタリアで多くみられる。同地で領邦国家が形成さ

れていくなか、君主は権力を中央集権化することに

努め、その中枢機関として宮廷が必要とされた。そ

のなかで、君主の住居であり政治を行う場である宮

殿が整備され、その一部として書斎が建設される。

書斎はイタリアではストゥディオーロ（studiolo）もし

くはスクリットイオ（scrittoio）と呼ばれ、静かに読書を

する場でありながら、君主が自らが収集したコレク

ションなどを展示し、君主の徳を示し、さらには政

治的なメッセージを発信する場となった。この点に

おいて現代の博物館の展示という機能がみてとれ、

書斎が博物館の起源ともなったといわれている。

　16世紀にコジモ１世が宮廷を形成した拠点である

フィレンツェのパラッツォ・ヴェッキオにはいくつ

もの書斎が建造された。コジモ１世は、フィレンツェ

におけるメディチ家の君主としての立場の強化、さ

らには自身がメディチ家の傍流の出身であるという

ことから相続の正統性を主張するという目的のも

と、巧みにプロパガンダ政策をおこなった人物であ

る。その初期の政策として宮廷の整備に取り組み、

それまで市民が政治を行う拠点であり、共和国の象

徴であった市庁舎の改築を行い、自らの宮殿とし、

君主の部屋とともに多数の書斎を設置した。その改

築を手掛けたジョルジョ・ヴァザーリによる詳細な

記録が残され、当時の書斎の様子を想像することが

できる。

　本稿では、コジモ１世が宮廷を形成したパラッ

ツォ・ヴェッキオにおける書斎建設の意図につい

て、その装飾とそこで展開された展示からみていき

たい。同パラッツオ全体の装飾に指摘されるコジモ

１世の政治的メッセージが書斎についてもみられる

ことを指摘する。そして、コジモ１世の約40年の治

世のなかで、書斎の展示は政策を反映して変化して

いく。その変遷についてもみていきたい。

１．イタリア宮廷の書斎に関する先行研究

　宮廷は君主を中心とした社会であり、ひとつの権

力空間である１。宮廷の拠点である宮殿は、君主の

さまざまな権力誇示の舞台となった。その要素のひ

とつである書斎はその役割を担っている。実際に君

主たちは競って書斎を造り上げている。イタリアに

おける有名な書斎の例としてマントヴァのイザベッ

ラ・デステ、ウルビーノのフェデリーコ・ダ・モン

テフェルトロ、メディチ家のフランチェスコ１世の

書斎などがあり、個別の研究が数多く取り組まれて

いる２。これらの書斎には著名な芸術家が装飾のた

めの作品を制作しており、その作品単体においても

研究は取り組まれている。君主の書斎は15世紀には

じまるルネサンス期の例が中心となっていたが、16

世紀のマニエリスム期の君主が建造した書斎も含め

た、書斎の歴史や分類に関する包括的な研究も発表

されている３。

　展示される君主のコレクションついても、コレク

ショニズム研究の隆盛から、現在、多くの研究が提

出されている４。ポミアンによれば、西欧において

14世紀後半から「過去の時代や地上の未知の領域や

自然に対する新しい態度」が現れ、古代遺物や異国

の珍しいものを所有することに価値が見いだされ、
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競って収集がなされた５。君主たちにとっては、宮

廷の名声を高めるようなコレクションを保有するこ

とが国の豊かさや権威の象徴ともなり、またその正

統性を周囲に示す手段ともなる。さらには、メディ

チ家は文芸を保護し、蒐集家として知られていた６。

コジモ１世はメディチ家の先代たちを手本としてコ

レクション収集に努めたが、それは個人的な趣味で

はなく政治的な理由があったとされる。

　本稿では、コジモ１世のコレクションや政策に関

する研究を参照し、書斎の展示にみる政治的役割に

ついて確認する7。

２．パラッツォ・ヴェッキオの書斎の概要

　コジモ１世は、パラッツォ・ヴェッキオに居を移

し、共和国の政治の拠点であった場所を宮廷に造り

替えるべく、大規模な改築をおこなった（図１）８。

　その経過は大きく２つの時期にわけられる。1540

～ 55年にジョヴァンニ・バッティスタ・デル・

タッソーが担当した時期と、1555 ～ 72年にジョル

ジョ・ヴァザーリが担当した時期である。書斎はす

べてヴァザーリによって手掛けられ、８つもの書斎

を建築した（表１）９。それらはいくつかの区画の一

部である場合と、書斎だけを単独で建造する場合が

ある。

　宮殿には、いくつもの部屋からなるまとまった区画があ

り、そのなかにはアッパルタメント（appartamento）がい

くつも存在する。アッパルタメントとはまとまった一連

書斎名 制作年 場所 担当

①
カリオペの書斎

（Scrittoio di Calliope） 1555 ～６ ３階「四大元素の区画」 ヴァザーリ

② ミネルヴァの書斎
（Scrittoio di Minerva） 1557 ～ 62 ３階「四大元素の区画」 ヴァザーリ

③

ジョヴァンニ・ダッレ・バンデ・
ネーレの間の書斎

（Scrittoio di Giovanni dalle Bande 
Nere）

1558 ～ 61 ２階「レオ10世の区画」 ヴァザーリ

④ 公爵の書斎
（Scrittoio del Duca） 1559 ～ 61 ２階「コジモ１世の区画」 ヴァザーリ

⑤ 公爵の書斎
（Scrittoio del Duca）（Tesoretto） 1559 ～ 62 ２階「コジモ１世の区画」 ヴァザーリ

⑥ エレオノーラ公妃の書斎
（Scrittoio di Eleonora） 1561 ～ 62 ３階「エレオノーラの区画」ヴァザーリ

⑦ テラスの書斎
（Scrittoio del Terrazzo） 1562?5 ～ 6/1581 ～ 2 ３階 ヴァザーリ/

アンマナーティ

⑧ フランチェスコ１世の書斎
（Studiolo di Francesco I） 1570 ～ 5 ２階 ヴァザーリ

表１

（図１）パラッツォ・ヴェッキオ、フィレンツェ（筆者撮影）
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の続き部屋のことであり、君主やその妃のものがそ

れぞれ作られる場合が多い。同パラッツォにもコジ

モ１世の２つの区画と妃エレオノーラの区画が作ら

れ、それぞれに謁見の間、寝室、書斎などが配置さ

れている。エレオノーラの区画には礼拝堂もある。

その配置は、部屋の役割によって決められており、

公的なスペースは入口の近くに、私的なスペースほ

ど奥に据えられる傾向にある。書斎は区画のもっと

も奥に造られることが多く、読書という私的な活動

の場として本来は極めて私的な性格をもつ空間で

あった10。しかし、君主の書斎は、書斎本来の私的

な性格を有しつつも、公私両方のスペースとして使

用される両義的な性格をもっている。君主のコレク

ションを保管し、君主のみが自由にコレクションを

眺める秘匿のスペースとして機能する一方で、自慢

のコレクションを賓客に見せ、財力や権威を誇示す

る場でもあったのである。コジモ１世がパラッツォ

を改築していくなかで設置したいくつもの書斎は、

その配置によって異なる用途があった。

　パラッツォ・ヴェッキオには、コジモ１世の２つ

の区画があり、３階に「四大元素の区画（Quartiere 

di Elementi）」が、２階に「レオ10世の区画（Quartiere 

di LeoⅩ）」が同時並行で建設された。上下に位置す

る２つの区画の装飾には、対応する形でコジモ１世

の政治的メッセージが発信されている。レオ10世の

区画は、メディチ家の発展の基礎を築いたひとびと

である、コジモ・イル・ヴェッキオ、ロレンツォ・

イル・マニフィコ、コジモの父であるジョヴァンニ、

レオ10世、クレメンス７世とコジモ１世のそれぞれ

に部屋がわりあてられ、各自を称揚するエピソード

で彩られている。四大元素の区画は神話の神々を各

部屋のテーマとし、下階のメディチ家の部屋と関連

づけられた。コジモ・イル・ヴェッキオは豊穣神ケ

レスと、コジモ１世は最高神ユピテルと、ジョヴァ

ンニは英雄ヘラクレスと結びつけられている。この

２つの区画の装飾において発信されているコジモ１

世のメッセージとは、メディチ家の歴史のなかに自

らを位置づけることによるメディチ家当主を相続す

る正統性のアピールと、メディチ家のひとびとやコ

ジモ１世の称揚、神格化であるといえる。

　次に書斎についてみていこう。レオ10世の区画の

書斎③は、コジモ１世の父「ジョヴァンニ・ダッレ・

バンデ・ネーレの間」に付随するものとして配置さ

れた。天井画はユリウス・カエサルが机に座り、『コ

ンメンターリ』の執筆に没頭している様子である。

この主題の選択には、勇猛な軍人であった父を軍服

（図２）ジョルジョ・ヴァザーリ《カリオペ》天井画
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姿のカエサルと関連づける意図もあったとされる。

もうひとつの区画には、①カリオペの書斎と②ミネ

ルヴァの書斎という２つの書斎が配置された。それ

ぞれが、区画の奥に配置されており、その立地は、

孤独な時間を過ごす私的な空間としての書斎の本来

の機能を保持していることがわかる。カリオペの書

斎は、コジモ１世のコレクションを展示する場とし

て活用されていた。装飾については詩歌などの諸芸

術を保護するムーサのひとりであるカリオペとミネ

ルヴァがそれぞれテーマとして選ばれており、知的

な活動を行う場に最適だと考えられるものである

（図２）11。ヴァザーリによれば、カリオペの書斎で

は、９人のムーサのうち、部屋の名となっているカ

リオペのみ人物像で表され、残りの８人は楽器など

の象徴物となっている12。ムーサを描いた他の例と

して、マントヴァのゴンザーガ宮廷のイザベッラ・

デステは、書斎に飾るためアンドレア・マンテー

ニャに《パルナッソス》を描かせ、踊る９人のムーサ

が表された。また、紀元前にアレクサンドリアに建

造された学術研究の拠点は「ムーサの館」（ムーサイ

オン）と呼ばれてミュージアムの語源となっており、

書斎の装飾の主題と空間の機能は現在の博物館と結

びついている。

　さらに２階に整備されたもうひとつのコジモ１世

の区画にも、書斎⑤が建造された。この空間は、「宝

物庫（Tesoretto）」とも呼ばれる。正方形の小さな空

間ではあるが、大きな収納扉が四方にある。パラッ

ツォのもっとも公的な空間である五百人広間のすぐ

そばにあり、貴重なものを保存するほか、文書を保

管する場所でもあったという。コジモ１世が公的な

業務を処理する場であったとも推測される。そして、

区画とは別に建設された⑦テラスの書斎がある。２

つのテラスに囲まれた空間であり、そのひとつがコ

レクションを保管するグアルダローバ（衣裳部屋）で

あった現在の「地図の間」と廊下でつながっていた。

コジモ１世が選んだコレクションをグアルダローバ

から運ばせ、調べたり、眺めたりする場としてグア

ルダローバの補完的な機能を有していたと推測され

ている。

　コジモ１世が造らせた書斎にはそれぞれ異なる用

途があると推測されるが、ここでは展示室としてお

もに活用された①カリオペの書斎に注目してみてい

きたい。

３．コジモ１世のコレクションの展示
　　－カリオペの書斎

　カリオペの書斎は、同パラッツオの改築で設置さ

れた書斎のなかで最初に造られた。四大元素の区画

のなかでは、君主の寝室であったとされる「ケレス

の間」の一角にあり、区画の一番奥に位置している。

小さな空間ではあるが２つの入口があり、そのうち

のひとつは「秘密の」階段に接続し、下の階にたどり

着く。この階段を使用すれば君主は区画の一連の部

屋を通ることなく、書斎にアクセスすることができ、

君主の私的なスペースであることをうかがわせる。

書斎の装飾は天井画のほか、窓にグロテスク文様で

彩られた《ヴィーナスと三美神》が表わされている。

そのほか、コジモ１世の星座や紋章も描かれ、書斎

の装飾は文芸を庇護する君主の徳を表すものであっ

た。

　カリオペの書斎には、コジモ１世のコレクション

が展示されていたことは、改築を手掛けたヴァザー

リが書き残している。パラッツォ・ヴェッキオの解

説書ともされる『ラジョナメント13』や、『列伝14』（第

２版）のなかで、ドナッテロ、アニョーロ・ブロン

ツィーノ、ジュリオ・クローヴィオの伝記において

書斎のコレクションについて触れられている。ブロ

ンツィーノは書斎に飾るメディチ家のひとびとの肖

像画を制作したという。そのほかの記述から、メディ

家のひとびとの肖像画、大理石の古代彫像、ブロン

ズ像、小さい現代の絵画、小さな珍しいもの、金・

銀・銅のメダルなどが展示されていたとされる。さ

らに、古代ローマ以前にトスカーナ地域に居住して

いたエトルリアの彫像などもあった。コジモ１世が

収集した遺物は、1541年にアレッツォで発見されて

いたエトルリア彫刻とされるミネルヴァ像を1552年

に取得、その翌年にキメラ像（図３）を得ている15。
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ヴァザーリやベンヴェヌート・チェッリーニは、キ

メラについて紹介しており、当時、キメラ像が話題

となっていたことがうかがえる。これらの収集品は、

パラッツォ・ヴェッキオに安置されている。書斎は

狭い空間であるため小型のものが展示品として選択

される傾向にあり、キメラ像は同書斎に展示される

ことはなかった。しかし、ヴァザーリが同書斎の解

説のなかでキメラ像について触れており、その重要

性は強調されている。さらには、未開の地の珍しい

ものも展示され、同時代に流行した、世界のあらゆ

るものを収集していた他の君主の例もある。これら

の展示されているものから、コジモ１世の２つの政

治的意図が指摘されている。

　ひとつは、メディチ家の家督を相続する正統性の

アピールである。コジモ１世は傍流の出身であった

ため、今までメディチ家の当主としてフィレンツェ

に大きな影響力をもっていた主流の家系との連続性

を主張する必要があった。それは、メディチ家の繁

栄を築いたジョヴァンニ・ディ・ビッチからコジモ

１世の息子たちまでのメディチ家のひとびとの肖像

画を並べることで示された。また、1494年にメディ

チ家が２度目の追放にあった際に散逸したロレン

ツォのコレクションを再度手に入れて展示したとい

う。メディチ家の歴代の当主たちは有名なコレク

ターであり、散逸したコレクションを再度収集する

ことは、主流の家系とのつながりを強調することに

よる、地位の正当化という意図も見てとれる。

　もうひとつは、フィレンツェとエトルリアとの関

連性の主張である。書斎では古代遺物、とくに小さ

な彫像を展示し、さらにトスカーナの14 ～ 15世紀

の彫刻家の作品を並べていたという。それはエトル

リア彫像から当時の現代の彫像までのつながりを述

べることで、フィレンツェはローマ起源よりもさら

に古い伝統があることを主張した。リーヴェンウェ

インによれば、トスカーナ彫刻の優位性の主張でも

あるという。また、コジモ１世はこれからトスカー

ナ全域を支配する領域国家を形成するために、エト

ルリア神話を採用したと指摘されている。エトルリ

アというトスカーナ共通の起源を強調することで、

フィレンツェ周辺の国家を併合してトスカーナを統

一する正当性をアピールしたのである。これは、

1565年に完成した五百人広間の天井においても強調

される。コジモ１世が描かれた天上画を中心に、支

配したトスカーナの領邦の国々が描かれ、エトルリ

アの王と自らを銘文で表記している。コジモ１世が

固執したテーマであることがヴァザーリとのやりと

りからも明らかとなっている。

　北田によれば、フィレンツェの創建を古代ローマ

としていた長い歴史に反して、コジモ１世はエトル

リア創建の方を強調したとされる16。フィレンツェ

の都市、さらには宮廷を古い起源と結びつけるよう

なコレクションを保有することで、他の宮廷との競

争に打ち勝つ目的もあったと推測される。とりわけ、

コジモ１世の治世の前半期において、領土拡大は最

大の関心事項であった。コジモ１世は領邦国家の形

成を目指しており、エトルリアという同一の起源を

もつ国々を支配することは、歴史的に正当であるこ

とをアピールする意図があったとされる。

　したがって、カリオペの書斎の展示には、コジモ

１世の治世前半の政策である相続の正統性と、領邦

国家の支配という点が反映されていると推測される。

４．書斎の解体

　コジモ１世のコレクションの展示空間として、書

斎以外にも重要な場所が1563年から1565年の間に構（図３）キメラ、国立考古博物館、フィレンツェ
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想された。それは、新しいグアルダローバである。

衣裳部屋と訳されるグアルダローバは、博物館でい

う収蔵庫のような役割を担う場であり、コレクショ

ンが増えるにつれスペースが手狭になり、君主の重

要なものを収納するために改築された。古いグアル

ダローバには「秘密のグアルダローバ」があり、コジモ

１世の特別なコレクションが保管されていた。そこ

には14個の箪笥があり、12番目の箪笥の中身の多く

が、先に述べたカリオペの書斎に1559 ～ 60年に移

されている。衣裳部屋でありながら、特別なコレク

ションを見せるためにしばしば賓客を案内すること

もあったとされる。そこで、新しいグアルダローバ

は収納を兼ね備えた展示室として考案される。フィ

オラーニによれば新しいグアルダローバにおいて

も、書斎と同様に展示空間として構想され、コジモ

１世の政治的アピールがなされていることを指摘す

る17。その改築工事はコジモ１世と改築を担当した

ヴァザーリが亡くなる1574年時点にも終わることは

なく、残された装飾の図案がすべて実現されたかは

不明である。

　新しいグアルダローバは、現在は「地図の間」とし

て知られる。部屋に巡らされた収納するための箪笥

の扉には装飾パネルがはめ込まれている。それは世

界のさまざまな地域の地図が取り付けられていて、

ひとつの世界が形作られている18。その地図の装飾

は、収納するものがその地域と関連するものであり、

一種のラベルとしても機能した。その他、1563 ～

68年に地球儀が設置され、箪笥の上には237の有名

人の肖像画が少なくとも1570年から飾られていた。

この空間はこの天井の空をイメージした装飾 、地

図の装飾という構成からもわかるとおり、宇宙がイ

メージされていた。これはコジモ（cosimo）＝宇宙

（cosmo）を連想させ、コジモが世界を統べるという

君主称揚の意味合いをもっている。

　この構造は同時期に同パラッツオ建造された、コ

ジモ１世の息子フランチェスコ１世の書斎に引き継

がれた（図４）。コレクションを並べる展示室であっ

た書斎は、フランチェスコ１世の書斎では収蔵する

場としての性格が強い。その装飾は、宇宙創造が表

現されている19。フランチェスコ１世の書斎は、イ

タリア宮廷の最後の書斎と言われているが、そこに

はカリオペの書斎のような君主の徳を示すことや、

政治的メッセージを発する場としての役割はあまり

ないといえる。その立地をみると、五百人広間とい

うパラッツォのなかで最も公的な空間のすぐ近くに

建造されており、精神活動を営む場として奥に設置

されるべき伝統的な書斎の位置としては異例であ

る。完成後、フランチェスコ１世の書斎はすぐに解

体され、第二の宮殿であるパラッツォ・ピッティや

パラッツォ・ウフィツィに移された。そこでは書斎

ではなく展示室が造られ展示される。トスカーナ大

公の君主となり、領邦国家を統治する立場となった

メディチ家当主には、書斎という狭い空間で、君主

の徳やメッセージを発信する場はそぐわなくなった

といえよう。

おわりに

　コジモ１世の書斎には、現代の博物館の展示で言（図４）フランチェスコ１世の書斎
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えば、学芸員＝ヴァザーリ、図録＝覚書、展示には

明確なメッセージがあった。しかし、書斎という性

格上、限られた空間であり、展示には所有者である

君主個人の意図が強く反映された。他方で、息子フ

ランチェスコ１世は、伝統的な君主の書斎ではなく、

新たな展示空間にコレクションを並べ公開する。君

主という個人の徳を示し、政治的なメッセージを発

信する場は、空間も内容も拡大していくことで、そ

の役割を終えることになる。

１　 宮廷と権力空間についての研究は以下を参照。Marcello Fantoni, 
George Gorse, Malcolm Smuts, The Politics of Space : European 

Courts ca. 1500-1750, Bluzoni Editore, 2009, Roma.
２　Stephen Campbell, The Cabinet of Eros : Renaissance Mythological 

Painting and the Studiolo of Isabella d’Este, 2004 : Luciano Berti, Il 

principe dello studiolo. Francesco I dei Medici e la fine del Rinascimento 

fiorentino,Firenze, (1967)2002 : A cura di Alessandro Marchi, Lo 

Studiolo del Duca . Il ritorno degli Uomini Illustri alla Corte di Urbino, 
2015.

３　 Wolfgang Liebenwein, Studiolo storia e tipologia di uno spazio 

culturale, a cura di Claudia Cieri Via, Ferrara, (1977)2005.
４　 イタリアのコレクショニズムの歴史については以下を参照。

Cristina De Benedictis, Per la Storia del Collezionismo italiano : Fonti 

e Documenti, 1991, Ponte Alle Grazie, Firenze.
５　クシシトフ・ポミアン『コレクション――趣味と好奇心の歴史人類

学――』吉田城・吉田典子訳、平凡社、1992年、58-63頁。
６　メディチ家の人々が形成したコレクションについての研究は国内外

で数多く発表されている。A cura di Cristina Acidini Luchinat, Tesori 

dale Collezioni Medicee, Firenze, 1997 : 
 松本典昭「ルネサンス期におけるメディチ家の宝物コレクション」

『阪南論集　社会学編』 第51巻、第３号、311－326頁、2016年：遠
山公一・金山弘昌編『美術コレクションを読む』慶應義塾大学出版
会、2012年: 和田咲子「16世紀トスカーナ大公の肖像画コレクション
――展示空間の変遷とその意味について――」『千葉大学社会文化科
学研究科研究プロジェクト報告書』第60集、2003年、１-14頁。

７　コジモ１世の政策については主に以下を参照。Henk Th. Van Veen, 
Cosimo I de’ Medici and his Self-representation in Florentine Art 

Culture, Cambridge University Press, 2006, New York : 北田葉子
『近世フィレンツェの政治と文化――コジモ１世の文化政策（1537-
60）』2003年、刀水書房。 

８　 パラッツォ・ヴェッキオについての研究は以下を参照。Nocolai 
Rubinstein, The Palazzo Vecchio 1298-1532 : Government, 

Architecture, and Imagery in the Civic Palace the Florentine Republic, 
Clarendon Press Oxford, 1995 : A cura di E. Allegri, A. Cecchi, 
Palazzo Vecchio e i Medici : Guida Storica, 1980, S.P.E.S, Firenze : 
Ugo Muccini, Alessandro Cecchi, Le stanze del principe in Palazzo 

vecchio, Le Lettere, 1991.
９　それぞれの書斎について、リーヴェンウェインとチェッキを参考に

簡単にまとめた。
①のカリオペの書斎はヴァザーリが宮殿の中で初めて手掛けた書斎

である。３階にあり、四大元素のアッパルタメントの一番奥に配

置された小さな部屋である 。アッパルタメントの最初の部屋で
ある元素の間を通り、次のオプスの部屋、ケレスの間を通って、
その一番奥に位置する。小さな空間であるが、二つ目の入り口を
持つ。その二つ目の入り口は「秘密の階段（la scalina a chiocciola」
に繋がっていて、下の階にたどり着く。よって、元素の区画のい
くつかの部屋を通ることなくこの書斎にたどり着くことも可能で
ある。この立地は、書斎の本来の本を読むために、孤独の時間を
過ごす私的な空間としての書斎の機能を保持していることがわか
る。部屋の名は、カリオペはヴァザーリが描いた、天井面にムー
サのひとりで「叙情詩」を保護する女神カリオペに由来する。

②のミネルヴァの書斎は、四大元素の区画に位置し、ヘラクレスの
間からサトゥルヌスのテラスの間にある 。1690年の火災により
被害を受けており、損傷を受けた天井画が残るのみである。天井
画は部屋の名の由来になっている《ユピテルの頭から誕生するミ
ネルヴァ》が描かれている。ジョヴァンニ・ストラダーノが手掛
けた。

③のジョヴァンニ・ダッレ・バンデ・ネーレの間の書斎は、レオ10
世の区画にある 。今日は、天井画のみが現存しており、コジモ
１世の間からバンデ・ネーレの間への廊下の役割を果たしてい
る。天井画はユリウス・カエサルが机に座り、『コンメンターリ』
の執筆に没頭している様子である。

④は現存しない書斎である 。チェッキによれば、フランチェスコ
１世の書斎が建造される前に存在した書斎であり、もしくはテゾ
レットの下に建造されていたものである可能性があるという。そ
の存在は、ヴィンチェンツォ・ダンティが手掛けた棚の扉から明
らかになる。その支払い記録があり、さらにはヴァザーリの『列伝』
のダンティのところで触れている、金属製の扉の装飾が現存して
いる。バルジェッロ博物館に所蔵されている。その主題は、アウ
グストゥス帝に巫女の偽書の焼却を認める場面であると提案され
ている。その場面を中心に、ミネルヴァやアポロ（もしくはディ
アナ）などの神々が彫られている。

⑤の書斎はコジモ１世の区画にあり、この小さな空間は、「宝物庫
（Tesoretto）」とも呼ばれる 。位置は、宮殿からの秘密の脱出口に
つながる隠された階段が近くに配置され、フランチェスコ１世の
書斎に接続し、寝室も隣接する。部屋の造りは正方形であり、立
方体の空間である。他の書斎と同じようにコーニスがあり、壁面
には大きな収納扉が配置されている。それぞれの壁面の中心とな
る収納扉には、破風状の飾りが付されている。天井は緩やかなアー
チとなっており、中央に配された正方形の《四福音書家の象徴》の
周囲に寓意画が配されている。中央の絵の上下左右には、《哲学》

《天文学》《詩学》《幾何学》、四隅には《建築の寓意》《彫刻の寓意》《絵
画の寓意》《音楽の寓意》がある。天井画はヴァザーリとストラダー
ノが手掛けたとされる。

⑦の書斎はテラスの書斎は、記録からによれば、ヴァザーリが60年
代に計画、一部を建設し、80年代にバルトロメオ・アンマナーティ
の指揮のもと、装飾などが完成しているとされる。ドガーナの中
庭の上に位置する。エレオノーラの区画と新しいグアルダローバ
をつなぐ位置にある。２つのテラスに挟まれた一室という、他の
書斎とは異なる位置にある。部屋には大理石の彫像が飾れていた
という。部屋の内部はグロテスク装飾により飾られていた。２つ
のテラスには、フレスコ画で柱廊やつる棚、ヴィラ（別荘）をもつ
風景が表されており、理想的な風景が表現されているとされる。
つる棚には、アポロかオルフェウスの像が置かれているように描
かれている。テラスの装飾は、トンマーゾ・デル・ヴェロキオが
手掛けた。装飾の選択には、静かな生活を送る場所としてヴィラ
と書斎の類似性が指摘される。

10　改築を手掛けたジョルジ・ヴァザーリは、そのパラッツォの構成に
おいて、書斎は「裏階段（scale segrete）」、「控えの間（anticamere）」
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と「洗面室（destri）」に続く.最後の要素であると述べている。Giorgio 
vasari, Le vite de’ più eccellenti architetti, pittori, et scultori italiani, da 

Cimabue, insino a’ tempi nostri, Nell’edizione per i tipi di Lorenzo 
Torrentino, Firenze 1550, A cura di Luciano Bellosi, Aldo Rossi, 
Einaudi, Torino, 1986, p. .

11　その他、ベルフィオーレにおけるレオネッロ・デステの書斎には、
古典古代の諸芸術の守護神ムーサを主題とするプログラムが描かれ
ていたと推測されている。

12　その他の８人のムーサは、クレーイオ、エウトゥルペ、メルポメー
ネ、ターリア、ポリンニーア、エラート、テルプシコーレ、ウラー
ニアである。

13　ヴァザーリがコジモ１世の息子フランチェスコを案内する会話形式。
1558 ～ 63年に執筆され、1588年にヴァザーリの甥によって刊行され
た。Ragionamenti del signor Giorgio Vasari. Sopra le invenzioni da lui 

dipinte in Firenze nel Palazzo Vecchio, a cura di Eugenio Giani, 
Accademia dell’Iris, 2011.

14　コジモ・イル・ヴェッキオが擁護した彫刻家ドナッテロの彫刻につ

いても、『列伝』のなかで触れられている。ジョルジョ・ヴァザーリ
『ルネサンス彫刻家建築家列伝』森田義之監訳、1989年、白水社。

15　古代遺物の収集については、ファブリツィオ・パオルッチ「15－18世
紀におけるメディチ家の古代コレクション」渡辺晋輔訳『国立西洋美
術館研究紀要』no.13、2009年、29-38頁。エトルリアの遺物の収集に
ついては、M. Christofani, “Per una storia collezionismo archeologico 
nella Toscana granducale. I. I grandi bronzi”, in Prospettiva, n. 17, 
1979,  pp. ４-15. 　北田前掲書、259頁。

16　北田、同掲書、258頁。
17　Francesca Fiorani, The Marvel of Maps : Art, Cartography and Politics 

in Renaissance Italy, Yale University New Haven and London, 2005
18　タンスのパネルの装飾は、エニャツィオ・ダンティーニによって

1563-1575年に31の地図、ステファノ・ボンィニョーリによって
1577-1586年に23の地図によって完成した。

19　若桑みどり「トスカーナ大公フランチェスコ一世のストゥディオー
ロの「主題」について」『日伊文化研究』第12号、1973年、77-100頁。

　　

内島　美奈子（うちじま　みなこ）　　西南学院大学博物館学芸員
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はじめに

　大学博物館が担うべき教育普及活動の使命とは何

であろうか。大学博物館という性質上、その活動は

大学に在籍する学生に第一に向けられる。しかし大

学博物館は社会に開かれた大学の窓口という役割も

また担っている。ならば、大学博物館がなすべき教

育普及活動はその二つの使命の全うであろう。西南

学院大学博物館では学生教育、そして社会教育への

実践の場のひとつとして「ワークショップ」を実験的

ながらも、2010年度より取り入れてきた。本稿では、

これまでの５年以上に及ぶワークショップ活動の検

証を通じて、西南学院大学博物館における教育普及

活動の現状と課題を探っていきたい。

１．大学博物館における生涯学習

　日本の博物館法（1951年制定）の第２条において博

物館は次のように定義されている。

　この法律において「博物館」とは、歴史、芸術、民

俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管

（育成を含む。以下同じ。）し、展示して教育的配慮

の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、

レクリエーション等に資するために必要な事業を行

い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をする

ことを目的とする機関（社会教育法 による公民館及

び図書館法 （昭和二十五年法律第百十八号）による

図書館を除く。）のうち、地方公共団体、一般社団法

人若しくは一般財団法人、宗教法人又は政令で定め

るその他の法人（独立行政法人（独立行政法人通則法 

（平成十一年法律第百三号）第二条第一項 に規定す

る独立行政法人をいう。第二十九条において同じ。）

を除く。）が設置するもので次章の規定による登録を

受けたものをいう。

　ここで博物館に求められている役割は、資料の収

集、保管（育成含む）、展示、必要な諸事業、調査研

究である。博物館に求められる教育的役割について

は「教育的配慮」や「教養」という表現で、それぞれ展

示と必要な諸事業の一端におかれているだけである
１。博物館における教育活動が重要視されるように

なるのは、1970年代に国際的な広がりを見せつつ

あった生涯教育の考えが日本にも波及したことが

きっかけであった。1981年に文部省が中央教育審議

会答申に提出した生涯教育についての答申（昭和56

年６月11日）では、生涯教育とは「今日、変化の激し

い社会にあって、人々は、自己の充実・啓発や生活

の向上のため、適切かつ豊かな学習の機会を求めて

いる。これらの学習は、各人が自発的意思に基づい

て行うことを基本とするものであり、必要に応じ、

自己に適した手段・方法は、これを自ら選んで、生

涯を通じて行うものである。その意味では、これを

生涯学習と呼ぶのがふさわしい。この生涯学習のた

めに、自ら学習する意欲と能力を養い、社会の様々

な教育機能を相互の関連性を考慮しつつ総合的に整

備・充実しようとするのが生涯教育の考え方であ

る。言い換えれば、生涯教育とは、国民の一人一人

が充実した人生を送ることを目指して生涯にわたっ

て行う学習を助けるために、教育制度全体がその上

に打ち立てられるべき基本的な理念である」２とし

たうえで、２章『我が国の生涯教育に関する状況と

今後の課題』において「我が国においては、国民の多

様な学習意欲の高まりや教育に対する強い関心・要

求に対応して、それを充足する様々な学習機会が提

山尾　彩香

大学博物館の使命としての教育普及活動
－せいなんこどもワークショップ事例紹介と課題－
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供されている」として学校教育があげられ、博物館

もまた生涯教育への意欲的な取り組みがなされてい

る施設として名を連ねている。その後、1984年には

最終答申『生涯学習体制の整備』が掲げられ、1988年

にはこれまでの社会教育局にかわり生涯学習局が新

設され、1990年に「生涯学習の振興のための施策の

推進体制等の整備に関する法律」（「生涯学習振興

法」）が公布されると、いよいよもって博物館は生涯

学習実現のための施設として一躍重要な位置づけを

されることとなった３。

　一般的な博物館と原理的に違いの無い大学博物館

において、生涯学習に対する姿勢もまた、近年になっ

て指針が定められるようになった。1996年に第14期

文部科学省審議会学術資料部会により提出された

『ユニバーシティ・ミュージアムの設置について』と

題された中間報告の第３章『ユニバーシティ・

ミュージアムの整備』において、大学博物館（ユニ

バーシティ・ミュージアム）とは「大学において収

集・生成された有形の学術標本を整理、保存し、公

開・展示し、その情報を提供するとともに、これら

の学術標本を対象に組織的に独自の研究・教育を行

い、学術研究と高等教育に資することを目的とした

施設である。加えて、『社会に開かれた大学』の窓口

として展示や講演会等を通じ、人々の多様な学習

ニーズにこたえることができる施設」とある。さら

に、その教育機能においては「学術標本を基礎とし

た大学院・学部学生の教育に参加するとともに、博

物館実習をはじめ大学における学芸員養成教育への

協力を行う。また、一般の博物館の学芸員に対する

大学院レベルのリカレント教育や、人々の生涯にわ

たる学習活動にも積極的に協力することが望まし

い」とあり、生涯学習を積極的に支援する必要性を

明記している。

　2006年に開館した西南学院大学博物館は「西南学

院大学博物館規則」（制定：2005年10月５日）の第３

条において設置目的を以下のように定めている。

西南学院大学博物館（以下「博物館」という。）は、

次に掲げる事項を目的とする。

⑴キリスト教文化、教育文化、地域文化、西南

学院史等に関する博物館資料（以下「資料」と

いう。）の収集、整理、保管、閲覧及び展示に

関する事項

⑵前号の資料の調査研究に関する事項

⑶本学学生、教職員等の西南学院関係者並びに

一般市民等の教養及び調査研究に資するため

に必要な事業の実施に関する事項

　ここでは、西南学院大学のキリスト教主義教育に

したがって、キリスト教や教育文化、福岡という立

地に鑑みた地域文化、大学の母体である西南学院の

歴史に関する博物館業務をおこなうことを目的の第

一に揚げている。その対象は本学学生、教職員、西

南学院関係者等（教会関係者および学生保護者、保

証人など）、そして一般市民等となっている。教育

機関である大学の付属施設であり、学校法人が運営

する大学博物館は、基本的に在籍する学生を第一に

対象とするが、社会に開かれた大学の窓口としての

役割もまた重要な使命である。生涯学習の一助とな

る大学の特性を生かした一般市民向けの展示、公開

講演会、ミュージアムトークは勿論のこと、児童向

けの教育普及活動にも積極的に取り組んでいる。そ

のひとつが「せいなんこどもワークショップ」であ

る。

２．せいなんこどもワークショップ

　西南学院大学博物館では教育普及活動として、

2010年度より「楽しみながら学べる」をコンセプト

に、主に大学周辺の小学生を対象とした「せいなん

こどもワークショップ」（以下、ワークショップ）を

毎年度開催してきた（付録１参照）。小学生向けのプ

ログラムを作るにあたっては、参加者に西南学院を

理解し、大学博物館を身近に感じてもらい、参加を

通じて特別展や常設展示への認識を深めてもらうと

いう目的がある。前章の西南学院大学博物館規則第

３章で挙げた「キリスト教文化、教育文化、地域文化、

西南学院史等に関する」事柄は、そのまま西南学院

大学博物館の特色ともなる。ワークショップではこ

れら３つの要素「コンセプト：楽しみながら学べ

る」、「目的：西南学院の理解、大学博物館への親近

大学博物館の使命としての教育普及活動－せいなんこどもワークショップ事例紹介と考察－（山尾　彩香）10



感、展示への関心づくり」、「特色：キリスト教文化、

教育文化、地域文化、西南学院史等」を意識したプ

ログラムづくりがなされる。

　また、2014年度より大学博物館連携事業（大学博

物館連携、地域博物館連携）の一環として館外ワー

クショップである「せいなんおでかけワークショッ

プ」を行っている。協定先である長崎県南島原市お

よび熊本県天草市や、共同事業を行う大学博物館に

赴き、西南学院大学博物館のPRや交流を図ること

を主な目的として様々なワークショップを開催して

いる（付録２参照）。

　ワークショップの企画運営は、基本的に西南学院

大学博物館（以下、博物館）の学生を含む臨時職員を

中心として行われる。年度のはじめに、１年間の大

まかなワークショップスケジュールが組まれ、それ

をもとに各回の担当者となった臨時職員が企画を考

えることとなる。プログラム内容は毎回変わるもの

の、①聖書植物園・常設展示関連、②春季特別展関

連、③博物館実習成果展関連、③秋季特別展関連、

④年中行事（季節もののイベント）が基本的な枠組み

として存在し、それぞれが１～２か月に一度の頻度

で開催される。

　また、ワークショップでは学生ボランティアも広

く募集している。学生ボランティアは西南学院大学

生（大学院生含む）を対象としたもので、活動内容は

主にワークショップ当日の参加者との交流である。

そこには博物館に馴染みのない学生に対して博物館

活動の理解を促すとともに、参加した学生ボラン

ティアが社会人となる際に求められる協調性や発想

力、状況判断に基づく臨機応変な対応ができるよう

な実践教育の場としての役割も考えられている。

　ここからは実践例として2014年度「わたしのせい

なんミュージアム」を挙げ、博物館におけるワーク

ショップの具体的な取り組みを以下に記す。

実施例　「わたしのせいなんミュージアム」

開催日時：2014年８月２日（土）10：00～12：00（２時間）

開催の目的：

⑴特別展「海路―海港都市の発展とキリスト教受

容のかたち―」関連イベント

⑵博物館で主体的に学ぶ姿勢をはぐくむ

⑶物事を様々な視点で捉え、まとめる能力を身に

つける

⑷参加者だけでなく保護者にもワークショップの

成果を実感してもらう

⑸博物館実習生への実践的教育

参加者：小学生４名、保護者４名

学生ボランティア：２名

博物館実習生：４名

博物館スタッフ：３名

会　場：西南学院大学博物館、西南コミュニティセンター

内　容：

１　学習ノートを配布し、ボランティアや実習生

とともに博物館内を探索し問題を解いて回る。　

２　学習成果発表会（学習ノートに取り組んだ成

果を保護者の前で発表）　

３　学生ボランティア、実習生、保護者から口頭

で参加者へ向けてのメッセージと感想

ⅰ）企画

　2014年度に組まれた１年間のスケジュールでは、

計４回のワークショップ開催が決定していた。各回

のワークショップの全体統括者として企画、運営、

報告を行う主担当（１名）と、主担当の補佐となる副

担当（１～２名）が決まると、大まかな内容が主担当

（以下、担当）によって考えられることとなる。各担

当によるワークショップの提案内容が適切であると

いう学芸員の許可が下りると、次にワークショップ

参加者募集のポスター（図１）が作成される。

　作成されたポスターと、ポスターの裏面に申し込

み用紙（図２）を印刷したチラシは博物館内、外部利

用者の多い西南クロスプラザ（大学食堂）内の掲示板

等に設置されるほか、博物館公式ホームページ

（www.seinan-gu.ac.jp/museum）、SNS（Twitter、

facebook）といったネット上でも公開される。ワー

クショップでは万一の事故に備え参加者の保険加入

を行っているため、事前募集制度を採用している。

また、同時期に学生ボランティアの募集も開始され
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る。

　担当はワークショップ開催の１～２ヵ月前から準

備に取り掛かる。担当は年度初めに提案した内容を

具体的にするための企画書をまず作成する。８月開

催の「わたしのせいなんミュージアム」では、春季特

別展「海路―海港都市の発展とキリスト教受容のか

たち―」の関連イベントとして開催されるワーク

ショップというのが前提にあったが、この時期が小

学生の夏休み期間と博物館実習期間とで重なってい

ることから、①夏休みの自由研究にも活用してもら

えるような、参加者の主体的な学びの場の提供とな

ること、②博物館実習の一環として該当年度の実習

生の実践教育の場となること、という２つの目的を

掲げることとした。そこから、自由研究として形に

残る成果物の必要性から、補助教材として『わたし

のせいなんミュージアム学習ノート』（図３）の導入

を決定する。

ⅱ）博物館の学習的活用

	『わたしのせいなんミュージアム学習ノート』

　『わたしのせいなんミュージアム学習ノート』（以

下、『学習ノート』）を作成するにあたって、①博物

館の展示による学習、②博物館活動への興味関心づ

くりに主眼を置き、⑴学年ごとに難易度を設定した

常設展、建物、特別展に関する問題集、⑵展示資料

の調書シート、⑶オリジナルの博物館を書く課題

シート、⑷感想、メッセージという構成をとった。

ワークショップ参加者の対象は小学生であり学年の

制限はないため、⑴の問題集では問題ごとに難易度

を設定し、学年にあった学習に取り組める形をとっ

た。低学年向けの問題１では、常設展示についての

問題を採用したが、ここでは館内に設置してあるス

タンプラリーを活用し、楽しみながら学べることを

コンセプトとした。問題２は博物館の建築に関する

問題を取り上げた。博物館の建物は旧西南学院本館

として1921年にウィリアム・メレル・ヴォーリズ設

計により竣工した３階建てのレンガ造りで、現在は

福岡県指定有形文化財４となっている。歴史的建造

物としての価値を有した建造物であることから、

2004 ～ 2005年に行われた建物の補強改修工事の際

図１　2014年度せいなんこどもワークショップポスター 図２　ワークショップ参加者申し込み用紙
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図３　『わたしのせいなんミュージアム学習ノート』（原本A ４）
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に、建物の建築構造もまた展示の一部として活用す

るため、壁や床の一部にのぞき窓が設置された。建

物に関する問題はそういった展示も踏まえ、館内だ

けでなく館外まで探索の足を広げじっくりと観察し

なければ解けない問題構成にした。一方で高学年向

けの問題３では、特別展「海路―海港都市の発展と

キリスト教受容のかたち―」の資料の観察とキャプ

ションの読解を必要とする問題を設定する。⑵の展

示資料の調書シートは高学年向けのものの学習課題

として、「展示資料紹介」を目的とした、簡易的な調

書シートを用意した。これは、資料の細かな観察や

学習を促すだけでなく、博物館で働く学芸員の仕事

のひとつである調書作成を通して、博物館への興味

関心づくりもねらいにあった。後者のねらいを引き

継いだ低学年向けの⑶「わたしの夢のミュージアム」

と題した課題では、参加者に「博物館の館長になっ

たらと、どんな博物館をつくりますか？」と問いを

投げかけ、オリジナルの博物館の構想を考えてもら

う内容となっている。そのページは博物館の名称、

展示テーマ、展示資料内容、博物館のイメージ図で

構成されている。最後の⑷の感想とメッセージは博

物館側が回収して成果物として保管できるよう、

ページが切り取れるように工夫をしてある。これは

ワークショップの全体の反省に生かせるよう、参加

者の反応を明確に残すねらいがあった。また、学生

ボランティアや実習生に向けてのメッセージを参加

者に書いてもらうことで、学生の博物館活動に対す

る意識をより印象深いものにする目的もあった。

　『学習ノート』の構想を固めると、ワークショップ

の主要内容も定まってくる。問題ごとの難易度を設

けたことから、学年ごとにグループ分けが必要と

なった。そのため各グループには最低１名以上の博

物館実習生あるいは学生ボランティアを担当させ、

グループで博物館を探索しながら学習ノートを完成

させていくのを大まかな流れとした。学習ノートの

進め方については、時間に余裕があればすべての問

題に取り組み、学習ノートの完成を目指すとし以下

のようにした。

学年別グループと学習内容

【１・２年生グループ】

問題１→２→夢のミュージアム

 →感想・メッセージ

【３・４年生グループ】

問題１→２→３→夢のミュージアム

 →感想・メッセージ

【５・６年生グループ】

問題３→調書→（夢のミュージアム→）

 感想・メッセージ

ⅲ）保護者を視野にいれた「学習成果発表会」

　これまでのワークショップでは原則として参加者

の保護者は送迎のみで、ワークショップへの参加は

自主性や社会性を養うことへのねらいから、子ども

のみに限定してきた。しかし、ワークショップを通

して保護者へも何らかのアプローチを試みたいとの

考えから「わたしのせいなんミュージアム」では保護

者を巻き込む子ども向けワークショップのプログラ

図４　わたしの夢のミュージアム発表文（原稿）
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ム作りを目指した。それがワークショップ後半に実

施した学習成果発表会だ。

　学習成果発表会は、ワークショップの前半で取り

組んだ『学習ノート』の答え合わせ、および課題（調

書、わたしの夢のミュージアム）の発表を保護者の

前で行うもので、低学年参加者には発表の補助とし

て、穴埋め形式の発表原稿（図４）を用意した。この

学習成果発表会は保護者に対する、①博物館の教育

普及活動への関心と理解の促進、②発表内容を通し

ての博物館宣伝、③親子間のコミュニケーションづ

くり、④ワークショップ参加の成果報告を目的とし

て定めていた。また、参加者にも学習成果発表会を

図５　ワークショップスタッフ用マニュアル

西南学院大学博物館 研究紀要 第５号

17



時間 内容 詳細
9：00 集合、準備・打ち合わせ ・博物館事務室に荷物を置いて、コミュニティセンター多

目的室1 ～ 3で作業
・机の準備、保護者用の席準備

9：30 ～ 受付開始 ・担当グループごとに着席
・子どもとコミュニケーションをとる

10：00 ワークショップ説明 ・学習ノート配布、名前記入
・各班準備出来次第、博物館へ移動

10：15 館内見学 ・学習ノート取り組み
・実習生展見学

11：15 コミュニティセンター全員集合 ・夢のミュージアム、感想、メッセージ書き
・発表準備

11：30 学習成果発表会 ・答え合わせ発表
・個人発表
・感想発表
・各担当者、保護者から一言
・集合写真撮影
・感想・メッセージ、発表原稿回収

12：00 ワークショップ終了 ・撤収
・反省会
・解散　

表1　「わたしのせいなんミュージアム」スケジュール

『学習ノート』取り組みの様子
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設けることで、ワークショップへの取り組みをより

意欲的なものへとするねらいもあった。学習成果発

表会の最後には保護者からの感想を伝えてもらう時

間も設け、これは参加者、保護者、博物館の三者にとっ

て有意義なものとなった。

ⅳ）運営：博物館教育実践の場として

　ワークショップの当日は博物館スタッフ、学生ボ

ランティアの打ち合わせから始まる。学生ボラン

ティアには事前にスケジュールや内容を伝えており、当

日に詳しい打ち合わせを行う。「わたしのせいなん

ミュージアム」では博物館実習生が中心となるため、

ワークショップ前日の実習時間に事前に打ち合わせ

を行っていた。開催ごとに用意されるワークショッ

プスタッフ用のマニュアル（図５）と、答えを載せた

スタッフ用の『学習ノート』をもとにスケジュール

（表１）、内容、グループの担当、注意点等の確認が

終わると、受付や会場設営の準備に取り掛かる。

　「わたしのせいなんミュージアム」では事前申し込

みで12名の参加者が予定されていたが、最終的な参

加者は１年生２名、３年生２名の計４名となった。

そのため、想定していたグループ行動を急遽変更し、

参加者１名に対して実習生および学生ボランティア

を１～２名つけるマンツーマン体制をとることと

なった。学生側も急な変更にも関わらず臨機応変な

対応をみせ、これによりグループの引率者とその一

員としてではなく、パートナーとしての学生と参加

者の関係が築かれることとなった。このことは『学

習ノート』への取り組みを捗らせ、当初予定してい

た学年ごとに設定していた問題集のすべての問題

を、学年に関係なく参加者全員が完成させることと

なり、結果としてより親密で学習効果の高いプログ

ラムとなったのは僥倖であった。なお、想定してい

た実習成果展の案内は当日の設営が間に合わず叶わ

なかった。

　博物館での『学習ノート』の取り組みを終えた後、

机と椅子を用意してある場所へと移動し、そこでは

「わたしの夢のミュージアム」の課題に取り組んだ。

この課題は発想力を必要とするものであったため、

なかなか筆の進まない参加者が多かった。ここでは

事前に学生に対して、参加者の好きなものやどう

いった博物館に行ってみたいか、などのコミュニ

ケーションを通して取り組むように指示をしてお

り、パートナーである学生の助けを借りて、参加者

課題：わたしの夢のミュージアム
【作成例１】

博物館名称「きょうりゅうはくぶつかん」

展示テーマ「ティラノ」

展示するもの「ティラノの子、大人」

【作成例２】

博物館名称「さかなミュージアム」

展示テーマ「さかなにかんするはくぶつかん」

展示するもの「さかなのミイラ、さかなの作品」
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全員が課題を完成させることができた。展示資料紹

介の調書シートは高学年の参加者がいなかったため

取り組まなかった。

　『学習ノート』を完成させると、次は学習成果発表

会の時間だ。事前に保護者には発表会の旨と時間を

伝えており、参加者４名のうち３名の保護者が発表

会に参加することとなった。学習成果発表会では、

まず博物館で取り組んだ『学習ノート』の問題集の答

え合わせから行った。問題ごとに挙手をし、口頭で

発表するというものであったが、すべての問題で参

加者全員の手があがり、臆することなく元気よく正

解を発表してくれた。答え合わせの次は、「わたし

の夢のミュージアム」の発表となり、ここではパー

トナーである学生に該当のページを持ってもらいな

がら、用意していた発表原稿文を手に、保護者に向

けて発表を行った。１年生や３年生とは思えない、

しっかりとした発表と個性豊かなミュージアムの紹

介に保護者からは拍手が送られた。参加者の発表が

学習成果発表会の様子
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終わると、今度は参加者のパートナーである学生、

そして保護者からの口頭で感想を発表してもらっ

た。学生は参加者がいかにワークショップに頑張っ

て取り組んだかを保護者に知らせ、保護者からは普

段とは違った参加者の学習姿勢への感動と学生への

感謝の言葉が送られた。学生や保護者からの言葉に、

参加者は気恥ずかしそうにしながらも満面の笑みを

たたえていたのが印象深い。

　プログラムに参加しての感想は参加者が書いた

『学習ノート』内の感想・メッセージと同様のシート

を保護者にも配布し回収した。ワークショップに参

加した学生たちの満足度も高かった。

参加者と保護者による感想

＜参加者＞

・今日はたのしかったです（３年生）

・コークスがずっとつづいててびっくりした（１年生）

・一番のりだったからうれしかったです（３年生）

・たのしかった（１年生）

＜保護者＞

・普段、触れ合うことのない大学生のお姉さんと組

んでの作業に笑顔がはじけていました。異世代の

人たちの前での発表もよい経験になったと思いま

す。貴重な体験のできる機会をありがとうござい

ました。

・今日は、よい機会をいただきありがとうございま

した。子ども達の学ぶ姿勢（走りまわりながらも）

調べることの楽しさを体験する事が出来て、とて

も良かったと思います。また、発表もすばらしく、

全く知らない人の前で緊張するのかと思っていま

したが、みんなとても上手でした。本日は本当に

ありがとうございました。

・家庭では見られない息子の一面が見ることが出来

ました。調べたりすることはとても好きな子です

が、人前での発表が苦手な面があったので、りっ

ぱに発表している息子を見て感動致しました。す

ばらしい時間をありがとうございます。

ⅴ）報告：博物館教育普及活動の宣伝と課題と改善

　ワークショップが終了すると、その日のうちに主

担当あるいは副担当が、実施したワークショップの

館外に向けた報告を行う。ワークショップの概要と

写真を、博物館ホームページ（図６）やFacebook（図

７）で公開するのだ。この報告は博物館の教育普及

活動の宣伝も兼ねている。

　主担当は後日、これとは別に館内向けのワーク

ショップの実施報告書（図８）を作成する。実施報告

書では、プログラムの内容（実施日、会場、申込人数、

図６　西南学院大学博物館ホームページでの報告
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参加人数、プログラム担当者）、概要、プログラム

を終えての自己評価と総評、評価すべき点、改善点

と課題、解決策、参加者の声、学生ボランティアに

ついて、学芸員評、記録写真といった項目が設けら

れている。実施報告書を通して全体の振り返りをす

ることで課題と改善点が見えてくる。これらの情報

は今後のワークショップづくりには欠かせないもの

だ。そのため、実施報告書は博物館職員であれば誰

でも閲覧できるシステムがとられている。ワーク

ショップの担当者はプログラムをより良いものとす

るために、これらの過去の実施報告書などをもとに、

次のワークショップづくりに励むのだ。その年度に

開催したワークショップは、次年度に発行される『西

南学院大学博物館年報』にてもまとめて報告される。

ここまでが西南学院大学博物館におけるワーク

ショップの一連の流れとなる。

3．課題と展望

　2010年度より開始されたせいなんこどもワーク

ショップは、当時の臨時職員（在学生アルバイト）の

要望によって始められたものだった。それから毎年、

博物館で働く学生たちが入れ替わろうともワーク

図７　西南学院大学博物館Facebookでの報告

図８　ワークショップ実施報告書
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ショップは引き継がれ、毎回の担当者ごとに趣向を

凝らしたものが今日まで開催されてきた。このこと

は西南学院大学博物館が積極的に取り組んでいる

「実践力がある博物館職業人の育成」の一助となって

いるといえるだろう。大学博物館の使命のひとつで

ある学生のための在り方にも準ずるものでもある。

また、担当者が統一されないゆえに、担当者の特色

に沿った個性豊かなワークショップが行われる利点

もある（付録参照）。

　一方で、課題として浮きあがるのは、ワークショッ

プの担当者が入れ替わりの激しい学生アルバイトで

あることから、各ワークショップの内容に関するレ

ベルが一定を保てないことである。何をもって行わ

れたワークショップを評価するのかにより、基準と

なるレベルも決まるが、この場合、ワークショップ

が目指すべき3つの要素が鍵となるだろう。すなわ

ち「コンセプト：楽しみながら学べる」、「目的：西

南学院の理解、大学博物館への親近感、展示への関

心づくり」、「特色：キリスト教文化、教育文化、地

域文化、西南学院史等」だ。この認識の徹底が現状

ではなされていないといえる。

　ワークショップの企画運営など、新規の学生アル

バイトのほとんどが未経験である。そのため、まず

ワークショップ経験者が主担当となったワーク

ショップの副担当につき、ある程度のノウハウをそ

こで学ぶこととなる。ワークショップ準備マニュア

ルも存在し、ワークショップのすべての企画には学

芸員のチェックもはいる。しかし、それらの指導の

中でこれまでワークショップの目指す方針が十分に

共有されていたかといえば否であった。指導係とな

る主担当者が統一されていないうえ、主担当者自身

もまた、明確な方針を十二分に理解しないまま引き

継いできたためだ。その主な原因は、教育普及活動

におけるワークショップの方針が博物館の共通意識

として浸透していないことがあげられる。雇用形態

上、長期間の統一指導者を設けることが難しい現状

で、そういった意味でも、ワークショップの方針と

具体的な運用方法を提示する意義が本稿にはある。

　また、一部例外はあるもののこれまでのワーク

ショップは小学生のみを対象としたものに限定され

てきた。本稿では紹介していないが、2016年度に試

験的に行われた一般向けのワークショップ（2016年

10月開催「博多おきあげをつくろう」）での参加者ア

ンケートでは、大人向けのワークショップ開催の要

望が多くみられた。今後は、小学生のみではなく一

般を対象としたワークショップの導入を本格的に検

討するべきだろう。

　また、博物館への親しみを促す学生向けのイベン

トの必要性も高まってきている。限られた一部の学

生しか参加できないボランティア形式にとどまるの

ではなく、学生のための大学博物館の存在意義と周

知をはかるためにも、対策を講じていく必要があろ

う。その際にはより発展したワークショップを実現

するためにも、これまでの蓄積を形にした本稿が少

しでも後進の役に立てばと願うものである。

　なお、本稿は、西南学院大学博物館が申請した本

学教育研究推進機構学内GP（グッド・プラクティ

ス、研究推進助成）「大学博物館における高度専門職

学芸員養成事業」の成果の一部である。

　末筆ではありますが、これまで博物館の教育普及

活動に携わっていただきました関係者および参加者

の皆様に記して感謝の意を表します。
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付録１．2010～ 2015年度
　　　　せいなんこどもワークショップ

　2010年度から2015年度までで、博物館で開催され

たワークショップは以下の通りである。とくに明記

がない場合、参加者は事前募集で募った小学生が対

象となる。計28回に及ぶワークショップが開催され、

そのうち中止となったものはない。

2010年度　第１回～第６回

第１回「西新の歴史マップを作ろう」
日　時： 2010年10月30日（土）

 13時～ 16時30分（３時間30分） 

目　的： 地域の歴史文化を学ぶ

参加者： 12名、保護者１名

学生ボランティア：８名

内　容：①西新地区の名所旧跡を散策：西南学院大

学１号館内元寇防塁、元寇防塁、防塁神

社、ちんちく堀、猿田彦神社（神社参拝

の指導）、紅葉八幡宮、西新商店街、勝

鷹神社　

②２グループに分かれて白地図に西新の歴

史マップを作成　

③グループ発表

第２回「音楽とお話に親しもう」	
日　時： 2010年11月13日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「海を渡ったキリスト教」関連イベ

ント

⑵キリスト教文化（音楽）と親しむ

参加者： 14名

学生ボランティア：４名

内　容：①学芸員による特別展のギャラリートーク　

②クリスマス音楽の合唱　

③西南学院大学応援指導部吹奏楽団による

サックス演奏と演奏体験　

④大学音楽主事によるパイプオルガンの演

奏体験

第３回「クリスマスのグリーティングカードを作ろう」
日　時： 2010年12月11日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： キリスト教の文化・行事（クリスマス）と親

しむ

参加者： 21名

学生ボランティア：15名

内　容： ①大学宗教主事によるクリスマスの講話　

②クリスマスカード（クリスマスツリーが

飛び出す仕組み）の作成

第４回「お正月について学ぼう！
	 留学生のお兄さんお姉さんと餅つきをしよう」
日　時： 2011年１月８日（土）14時～ 16時（２時間）

目　的： ⑴日本の文化・行事（正月）に親しむ

⑵留学生との交流

参加者：20名、保護者９名

学生ボランティア：２名

内　容：①学芸員による正月の講和　

②留学生別科の学生との餅つき（もち米、

古代米）体験　

③餅の成形、実食

第５回「鬼の面をつくろう」
日　時： 2011年２月５日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： 日本の文化・行事（節分）に親しむ

参加者： 14名

学生ボランティア：11名

内　容：①大学非常勤講師（民俗学）による節分の講和

②鬼のお面をつくる　

③豆まき体験

第６回「おひなまつりをしよう」
日　時： 2011年３月12日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： 日本の文化・行事（ひなまつり）に親しむ

参加者： 11名

学生ボランティア：４名

内　容：①博物館職員による雛祭りの講話　

②貝合わせを模した絵合わせカードづくり　

③貝合わせ大会
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2011年度　第７回～第12回

第７回「船のペーパークラフトをつくろう」
日　時： 2011年６月25日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「天草－祈りの原点とキリシタン

文化－」関連イベント

⑵日本の船と南蛮船（西洋諸国の船）との違

いを知る

参加者： 23名

学生ボランティア：８名

内　容：①博物館職員による特別展のギャラリー

トーク

②南蛮船のペーパークラフト作成

第８回「ドージャー探検隊！－十字架のありかを探せ－」
日　時： 2011年８月27日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： クイズを通して展示品への興味・関心を引

き出す

参加者： 26名

学生ボランティア：９名

博物館実習生：５名

内　容：①十字架の図像をもつ展示品にまつわるク

イズと館内マップがかかれたワークシー

トをたよりに、クイズにあげられている

十字架の図像をもつ展示品を探しなが

ら、グループごとに博物館内を見学し、

クイズを解く　

②２階講堂において、博物館実習生による

クイズの答え合わせと解説　

③ドージャー探検隊のメダルとして参加者

の名前入りの缶バッジを記念に渡す

第９回「せいなんミュージアムカードをつくろう」
日　時： 2011年９月17日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴博物館内の展示品を観察し、そこでの小

さな気づきや発見の喜びを絵手紙にして

誰かに伝える

⑵博物館や展示に親しみを持ってもらう

参加者： 30名

学生ボランティア：８名

内　容：①グループに分かれ、学生ボランティアに

よる展示品等のギャラリートーク　

②展示品のスケッチ　

③絵手紙の作成”

第10回「みんなで仮装しよう！
	 －ミュージアムでハロウィンを－」
日　時： 2011年10月８日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： ハロウィンを通して、キリスト教やケルト

の人々の文化を体験する

参加者： 35名

学生ボランティア：10名

内　容：①ハロウィンについての講話（歴史、由来、

ジャック・オ・ランタンの紙芝居、仮装

をする意味）　

②ハロウィン仮装の衣装づくり（黒のビ

ニール、画用紙、折り紙、スパンコール

などの材料を使って帽子や衣装を作成）　

③Trick or Treatという習慣の由来と意味

の説明　

④作成した衣装を着用し、博物館内で

「Trick or Treat」を体験（お菓子をもっ

てスタッフが待機している３か所を探し

て回る）

第11回	「松ぼっくりでクリスマスツリー！」
日　時： 2011年12月10日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： クリスマスのお話や、クリスマスツリー製

作を通して、クリスマスの文化に触れその

意味を知ってもらう

参加者： 28名

学生ボランティア：10名

内　容：①クリスマスの講話（サンタクロースの紙

芝居、クリスマスツリーのオーナメント

についてのパネル解説）　

②松ぼっくりクリスマスツリーの作成（松

ぼっくりに綿やスパンコールの装飾）

③クリスマスツリーを飾る台紙（色画用紙）

の作成
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第12回	「2000年前の生活体験－勾玉をつくろう－」
日　時： 2012年３月３日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： 古代の服飾文化について学ぶ

参加者： 39名

学生ボランティア：８名

内　容：①2000年前の人々の服飾についてのクイズ　

②勾玉作成（滑石を紙やすりで削り成形する）

2012年度　第14回～第16回

第14回「みんなのせいなんすいぞくかん」
日　時： 2012年９月29日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴博物館実習成果展「ギョギョギョ西南☆

海ステリー博」関連イベント

⑵シルエットのみという自由度の高いぬり

えを通して、子どもたちの想像力を刺激

し、表現する面白さを感じてもらう

⑶展示に関連した魚のシルエットを使うこ

とによって展示への興味関心を促す

参加者： 小学生23名

学生ボランティア：８名

博物館実習生：９名

内　容：①博物館実習生による実習成果展の案内　

②シルエットぬりえに自由に色を塗り、オ

リジナルの魚を考える　

③塗り終わった魚を台紙にはり「せいなん

すいぞくかん」を作成　

④各自のぬりえの中から魚を一匹選び「み

んなのせいなんすいぞくかん」のパネル

を作成

第15回	「せいなんウォークラリー」
日　時：2012年11月17日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴大学博物館の建物や展示に関するクイズ

を解きながら館内を見学することで、普

段はなかなかじっくり観察することのな

い資料や建物、博物館という施設につい

て興味をもってもらう

⑵グループで行動することで普段接するこ

とのない他学年・学校の児童とのコミュ

ニケーションも楽しんでもらう

参加者： 10名

学生ボランティア：７名

博物館実習生：１名

内　容：①グループごとに館内をウォークラリー

（館内の展示・建物にまつわるクイズと

ヒント、自由記述用のカードを配布）　

②クイズの答え合わせと解説　

③ウォークラリーバッチの進呈

第16回「粘土をつかった古代モノづくり」
日　時： 2012年12月１日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： スタッフの専門性を活かし、考古学、古代

史を身近に触れてもらう

参加者： 21名

内　容：①古代のモノづくりの講話（土器の用途、

製作工程など）　

②粘土を使ったモノづくり体験

2013年度　第17回～第21回

第17回	「せいなんウォークラリー」
日　時： 2013年５月18日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴博物館、大学の魅力にも興味をもっても

らう

⑵他校・他学年の児童と同グループで行動

する事で様々な人と協力をするというこ

とを学ぶ

参加者： 15名

学生ボランティア：９名

内　容：①グループごとにキャンパス内をウォーク

ラリー（地図、クイズカード、自由記述

用のカードを配布）　

②クイズの答え合わせと解説　

③ウォークラリーバッジの進呈

第18回「万華鏡をつくろう」
日　時： 2013年７月20日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「平戸松浦家の名宝と禁教政策」関

連イベント
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⑵万華鏡という実例を通して海を通して諸

外国から日本に入ってきた文化を日本が

受け入れ活用していたことを学ぶ

⑶スケッチを通しての展示資料の観察

⑷鏡の反射の仕組みを体験する

参加者： 29名

学生ボランティア：７名

内　容：①万華鏡についての概説　

②博物館職員による特別展、常設展のギャ

ラリートーク　

③万華鏡の軸紙（博物館オリジナル）に展示

資料のスケッチ　

④万華鏡の作成

第19回「カリグラフィーをかこう」
日　時： 2013年９月７日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴博物館実習成果展「海の玉手箱展」関連イ

ベント

⑵常設展示室の写本や外国語への興味関心

を促す

参加者： 28名

学生ボランティア：３名

博物館実習生７名

内　容：①実習生による実習成果展と博物館職員に

よる常設展示室のギャラリートーク

②手作り本の作成（ローマ字で名前を書く）

第20回「大学博物館まるごとツアー」
日　時： 2013年11月９日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： ⑴博物館と聖書植物園の資料、植物の観察

⑵キリスト教についての知識を深める

⑶他学年、他学校とのコミュニケーション

づくり

参加者： 12名

学生ボランティア：３名

内　容：①グループごとに館内と植物園内をスタン

プラリー（スタンプカード、スタンプ設

置場所のヒントシートを配布）

②スタンプを設置した展示資料の解説　

③集めたスタンプのワードを並べ替えて

キーワードを完成させる

第21回「イースターエッグをつくろう」
日　時： 2014年３月８日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的： キリスト教文化（イースター）を学ぶ

参加者： 24名

学生ボランティア：１名

内　容：①イースターについての講話　

②イースターエッグづくり（お絵かき用の

エッグ型にデザイン、着色）　

2014年度　第22回～第25回

第22回「バッチをつくろう！－草花のかんさつ－」
日　時： 2014年５月17日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴聖書植物園を、聖書を学びながら春の季

節も体感する

⑵留学生による異文化交流（ドイツ文化）

参加者： 13名

学生ボランティア：４名

留学生： １名

内　容：①聖書に登場する植物のレクチャー　

②聖書植物園の散策（クイズシート配布）

③留学生によるドイツ文化の紹介　

④記念缶バッチ作成

第23回「わたしたちのせいなんミュージアム」
日　時： 2014年８月２日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「海路―海港都市の発展とキリス

ト教受容のかたち―」

⑵博物館で主体的に学ぶ姿勢をはぐくむ

⑶物事を様々な視点で捉え、まとめる能力

を身につける

⑷参加者だけでなく保護者にもワーク

ショップの成果を実感してもらう

⑸博物館実習生への実践的教育

参加者： ４名

学生ボランティア：３名

博物館実習生：４名
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内　容：①学習ノートを配布し、ボランティアや実

習生とともに博物館内を探索し問題を解

いて回る。　

②学習成果発表会（学習ノートに取り組ん

だ成果を保護者の前で発表）　

③学生ボランティア、実習生、保護者から

メッセージ

第24回「ヘブライ語でうたってみよう」
日　時： 2014年11月15日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「ジュダイカ・コレクションⅢ　

祈りの継承－ユダヤの信仰と美術－」関

連イベント

⑵ユダヤ教（旧約聖書）の文化に親しむ

参加者： ２名

内　容：①ユダヤ教についての学習（ユダヤ教につ

いて、大学院生によるヘブライ語クイズ）　

②特別展見学　

③ヘブライ語での合唱（マイムマイム）”

第25回「しおりをつくってみよう」
日　時： 2015年３月14日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴「しおり」という本にまつわる道具の製作

を通し、本がなんのためにあるのかを学

ぶ

⑵博物館が所蔵する本に注目した見学を行

うことで、展示見学の際に意識する視点

を学ぶ

参加者： 10名

内　容：①本に関するクイズ形式の講話（本の機能、

博物館にある本の紹介、しおりの成り立ち）

②博物館の「本」さがし（問題シートの配布。

博物館見学。お気に入りの本探し）

③オリジナルしおりづくり（消しゴムスク

ラッチによるオリジナルしおりの制作）　

2015年度　第26回～第28回

第26回	せいなん＋とうほく「東北の”すべらない話”」
日　時： 2015年７月５日（日）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴大学博物館共同企画特別展「Nexus」関連

イベント

⑵東北の学生との交流を通して復興の続く

東北の姿に触れる機会を提供する

⑶大学博物館が合同で開催することによっ

て、ワークショップをひとつの学生交流

の機会とする

形　態： 自由参加制

参加者： ６名

東北学院大学博物館学生スタッフ：４名

内　容：①スタンプラリー形式で、東北学院大学博

物館のブース（２か所）と西南学院大学博

物館のブース（１か所）をまわる　

②東北学院大学博物館ブース⑴東北の祭り

である金魚ねぶたを紹介し、金魚ねぶた

づくりを体験⑵東北地図のパズルを解き

ながら、各県の特産物や位置を知っても

らう　

③西南学院大学博物館ブース：七夕にちな

んだ飾り絵馬づくり

第27回「マーブル紙をつくろう」
日　時： 2015年８月29日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴博物館実習成果展「ユダヤの信仰と動物」

関連イベント

⑵水や色、絵の具の性質を体感する

参加者： ９名

博物館実習生：５名

内　容：①学芸員課程の実習生が進行の主体となっ

て様々な紙にマーブリングを施す　

②マーブル紙が乾く間、実習生による実習

成果展の案内

第28回「拓本をとろう！」
日　時： 2015年11月28日（土）10時～ 12時（２時間）

目　的：⑴特別展「南蛮－NAMBAN－昇華した芸

術」関連イベント

⑵博物館が所蔵展示する拓本に興味関心を

促す
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⑶学芸員の調査・保存・収集活動の一端を

知ってもらう

⑷留学生との交流

参加者： ６名

留学生： ２名

内　容：①拓本のやり方の説明と実演　

②葉、松かさ、硬貨などを拓本　

③博物館職員による特別展のギャラリー

トーク

付録２．2014～ 2015年度
　　　　せいなんおでかけワークショップ

　「せいなんおでかけワークショップ」は2014年度よ

り産官学連携事業の一環として開始された館外で開

催されたワークショップである。こちらの詳細はま

た別の機会に報告できたらと考えている。

2014年度　第１回～第５回

第１回「バッチ作りにちょうせん！」
日　時：2014年８月５日（火）14時～ 16時（２時間）

場　所：長崎県南島原市西有家図書館

目　的：⑴産官学連携の特別展示「海路―海港都市

とキリスト教受容のかたち―」の一環事業

⑵図書館の活用促進

参加者：24名

内　容：①図書館からバッチに使う資料（本）を借り

てくる　

②バッチ制作

第２回「ポルトガル船づくりに、ちょうせん！」
日　時：2014年８月６日（水）10時～ 12時（２時間）

場　所：長崎県南島原市有家図書館

目　的：⑴産官学連携の特別展示「海路―海港都市

とキリスト教受容のかたち―」の一環事業

⑵日本近世において外国から来た船がもた

らしたもの、その役割などを楽しみなが

ら学ぶ

参加者：33名

内　容：①南島原市教育委員会職員によるポルトガ

ル船についての講話（資料配布）　

②ポルトガル船のペーパークラフト作成

第３回「地球儀を作ってみよう！」
日　時：2014年８月６日（水）14時～ 16時（２時間）

場　所：長崎県南島原市原城図書館

目　的：⑴産官学連携の特別展示「海路―海港都市

とキリスト教受容のかたち―」の一環事業

⑵世界地図等と比較しながら、人々がいか

なる「世界」を見ていたのかを、制作を通

して学び考えてもらう

参加者：23名

内　容：①南島原市教育委員会職員による天正欧遣

少年使節についての講話　

②地球儀のペーパークラフトに日本や好き

な国、知っている国などに色を塗る　

③地球儀のペーパークラフト作成

第４回「天草四郎をエコ・デコレーション
	 	in	原城図書館」
日　時：2014年11月15日（土）10時～ 12時（２時間）

場　所：長崎県南島原市原城図書館

目　的：⑴産官学連携サテライト展示「島原・天草

一揆の実像と記録」の一環事業

⑵展示中の「天草四郎肖像」をモチーフとし

た作品づくりを通して、天草四郎や、島

原・天草一揆への興味関心を促す

参加者：34名

内　容：①南島原市教育委員会職員による島原・天

草一揆についての講義　

②天草四郎をエコ・デコレーション（A ０

のシートに印刷された天草四郎のイラス

ト（２種類）をもとに、こどもたちが各

パーツを担当し、いらなくなったチラシ

やポスターなどを使って貼り絵、デコ

レーションを行う）　

③完成後、図書館内にて展示
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第５回「天草四郎をエコ・デコレーション
	 	in	天草キリシタン館」
日　時：2015年３月15日（日）10時～ 12時（２時間）

場　所：長崎県南島原市天草文化交流館

目　的：⑴産官学連携の特別展「西南学院大学博物

館コレクション展Ⅰ」（開催：天草キリシ

タン館）の一環事業

⑵展示中の「天草四郎肖像」をモチーフとし

た作品づくりを通して、天草四郎や、島

原・天草一揆への興味関心を促す

参加者：12名（保護者含む）

内　容：①天草キリシタン館学芸員による天草キリ

シタン館講義　

②天草四郎をエコ・デコレーション

③完成後、天草キリシタン館にて展示

2015年度　第６回～第10回

第６回　「せいなん＋とうほくこどもワークショップ
	 	in	東北学院大学博物館」
日　時：2015年７月11日（土）10時～ 12時（２時間）

場　所：東北学院大学博物館

目　的：（１）大学博物館共同企画特別展「Nexus」関

連イベント

（２）東北学院大学博物館で行われている

ワークショップの実見と学生交流

形　態：自由参加制

参加者：53名（保護者含む）

内　容：①東北学院大学博物館の駐車場にテントを

設置。西南２ブース（センス、絵馬）東北

２ブース（金魚飾り、拓本）。机と椅子を

並べて、受付が終了したこどもから好き

なブースでワークショップ。作業がおわ

るとスタンプを押して次のブースへ。

②「おもしろセンス」センスキットをつかっ

て、センスを手作りする。羽の部分は自

由にお絵かきをする。

③「飾り絵馬づくり」仙台七夕にあわせて、

厚紙製の絵馬に願い事を書き、好きな紐

を通して完成。

第７回　「手作りカルタでご紹介！
	 ～わが家オススメの一冊～」
日　時：2015年７月19日（日）10時40分～ 12時（２時

間40分）

場　所：長崎県南島原市有家図書館（ありえコレ

ジョホール）

目　的：（１）官学連携事業の一環として南島原市教

育委員会主催「おはなしカーニバルin南

島原」への参加

（２）図書館の活用促進

形　態：自由参加制

参加者：15名（大人含む）

内　容：①図書館の案内のもと、おすすめの本を一

冊借りる

②借りてきた本の紹介シートを作成

③紹介する本にちなんだカルタ（絵札、読

み札）を作成

④作成したカルタでカルタ取り遊び

第８回　「世界にひとつだけ！
	 オリジナル缶バッチをつくろう」
日　時：2015年８月２日（日）　10時～ 12時（２時

間）

場　所：長崎県南島原市有家図書館（ありえコレ

ジョホール）

目　的：（１）官学連携事業の一環として「南島原市

から世界遺産を」運動への参加

（２）文化財への興味関心づくり

参加者：33名

内　容：①南島原市教育委員会世界遺産登録推進室

の職員によるこども向け講義

②オリジナル缶バッチの作成：デザイン

シートにお絵かきした後、その中からふ

たつを選んでもらい缶バッチにする。

第９回　「親子でつくろう！オリジナル万華鏡」
日　時：2015年８月２日（日）　13時30分～ 15時30

分（２時間）

場　所：長崎県南島原市口之津図書館
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目　的：（１）官学連携事業の一環としてのイベント

開催

（２）図書館の活用促進

参加者：34名（保護者含む）

内　容：①図書館の案内のもと、おすすめの本を借

りる

②万華鏡の軸紙シートに借りてきた本のお

絵かきをする

③万華鏡の作成

第10回　「世界にひとつだけ！
	 オリジナル缶がバッチをつくろう！」
日　時：2015年９月26日（土）10時～ 12時（２時間）

場　所：長崎県南島原市原城図書館

目　的：（１）産官学連携の特別展「東西交流の軌跡」

（開催：有馬キリシタン遺産記念館）の一

環事業

（２）上記特別展関連展示会場での学びの提

供

参加者：14名

内　容：①南島原市教育委員会世界遺産登録推進室

の職員によるギャラリートーク

②オリジナル缶バッチの作成：デザイン

シートにお絵かきした後、その中からふ

たつを選んでもらい缶バッチにする。

註
１ 駒見和夫『博物館教育の原理と活動－すべての人の学びのために－』

学文社、2014、36頁
２ １章「生涯教育の定義」
３ 神野善治ほか『ミュージアムと生涯学習』武蔵野美術大学出版局、

2008、32頁
４ 2004（平成16）年に旧本館・講堂が「福岡市指定有形文化財」、「保存

建物」に指定され、2014（平成27）年に「福岡県指定有形文化財」（建造
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1．はじめに　

　福岡市西部に広がる早良平野は古代から脈々と人

類の歴史が受け継がれ、国内外の人々の交流の拠点

であった。現在の早良平野は古代の人々の歴史の積

み重ねの上に成り立っている。地域に根付く博物館

にとって地域史は非常に重要な研究課題である。古

墳時代後期に当たる6世紀後半の代表的な古墳であ

る福岡市西区所在の草場古墳群において、2014年に

筆者が採集した須恵器片の資料紹介を行う。

2．地理的概要と考古学的環境

　草場古墳群（福岡市西区）は長垂山から伸びる丘陵

の尾根線上や裾部に位置する後期群集墳であり、付

近の金武・羽根戸・野方地域の西側丘陵部には古墳

時代を通して古墳が多数分布している。また6世紀

後半代から急速に増加する古墳時代後期の群集墳か

らは鉄滓を供献する例や、広石南古墳群A群のよう

に鍛冶工具を副葬する例もあり、これらの古墳は製

鉄工人との関連が窺われる（松村2010）。また、長垂

図1 草場古墳群とその周辺の遺跡 ※国土地理院地図を一部改変して作成

秋田　雄也

福岡市西区の草場古墳群採集の須恵器片
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図2 草場古墳群分布状況 出典:（松村2010）

福岡市西区の草場古墳群採集の須恵器片（秋田　雄也）34



山を挟んだ西側の今宿地域には鋤崎古墳などの前方

後円墳が集中している今宿古墳群がある。4世紀か

ら6世紀後半を通して在地集団の系譜をたどる事の

できる点で稀な事例である（辻田2013）。周辺には古

墳時代の遺跡だけではなく、草場古墳群から南東約

300mに斜ヶ浦瓦窯跡があり、「伊貴作瓦」・「警固」

などが刻まれた文字瓦が見られ、鴻臚館に使用され

たという（松村2010）。なお、近隣には、同時期の城

ノ原廃寺も知られている。また海岸近くには弥生時

代から古代にかけての生の松原遺跡や下山門遺跡が

存在する。中世には元寇防塁が築かれ、現在は生の

松原海岸に復元整備されている。

3．遺跡の概要

　草場古墳群は12基からなる古墳群である。長垂山

地方に延びる丘陵の尾根上に存在する後期群集墳で

ある。東側をA群、西側をB群としており、主に6世

写真1　1号墳（右）、2号墳（左）　筆者撮影 写真2　3号墳　筆者撮影

写真3　4号墳　筆者撮影 写真4　4号墳石室　筆者撮影

写真5　3号墳石室入口　筆者撮影 写真6　須恵器散布状況　筆者撮影
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紀後半から7世紀初頭にかけて構築されたとされて

いる（松村2010）。これまで3次に渡る調査（加藤

1992・松村2010）が実施されており、1 ～ 4号墳は近

くの斜ヶ浦瓦窯跡とともに福岡市指定史跡として保

存されている。5 ～ 12号墳は、現在住宅地となり消

滅した。以下、西陵公園内に保存されている1 ～ 4

号墳の概要を述べる。

　1 ～ 4号墳は南から北へ延びる丘陵尾根にほぼ等

間隔に並ぶ。4号墳南側は削平され、1号墳墳丘北側

は病院建設で切断されて垂直な崖面となっている。

　1号墳は方墳で横穴式石室を持つ。A群中、５号

墳と同じ最北端部の標高23m付近に位置している。

調査以前の段階で墳丘は破壊されているため正確な

規模は不明であるが第2次調査報告書（松村2010）に

よると東西16.7mであり、南北も同規模であるとさ

れている。石室は南側に開口し、羨道部からは須恵

器甕・壺・坏などがまとまって出土しており、墳丘

祭祀が行われていたと推測できる。

　2号墳は歪んだ長楕円形を程している。4つの古墳

では一番小規模であり、現在では石室を構成してい

たと推測される石材の一部が土から顔を出している

だけである。これまで実施の2号墳の調査によると

墳丘の全面調査は行っておらず、正確な状況が不明

である。なお、遺物は石室内から4点の須恵器（坏身・

坏蓋・小型壺・提瓶）が出土している。

　3号墳と4号墳は現状では明瞭な区別が難しく、3

号墳北側の墳丘裾部が半円状であることから双円墳

の可能性も指摘されている（松村2010）。しかし3・4

号墳ともに横穴式石室が検出されており、3号墳玄

室からは須恵器のほかに刀子・鉄鏃・鉇・鉄斧・金

環・水晶切子玉・ガラス小玉が出土している。羨道

付近の墳丘からは内部に石が入った須恵器甕が1つ

押しつぶされたような状態で出土している。これも

1号墳と同様に墳丘祭祀である考えられている。

　4号墳は墳形確認のための調査が行われたのみで

出土遺物はない。石室は3号墳と同じく西に開口し

ており、墳丘頂部は削平されている。

4．採集資料の特徴

　草場古墳群において採集した須恵器片は全合計14

点である。この内、小片を除く9点を図化した（図3）。

なお、図3は断面実測図を挟んで拓本右が内面、左

を外面としている。今回検討する須恵器片はいずれ

も甕の胴部破片である。1 ～ 9の全て外面は格子目

叩きであり、その中でも1 ～ 9の外面は格子目叩き

の上にカキメが施されている。1 ～ 9の内面は全て

青海波叩きが施されており、中でも1・5・6・8・9

は青海波叩きの上に横ナデ調整が見られる。またこ

れらは胎土の特徴や色調から4個体を構成すると考

えられる。図4－1を個体A、図4－2・3を個体B、図

4－4を個体C、図4－5 ～ 9を個体Dとする。5 ～ 9は

程度に差はあるものの、表面が風化している。

　個体A：1は最大長8.5cm・最大幅7.7cmであり、

非常に微量ではあるが微小な雲母とガラス質化した

石英が胎土に含まれる。

　個体B：2の最大長は8.2cm・最大幅は7.6cm、個

体B：3の最大長は5.6cm・最大幅は8.2cmである。

胎土には微小な雲母とガラス質化した石英が含まれ

ているが雲母の量が個体Aと比べ多い。また、3は

内面が焼成時の熱で変形している部分がある。なお、

3は2号墳と3号墳に挟まれた場所で採集したもので

あるが、胎土や色調から個体B：2と同一個体とし

た。3号墳の墳丘から雨などの影響で流出したと推

測される。

　個体C：4は1と外面の色調が近いが個体Cの方が

暗灰色をしている。4の最大長は4.7cm・最大幅は

7.5cmであり、胎土に微小な雲母とガラス質化した

石英が含まれており、雲母の量は個体Bとほぼ共通

である。

　個体D：5 ～ 9の胎土は他と同じように微小な雲

母とガラス質化した石英を含むが、個体Dは雲母量

が他の個体と比べると非常に多い。また、個体D全

て外面焼成時に熱で変形した跡が確認出来る。5の

最 大 長 は5.9cm・ 最 大 幅 は6.7cm、6の 最 大 長 は

6.4cm・最大幅は7.8cm、7の最大長は5.5cm・最大

幅は5.5cm、8の最大長は4.2cm・最大幅は7.7cm、9

福岡市西区の草場古墳群採集の須恵器片（秋田　雄也）36



図3 採集須恵器拓本・断面実測図（1/3）　※1が個体A、2・3が個体B、4が個体C、5 〜 9が個体Dである。
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図4 草場古墳群3号墳出土須恵器 出典:（松村2010：25頁）

福岡市西区の草場古墳群採集の須恵器片（秋田　雄也）38



の最大長は7.9cm・最大幅は9.2cm、である。

5．考察

　今回図化した9点の須恵器甕胴部破片は焼成時に

熱で変形したものが多く（特に個体D）、狭い範囲に

複数個体の散布を確認した。第2次調査報告書（松村

2010）によると、筆者が須恵器を採集した箇所から

羨道を挟んで南側に隣接した場所から、墳丘祭祀に

使用したと考えられる須恵器甕を1個体検出してい

る。以上のことから今回採集した須恵器甕胴部破片

は本来、墳丘祭祀に使用された可能性がある。今回

の採集した須恵器は少なくとも4個体であるので、3

号墳の墳丘祭祀に使用された須恵器甕は最低4個体

以上の可能性がある。

　第2次調査報告書（松村2010）によると3号墳出土の

須恵器は牛頸窯跡群編年のⅢBを主体としている

（図14、松村2010：25頁）。図4の甕20と今回採集し

た資料の特徴が外内面とも非常に類似している。今

回採集した資料には口縁部が含まれていないため胴

部からおおよその時期を推測するほかなく、出土状

況が3号墳出土の須恵器甕（図4）と類似しており、お

そらく同時期だと考えられる。他地域の資料報告に

おいては、1970年刊行『野添・大浦窯跡群』（福岡県

文化財報告書第43集）の編年を基礎にした牛頸窯跡

群の須恵器編年を基準としている。そこで、これま

での編年研究を基礎に船山良一氏が総括的に牛頸窯

跡群出土須恵器の編年を行った『牛頸窯跡群―統括

報告書1―』（大野城市文化財報告書第77集）と元にす

ると、第2次調査報告書（松村2010）3号墳出土のもの

須恵器もⅢB期であると考えられる。そのため今回

採集した須恵器甕胴部破片はⅢB期（6世紀後半）と

推測される。

　以上、今回採集した須恵器についてまとめると以

下のようになる。

（1）全部で4個体が存在すると考えられる。

（2）燃成時の熱で変形したものが多く、決して良

質といえないものが多数である。近隣の須恵器

窯との関連性が考慮される。

（3）時期は牛頸窯跡群出土須恵器編年を基準とす

ると同窯跡群ⅢB期（6世紀後半）と考えられる。

（4）墳丘祭祀に伴う須恵器甕の可能性が考えられ

る。

6．おわりに

　福岡市の油山山麓から西部地域にかけて多くの後

期群集墳が存在する。これら6世紀後半から7世紀初

頭における古墳群と近隣の須恵器窯跡や製鉄関連遺

跡など、周辺の生産遺跡との関連性を探ることで、

この時代の後の律令国家形成への道程を明らかにす

ることをこれからの研究課題としたい。
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向
井
拝

未
下
刻
御
本
陣
を
御
出
立
、
波
戸
場
に
て
御
乗
船
也
、
道
筋
ハ
先
日
御
台
場
御
巡
見
道
也
、
波
戸
場
ニ
て
御
召
替
船
に
御
乗
被
遊
、
阿

蘭
陀
船
の
廻
り
を
乗
廻
シ
御
覧
有
之
、
夫
よ
り
御
本
船
ニ
御
移
り
、
同
所
舟
泊
、
阿
蘭
陀
舟
と
二
丁
計
は
な
れ
船
掛
り
な
り
、
御
乗
船

の
時
波
戸
場
ニ
鍋
島
家
の
諸
役
人
、
長
崎
諸
役
人
、
御
本
陣
御
用
達
、
乙
名
、
細
川
家
の
家
来
、
是
ハ
天
草
渡
海
の
舟
を
出
せ
し
故
也
、

其
外
見
物
の
男
女
、
実
ニ
雲
霞
の
如
し
、
御
船
え
御
移
被
遊
候
後
、
為
御
悦
御
使
者
等
来
ル
、
今
度
紅
毛
船
の
入
津
并
ま
の
当
た
り
見

し
事
ハ
望
外
の
奇
観
也
き
、
其
事
委
し
く
書
ま
ほ
し
け
れ
と
、
故
あ
り
て
爰
ニ
略
ス

（
七
四
）

西南学院大学博物館 研究紀要 第５号

41



遠
目
鏡
に
て
見
る

紅
毛
人

　
　
長
崎
中
の
男
女

六
月
六
日

向
井
氏

　
　
対
面

篤
厚
の
人
物

立
野
先
生

て
安
禅
寺
の
座
敷
へ
通
り
遠
目
鏡
に
て
見
る
、
神
崎
辺
よ
り
入
来
る
所
也
、
日
く
れ
迄
見
て
帰
る
、
こ
れ
よ
り
さ
き
午
中
刻
頃
、
沖
ノ

番
所
に
て
両
度
石
火
屋
聞
へ
、
一
度
ニ
二
挺
つ
ゝ
打
也
、
暫
し
有
て
高
木
内
藏
之
丞
殿
や
し
き
中
島
に
て
両
度
打
事
一
度
に
二
挺
つ
ゝ

打
也
、
右
ハ
紅
毛
人
入
津
を
知
せ
に
打
し
也
、
石
火
矢
を
打
し
よ
り
町
々
の
乙
名
な
と
陣
笠
等
に
て
波
戸
場
へ
相
詰
、
長
崎
中
の
男
女

東
西
に
か
け
走
り
い
と
騒
か
し
、
沖
ノ
番
所
、
台
場
等
ハ
夫
々
警
固
厳
重
に
相
備
候
由
な
れ
と
、
此
所
よ
り
遠
く
隔
り
た
れ
は
見
へ
す

六
日

朝
間
く
も
り
し
か
ま
な
く
は
れ
て
、
終
日
く
も
ら
す
、
い
と
暑
し
、
朝
よ
り
南
風
ふ
き
た
れ
と
は
け
し
か
ら
す
、
早
朝
荷
物
積
込
致
ス
、

辰
上
刻
向
井
氏
よ
り
書
面
来
ル
、
過
日
か
し
遣
は
せ
し
役
義
家
言
を
返
さ
れ
た
り
、
辰
中
刻
み
つ
か
ら
問
来
て
対
面
、
半
時
余
物
語
致

ス
、
新
渡
書
籍
の
事
、
ま
た
大
清
地
誌
の
事
な
と
を
尋
ね
と
ひ
、
お
の
れ
東
都
の
文
物
の
事
何
く
れ
と
語
り
聞
せ
し
に
、
い
た
く
悦
ひ

お
の
か
丙
申
凶
荒
記
を
草
稿
せ
し
事
な
と
を
語
り
し
に
、
切
に
見
ま
ほ
し
き
由
い
は
れ
た
り
、
お
の
か
家
言
同
意
の
趣
い
ひ
て
信
用
せ

し
よ
し
、
其
外
何
く
れ
と
物
語
り
か
は
し
名
残
を
し
け
に
帰
ら
れ
た
り
、
向
井
氏
、
学
問
の
う
へ
ハ
し
れ
さ
れ
と
、
篤
厚
の
人
物
な
る

事
し
る
し
、
お
の
れ
へ
お
く
ら
れ
し
両
度
の
書
面
を
見
て
も
し
ら
る
、
後
の
思
ひ
出
く
さ
に
俗
文
別
に
め
つ
ら
し
き
事
ハ
あ
ら
ね
と
、

こ
ゝ
ニ
記
ス

美
墨
辱
拝
見
仕
候
、
如
命
酷
暑
之
節
御
座
候
処
、
益
御
多
祥
被
為
成
御
起
居
抃
喜
之
至
奉
存
候
、
扨
一
昨
朝
は
始
而
奉
接
芝
眉
大
慶

に
過
之
候
、
当
節
厳
官
御
随
従
之
事
候
得
は
尊
姓
名
を
承
知
仕
候
義
も
不
相
成
、
遺
憾
奉
存
候
処
、
何
と
天
佑
、
良
縁
御
細
ノ
牘
被

下
置
、
加
之
御
著
述
ニ
得
寓
目
、
且
御
在
所
并
尊
族
之
御
志
趣
を
も
略
得
聞
し
、
実
望
外
之
大
幸
、
御
書
中
ニ
て
承
知
仕
候
処
、
実

用
之
学
を
被
修
候
由
誠
嘉
賞
之
至
、
深
欽
仰
仕
候
、
季
世
之
弊
風
諸
邦
之
学
者
兎
角
麗
文
ニ
流
レ
白
首
迄
従
事
于
期
仕
候
て
も
終
ニ

無
益
、
国
家
人
民
実
無
用
之
事
、
小
生
尤
所
不
取
ニ
御
座
候
、
種
々
御
著
作
も
有
之
趣
、
御
敦
篤
之
至
感
佩
仕
候
、
染
々
不
得
接
高

話
為
恨
実
深
、
何
卒
近
年
之
内
当
所
鎮
台
ニ
御
陪
遊
被
成
候
様
奉
存
候
、
左
御
座
候
へ
は
一
ヶ
年
之
間
如
何
様
共
周
旋
仕
候
義
相
成

候
得
は
、
必
御
再
遊
奉
待
候
、
今
朝
奉
行
所
へ
罷
出
候
義
有
之
、
何
分
細
縷
御
答
難
申
上
先
御
請
迄
、
早
々
閣
筆
仕
候
、
拝
借
被
仰

付
候
御
家
言
ハ
御
発
駕
前
迄
留
置
申
度
候
、
頓
首
謹
言

　
　
　
六
月
五
日

　
立
野
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
哲
拝
復

　
　
　
　
左
　
右

（
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西
御
役
所

西
泊
御
番
所

戸
町
御
番
所

鍋
島
家
勤
番

石
火
屋

五
島
見
ゆ

御
台
場
あ
り

出
島

御
鉄
砲
蔵

波
戸
場
へ
着
船

六
月
五
日

阿
蘭
陀
船
入
津

朝
よ
り
く
も
り
し
か
巳
よ
り
は
れ
、
い
と
あ
つ
し
、
申
よ
り
く
も
り
か
ち
な
り
、
朝
よ
り
東
南
風
ふ
き
た
れ
と
は
け
し
か
ら
す
、
辰
上

刻
炉
粕
町
、
北
馬
町
、
南
馬
町
、
勝
山
町
、
桜
町
、
豊
後
町
、
本
興
善
町
、
堀
町
、
本
博
多
町
、
大
村
町
、
外
浦
町
、
西
御
役
所
え
御

立
よ
り
、
平
戸
町
、
樺
島
町
、
波
戸
場
、
江
戸
町
、
出
島
、
阿
蘭
陀
や
し
き
へ
御
出
、
江
戸
町
波
戸
場
よ
り
御
乗
船
に
て
西
泊
御
番
所

御
見
分
、
波
戸
場
よ
り
廿
丁
余
有
、
惣
外
曲
輪
、
弐
百
廿
壱
間
四
尺
四
寸
、
但
坪
数
凡
三
千
八
百
七
拾
坪
、
軒
数
拾
八
軒
也
と
、
少
シ

入
込
た
る
所
也
、
右
へ
曲
り
坂
を
上
り
左
ニ
番
所
二
三
軒
、
右
ニ
武
器
蔵
、
十
間
計
う
へ
二
並
に
四
軒
、
六
軒
、
十
弐
間
、
六
間
、
六

間
、
七
間
位
な
り
、
し
は
し
御
休
あ
り
、
船
に
て
戸
町
御
番
所
へ
御
渡
、
戸
町
御
番
所
総
外
曲
輪
百
九
十
間
、
坪
数
凡
弐
千
八
百
四
十

坪
有
と
、
軒
数
十
八
軒
あ
り
と
、
当
御
番
所
共
、
当
年
ハ
鍋
島
家
勤
番
ニ
付
、
鍋
島
孫
六
郎
始
役
人
大
勢
詰
居
、
番
所
四
方
、
其
外
小

屋
々
々
の
回
り
幕
打
廻
し
、
長
柄
鑓
数
十
本
立
た
り
、
石
火
屋
も
多
く
並
へ
あ
り
、
船
に
て
小
瀬
戸
へ
御
渡
、
右
す
ぐ
れ
、
大オ

ヽ
タ
ヲ

田
尾
な

と
御
台
場
あ
り
、
神カ

ウ
サ
キ崎
、
御
台
場
御
見
分
、
海
辺
御
番
所
あ
り
、
其
う
へ
に
家
の
内
に
石
火
屋
五
ツ
、
五
百
目
、
五
百
目
、
二
貫
目
、

六
百
目
、
壱
貫
目
、
二
貫
目
の
石
火
矢
、
太
き
所
に
て
四
尺
五
寸
計
廻
り
た
り
、
長
さ
九
尺
計
、
口
の
さ
し
わ
た
し
、
一
段
高
く
三
百

目
、
五
百
目
、
八
百
目
、
一
貫
目
、
同
し
並
び
八
百
目
、
三
百
目
、
一
貫
目
、
一
貫
五
百
目
、
一
貫
五
百
目
、
八
百
目
、
一
貫
目
、
其

う
へ
少
し
高
き
所
一
貫
八
百
目
、
八
百
目
、
八
百
目
、
其
う
へ
高
き
所
一
貫
目
、
一
貫
五
百
目
、
二
貫
四
百
目
、
都
合
廿
二
あ
り
、
御

台
場
十
二
ヶ
所
の
内
此
所
の
ミ
石
火
屋
数
を
記
ス
、
魚
見
嶽
、
か
う
崎
と
入
江
を
へ
た
て
て
見
ゆ
、
か
う
崎
よ
り
石
火
屋
数
多
し
と
な

ん
、
御
見
分
な
し
、
又
々
御
船
に
て
小
瀬
戸
へ
御
渡
、
小
瀬
戸
、
入
口
に
石
段
高
く
、
次
ニ
小
せ
と
村
あ
り
、
二
丁
計
上
り
中
番
所
あ

り
、
御
三
方
様
御
一
同
御
上
陸
、
こ
の
御
番
所
に
て
御
休
あ
り
、
此
所
よ
り
五
島
見
ゆ
、
夫
よ
り
北
ノ
方
二
丁
計
高
き
所
遠
見
番
所
あ

り
、
御
見
分
な
け
れ
は
我
輩
も
行
す
、
か
み
の
島
、
小
せ
と
ゝ
か
み
の
島
の
間
い
さ
ゝ
か
狭
き
所
を
舟
ハ
往
来
す
る
也
、
か
ミ
の
島
畑

も
多
く
人
家
も
多
く
見
ゆ
、
高
鉾
島
、
小
き
島
也
、
御
台
場
あ
り
、
か
う
や
く
島
、
御
台
場
あ
り
、
硫
黄
島
、
か
う
や
く
島
と
な
ら
ひ

た
り
、
俊
寛
僧
都
の
流
さ
れ
し
ハ
此
島
也
と
長
崎
人
ハ
語
れ
と
、
さ
つ
ま
潟
お
き
の
こ
島
と
よ
み
し
歌
に
て
、
薩
摩
国
な
る
事
論
を
待

す
し
て
明
ら
け
し
、
船
に
て
御
帰
り
、
出
島
、
長
崎
町
な
と
を
右
に
見
て
、
御
船
蔵
、
焔
硝
蔵
な
と
御
見
分
、
船
蔵
の
内
に
船
二
艘
あ

り
、
焔
硝
蔵
一
ツ
、
箱
多
く
並
へ
合
焔
硝
八
百
目
、
白
焔
硝
高
百
五
十
五
斤
、
麻
灰
十
二
斤
、
硫
黄
高
二
百
三
十
斤
な
と
あ
り
、
御
鉄

砲
蔵
一
ツ
、
鉄
砲
皆
箱
に
い
れ
て
あ
り
、
土
間
に
も
道
具
あ
ま
た
並
へ
あ
り
、
夫
よ
り
波
戸
場
へ
着
船
、
も
と
の
道
を
御
帰
り
、
立
山

御
役
所
へ
、
当
所
巡
見
相
済
、
明
日
出
立
之
旨
申
断
、
御
帰
り
也

五
日

朝
よ
り
雨
時
々
ふ
り
し
か
、
強
か
ら
す
、
午
よ
り
晴
た
れ
と
く
も
り
か
ち
也
、
辰
よ
り
南
風
吹
、
い
と
は
け
し
、
辰
上
刻
、
向
井
雅
次

郎
へ
遣
は
し
た
る
書
状
の
返
簡
来
ル
、
未
上
刻
曽
我
様
御
本
陣
へ
御
寄
合
ニ
御
出
、
申
中
刻
阿
蘭
陀
船
入
津
ニ
付
、
呉
藤
次
郎
案
内
ニ

（
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六
月
三
日

聖
堂
預
向
井
雅
次
郎

林
大
学
頭
殿

鳴
滝

清
正
公
の
像

放
火
山

眺
望
あ
か
ず
な
ん

　
　
馬
場
郷

日
見
口

氷
見
峠

貧
し
き
家

家
の
あ
ら
ぬ
ハ
け
し
か
ら
ぬ

六
月
四
日

三
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
巳
中
刻
頃
よ
り
は
れ
、
終
日
く
も
ら
す
、
午
よ
り
南
風
す
き
た
れ
と
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
聖
堂
預
向
井
雅
次
郎
儀
、

昨
日
巡
見
之
節
被
仰
付
置
候
書
付
持
参
、
玄
関
に
て
何
く
れ
と
物
語
す
、
同
人
儀
、
林
大
学
頭
殿
へ
門
入
致
居
候
所
、
一
度
東
都
へ
罷

出
可
申
旨
度
々
被
申
越
候
間
、
一
両
年
之
内
江
戸
表
へ
罷
出
申
度
候
間
、
其
節
面
談
致
度
旨
申
聞
候
、
辰
中
刻
よ
り
放
火
算
巡
見
ニ
御

出
立
、
炉
粕
町
、
北
馬
町
、
南
馬
町
、
新
大
工
町
、
長
崎
村
之
内
馬
場
郷
、
左
右
人
家
有
、
庄
屋
吉
田
豊
吉
宅
の
さ
き
よ
り
左
へ
小
道

を
入
、
大
道
を
行
は
日
見
海
道
也
、
放
火
山
道
を
一
丁
よ
行
、
鳴
滝
と
云
る
谷
川
の
石
を
伝
ひ
落
る
を
見
、
川
は
た
一
丁
計
行
左
へ
上

る
、
此
辺
所
々
に
小
家
あ
り
、
中
川
口
也
、
五
六
丁
行
、
左
高
き
所
、
今
ハ
畑
と
な
り
た
る
所
長
崎
甚
右
衛
門
古
城
跡
之
由
、
三
四
丁

行
、
橋
を
渡
り
一
丁
計
行
、
此
所
左
ニ
家
一
軒
あ
り
、
左
ニ
小
道
あ
り
、
明
□
寺
道
也
、
是
清
正
公
の
像
を
安
置
し
た
り
と
、
中
川
郷

の
内
也
、
此
所
よ
り
い
と
険
し
、
山
駕
籠
を
出
さ
れ
た
れ
と
歩
行
に
て
御
上
り
也
、
五
丁
計
上
り
、
右
松
一
本
あ
り
、
染
筆
松
と
云
り
、

此
下
陰
に
御
休
あ
り
、
又
四
五
丁
上
り
、
島
原
の
方
見
ゆ
る
所
御
休
あ
り
、
こ
れ
よ
り
山
を
廻
り
四
丁
計
上
り
、
此
山
の
い
た
ゝ
き
放

火
場
也
、
放
火
山
、
山
の
頂
さ
し
渡
シ
三
間
計
り
、
丸
く
築
立
一
丈
余
高
く
三
方
に
か
ま
と
口
あ
り
、
此
所
よ
り
島
原
温
泉
嶽
卯
辰
、

天
草
島
午
未
、
天
草
島
長
け
れ
は
所
に
よ
り
た
か
へ
り
、
氷
見
峠
巳
、
大
村
子
、
山
陰
ニ
成
、
長
崎
町
申
酉
、
此
い
た
ゝ
き
い
と
高
け

れ
は
四
方
数
十
里
見
わ
た
さ
れ
て
、
眺
望
あ
か
ず
な
ん
、
下
り
て
馬
場
郷
森
田
豊
吉
方
ニ
て
御
三
方
上
下
共
昼
食
也
、
休
息
の
間
に
春

徳
寺
の
う
し
ろ
の
山
な
る
東
海
氏
の
墓
を
見
ニ
行
、
西
遊
記
に
こ
と
〳
〵
し
う
書
た
れ
と
、
花
鳥
な
と
彫
た
る
ハ
い
さ
ゝ
か
に
て
、
聞

し
に
ハ
劣
れ
り
、
さ
れ
と
お
の
れ
今
迄
見
し
事
な
き
美
麗
の
墓
也
、
奥
ノ
石
に
、
慶
安
二
年
己
丑
十
一
月
念
九
日
と
肩
書
し
、
先
考
敬

雲
法

名
海
雲
徐
行
妃
管

氏
法
名
妙
隆
孺
人
神
位
、
其
の
外
多
け
れ
と
略
す
、
昼
後
よ
り
日
見
口
巡
見
也
、
豊
吉
方
よ
り
一
丁
計
行
、
石
橋
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
一

丁
計
ゆ
き
、
左
ニ
八
幡
ノ
社
あ
り
、
石
鳥
居
有
、
少
シ
さ
き
制
札
場
、
次
ニ
石
ニ
て
築
立
た
る
く
ひ
違
ひ
あ
り
、
二
丁
計
行
、
石
橋
あ

り
、
一
の
せ
川
ニ
掛
る
、
二
丁
計
い
さ
ゝ
か
上
り
、
右
高
き
方
ニ
鳥
居
あ
り
、
英
彦
山
と
額
あ
り
、
此
う
へ
の
山
い
と
高
く
峙
ち
た
り
、

彦
山
と
名
つ
く
お
な
し
並
ひ
東
ノ
方
、
豊
前
坊
と
て
塚
の
如
く
に
て
古
松
多
き
高
き
峰
あ
り
、
此
辺
よ
り
段
々
上
り
右
ノ
方
小
家
所
々

あ
り
、
右
ノ
山
間
よ
り
谷
水
な
か
れ
出
る
所
四
と
こ
ろ
わ
た
り
、
険
し
き
坂
を
上
り
十
四
五
丁
計
に
て
氷
見
峠
也
、
氷
見
峠
、
左
右
に

貧
し
き
家
両
三
軒
あ
り
、
御
三
方
様
共
庭
へ
駕
籠
を
す
へ
御
休
あ
り
、
此
峠
よ
り
矢
上
迄
一
里
半
あ
り
と
云
り
、
矢
上
の
方
下
り
坂
木

し
け
り
険
し
く
見
ゆ
、
木
ノ
間
よ
り
島
原
よ
く
見
ゆ
、
長
崎
道
に
て
往
来
の
人
必
休
む
へ
き
所
な
れ
は
、
い
さ
ゝ
か
は
休
ら
ふ
へ
き
程

の
家
の
あ
ら
ぬ
ハ
け
し
か
ら
ぬ
事
な
り
、
も
と
の
道
を
帰
り
中
島
御
鉄
炮
方
高
木
内
蔵
之
丞
殿
方
え
御
立
よ
り
、
未
中
刻
御
本
陣
迄
御

帰
り
あ
り

四
日

（
七
一
）
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本
蓮
寺

仏
い
と
多
し

福
済
寺

臨
済
宗
黄
檗
派
、
無
本
寺
、
東
明
山
と
号
ス
、
境
内
五
千
九
拾
四
坪
、
内
四
千
百
六
十
七
坪
余
、
長
崎
村
御
年
貢
地
、
九
百
弐
拾
六
坪

余
、
今
紺
屋
町
御
年
貢
地
、
石
坂
八
段
あ
り
、
山
門
、
額
、
東
明
山
、
聯
、
右
、
寶
林
壇
乗
千
秋
茂
、
左
、
移
地
明
山
萬
古
隆
、
右
へ

七
段
上
り
本
堂
、
十
間
計
、
大
椎
寶
殿
、
聯
、
右
、
宝
池
初
登
国
師
千
秋
如
在
、
左
、
法
幢
重
振
東
明
五
世
其
昌
、
左
堂
あ
り
、
六
間

計
、
額
、
海
天
司
命
、
聯
、
右
、
帆
懸
四
海
波
濤
静
、
左
、
澤
被
群
生
雨
露
新
、
本
堂
の
内
ノ
額
、
大
明
中
興
隆
武
歳
次
乙
丑
季
夏
吉

旦
、
濟
世
法
王
、
寺
町
通
り
、
中
紺
屋
町
、
今
紺
屋
町
、
新
橋
町
、
諏
訪
町
、
磨
屋
町
、
酒
屋
町
、
引
地
町
、
豊
後
町
、
小
川
町
、
南

美（
マ
マ
）酒
町
、
東
中
町
、
西
中
町
、
東
上
町
、
西
上
町
を
御
通
り

本
蓮
寺

法
華
宗
、
京
都
本
国
寺
末
、
聖
林
山
、
御
朱
印
境
内
一
万
拾
坪
、
石
坂
三
段
上
り
、
同
十
八
段
、
山
門
あ
り
、
額
、
聖
林
山
、
十
八
段

上
り
、
右
、
鐘
楼
、
廿
六
段
上
り
、
本
堂
、
額
、
雲
瑞
道
場
、
左
右
銅
燈
籠
、
右
、
庫
裏
あ
り
、
本
堂
に
安
置
の
仏
い
と
多
し
、
寺
ハ

巡
見
の
諸
寺
の
中
に
劣
り
た
る
寺
也

福
済
寺

臨
済
宗
黄
檗
派
、
無
本
寺
、
分
紫
山
、
境
内
三
千
八
百
弐
拾
九
坪
半
余
、
内
三
千
拾
坪
長
崎
村
御
年
貢
地
、
八
百
拾
九
坪
半
余
下
筑
後

町
御
年
貢
地
、
石
段
十
二
段
上
り
山
門
あ
り
、
額
、
萬
治
戊
戌
中
秋
吉
旦
、
福
濟
禅
寺
、
臨
濟
三
十
三
世
黄
檗
木
庵
陷
書
、
山
門
ノ
表
、

聯
、
右
、
紫
気
矞
雲
光
服
濟
、
左
、
漁
江
玉
帯
擁
山
門
、
木
庵
、
同
裏
、
右
、
東
山
無
雙
池
、
右
、
西
来
第
一
門
、
名
分
明
な
ら
す
、

四
十
六
段
上
り
石
門
あ
り
、
右
へ
曲
り
廿
間
計
行
、
門
あ
り
、
額
、
山
海
大
観
、
鰲
江
□
垓
書
、
聯
、
右
、
萬
里
雲
帆
転
積
、
左
、
一

圍
天
景
分
明
、
元
岱
東
渞
、
此
聯
い
と
古
く
名
分
明
な
ら
ぬ
計
也
、
さ
れ
と
字
体
誠
に
動
が
如
し
、
裏
の
額
、
慈
航
普
度
、
敬
修
亦
禩

敬
立
、
本
堂
中
ノ
額
、
通
身
手
眼
、
額
、
普
天
慈
母
、
光
昊
、
無
盡
燈
、
法
国
英
、
青
蓮
相
、
陳
元
震
、
真
護
法
、
蔡
朱
緍
、
東
海
楳

岑
、
龔
素
肅
、
聯
、
右
、
入
三
摩
地
示
現
普
門
千
江
月
影
、
左
、
得
自
在
赴
感
群
念
萬
卉
春
容
、
右
、
蓮
座
洪
可
天
臺
覧
海
浪
花
、
飜

鉢
水
、
左
、
貝
音
寅
月
嶋
翠
岑
雲
樹
、
涌
山
尤
、
陳
元
震
、
額
、
慈
航
永
濟
、
海
天
活
佛
　
海
甸
維
寧
、
乾
坤
正
氣
、
聯
、
右
、
履
険

如
夷
絶
域
殊
郷
通
宝
箆
、
左
、
有
求
必
應
風
恬
浪
静
托
慈
航
、
左
へ
丸
き
門
を
入
、
堂
あ
り
、
表
額
、
萬
行
荘
嚴
、
裏
、
扶
正
法
、
黄

檗
沙
門
即
非
合
十
書
、
聯
、
右
、
弘
濟
福
膺
浙
護
、
左
、
□
扶
法
社
頼
屏
麻
、
堂
額
、
光
風
盖
宇
、
木
庵
、
同
、
大
椎
寶
殿
、
温
陵
鄭

泰
、
聯
、
右
、
超
佛
越
祖
楢
落
堦
階
梯
向
取
捨
倶
忘
處
承
當
始
和
心
原
不
二
、　
左
、
譚
微
説
妙
己
渉
唇
吻
會
文
彩
未
彰
時
一
着
方
信

道
本
無
言
、
左
、
開
山
堂
、
額
、
永
昌
明
、
東
瀾
敬
立
、
聯
、
右
、
檀
徳
光
涵
滄
海
日
、
左
、
刹
竿
瑞
掲
紫
山
雲
、
祖
師
像
の
う
へ
、
額
、

開
山
、
額
、
霊
光
永
輝
、
聯
、
右
、
青
鳥
啣
花
天
外
宇
、
左
、
黄
接
消
恩
杖
頭
通

（
七
〇
）
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わ
か
母
の
兄

美
麗
に
し
て
め
て
た
し

聖
堂

孔
子
廟

向
井
氏
居
宅

伊
勢
宮

興
福
寺

花
表
よ
り
石
坂
九
段
、
同
九
段
上
り
石
灯
籠
一
対
、
天
明
三
年
卯
九
月
、
一
段
上
り
二
ノ
鳥
居
、
石
ノ
鳥
居
也
、
額
な
し
、
石
灯
籠
一

対
、
寛
政
元
年
己
酉
夏
五
月
、
南
総
市
原
郡
羽
山
今
関
文
治
盈
文
建
と
あ
り
、
こ
ハ
わ
か
母
の
兄
な
る
田
尾
村
今
関
弥
右
衛
門
に
て
水

野
若
狭
守
殿
に
随
従
し
て
在
勤
せ
し
程
の
事
也
、
文
治
と
は
若
か
り
し
時
の
名
也
、
二
ノ
鳥
居
よ
り
二
段
、
七
段
、
五
段
、
九
段
、
八

段
、
七
段
上
り
三
ノ
鳥
居
也
、
石
ノ
鳥
居
也
、
額
な
し
、
三
ノ
鳥
居
よ
り
六
段
、
五
段
、
廿
一
段
上
り
、
左
右
五
六
十
間
、
向
ふ
の
坂

上
り
口
迄
廿
間
余
計
の
平
ら
な
る
所
あ
り
、
石
燈
籠
一
対
、
享
保
七
年
高
木
作
右
衛
門
藤
原
忠
栄
と
あ
り
、
石
坂
七
十
二
段
上
り
、
楼

門
、
銅
額
、
諏
方
大
明
神
、
左
右
回
廊
、
右
十
二
間
、
左
七
間
計
也
、
本
社
の
方
へ
も
廻
れ
り
、
十
二
間
計
也
、
十
六
段
上
り
中
ノ
門
、

十
二
段
上
り
拝
殿
也
、
額
、
正
一
位
諏
方
三
社
、
本
社
拝
殿
よ
り
板
檀
高
し
、
宮
ノ
脇
に
石
垣
あ
り
、
四
十
三
段
に
十
段
上
り
本
社
の

脇
也
、
板
の
筥
檀
も
右
の
通
ニ
高
き
也
、
諏
方
社
ハ
吉
田
派
、
境
内
御
朱
印
也
、
一
万
坪
程
、
本
社
、
中
諏
方
大
明
神
、
左
森
崎
大
権

現
、
右
住
吉
大
明
神
、
外
ニ
末
社
三
拾
社
あ
り
と
、
二
ノ
宮
鳥
居
よ
り
左
へ
一
丁
計
行
、
松
ノ
森
ノ
社
也
、
松
ノ
森
、
吉
田
派
、
境
内

二
千
六
百
弐
拾
坪
余
、
内
千
三
百
三
十
坪
余
、
除
地
千
二
百
九
十
坪
余
、
長
浜
村
御
年
貢
地
、
四
段
上
り
石
ノ
鳥
居
、
左
右
石
手
水
鉢

あ
り
、
廿
七
段
上
り
門
あ
り
、
額
、
天
満
宮
、
庭
を
廿
間
計
行
、
池
あ
り
、
石
橋
あ
り
三
間
計
、
七
段
上
り
庭
也
、
拝
殿
、
三
間
ニ
三

間
半
計
、
本
社
天
満
宮
也
、
回
り
い
か
き
、
唐
人
の
諸
職
人
の
さ
ま
を
掘
た
る
也
、
美
麗
に
し
て
め
て
た
し
、
南
馬
町
、
新
大
工
町
、

伊
勢
町
を
通
り

聖
堂

東
よ
り
西
へ
流
る
ゝ
谷
川
を
前
に
し
て
南
へ
向
て
長
屋
門
あ
り
、
二
ノ
門
櫺

（
レ
イ

星セ
イ
）門
、
三
ノ
門
杏
櫺
門
、
横
額
、
乾
隆
辛
巳
孟
春
之
吉
、

萬
仞
宮
墻
、
雲
間
碩
孝
先
敬
書
、
聯
、
右
、
乾
隆
辛
巳
孟
春
之
吉
、
萬
世
文
章
祖
、
左
、
歴
代
帝
王
師
、
雲
間
碩
孝
先
敬
書
、
門
の
戸

ひ
ら
板
四
枚
、
大
学
之
道
云
々
よ
り
厚
未
之
有
也
と
迄
を
書
て
あ
り
、
呂
□
拝
午
と
あ
り

孔
子
廟

東
西
二
間
半
、
南
北
四
間
半
計
、
正
面
に
孔
子
の
像
あ
り
、
像
の
前
に
緒
に
、
萬
世
師
表
と
篆
字
の
帳
あ
り
、
額
、
萬
世
師
表
名
を
書

す
、
乾
隆
帝
の
書
也
と
、
聯
、
右
、
廟
貌
森
然
海
肅
陳
爼
豆
、
左
、
儀
範
卓
爾
﨑
山
尊
視
衣
冠
、
孔
廟
に
向
ひ
左
ニ
講
堂
あ
り
、
二
間

半
ニ
五
間
計
也
、
額
、
明
倫
堂
沈
□
、
聯
、
右
、
講
幄
宏
開
群
仰
邦
領
袖
、
左
、
冷
壇
・
・
・
・
・
・
、
右
ニ
文
庫
あ
り
、
左
講
堂
ニ

並
ひ
入
口
ノ
方
に
向
井
氏
居
宅
入
口
あ
り

伊
勢
宮

伊
勢
派
、
境
内
五
百
二
坪
半
余
、
但
伊
勢
町
屋
敷
御
年
貢
地
、
道
ノ
き
は
石
ノ
あ
ま
犬
左
右
ニ
あ
り
、
三
段
上
り
門
あ
り
、
左
右
に
石

の
手
水
鉢
あ
り
、
木
鳥
居
あ
り
、
拝
殿
ニ
七
間
ニ
三
間
計
、
本
社
二
間
四
方
計
、
天
照
太
神
、
豊
受
太
神
、
相
殿
に
祭
れ
り

興
福
寺

（
六
九
）
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天
后
聖
母

大
音
寺

文
化
五
年
イ
キ
リ
ス
一
件

皓
台
寺

石
仏
な
と
多
し

六
月
朔
日

巡
見
ハ
休

諏
訪
宮

宗
福
祥
寺
、
聯
、
右
、
天
空
海
濶
無
雙
地
、
左
、
虎
伏
龍
歸
不
二
門
、
龍
飛
歳
次
甲
戌
菊
月
吉
旦
　
海
西
法
窟
、
臨
済
第
三
十
四
世
嗣

祖
沙
門
安
千
獃
敬
立
、
右
、
横
額
也
、
額
、
大
雄
宝
殿
、
真
字
、
聯
、
右
、
佛
是
了
事
漢
、
左
、
世
豈
無
全
人
、
額
、
乾
坤
正
気
、
同
、

威
徳
荘
厳
、
同
、
臨
下
有
赫
、
額
、
護
法
蔵
、
聯
、
右
、
一
座
壽
山
観
自
在
、
左
、
無
邊
福
海
大
圓
通
、
右
、
帝
極
奠
安
四
海
仰
恩
波

洋
溢
、
左
、
皇
言
宣
諭
萬
民
荷
徳
澤
淵
深
、
大
釜
有
、
天
和
二
年
ニ
鋳
た
り
、
堂
、
天
后
聖
母
の
堂
あ
り
、
額
、
山
河
正
気
、
本
堂
額
、

永
護
安
瀾
、
額
、
高
登
彼
岸
、
同
、
萬
里
安
瀾
、
同
、
海
天
活
佛
、
聯
、
右
、
揚
帆
登
寶
所
、
左
、
慈
愛
見
婆
心
、
左
、
萬
古
流
芳
、
額
、

法
海
慈
航
、
此
外
あ
れ
と
書
ず
、
う
し
ろ
の
山
、
六
十
六
段
上
り
、
左
右
に
分
レ
道
あ
り
、
左
庵
あ
り
、
山
上
数
丁
の
間
石
塔
多
し

大
音
寺

石
垣
四
段
、
同
十
一
段
上
り
門
あ
り
、
額
、
正
覚
山
、
十
八
段
上
り
、
左
、
石
の
い
か
き
あ
り
て
中
に
石
塔
有
、
碑
銘
あ
れ
と
読
す
、

当
寺
開
山
の
唐
人
の
由
、
十
六
段
上
り
、
山
門
、
五
十
二
段
上
り
、
本
堂
、
十
一
間
、
額
、
中
道
院
、
額
、
鎮
西
大
法
、
右
庫
裏
あ
り
、

左
鐘
楼
あ
り
、
左
半
丁
計
奥
、
文
化
五
年
イ
キ
リ
ス
一
件
之
節
、
切
腹
あ
り
し
松
平
図
書
頭
殿
石
塔
あ
り
、
現
光
院
殿
従
五
位
下
前
圖

書
頭
俊
譽
浄
雄
大
居
士
、
文
化
五
年
八
月
、
本
堂
の
う
し
ろ
御
霊
牌
殿
、
御
代
々
尊
牌
を
安
置
し
有
之
由

皓
台
寺

曹
洞
宗
無
着
派
、
肥
前
佐
賀
春
日
村
玉
林
寺
末
、
海
雲
山
皓
台
寺
、
御
朱
印
地
、
境
内
一
万
千
六
百
七
拾
七
坪
余
、
石
坂
三
段
上
り
、

外
門
、
八
段
上
り
、
山
門
、
額
、
勅
賜
海
雲
山
、
門
ノ
表
、
聯
、
右
、
法
窟
為
国
賜
建
立
眞
輔
王
道
千
古
、
左
、
堂
頭
承
鈞
旨
提
綱
永

祝
聖
世
萬
年
、
門
ノ
裏
、
聯
、
右
、
萬
畝
紺
苑
打
開
通
玄
門
、
左
、
数
樹
青
松
遮
断
紅
□
界
、
十
一
段
上
り
、
右
石
仏
な
と
多
し
、

十
五
段
上
り
、
中
門
、
仁
王
門
也
、
額
、
皓
台
禅
寺
、
真
字
、
左
右
銅
燈
籠
、
一
丈
二
三
尺
、
石
台
二
尺
余
、
本
堂
額
、
萬
徳
殿
、
真

字
、
同
、
紫
金
仙
、
行
字
、
聯
、
右
、
殿
裏
底
錯
安
名
字
、
左
、
門
外
漢
不
労
註
脚
、
額
、
無
量
閣
、
同
、
夜
明
昼
、
古
教
照
心
、
選

佛
場
、
香
積
冢
、
経
堂
、
大
き
な
る
仏
あ
り
、
常
□（

寂
）光
、
東
皐
心
鉞
書

天
保
九
戊
戌
年
六
月
　
大
　
朔
日
　
庚
午

朝
間
雨
ふ
り
、
辰
時
や
ミ
し
か
、
午
上
刻
一
村
雨
誠
ニ
強
く
、
や
か
て
や
ミ
し
か
終
日
ふ
り
つ
や
ミ
つ
、
い
く
た
ひ
と
な
し
、
朝
よ
り

南
風
ふ
く
、
朝
よ
り
雨
天
ニ
付
巡
見
ハ
休
也
、
午
上
刻
よ
り
近
藤
様
御
本
陣
ニ
て
御
三
方
様
御
寄
合
、
夕
く
れ
御
帰
り
也

二
日

朝
間
雨
ふ
り
し
か
、
辰
下
刻
や
ミ
、
い
さ
ゝ
か
日
か
け
見
へ
し
か
、
と
か
く
く
も
り
、
午
中
刻
よ
り
雨
ふ
り
、
未
上
刻
や
ミ
た
り
、
辰

上
刻
御
出
立
、
諏
訪
宮
御
参
詣
、
石
坂
四
段
上
り
、
一
ノ
鳥
居
、
銅
ノ
鳥
居
也
、
額
、
鎮
西
大
社
、
天
保
三
壬
辰
九
月
と
あ
り
、
一
ノ
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五
月
廿
九
日

唐
人
屋
敷

大
筒
二
ツ

大
徳
寺

家
作
よ
か
ら
す

宗
福
寺

　
　
　
　
　
御
用
達

　
炉
粕
町
乙
名

　
家
原
嘉
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
石
灰
町
乙
名

　
中
尾
幸
三
郎

曽
我
様

　
　
御
本
陣

　
南
馬
町

　
長
崎
糸
割
符
宿
老

　
林
熊
太
郎

　
　
　
　
　
御
用
達

　
東
町
乙
名

　
宇
野
九
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
浦
町
乙
名

　
中
村
茂
助

近
藤
様

　
　
御
本
陣

　
北
馬
町
救
銀
会
所
請
払
役

　
三
田
村
太
蔵

　
　
　
　
　
御
用
達

　
西
築
町
乙
名

　
荒
木
金
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
町
乙
名
見
習

　
堀
喜
八
郎

廿
九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
よ
り
晴
し
か
、
未
よ
り
と
か
く
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
南
風
ふ
く
、
つ
よ
か
ら
す
、
辰
上
刻
炉
粕
町
御
出
立
、

通
筋
町
々
の
名
跡
ニ
記
ス
、
町
々
乙
名
木
戸
口
に
下
座
、
名
札
を
出
す
、
唐
人
屋
敷
、
外
門
、
門
の
外
右
ニ
番
所
あ
り
、
文
化
年
中
大

村
侯
へ
番
被
仰
付
し
か
、
其
後
奉
行
持
に
成
た
り
、
門
よ
り
一
丁
計
あ
り
、
門
よ
り
正
面
海
辺
に
家
あ
り
て
大
筒
二
ツ
あ
り
、
門
の
右

ニ
番
人
、
役
人
大
勢
詰
居
、
中
門
あ
り
、
左
右
唐
人
の
客
舎
造
り
並
へ
あ
り
、
赤
旗
二
枚
左
右
、
福
徳
正
神
と
あ
り
、
中
門
額
、
徳
配

天
高
、
福
清
弟
子
魏
振
堅
叩
数
と
あ
り
、
徳
配
天
高
の
四
字
横
也
、
聯
、
右
、
道
光
甲
午
年
蒲
月
吉
旦
、
発
祥
黒
帛
招
財
至
、
左
、
餘

慶
金
輪
送
福
□
、
同
し
門
の
額
、
福
被
群
黎

大
徳
寺
　

総
門
額
、
護
国
法
城
、
石
坂
七
十
四
段
上
り
木
鳥
居
あ
り
、
同
十
七
段
、
同
右
十
七
段
、
左
右
銅
燈
籠
あ
り
、
正
面
、
天
満
宮
、
額
、

海
香
崎
天
神
、
額
、
神
光
文
學
、
左
、
鐘
楼
あ
り
、
天
神
の
並
び
、
観
音
堂
、
額
、
海
東
普
陀
山
、
横
四
間
、
額
、
蓮
界
荘
厳
、
右
ニ

客
殿
あ
り
、
門
あ
り
、
左
鐘
楼
の
並
ひ
茶
店
あ
り
、
長
崎
の
町
目
ノ
下
ニ
見
ゆ
、
も
と
の
道
を
帰
り
、
右
ニ
坂
を
上
り
、
右
正
覚
寺
あ

り
、
石
垣
高
く
城
塁
の
如
し
、
日
蓮
宗
、
二
丁
計
上
り
八
剣
宮
あ
り
、
天
満
宮
あ
り
、
右
鳥
居
あ
り
、
五
丁
計
上
り
一
ツ
松
と
て
、
大

木
の
松
一
本
あ
り
、
此
所
御
休
所
し
つ
ら
へ
あ
れ
と
御
休
な
し
、
三
丁
計
行
、
茂
木
村
、
村
の
入
口
高
木
作
右
衛
門
殿
の
手
代
な
と
待

居
た
り
、
人
家
を
一
丁
計
行
、
右
へ
曲
り
一
丁
計
に
て
田
上
寺
あ
り
、
昼
食
、
真
言
宗
也
、
寺
小
く
門
も
な
し
、
茂
木
村
ハ
左
右
ニ
人

家
あ
れ
と
何
れ
も
家
作
よ
か
ら
す
、
茂
木
の
坂
よ
り
天
草
島
近
く
見
ゆ
、
田
上
寺
の
辺
孟
宗
竹
殊
ニ
多
し

宗
福
寺

石
坂
六
段
上
り
、
左
へ
廿
五
段
上
り
、
左
右
大
石
燈
籠
、
同
廿
五
段
上
り
、
右
松
一
本
あ
り
、
門
あ
り
、
額
、
第
一
峰
、
即
非
、
横
額
、

（
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時
津
村

　
　
大
村
家
の
家
老

長
崎
の
案
内
来
ル

左
右
人
家
あ
り

浦
上
村

長
崎
宿
役
人

　
　
待
居
た
り

衣
類
着
替

焔
硝
蔵

稲
佐
嶽

立
山
御
役
所

島
也
、
木
あ
り
人
家
な
し
、
日
並
村
、
右
を
う
し
ろ
に
海
を
前
に
所
々
家
あ
り
、
龍
崎
の
辺
よ
り
時
津
正
南
に
見
ゆ
、
西
時
津
、
左
の

海
辺
に
家
多
く
有
、
時
津
村
の
御
上
陸
場
と
ハ
人
家
続
か
ず
、
村
の
う
し
ろ
高
き
所
迄
田
也
、
時
津
村
、
波
戸
場
に
大
村
家
の
家
老
・

用
人
・
横
目
な
と
出
た
り
、
波
戸
一
丁
よ
海
へ
石
に
て
築
出
し
あ
り
、
此
所
迄
長
崎
の
案
内
来
ル
、
時
津
村
、
高
千
三
百
四
十
八
石
余
、

市
場
よ
り
、
舟
上
り
の
所
を
市
場
と
云
、
村
へ
い
り
町
家
也
、
左
へ
き
れ
正
面
、
八
幡
宮
有
、
此
所
よ
り
右
へ
き
れ
、
町
を
は
な
れ
一

丁
よ
行
、
左
の
ノ
山
ノ
下
人
家
あ
り
、
御
休
、
御
休
所
よ
り
二
丁
計
行
、
此
間
左
右
田
地
、
石
橋
あ
り
四
間
、
川
を
左
に
見
て
行
、
二

丁
計
に
て
継
石
、
右
の
山
の
六
七
丈
高
き
所
ニ
あ
り
、
丸
き
大
石
か
さ
ね
た
る
や
う
な
る
石
あ
り
、
是
を
つ
ぎ
石
と
唱
へ
た
り
、
五
六

丁
行
、
左
へ
き
れ
二
丁
計
行
、
内
坂
川
、
石
橋
あ
り
三
間
計
、
川
を
右
ニ
一
丁
余
行
、
小
坂
を
上
る
二
丁
計
、
険
し
か
ら
す
、
右
谷
間

山
高
く
見
ゆ
、
左
平
宗
、
家
所
々
に
見
ゆ
、
滑
石
村
の
内
也
、
滑
石
村
高
三
百
七
十
石
余
、
筋
違
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
家
の
う
し
ろ

蓮
多
く
植
た
り
、
三
丁
計
川
を
右
ニ
見
て
行
、
石
橋
あ
り
四
間
計
、
岩
屋
口
、
浦
上
村
之
内
、
立
場
あ
り
御
休
、
岩
屋
山
、
道
の
右
ニ

石
の
鳥
居
あ
り
、
額
あ
り
、
岩
屋
山
と
あ
り
、
岩
屋
山
大
権
現
の
山
ハ
右
ノ
方
し
け
り
い
と
高
し
、
十
八
丁
と
い
へ
と
一
里
も
有
へ
く

見
ゆ
、
鳥
ゐ
よ
り
三
四
丁
行
、
道
は
た
大
岩
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
三
尊
弥
陀
、
六
地
蔵
な
と
の
像
を
岩
に
ほ
り
込
て
、
案
内
に
問
と
、

誰
人
の
作
と
も
し
れ
す
と
答
へ
た
り
、
故
あ
り
け
に
見
ゆ
る
石
仏
也
、
左
住
吉
ノ
社
あ
り
、
道
ノ
左
に
あ
り
、
四
方
田
也
、
石
の
鳥
居

あ
り
、
住
吉
と
額
あ
り
、
番
所
、
道
ノ
左
に
あ
り
、
是
大
村
領
と
御
料
所
高
木
作
右
衛
門
支
配
の
地
境
也
、
大
村
家
の
家
老
・
用
人
其

外
待
居
た
り
、
十
間
よ
は
な
れ
御
料
地
面
に
、
高
木
作
右
衛
門
手
代
長
崎
宿
役
人
な
と
待
居
た
り
、
右
の
境
杭
あ
り
、
浦
上
村
、
小
名

じ
や
う
の
こ
し
、
さ
と
口
、
ま
こ
め
口
、
土
橋
あ
り
、
十
五
六
間
計
、
少
シ
坂
を
こ
へ
又
土
橋
あ
り
、
平
の
宿
、
浦
上
村
の
内
、
家
続

き
い
と
長
し
、
坂
を
下
り
田
の
あ
る
所
を
過
、
長
崎
郷
に
入
也
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
左
ニ
山
王
宮
あ
り
、
別
当
円
福
寺
、
道
ノ
は
た

左
石
鳥
居
あ
り
、
石
坂
を
上
り
真
向
ひ
山
王
宮
、
左
別
当
円
福
寺
、
右
洪
鐘
あ
り
至
て
小
し
、
長
崎
浦
上
山
里
村
山
王
権
現
鐘
銘
并
引
、

と
始
に
有
て
、
終
に
享
保
元
年
丙
申
八
月
穀
旦
と
あ
り
、
此
別
当
寺
に
て
御
三
方
様
共
御
待
合
、
御
供
の
も
の
迄
衣
類
着
替
て
行
、
い

さ
ゝ
か
下
り
又
上
り
な
と
し
、
田
畑
の
あ
る
所
の
石
地
の
道
を
行
、
左
り
い
さ
ゝ
か
は
な
れ
山
高
く
右
ハ
入
江
見
お
ろ
さ
る
ゝ
也
、
右
、

道
よ
り
低
く
山
の
出
崎
ニ
聖
徳
寺
、
右
、
道
ノ
下
船
蔵
、
焔
硝
蔵
、
鉄
炮
蔵
あ
り
、
長
崎
入
口
に
坂
あ
り
、
此
辺
よ
り
長
崎
市
中
目
下

ニ
見
ゆ
、
右
ノ
方
海
を
へ
た
て
稲
佐
嶽
、
悟
真
寺
、
い
な
さ
崎
其
外
見
ゆ
、
真
向
ひ
町
并
入
江
こ
し
ニ
大
音
寺
・
愛
宕
山
・
大
徳
寺
な

と
始
め
、
戸
町
御
番
所
の
う
し
ろ
の
山
な
と
見
え
好
景
也
、
坂
を
下
り
左
、
本
蓮
寺
、
福
済
寺
、
聖
福
寺
、
永
昌
寺
な
と
山
の
中
腹
に

山
門
よ
り
諸
堂
見
あ
け
ら
る
、
西
上
町
、
東
上
町
通
り
を
行
、
立
山
御
役
所
へ
御
立
寄
、
御
三
使
様
御
同
道
ニ
て
御
出
、
奉
行
久
世
伊

勢
守
殿
、
炉
粕
町
御
本
陣
へ
御
着
、
呉
藤
次
郎
宅
也
、
左
安
禅
寺
、
石
坂
高
し
、
此
寺
に
東
照
宮
の
御
霊
屋
あ
り
、
立
山
御
役
所
に
隣

れ
り
　

大
久
保
様
　
御
本
陣
　
炉
粕
町
　
唐
小
通
事
　
呉
藤
次
郎
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並
村
宿

樹
木
も
倒
れ
家
も
倒
る
ゝ

五
月
廿
八
日

乗
船

　
　
大
村
町

矢
倉
見
ゆ

山
々
お
ほ
く
田

箕
島

堂
崎

左
へ
曲
り
八
幡
ノ
宮
あ
り
、
石
坂
数
段
あ
り
、
社
ノ
下
中
島
市
太
夫
宅
御
休
、
此
所
よ
り
城
下
迄
二
里
あ
り
、
松
原
村
出
口
石
橋
あ
り
、

四
五
丁
行
、
辺ヘ

ン
ハ
イ配
川
、
石
ノ
上
土
俵
を
並
へ
て
渡
ス
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
正
連
寺
と
い
ふ
石
橋
あ
り
、
竹
松
、
小
名
、
宮ミ
ヤ

小コ
ウ
ジ路
、
左

右
人
家
あ
り
、
左
ニ
幸
天
社
、
石
の
大
鳥
居
あ
り
、
郡
村
之
内
原
口
、
高
五
百
四
十
六
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
一
里
塚
、
松
並
木
の

内
ニ
あ
り
、
御
休
有
、
宝ホ

ウ
コ庫
野ノ

村
、
高
六
十
三
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
入
口
右
ニ
石
鳥
居
あ
り
、
正
元
山
と
額
あ
り
寺
也
、
左
右
人

家
多
し
、
道
中
に
小
溝
流
れ
老
木
の
桜
を
植
つ
ゝ
け
た
る
事
六
七
丁
斗
也
、
右
祇
園
の
社
あ
り
、
左
家
中
の
宅
あ
り
、
並
村
宿
、
左
右

人
家
あ
り
、
石
橋
有
、
原
小
路
、
大
村
之
内
、
左
右
人
家
あ
り
、
久ク

出デ

ヅ津
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
此
辺
左
ハ
田
也
、
右
ハ
海
近
く
島
も

見
ゆ
、
大
上
戸
川
、
石
橋
あ
り
十
六
間
計

廿
七
日

あ
か
つ
き
雨
、
つ
よ
か
り
し
が
朝
間
や
ミ
、
辰
上
刻
西
北
風
ふ
き
出
て
烈
し
さ
い
は
ん
方
な
く
、
樹
木
も
倒
れ
家
も
倒
る
ゝ
あ
り
、
雨

も
車
軸
を
流
す
如
し
、
一
時
も
な
く
や
ミ
午
未
の
間
二
た
ひ
雨
ふ
り
来
、
日
か
け
見
え
し
か
、
と
か
く
陰
り
、
申
上
刻
又
日
か
け
見
へ
、

く
も
り
か
ち
也
、
今
五
ツ
時
御
乗
船
の
積
り
也
し
か
、
風
雨
ニ
付
延
引

廿
八
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
よ
り
は
れ
、
午
よ
り
と
か
く
く
も
り
暑
か
ら
す
、
辰
よ
り
南
風
ふ
く
、
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
乗
船
、
大
村
町
の

中
程
、
制
札
場
よ
り
右
、
南
ノ
方
海
手
、
横
道
へ
き
れ
二
丁
計
行
、
石
に
て
海
中
へ
四
丁
計
築
出
し
波
戸
場
あ
り
、
少
シ
こ
き
出
て
見

れ
は
、
町
ハ
丑
寅
、
城
ハ
辰
巳
に
て
古
木
し
け
れ
り
、
木
の
ま
よ
り
矢
倉
見
ゆ
、
海
中
よ
り
見
れ
は
郡
村
の
辺
よ
り
諫
早
の
方
角
か
け
、

海
よ
り
半
道
は
か
り
離
れ
、
山
高
く
垣
を
め
く
ら
せ
る
如
く
長
く
続
け
り
、
其
山
々
お
ほ
く
田
也
、
波
戸
場
よ
り
十
七
八
丁
こ
き
出
、

左
臼
島
、
小
松
生
ひ
よ
ほ
と
高
く
大
か
た
丸
き
島
、
同
一
里
計
ゆ
き
、
右
箕
島
、
小
松
生
ひ
山
も
高
か
ら
す
畑
あ
り
、
人
家
少
シ
見
ゆ
、

波
戸
場
よ
り
一
里
と
い
へ
と
近
し
、
箕
島
よ
り
大
村
の
方
に
よ
り
小
き
島
三
ツ
あ
り
、
か
ろ
う
と
か
い
ふ
よ
し
、
名
を
き
く
程
の
島
も

な
し
、
臼
島
・
箕
島
の
間
を
こ
き
出
て
見
れ
は
、
諫
早
卯
辰
ニ
当
る
よ
し
見
え
す
、
子
の
方
こ
か
さ
き
見
ゆ
、
高
か
ら
す
、
大
村
の
方

地
続
也
、
右
な
か
村
、
其
外
何
く
れ
の
山
海
辺
に
見
ゆ
、
遠
く
白
壁
の
土
蔵
の
如
く
見
ゆ
る
ハ
海
辺
の
石
の
よ
し
、
左
佐
瀬
村
、
山
の

下
人
家
い
さ
ゝ
か
見
ゆ
、
海
辺
酉
戌
に
向
へ
り
、
左
堂
崎
の
出
崎
、
琴
緒
山
の
戌
の
方
へ
な
か
れ
た
る
所
の
出
崎
也
、
松
あ
り
、
左
琴

緒
岳
見
ゆ
、
堂
崎
・
崎
野
地
つ
ゝ
き
、
樹
木
も
な
し
、
此
辺
高
き
山
な
れ
と
樹
木
ハ
な
し
、
堂
崎
の
は
な
わ
を
廻
れ
ば
堂
崎
村
、
家
所
々

に
見
ゆ
、
堂
崎
と
崎
野
の
間
辰
巳
の
方
廿
丁
計
、
入
江
の
奥
に
長
与
浦
見
ゆ
る
、
人
家
多
く
並
ひ
見
ゆ
、
右
二
島
、
小
き
島
共
也
、
松

木
な
と
見
ゆ
、
右
龍
崎
、
た
つ
さ
き
の
出
崎
岩
あ
り
、
龍
崎
よ
り
二
丁
計
行
、
山
を
う
し
ろ
に
小
き
家
七
八
軒
あ
り
、
右
高
島
、
小
き

（
六
五
）
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小
音
琴
村

所
々
人
家
あ
り

彼
杵
村

此
所
よ
り
時
津
へ
渡
る

長
崎
道

　
　
繁
花
に
見
ゆ
る

五
月
廿
六
日

千
綿
村

左
右
人
家
多
し

武
留
路
村

丁
計
行
、
川
棚
川
、
川
は
ゝ
三
十
間
計
、
石
を
並
へ
渡
ス
、
川
棚
村
ハ
東
よ
り
西
へ
長
く
、
南
北
ハ
山
な
る
谷
間
村
也
、
さ
れ
と
谷
間

広
し
、
一
丁
計
行
右
へ
小
坂
を
上
る
、
上
り
一
丁
計
下
り
一
丁
余
、
下
れ
は
左
ニ
溜
井
あ
り
、
三
丁
計
行
海
辺
也
、
右
百
津
村
、
人
家

あ
り
多
か
ら
す
、
□
浜
あ
り
、
是
大
村
の
入
江
也
、
左
へ
曲
り
海
辺
を
五
丁
計
行
、
小コ

ネ音
琴コ

ト

村
、
彼
杵
村
の
内
、
左
ノ
方
山
に
そ
ひ
人

家
か
な
た
こ
な
た
に
あ
り
、
右
ハ
海
也
、
石
橋
を
わ
た
り
左
山
に
そ
ひ
行
、
小
坂
あ
り
、
三
丁
計
行
下
り
、
右
ハ
入
江
也
、
大
音
琴
村
、

彼
杵
村
之
内
、
左
右
に
人
家
有
、
宿
め
き
た
れ
と
住
居
あ
し
く
、
石
橋
を
渡
り
、
左
ノ
方
山
ね
に
所
々
人
家
あ
り
、
小
坂
を
上
り
三
丁

計
行
、
下
り
て
田
地
の
所
を
通
り
行
、
朽ク

チ
キ木
田タ

、
彼
杵
村
の
枝
郷
、
石
橋
あ
り
、
人
家
ハ
左
の
山
根
に
あ
り
、
う
し
ろ
山
高
し
、
道
は

た
左
水
地
権
現
の
宮
あ
り
、
此
辺
人
家
山
の
形
に
随
ひ
住
居
せ
り
、
和
田
、
彼
杵
村
の
枝
郷
、
御
休
所
あ
り
、
朽
木
田
之
内
海
辺
大
木

の
松
三
四
本
あ
る
所
也
、
一
丁
計
行
、
又
坂
を
上
り
五
六
丁
行
海
辺
也
、
少
し
高
し
、
下
り
左
ニ
十
二
社
大
権
現
の
宮
あ
り
、
此
辺
立

髪
・
島
田
、
彼
杵
村
の
内
人
家
あ
り
、
石
橋
を
渡
り
金
蔵
町
、
左
右
人
家
あ
り
、
彼
杵
村
也
、
彼
杵
村
、
大
村
丹
後
守
領
分
、
高

二
千
二
百
三
十
八
石
余
、
家
数
、
仮
亭
主
山
田
斎
兵
衛
、
彼
杵
村
ハ
村
高
も
家
数
も
多
け
れ
ど
種
々
の
小
名
あ
り
て
分
郷
い
た
し
、
彼

杵
町
ハ
二
百
八
十
軒
計
也
と
、
さ
も
有
へ
し
、
町
中
に
東
長
崎
道
、
北
小
倉
道
、
南
平
戸
道
の
石
の
傍
示
あ
り
、
彼
杵
町
の
南
ハ
大
村

へ
続
け
る
入
江
也
、
広
さ
三
四
里
も
あ
ら
ん
、
此
所
よ
り
時
津
へ
渡
る
也
、
東
十
丁
計
に
て
山
あ
り
、
山
の
い
た
ゞ
き
迄
田
也
、
北
も

十
丁
も
な
く
ハ
山
高
く
谷
間
也
、
こ
れ
嬉
野
通
り
小
倉
道
也
、
西
ハ
立
髪
の
出
崎
、
山
つ
ゝ
き
迄
十
丁
ハ
な
し
、
其
内
ハ
四
方
悉
く
田

也
、
浦
付
殊
ニ
長
崎
道
な
れ
は
家
作
も
よ
く
繁
花
に
見
ゆ
る
也

廿
六
日

夜
あ
け
て
よ
り
雨
ふ
り
出
、
辰
下
刻
頃
し
は
し
や
ミ
し
か
、
巳
中
刻
頃
よ
り
雨
い
と
つ
よ
く
、
時
々
や
ミ
し
か
、
夜
半
よ
り
甚
雨
い
は

ん
か
た
な
し
、
午
よ
り
西
北
風
ふ
く
、
強
か
ら
す
、
暁
六
ツ
時
彼
杵
町
を
出
立
、
町
の
出
は
な
れ
石
橋
あ
り
、
左
右
田
地
三
丁
計
行
、

川
あ
り
、
廿
間
計
石
の
上
へ
土
俵
を
並
へ
渡
ス
、
三
四
丁
行
、
又
石
橋
あ
り
、
此
辺
よ
り
左
ハ
山
近
く
右
ハ
海
也
、
少
シ
の
坂
あ
り
、

四
五
丁
行
、
千チ

綿ワ
タ

村
、
高
七
百
廿
石
余
、
彼
杵
町
よ
り
十
八
丁
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
出
は
な
れ
ち
わ
た
川
有
、
石
を
並
へ
土
俵
を

積
て
渡
ス
、
少
し
の
坂
を
上
り
人
家
あ
る
所
を
過
、
下
り
て
石
橋
あ
り
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
平ヒ

ラ

原
、
千
綿
村
之
内
、
御
立
場
あ
り
、

左
右
ハ
田
に
て
海
へ
近
し
、
彼
杵
村
よ
り
一
里
也
と
、
一
丁
計
行
、
下
り
て
石
橋
あ
り
、
江
ノ
串
の
境
也
、
江
ノ
串
村
、
高

三
百
九
十
六
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
多
か
ら
ず
、
二
丁
計
行
、
江
の
く
し
川
石
を
な
ら
べ
て
渡
ス
、
川
を
越
間
な
く
左
右
人
家
多
し

海
辺
也
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
行
、
十
丁
計
人
家
五
六
軒
あ
り
、
下
り
石
橋
あ
り
、
左
山
き
は
高
き
所
に
武ム

ル

ロ
留
路
村
あ
り
、
六
丁
計
行
下
り

海
辺
也
、
一
丁
計
行
石
の
小
橋
二
丁
計
行
、
石
橋
三
間
計
、
江
ノ
さ
し
村
、
松
原
村
の
境
也
、
二
丁
計
行
、
右
し
か
の
島
、
鹿
大
明
神

の
社
あ
り
、
陸
よ
り
一
丁
計
は
な
れ
小
島
也
、
冬
木
し
け
り
た
り
、
五
六
丁
行
、
郡
村
の
内
松
原
村
、
高
六
百
七
十
石
余
、
村
へ
い
り

（
六
四
）
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日
宇
村

早
岐
村

人
家
並
ひ
町
め
き
た
り

五
月
廿
五
日

松
浦
家
の
家
老

大
村
家
と
の
境

役
人
多
く
並
居
た
り

眺
望
至
て
よ
し
　
　
川
棚
村

右
ニ
冬
木
し
け
れ
る
社
地
な
と
あ
り
、
四
五
丁
行
、
茶
屋
の
原
、
日
宇
村
之
内
大
野
原
と
い
ふ
、
右
ノ
松
林
中
也
、
小
屋
の
さ
ま
至
て

手
を
尽
せ
り
、
三
丁
計
下
り
谷
川
を
渡
り
一
丁
計
田
地
有
、
又
小
坂
を
上
る
一
丁
計
、
下
り
ハ
三
丁
よ
也
、
険
し
き
所
あ
り
、
谷
間
を

五
丁
計
行
、
左
よ
り
右
へ
流
る
ゝ
谷
川
、
広
さ
四
間
計
渡
り
、
此
辺
よ
り
広
し
、
左
に
田
地
多
し
、
右
ニ
入
海
見
ゆ
、
日
宇
の
本
村
也

と
い
へ
り
、
所
々
に
人
家
多
し
、
十
丁
余
行
、
日
宇
川
あ
り
、
十
二
間
計
右
へ
流
る
、
此
所
よ
り
五
六
丁
行
、
小
坂
を
上
り
、
こ
か
の

こ
え
、
日
宇
村
の
内
、
右
ニ
御
休
所
有
、
下
り
人
家
あ
り
、
小
川
を
渡
り
左
の
山
に
そ
ひ
行
な
と
し
、
又
右
ニ
入
海
を
見
十
五
六
丁
行
、

並
木
松
の
坂
を
上
る
、
札
の
辻
、
二
丁
よ
並
松
の
道
を
上
る
、
峠
に
御
休
所
あ
り
、
早
岐
村
の
内
、
下
り
て
三
四
丁
行
、
谷
川
を
渡
り

小
坂
あ
り
、
上
り
二
丁
余
、
け
は
し
か
ら
す
、
下
り
二
丁
計
、
早
岐
村
也
、
人
家
並
ひ
町
め
き
た
り
、
村
へ
い
り
右
へ
曲
り
三
十
間
計

行
、
東
へ
曲
り
一
丁
計
行
、
左
ノ
小
路
へ
い
り
大
念
寺
也
、
早
岐
村
、
平
戸
領
彼
杵
郡
、
高
、
家
数
四
百
、
早
岐
村
ハ
た
て
町
、
中
町
、

東
町
、
西
町
、
し
つ
町
、
出
来
町
な
と
町
名
あ
り
、
西
ハ
入
江
に
近
く
三
方
と
も
山
に
近
し
、
本
陣
浄
土
宗
大
念
寺
、
仮
亭
主
升
屋
仁

兵
衛

廿
五
日

朝
よ
り
晴
た
り
し
か
、
午
よ
り
時
々
く
も
り
、
朝
よ
り
南
風
ふ
き
た
れ
と
あ
つ
し
、
辰
中
刻
早
岐
村
出
立
、
本
陣
を
出
て
町
を
左
へ
曲

り
一
丁
計
右
へ
き
れ
、
廿
間
計
左
へ
き
れ
一
丁
よ
左
へ
曲
り
十
間
よ
行
、
橋
あ
り
、
右
へ
曲
が
り
五
六
間
、
入
江
の
端
に
出
る
也
、
右

の
入
江
に
そ
ひ
二
丁
計
ゆ
き
左
へ
一
丁
計
、
入
江
続
き
の
川
也
、
く
も
り
川
と
い
ふ
、
此
所
に
松
浦
家
の
家
老
な
と
出
て
居
、
土
橋
、

く
も
り
川
に
渡
せ
り
、
廿
間
計
、
い
と
高
く
作
れ
り
、
早
岐
村
と
広
田
村
の
境
也
、
橋
よ
り
一
丁
計
行
、
右
ニ
住
吉
明
神
の
社
あ
り
、

道
は
た
に
石
ノ
鳥
居
有
、
広
田
村
の
内
也
、
四
丁
計
行
、
き
ぬ
田
川
、
石
を
並
へ
わ
た
す
二
間
計
、
三
丁
計
行
、
此
辺
よ
り
谷
間
也
、

さ
れ
と
右
ハ
田
也
、
左
の
山
根
に
そ
ひ
行
、
松
並
木
あ
り
、
茶
屋
の
辻
、
御
休
所
あ
り
、
広
田
村
の
地
也
、
早
岐
よ
り
三
十
丁
計
也
、

少
シ
下
り
又
上
り
茶
屋
の
辻
迄
三
丁
計
行
、
番
所
、
松
浦
家
の
番
所
也
、
大
村
家
と
の
境
、
大
か
た
矢
倉
沢
・
横
川
な
と
に
似
た
り
、

此
所
に
松
浦
家
の
役
人
多
く
並
居
た
り
、
番
所
を
過
れ
ば
大
村
家
の
役
人
並
居
た
り
、
此
所
を
袖
の
峰
と
い
ふ
よ
し
、
番
所
よ
り
三
十

間
計
あ
り
、
宮
之
村
の
地
也
、
是
よ
り
大
村
丹
後
守
殿
領
内
也
、
二
丁
計
下
り
御
立
場
あ
り
、
宮
之
村
の
地
也
、
四
郎
丸
と
い
ふ
所
の

よ
し
、
左
右
人
家
あ
り
、
田
畑
も
あ
り
、
四
郎
丸
川
橋
あ
り
、
大
宮
峠
、
松
並
木
あ
り
、
上
り
十
丁
計
、
険
し
か
ら
す
、
坂
の
上
右
に

石
ノ
鳥
居
あ
り
、
観
世
音
と
石
の
額
あ
り
、
二
ツ
石
観
音
道
也
と
云
り
、
一
丁
計
上
り
頂
き
也
、
一
丁
計
下
り
一
里
塚
あ
り
、
宮
之
村
・

川
棚
村
の
境
也
、
二
丁
計
下
り
一
盃
水
、
御
休
所
あ
り
、
道
ノ
傍
右
岩
間
よ
り
清
泉
な
か
れ
出
る
、
い
と
ひ
や
ゝ
か
也
、
名
水
也
、
い

さ
ゝ
か
下
れ
は
右
入
江
目
ノ
下
に
見
ゆ
、
左
虚
空
蔵
岳
見
ゆ
る
、
此
辺
に
て
す
く
れ
て
高
し
、
四
五
丁
下
り
少
し
上
り
又
下
る
、
此
辺

眺
望
至
て
よ
し
、
い
た
ゝ
き
よ
り
下
り
十
五
六
丁
計
也
、
川
棚
村
、
千
五
百
廿
六
石
余
、
左
右
人
家
多
し
、
昼
食
、
御
本
陣
を
出
て
三
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一
ノ
瀬
村

相
神
浦

　
　
田
畑
も
多
し

五
月
廿
四
日

松
浦
郡
　
　
彼
杵
郡

を
渡
る
、
此
所
高
岩
と
い
へ
る
所
、
御
休
所
有
、
高
岩
ハ
谷
川
を
へ
た
て
大
岩
高
く
そ
ひ
え
、
実
に
高
岩
と
も
い
ふ
へ
き
さ
ま
也
、
此

辺
よ
り
広
き
谷
間
、
左
右
田
地
二
丁
計
行
、
川
を
わ
た
る
、
此
所
の
下
二
ツ
に
分
レ
あ
り
、
こ
ゝ
ハ
枝
川
也
、
四
間
計
、
五
六
丁
行
川

を
渡
る
、
三
間
、
一
丁
計
行
川
、
六
丁
計
行
川
、
此
辺
よ
り
狭
き
谷
間
也
、
さ
れ
と
い
さ
ゝ
か
田
地
あ
り
、
二
丁
計
行
川
、
三
丁
計
行

川
、
一
丁
計
行
、
此
辺
よ
り
川
ハ
右
の
深
き
谷
よ
り
落
る
、
二
丁
計
行
小
溝
を
渡
る
、
此
わ
た
り
の
所
水
下
左
ニ
み
か
月
石
と
て
丸
き

石
の
上
に
三
日
月
の
形
な
る
石
あ
り
、
人
の
あ
や
ま
ち
て
上
り
な
と
す
る
時
ハ
忽
ち
変
事
あ
り
と
語
れ
り
、
誠
や
し
ら
す
、
此
辺
よ
り

左
右
並
木
松
な
り
、
ゑ
り
峠
上
り
五
六
丁
計
、
坂
の
中
程
田
あ
り
、
一
ノ
瀬
村
の
地
之
由
、
御
休
あ
り
、
三
丁
計
下
り
田
あ
り
、
谷
川

を
渡
る
、
右
の
山
に
そ
ひ
下
る
六
丁
計
、
か
ま
く
ら
川
、
右
道
よ
り
一
丁
計
は
な
れ
鎌
倉
明
神
あ
り
、
社
木
し
け
れ
り
、
左
に
川
見
ゆ
、

佐
々
川
な
り
、
佐
々
村
松
川
屋
治
左
衛
門
方
御
休
、
造
酒
屋
に
て
頗
富
家
に
見
ゆ
、
二
丁
よ
行
、
佐
々
川
、
川
は
ゞ
十
四
五
間
、
吉
田

川
と
も
い
ふ
、
た
ど
村
、
左
高
き
所
三
社
権
現
社
有
、
石
鳥
居
あ
り
、
口
石
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
小
川
を
渡
り
田
地
又
は
人
家
の
前

を
通
り
三
四
丁
行
、
溜
井
を
左
に
見
て
右
の
山
の
を
さ
き
を
廻
り
、
は
ん
坂
に
上
り
始
る
也
、
は
ん
坂
上
り
十
四
五
丁
、
並
木
松
し
け

り
た
り
、
険
し
か
ら
す
、
峠
に
御
休
所
あ
り
、
此
所
よ
り
相
神
浦
の
人
家
目
ノ
下
に
見
ゆ
、
此
坂
上
り
下
り
共
頂
近
く
迄
田
地
あ
り
、

下
り
ハ
十
五
六
丁
、
険
し
き
所
ニ
あ
り
、
下
り
て
谷
川
を
わ
た
り
二
丁
計
行
、
小
川
を
渡
り
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
二
丁
計
に
て
下
り
、

小
川
を
わ
た
り
三
丁
計
行
、
中
里
川
、
川
は
ゞ
廿
間
計
、
右
へ
渡
る
、
一
丁
余
行
相
神
村
也
、
右
高
き
山
あ
り
、
頂
ニ
森
あ
り
、
愛
宕

ノ
宮
也
と
い
ふ
、
相
神
浦
、
小
庄
屋
敬
右
衛
門
、
仮
亭
主
賎
津
浦
坂
本
屋
甚
右
衛
門
、
相
神
浦
ハ
東
よ
り
西
へ
長
き
広
き
谷
也
、
田
畑

も
多
し

廿
四
日

朝
よ
り
晴
し
か
終
日
く
も
ら
す
、
午
よ
り
南
風
ふ
く
、
誠
に
暑
し
、
申
よ
り
風
や
ミ
夜
あ
け
猶
あ
つ
し
、
辰
下
刻
相
神
浦
村
出
立
、
五

丁
計
ゆ
き
左
ニ
川
あ
り
、
広
廿
間
計
、
石
橋
あ
り
、
右
よ
り
落
る
枝
川
、
四
丁
計
行
石
橋
あ
り
、
坂
を
上
る
、
三
丁
計
並
木
、
四
丁
計

行
下
り
又
小
坂
を
上
り
二
丁
計
下
り
川
端
ニ
出
、
是
迄
大
か
た
右
ノ
山
に
そ
ひ
行
也
、
左
ハ
高
き
山
の
七
合
迄
田
畑
也
、
右
家
三
軒
あ

り
左
ハ
川
也
、
家
よ
り
さ
き
道
ノ
右
ニ
大
岩
四
ツ
五
ツ
あ
り
、
其
さ
ま
奇
な
り
、
四
丁
計
行
左
へ
曲
り
、
谷
間
の
田
あ
る
所
を
右
の
山

に
そ
ひ
行
、
六
丁
計
に
て
境
木
、
御
休
所
あ
り
、
此
所
右
の
山
に
上
り
て
通
る
、
か
ち
道
あ
り
、
石
門
あ
り
、
二
ツ
並
ひ
あ
り
、
道
よ

り
見
ゆ
る
、
境
木
、
松
浦
郡
・
彼
杵
郡
の
境
也
、
相
神
浦
よ
り
此
所
迄
一
里
余
、
さ
せ
ふ
、
日
宇
村
之
内
、
右
春
日
の
社
あ
り
、
本
社

と
拝
殿
の
間
石
橋
を
か
け
、
社
内
古
木
し
け
れ
り
、
小
川
を
渡
り
右
の
山
に
そ
ひ
並
木
の
所
を
行
、
又
田
地
中
を
通
り
な
と
十
丁
計
行
、

此
辺
右
ニ
入
海
見
ゆ
、
こ
ざ
き
坂
、
上
り
一
丁
余
下
り
二
丁
松
並
木
也
、
左
へ
曲
り
上
る
也
、
谷
へ
下
り
谷
川
わ
た
り
一
丁
計
、
小
坂

あ
り
、
な
き
り
坂
と
い
ふ
よ
し
、
並
木
道
上
り
二
丁
余
、
下
り
二
丁
計
也
、
少
シ
谷
間
を
通
、
松
木
坂
、
上
り
一
丁
、
人
家
左
ニ
有
、

（
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眺
望
至
て
よ
し

中
野
村

赤
坂
村

平
戸
城
下
入
口

五
月
廿
三
日

乗
船

城
ハ
南
に
高
く

名
高
き
古
鐘

　
　
家
中
屋
敷

家
作
大
き
く

田
ひ
ら（
田
平
）

よ
き
家
多
し

江
迎
村

へ
上
る
、
十
丁
よ
険
し
き
坂
を
上
る
、
並
木
松
あ
り
、
大
こ
へ
辻
と
な
つ
く
、
大
こ
え
坂
と
ふ
い
ふ
よ
し
、
峠
に
新
た
に
小
屋
を
造
り

あ
り
、
昼
食
、
眺
望
至
て
よ
し
、
惜
い
か
な
、
今
日
所
々
雲
か
ゝ
り
な
と
し
て
分
明
な
ら
ぬ
島
山
多
し
、
平
戸
城
下
子
丑
に
当
、
五
丁

計
下
り
右
田
あ
り
、
夫
よ
り
三
丁
計
下
り
谷
川
、
左
へ
流
る
、
三
間
計
石
を
積
て
渡
ス
、
中
野
村
、
左
右
人
家
有
、
黒
岩
坂
、
四
五
丁

上
り
立
場
あ
り
、
此
所
よ
り
左
り
い
き
つ
き
島
よ
く
見
ゆ
、
夫
よ
り
二
丁
計
上
り
峠
也
、
坂
の
左
右
並
木
、
又
下
る
、
小
引
村
、
右
ニ

二
三
丁
は
な
れ
山
高
く
左
ハ
入
江
、
目
ノ
下
に
見
ゆ
る
所
多
し
、
小
坂
四
ツ
五
ツ
あ
り
、
赤
坂
村
、
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
小
坂
あ
り
、

二
本
松
、
一
丁
よ
上
り
御
立
場
あ
り
、
此
所
よ
り
い
さ
ゝ
か
下
り
二
丁
計
ゆ
け
ば
平
戸
の
城
下
目
ノ
下
ニ
見
ゆ
、
左
右
か
な
た
こ
な
た

に
家
見
ゆ
、
平
戸
村
の
よ
し
、
平
戸
城
下
入
口
右
高
き
所
誓
願
寺
、
浄
土
宗
、
頗
大
寺
也
、
門
前
の
石
橋
太
鼓
橋
め
き
た
り
、
同
じ
並

び
に
報
恩
寺
、
浄
土
宗
、
誓
願
寺
よ
り
小
し
、
門
前
の
橋
同
じ
、
善
積
町
、
吉
野
町
、
天
神
町
、
安
富
町
、
安
富
町
脇
本
陣
谷
村
屋
三

右
衛
門
、
平
戸
城
下
町
名
、
大
吉
町
、
富
江
町
、
富
の
町
、
幸
町
、
戎
町
、
善
積
町
、
吉
野
町
、
天
神
町
、
安
富
町
、
本
町
、
宮
ノ
町
、

福
寿
町
、
延
寿
町
、
常
磐（

盤
）町
、
大
福
町
、
祝
町
、
平
戸
城
下
ハ
南
北
に
町
長
し
、
西
よ
り
北
へ
か
け
山
あ
り
、
城
ハ
町
よ
り
東
ノ
方
山

ノ
上
に
て
、
東
よ
り
北
へ
か
け
入
江
に
て
西
ハ
平
戸
の
町
、
南
ハ
白
浜
村
に
て
木
し
け
り
所
々
矢
倉
な
と
見
え
高
し

廿
三
日

朝
間
小
雨
、
辰
中
刻
よ
り
次
第
に
は
れ
行
、
く
も
ら
す
風
も
ふ
か
す
、
い
と
あ
つ
し
、
辰
中
刻
出
立
、
波
戸
場
よ
り
乗
船
、
舟
を
廿
艘

計
な
ら
へ
、
其
上
に
板
を
ゆ
ひ
付
て
橋
の
さ
ま
に
し
た
り
、
舟
を
こ
き
出
見
れ
は
、
城
ハ
南
に
高
く
櫓
二
ツ
見
ゆ
、
西
ノ
方
町
ノ
上
に

寺
々
見
ゆ
、
普
門
院
真
言
宗
、
光
明
寺
浄
土
真
宗
、
此
寺
殊
に
高
く
物
見
や
う
の
も
の
見
え
よ
き
寺
也
、
観
音
院
真
言
宗
、
集
古
十
集

鐘
銘
の（
数
字
分
空
白
）に
見
え
た
る
世
に
名
高
き
古
鐘
あ
り
、
北
ノ
方
山
上
に
家
中
屋
敷
あ
り
、
東
一
方
海
也
、
入
江
に
て
南
北
に
長
く
平

戸
城
の
東
ノ
方
十
丁
よ
海
中
に
東
西
に
長
き
小
島
あ
り
、
弁
天
あ
り
、
石
の
鳥
居
あ
り
、
九
六
島
木
し
け
り
た
り
、
此
辺
よ
り
白
浜
浦

西
南
に
見
ゆ
、
城
の
南
也
、
漁
猟
を
渡
世
の
里
の
よ
し
、
さ
れ
と
家
作
大
き
く
よ
く
見
ゆ
、
平
戸
と
九
六
島
の
間
よ
り
大
島
見
ゆ
、
東

北
ノ
方
ニ
当
ル
、
日
ノ
浦
に
着
舟
、
田
ひ
ら
と
も
い
ふ
、
家
七
十
軒
よ
有
と
、
入
江
め
き
た
る
所
也
、
日
の
浦
の
村
中
を
通
り
一
丁
計

行
、
右
に
曲
り
一
丁
計
行
、
左
へ
小
坂
を
上
る
、
左
右
人
家
よ
き
家
多
し
、
坂
を
上
れ
は
田
地
多
し
、
こ
て
田
村
小
川
あ
り
、
三
間
計

石
を
並
へ
橋
と
せ
り
、
か
ゝ
る
所
平
戸
領
至
て
多
し
、
今
日
小
川
を
渡
る
と
書
し
ハ
皆
石
を
並
へ
し
也
、
五
丁
計
行
坂
を
上
る
、
並
木

松
也
、
十
四
五
丁
行
、
少
し
下
り
三
四
丁
行
下
り
又
上
る
、
是
よ
り
左
右
大
石
所
々
多
し
、
吹
上
、
田
ひ
ら
村
の
地
内
也
、
右
並
木
松

の
内
御
休
所
あ
り
、
五
六
丁
行
び
わ
石
坂
、
田
ひ
ら
村
の
内
五
六
丁
計
、
さ
ゑ
ん
坂
、
上
り
五
六
丁
険
し
か
ら
す
、
長
坂
、
下
り

十
二
三
丁
け
は
し
き
所
あ
り
、
右
入
江
見
ゆ
、
江
迎
村
、
長
坂
の
中
程
よ
り
入
江
の
辺
な
と
所
々
に
家
多
し
、
小
川
あ
り
、
右
の
江
へ

流
る
、
川
は
ゞ
八
間
計
、
二
丁
計
行
、
川
あ
り
八
間
計
、
二
丁
計
行
、
川
あ
り
、
同
じ
川
二
つ
に
別
れ
し
也
十
間
計
、
三
丁
計
行
、
川

（
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平
戸
島

志
自
岐
浦

第
一
の
高
山

着
船

松
浦
家
の
役
人

鍋
島
・
小
笠
原
両
家
の
船

古
田
村

五
月
廿
二
日

人
家
多
し

　
　
田
地
あ
ま
た

池
内
村

は
な
れ
、
右
江
ノ
島
二
三
り
南
に
見
ゆ
、
ひ
ら
島
よ
り
小
さ
し
、
同
し
方
ニ
た
て
の
島
、
大
な
ら
す
、
江
ノ
島
よ
り
遠
し
、
宮
ノ
浦
、

志
自
岐
山
の
戌
亥
の
方
入
江
の
奥
に
村
あ
り
、
平
戸
島
の
西
の
出
さ
き
也
、
宮
ノ
浦
人
家
五
十
軒
余
あ
り
と
、
此
所
に
し
ゝ
き
山
の
鳥

居
あ
り
と
見
え
す
、
志
自
岐
浦
、
し
ゝ
き
の
人
家
ハ
所
々
に
散
在
せ
り
、
本
村
ハ
山
陰
に
多
し
と
、
家
数
三
百
軒
計
あ
り
と
、
浦
志
自

岐
ハ
八
十
七
軒
也
と
、
志
自
岐
山
ハ
右
の
方
ニ
あ
り
、
平
戸
島
の
西
の
出
さ
き
に
て
上
り
一
里
あ
り
と
土
人
語
れ
り
、
平
戸
島
第
一
の

高
山
也
、
海
中
に
て
遠
く
見
ゆ
る
也
、
船
中
に
て
見
し
所
に
て
ハ
一
里
ハ
な
き
や
と
見
や
ら
る
れ
と
、
か
ゝ
る
山
ハ
上
り
見
れ
は
思
ノ

外
遠
き
も
の
な
れ
は
誠
な
る
に
や
、
半
よ
り
う
へ
ハ
樹
木
繁
り
、
頂
に
烏
帽
子
の
さ
ま
し
た
る
大
岩
見
ゆ
、
其
岩
下
に
宮
あ
り
と
、
遠

く
よ
り
ハ
真
黒
に
高
く
見
ゆ
る
山
也
、
祭
神
ハ（
一
行
空
白
）

志
自
岐
ハ
入
江
一
里
計
也
、
入
口
廿
丁
計
広
し
、
廿
丁
よ
い
り
、
松
あ
る
出
さ
き
を
廻
り
左
へ
廻
り
し
ゝ
き
浦
也
、
午
下
刻
着
船
、
波

戸
場
、
北
よ
り
南
へ
一
丁
よ
、
石
を
畳
ミ
て
つ
き
出
し
、
其
さ
き
船
十
艘
計
並
へ
橋
と
せ
り
、
未
下
刻
上
陸
、
松
浦
家
の
役
人
多
く
出

て
待
ち
居
た
り
、
鍋
島
・
小
笠
原
両
家
の
船
よ
り
荷
物
不
残
請
取
事
な
れ
は
、
時
う
つ
り
い
と
忙
し
、
志
自
岐
浦
の
人
家
の
中
を
通
り

土
橋
を
渡
り
入
江
の
辺
に
出
、
左
へ
曲
り
田
地
を
通
り
土
橋
を
わ
た
り
並
木
松
の
所
を
過
廿
丁
計
、
田
畑
の
所
ニ
出
、
小
坂
あ
り
、
中

山
村
、
古
田
村
の
枝
郷
也
、
小
川
又
ハ
土
橋
を
渡
り
山
き
は
に
至
り
右
へ
曲
り
坂
を
一
丁
よ
上
り
本
陣
也
、
古
田
村
、
高
、
人
家
、
古

田
村
ハ
南
北
ハ
山
に
て
、
東
西
に
長
く
、
西
北
ノ
方
海
に
近
し
、
田
畑
も
多
し

廿
二
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
よ
り
小
雨
ふ
り
出
て
下
刻
頃
や
ミ
し
が
、
巳
下
刻
よ
り
又
ふ
り
出
て
強
く
、
未
下
刻
や
ミ
、
申
中
刻
日
出
し
か

快
晴
な
ら
す
、
辰
中
刻
出
立
、
古
田
村
左
右
人
家
多
し
、
田
地
あ
ま
た
見
ゆ
、
右
ハ
山
近
く
左
ハ
田
地
中
を
小
川
な
か
れ
五
六
丁
行
て

入
江
に
な
る
、
こ
れ
池
内
浦
也
、
橋
を
わ
た
り
小
坂
を
越
、
中
つ
ら
村
左
ノ
方
田
地
多
し
、
右
の
山
根
に
そ
ひ
行
、
小
坂
二
つ
三
ツ
あ

り
、
橋
も
二
ツ
三
ツ
渡
り
左
ニ
宮
あ
り
、
う
し
ろ
ニ
高
き
山
あ
り
、
右
ノ
山
に
そ
ひ
ゆ
く
左
田
也
、
小
川
五
間
計
を
わ
た
り
二
三
丁
行

又
渡
る
、
八
間
計
、
右
ノ
山
に
そ
ひ
行
、
大
木
の
並
木
あ
り
、
左
右
田
多
し
、
小
橋
あ
り
、
並
木
松
の
小
坂
あ
り
、
下
り
、
橋
を
わ
た

り
田
地
中
を
通
り
左
右
山
根
に
家
見
ゆ
、
草
す
ミ
村
と
い
ふ
、
中
つ
ら
村
の
枝
郷
の
よ
し
、
小
坂
を
上
る
、
上
り
一
丁
よ
、
古
田
村
よ

り
此
所
迄
の
水
ハ
西
へ
流
る
、
池
内
村
よ
り
ハ
両
山
高
く
谷
間
広
く
田
地
多
し
、
下
り
六
七
丁
、
此
所
よ
り
水
東
へ
流
る
、
小
橋
を
渡

る
、
左
り
眼
下
に
田
地
見
ゆ
、
右
ハ
山
也
高
し
、
坂
を
下
り
、
石
原
田
、
御
立
場
あ
り
、
右
ハ
山
、
左
ハ
田
也
、
二
丁
計
行
、
小
川
橋

あ
り
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
行
、
下
方
村
、
人
家
多
く
見
ゆ
、
右
紐
指
村
、
入
江
あ
り
、
□
坂
を
下
り
小
川
を
渡
る
、
土
俵
を
積
て
渡
ス
、

右
へ
う
つ
り
し
ゝ
村
、
並
木
の
坂
を
上
り
、
へ
こ
の
は
る
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
左
ハ
山
、
右
ハ
田
也
、
並
木
あ
り
、
谷
川
広
三
間
右

へ
流
る
、
土
俵
を
積
て
渡
、
七
八
丁
並
木
を
通
り
谷
へ
下
り
谷
川
を
渡
り
坂
あ
り
険
し
、
一
丁
計
行
、
小
溝
を
渡
り
一
丁
計
ゆ
き
て
坂

（
六
〇
）
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五
月
廿
日

平
島
の
燃
土
見
物

燃
石

日
本
人
と
思
は
れ
ぬ

眺
望
あ
く
へ
く
も
あ
ら
ず

曳
船
と
艪
の
ち
か
ら

は
ら
み
の
瀬
戸

ら
に
有
、
左
は
草
山
也
、
人
家
の
う
し
ろ
、
北
よ
り
東
か
け
高
く
大
岩
石
峙
ち
立
り
、
入
江
の
奥
右
ノ
高
き
所
に
瀧
あ
り
、
船
中
よ
り

ハ
見
へ
す

十
九
日

朝
よ
り
雨
を

（
マ
マ
）や
み
な
し
、
さ
れ
と
つ
よ
か
ら
す
、
朝
よ
り
東
風
ふ
く
、
強
か
ら
す
、
未
時
や
ミ
た
り
、
雨
ハ
夜
半
や
ミ
た
り
、
風
雨

ニ
付
船
出
さ
ず

廿
日

夜
あ
け
、
し
は
し
あ
り
て
雨
ふ
り
出
し
か
巳
よ
り
ふ
ら
す
、
日
か
け
見
ゆ
、
さ
れ
と
快
晴
な
ら
す
、
朝
よ
り
東
風
ふ
く
、
強
か
ら
す
、

今
日
風
あ
し
く
船
出
さ
ず
、
午
下
刻
よ
り
同
勤
之
者
大
勢
同
道
に
て
平
島
の
燃
土
見
物
ニ
行
、
北
ノ
方
の
海
浜
よ
り
上
陸
、
人
家
の
中

を
通
り
石
の
上
を
伝
ひ
上
り
、
五
間
又
ハ
三
間
く
ら
ひ
の
石
と
石
と
の
間
を
上
る
所
も
多
し
、
五
六
丁
上
り
右
へ
上
れ
は
石
を
掘
出
せ

る
所
也
、
七
八
丈
も
高
き
大
岩
、
木
の
下
に
四
尺
四
方
計
の
口
な
る
穴
二
ツ
あ
り
、
此
穴
の
奥
よ
り
堀
取
出
る
也
、
当
時
穴
の
深
さ
凡

七
八
十
間
計
と
百
間
計
と
あ
り
と
語
れ
り
、
燃
石
の
さ
ま
む
く
め
あ
り
て
、
か
た
炭
を
打
砕
き
た
る
か
如
し
、
穴
近
石
ほ
り
の
家
六
七

軒
あ
り
、
岩
下
又
ハ
別
に
作
り
た
る
も
あ
れ
ど
、
藁
屋
い
ぶ
せ
く
其
人
も
日
本
人
と
思
は
れ
ぬ
風
俗
也
、
其
の
う
へ
、
七
八
丈
又
ハ
十

丈
余
の
大
岩
石
の
下
に
い
さ
ゝ
か
露
凌
く
へ
き
小
家
つ
く
り
て
住
居
る
、
蝦
夷
人
な
と
や
か
く
も
あ
ら
ん
と
お
し
は
か
ら
る
ゝ
也
、
世

中
に
か
ゝ
る
わ
さ
し
て
世
を
渡
る
も
の
も
あ
る
事
か
な
と
、
そ
ゝ
ろ
に
涙
く
ま
れ
ぬ
、
心
あ
る
人
に
見
せ
ま
ほ
し
、
此
燃
石
を
ほ
る
所

よ
り
右
へ
、
左
の
山
の
根
に
そ
ひ
回
れ
は
、
東
ノ
方
山
間
の
水
の
流
る
所
あ
り
、
奇
観
也
、
惜
い
か
な
、
水
多
か
ら
さ
る
事
を
、
此
辺

よ
り
帰
り
、
石
を
堀
取
の
下
よ
り
岩
を
伝
ひ
に
上
り
、
又
ハ
草
を
わ
け
な
と
し
て
上
り
ゆ
く
事
六
七
丁
、
此
山
の
頂
に
至
る
、
五
島
・

平
戸
の
島
々
近
く
見
ゆ
、
眺
望
あ
く
へ
く
も
あ
ら
ず
、
こ
の
島
い
は
ゞ
大
岩
石
の
さ
ま
な
れ
と
、
真
砂
の
所
あ
り
て
十
丁
余
高
き
所
迄

所
々
畑
よ
ほ
と
有
て
田
も
い
さ
ゝ
か
見
ゆ

廿
一
日

朝
間
く
も
り
、
辰
よ
り
次
第
に
晴
し
か
、
未
よ
り
雲
出
て
空
の
さ
ま
雨
け
つ
き
た
り
、
辰
上
刻
舟
出
ス
、
平
島
村
の
湊
を
出
て
右
に
島

に
つ
き
廻
れ
は
、
や
が
て
志
自
岐
山
見
ゆ
、
今
朝
も
東
風
な
れ
ば
帆
を
あ
け
ず
、
曳
船
と
艪
の
ち
か
ら
に
て
ゆ
く
也
、
左
ニ
と
も
す
み

見
ゆ
、
五
島
の
内
地
方
黒
く
岩
二
ツ
入
江
の
口
に
見
ゆ
、
松
も
あ
り
、
人
家
ハ
見
え
す
、
は
ら
み
の
瀬
戸
、
と
も
す
ミ
よ
り
東
ノ
方
山

の
出
さ
き
一
ツ
あ
り
、
島
と
島
の
間
広
か
ら
す
、
此
島
に
て
し
ゝ
き
山
丑
寅
、
は
ら
ミ
せ
と
酉
、
と
も
す
ミ
申
酉
、
竹
島
午
、
平
島
を

（
五
九
）
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家
作
至
て
貧
し

景
色
至
て
よ
し

岩
瀬
浦

五
月
十
六
日

舟
出
さ
ず

出
船

入
会
持
　
　
鯛
ノ
浦

り
、
尾
村
と
て
出
崎
を
へ
た
て
ゝ
あ
り
、
家
数
六
七
十
軒
、
大
な
り
を
ハ
廿
軒
計
見
ゆ
、
う
し
ろ
の
山
高
き
所
を
も
畑
に
作
り
た
り
、

家
作
至
て
貧
し
、
さ
を
崎
よ
り
岩
せ
浦
迄
の
間
、
左
の
島
根
に
そ
ひ
て
こ
き
行
也
、
山
ハ
木
し
け
り
高
し
、
磯
辺
に
鳥
に
似
た
る
岩
、

魚
に
似
た
る
岩
な
と
あ
り
、
十
丈
余
も
高
か
ら
ん
、
岩
窪
い
く
つ
と
い
ふ
事
を
し
ら
す
、
景
色
至
て
よ
し
、
富
士
山
の
さ
ま
し
た
る
山

も
あ
り
、
岩
瀬
浦
、
人
家
、
申
酉
へ
十
丁
計
入
た
る
湊
也
、
寅
卯
に
向
ひ
た
る
奥
に
磯
辺
の
形
に
随
ひ
人
家
あ
り
、
家
作
あ
し
く
、
家

の
う
し
ろ
瀧
あ
り
、
両
山
の
谷
よ
り
流
れ
落
合
て
ひ
と
つ
の
瀧
と
な
れ
り
、
島
の
入
江
よ
り
よ
く
見
ゆ
、
奥
へ
い
り
て
ハ
至
て
少
し
見

ゆ
、
此
瀧
の
水
上
三
四
丁
奥
に
池
あ
り
、
其
池
よ
り
さ
き
樹
木
し
け
り
日
影
も
見
へ
ぬ
計
に
て
、
人
い
る
事
な
し
と
語
れ
り
、
あ
な
か

ち
に
い
る
も
の
ハ
帰
る
事
な
し
と
語
れ
ど
、
信
用
し
か
た
し

十
六
日

朝
よ
り
く
も
り
、
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
つ
や
ミ
つ
す
、
巳
よ
り
雨
や
ま
さ
り
し
か
つ
よ
か
ら
す
、
暁
よ
り
東
北
風
ふ
き
烈
し
か
ら
す
、
夜

半
東
北
風
一
し
き
り
吹
て
猶
や
ま
す
、
暁
七
つ
時
出
船
の
積
り
な
り
し
か
、
雨
風
心
も
と
な
し
と
て
舟
出
さ
ず

十
七
日

朝
間
、
村
雲
お
ほ
ひ
た
な
ひ
き
、
日
出
し
が
ま
な
く
陰
り
、
未
時
よ
り
晴
た
り
、
朝
よ
り
東
北
風
吹
て
や
ま
ず
、
夕
く
れ
や
う
〳
〵
や

ミ
た
り

十
八
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
頃
よ
り
雨
ふ
り
出
て
夜
か
け
し
ば
し
も
や
ま
ず
、
さ
れ
と
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
よ
り
東
北
風
ふ
き
、
同
し
く
夜

も
や
ま
ず
、
六
ツ
半
時
頃
出
船
、
岩
瀬
浦
の
出
口
よ
り
志
自
岐
山
丑
寅
ニ
見
え
、
平
島
卯
ニ
見
ゆ
、
幸
ノ
浦
、
岩
瀬
浦
よ
り
一
里
地
続

き
左
ノ
方
也
、
湊
ノ
入
口
丸
く
小
き
島
あ
り
、
十
丁
計
奥
ニ
人
家
あ
り
と
、
船
中
よ
り
ハ
見
へ
す
、
家
数
凡
廿
四
五
軒
あ
り
と
云
り
、

鯛
ノ
浦
、
幸
ノ
浦
よ
り
一
里
、
湊
の
入
口
丸
き
小
島
あ
り
、
幸
ノ
浦
入
口
の
小
島
に
似
て
高
し
、
一
里
と
云
ど
入
口
に
て
ハ
わ
づ
か
十

丁
計
ニ
見
ゆ
、
家
数
四
五
十
軒
あ
り
と
、
入
口
よ
り
人
家
迄
十
四
五
丁
奥
也
と
云
り
、
竹
島
、
た
い
の
浦
よ
り
少
シ
さ
き
右
一
丁
余
沖

に
見
ゆ
、
大
か
た
丸
き
島
に
て
人
家
も
樹
木
も
な
し
、
五
島
家
と
大
村
家
と
入
会
持
也
と
云
り
、
鯛
ノ
浦
よ
り
一
里
余
行
、
大
浦
村
い

さ
ゝ
か
入
江
め
き
て
家
見
ゆ
、
平
島
、
大
村
丹
後
守
領
分
、
彼
杵
郡
、
高
拾
弐
石
、
家
数
百
五
十
軒
余
、
西
よ
り
東
へ
入
た
る
湊
也
、

入
口
小
島
あ
り
、
松
木
あ
り
、
人
家
ハ
北
よ
り
東
か
け
、
浜
辺
に
並
ひ
地
形
に
随
ひ
高
く
低
く
人
家
立
て
い
つ
れ
も
貧
し
、
大
か
た
巳

午
よ
り
未
申
に
向
ひ
た
り
、
此
島
周
り
三
里
計
、
畑
も
あ
れ
と
多
か
ら
す
、
湊
奥
迄
六
七
丁
、
入
口
一
丁
計
の
広
さ
也
、
右
ハ
松
ま
は

（
五
八
）
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五
月
十
五
日

福
江

上
船
場

　
　
見
物
雲
霞

汐
ゆ
き
至
て
早
し

江
豚
魚

【
表
紙
】

十
五
日

朝
よ
り
空
は
れ
、
終
日
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
東
風
吹
し
が
午
よ
り
や
ミ
た
り
、
昼
よ
り
冷
気
な
り
き
、
辰
上
刻
福
江
を
出
立
、
城
主
の

上
船
場
よ
り
乗
込
な
り
、
波
戸
場
に
家
老
・
用
人
其
外
諸
役
人
の
出
し
事
例
の
如
し
、
海
岸
通
り
并
屋
敷
内
ニ
見
物
雲
霞
の
如
し
、
福

江
を
乗
出
し
左
ニ
戸ト

ラ
ク楽

の
出
崎
、
一
丁
計
は
な
れ
見
ゆ
、
右
ニ
島
見
ゆ
廿
丁
よ
沖
、
一
里
よ
乗
出
て
瀧
か
ぶ
ら
の
瀬
戸
と
て
あ
り
、
汐

ゆ
き
右
へ
流
れ
早
し
、
二
里
計
ゆ
き
中
瀬
戸
あ
り
、
是
も
島
と
島
と
の
あ
は
ひ
十
丁
計
の
間
汐
ゆ
き
至
て
早
し
、
三
十
丁
計
左
へ
の
り

上
て
渡
り
し
也
、
お
の
か
乗
し
舟
ハ
さ
ま
て
恐
し
と
も
思
は
ざ
り
し
が
、
前
後
の
舟
を
見
れ
は
、
流
る
ゝ
さ
ま
早
川
を
下
る
小
舟
の
如

し
、
ま
た
ゝ
く
間
に
一
里
計
な
が
る
ゝ
な
り
、
此
辺
左
ニ
小
島
二
ツ
、
右
東
西
に
長
き
島
あ
り
、
島
の
形
四
所
は
か
り
高
き
所
あ
り
、

若
松
瀬
戸
を
左
に
見
、
去
し
十
日
乗
出
し
所
な
り
、
さ
を
崎
の
は
な
を
左
に
見
て
の
り
行
、
さ
を
崎
の
辺
、
海
浜
に
岩
石
そ
は
た
ち
し

ら
浪
よ
す
る
さ
ま
、
奇
観
也
、
此
辺
江ウ

ル
カ豚
魚
多
く
出
た
り
、
長
サ
二
三
間
計
に
見
ゆ
、
舟
よ
り
遠
き
ハ
い
ふ
も
更
也
、
三
四
間
計
は
な

れ
て
浪
の
上
に
出
て
忽
ち
沈
む
、
い
く
た
ひ
と
な
し
、
奈
良
尾
村
、
左
の
方
入
江
の
奥
、
東
に
向
ひ
人
家
二
所
あ
り
、
大
な
ら
ず
小
な

自
五
島
福
江

至
長
崎

〔
西
海
道
日
記
　
四
〕

（
五
七
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福
江
の
諸
役
人

幸
田
村

家
老
の
宅
美
大
な
る
事

五
月
十
三
日

風
雨
猛
烈

五
島

船
出
さ
ず

よ
ほ
と
高
し
、
海
辺
十
丁
計
行
、
田
ノ
江
村
、
左
右
に
よ
か
ら
ぬ
家
廿
軒
計
見
ゆ
、
地
蔵
坂
、
上
り
五
六
丁
に
て
い
た
ゝ
き
也
、
坂
の

頂
に
て
左
ノ
方
高
き
山
の
少
し
ひ
く
き
所
也
、
下
り
も
又
五
六
丁
下
り
て
谷
間
の
田
あ
る
所
を
通
り
、
谷
を
横
き
り
通
る
也
、
広
さ

四
十
間
計
も
あ
ら
ん
、
又
小
坂
あ
り
、
左
高
き
山
の
腰
を
二
丁
計
上
り
、
又
右
の
山
ね
に
そ
ひ
行
な
と
し
て
下
る
也
、
険
し
か
ら
す
、

下
れ
は
石
橋
あ
り
左
ハ
田
也
、
坂
を
下
り
田
尾
迄
二
丁
計
、
ふ
く
の
竹
坂
、
左
、
高
山
の
出
さ
き
、
海
近
く
い
さ
ゝ
か
低
き
所
を
越
る

也
、
上
り
五
六
丁
、
こ
れ
よ
り
左
の
山
の
は
ら
を
ゆ
く
事
十
丁
余
に
て
右
の
谷
へ
下
る
也
、
小
川
あ
り
田
あ
り
、
領
分
境
、
此
小
川
の

辺
迄
伊
賀
守
殿
人
馬
お
く
り
来
、
東
ノ
方
□
福
江
の
諸
役
人
、
医
師
な
と
多
く
出
て
ま
ち
居
た
り
、
御
休
茶
屋
、
小
川
よ
り
一
丁
計
い

さ
ゝ
か
坂
を
上
り
左
ニ
小
屋
新
た
に
修
補
ひ
た
り
、
長
サ
十
四
五
間
を
四
ツ
は
か
り
に
へ
き
り
、
疊
を
敷
て
あ
り
、
是
迄
に
な
き
御
休

所
の
も
ふ
け
也
、
此
所
を
し
う
し
と
い
ふ
、
御
休
あ
り
、
昼
食
、
両
家
の
役
人
出
居
て
人
馬
代
り
合
致
ス
、
一
丁
斗
下
り
小
川
を
下
り
、

小
川
の
石
を
伝
ひ
一
丁
余
行
、
左
よ
り
落
る
川
と
川
の
落
合
の
所
を
渡
り
、
水
浅
し
、
東
ノ
小
川
を
一
丁
よ
行
、
右
へ
上
り
畑
原
を
廿

丁
余
ゆ
き
、
田
な
と
あ
る
所
を
経
、
左
ニ
幸
田
村
を
見
て
御
休
所
あ
り
、
幸
田
村
の
内
畑
中
也
、
し
う
し
と
同
様
也
、
畑
中
を
通
り

六
七
丁
行
、
吉
田
村
、
人
家
多
く
見
ゆ
、
一
丁
よ
田
場
を
過
左
へ
上
り
畑
あ
る
所
へ
出
五
六
丁
行
、
昨
日
の
道
に
出
、
大
円
寺
坂
を
下

り
、
家
中
町
を
通
り
城
門
前
を
通
る
、
家
中
町
の
二
ツ
目
よ
り
右
へ
三
四
丁
行
、
右
馬
場
あ
り
、
田
四
五
十
間
へ
た
て
ゝ
家
中
町
あ
り
、

左
ハ
城
也
、
南
へ
め
く
れ
は
表
門
前
也
、
一
丁
計
広
く
表
門
前
堀
あ
り
、
広
七
八
間
あ
り
、
蓮
を
植
、
橋
を
渡
せ
り
、
塀
下
を
通
れ
は

石
垣
□
く
二
丈
余
、
堀
あ
り
、
堀
を
隔
て
ゝ
屋
敷
あ
り
、
橋
を
渡
せ
り
、
竹
い
と
繁
り
て
見
え
す
、
夫
よ
り
田
場
一
丁
余
過
家
中
町
を

経
、
酒
屋
町
に
出
た
り
、
家
老
の
宅
美
大
な
る
事
大
国
主
の
万
石
以
上
の
家
老
宅
に
劣
ら
す
、
午
下
刻
福
江
着
、
旅
宿
過
日
と
同
じ

十
三
日

朝
間
く
も
り
、
辰
下
刻
よ
り
雨
、
次
第
に
つ
よ
し
、
朝
よ
り
南
風
ふ
き
出
て
終
日
風
雨
や
ま
す
、
夜
ニ
い
り
、
風
雨
猛
烈
に
て
、
雨
ハ

篠
を
つ
く
か
如
し
、
い
さ
ゝ
か
よ
わ
り
し
時
ハ
あ
れ
と
終
日
や
ま
す
、
今
朝
、
空
あ
し
く
と
て
見
合
候
う
ち
、
雨
ふ
り
出
け
れ
は
御
乗

船
な
し
、
御
本
陣
に
て
源
治
な
と
ゝ
共
に
五
島
、
二
島
の
内
の
湊
々
の
図
を
写
し
た
り

十
四
日

あ
か
つ
き
雨
ふ
り
雷
鳴
し
か
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
こ
ろ
雨
や
ミ
し
か
午
よ
り
雨
ま
た
降
出
し
か
、
夕
く
れ
や
ミ
た
り
、
朝
よ
り
東
北
風

ふ
き
つ
よ
か
ら
す
、
朝
よ
り
雨
風
や
ま
ね
は
船
出
さ
ず

（
五
六
）
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五
月
十
一
日

福
江

田
畑
多
し

町
方
家
作

大
浜
村

富
江
着
船

家
作
よ
き
多
し

男
女
の
衣
服

美
し
く
新
し
く

五
月
十
二
日

十
一
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
辰
よ
り
南
風
吹
た
れ
と
は
け
し
か
ら
す
、
い
と
〳
〵
あ
つ
し
、
夕
く
れ
風
や
ミ
た
り
、
辰

下
刻
、
曽
我
様
御
本
陣
へ
御
供
致
ス
、
近
藤
様
も
御
出
、
五
島
左
衛
門
尉
殿
為
御
機
嫌
伺
御
出
、
早
速
立
返
り
、
福
江
、
土
人
フ
カ
エ

と
唱
ふ
、
五
島
城
下
ハ
寅
卯
の
方
海
に
て
、
西
南
北
三
方
一
里
余
一
里
余
に
て
山
高
し
、
山
よ
り
内
ハ
田
畑
多
し
、
西
南
の
山
も
樹
木

な
く
、
山
の
い
た
ゝ
き
近
く
迄
畑
と
な
し
た
り
、
城
下
町
、
家
三
百
軒
余
と
語
れ
と
、
六
七
百
軒
余
ハ
有
へ
く
お
ほ
ゆ
、
家
中
町
居
宅

多
し
、
町
方
家
作
存
外
よ
ろ
し
、
畿
内
近
国
の
城
下
に
劣
ら
す
、
心
お
と
ろ
か
れ
ぬ
、
唐
人
町
、
江
川
町
、
上ウ

ヘ

町
、
酒
屋
町
、
奥
町
、

夷
町
、
祗
園
町
、
外
ニ
浜
松
町
、
巳
中
刻
福
江
を
出
立
、
酒
屋
町
よ
り
本
町
通
り
三
尾
野
村
、
家
廿
軒
計
、
大
円
寺
坂
、
右
ハ
低
く
田

広
く
見
ゆ
、
左
ハ
一
円
畑
也
、
坂
も
一
丁
余
、
け
は
し
か
ら
ず
、
左
、
大
津
村
道
筋
よ
か
ら
す
遠
く
見
ゆ
、
家
数
四
五
軒
計
、
右
、
本

山
村
、
本
山
村
ハ
総
名
に
て
吉
田
、
た
か
の
す
、
堤
、
の
ゝ
き
れ
な
と
名
つ
け
、
枝
郷
村
々
名
お
ほ
し
、
総
て
家
三
百
軒
余
あ
り
と
、

大
円
寺
坂
よ
り
大
浜
迄
畑
続
き
也
、
左
ハ
高
き
山
の
半
腹
を
畑
に
な
し
た
り
、
大
浜
の
入
口
い
さ
ゝ
か
小
坂
を
下
り
村
也
、
大
浜
村
、

西
ノ
方
入
江
に
て
海
に
そ
ひ
家
並
ひ
立
り
、
家
数
八
十
七
軒
あ
り
と
い
へ
と
家
居
よ
□
□
ら
す
、
御
三
方
様
□
銘
々
に
御
休
の
本
陣
も

ふ
け
あ
れ
と
御
休
な
し
、
大
浜
よ
り
富
江
へ
一
里
十
丁
、
大
浜
よ
り
富
江
一
筋
の
入
江
を
□
た
せ
し
の
ミ
也
、
富
江
の
人
家
見
ゆ
、
い

と
近
し
、
大
浜
よ
り
未
申
に
当
ル
、
船
中
よ
り
左
ニ
く
ろ
島
、
高
八
十
石
、
家
数
三
十
軒
余
、
樹
木
な
し
、
家
ハ
見
え
ね
と
畑
ハ
見
ゆ
、

廻
り
一
里
余
も
あ
ら
ん
と
見
ゆ
、
外
ニ
小
き
島
二
ツ
三
ツ
見
ゆ
、
未
上
刻
、
富
江
着
船
、
富
江
波
戸
場
ハ
石
に
て
た
ゝ
み
、
海
へ
築
出

し
あ
り
、
番
所
あ
り
、
見
付
め
き
め
き
て
よ
し
、
家
老
、
中
老
、
用
人
な
と
始
め
つ
ら
な
り
□
ゐ
た
り
、
富
江
、
肥
前
国
松
浦
郡
五
島
、

家
数
百
廿
七
軒
、
人
別
九
百
九
拾
人
、
浜
百
五
拾
軒
余
、
人
別
、
御
本
陣
、
今
村
瀬
兵
衛
、
下
宿
、
橋
本
屋
善
之
丞
、
同
　
伝
七
、
富

江
ハ
丑
に
向
ひ
□
丁
の
通
り
あ
り
、
土
地
ハ
亥
子
、
丑
寅
ハ
入
海
也
、
戌
ノ
方
陣
屋
あ
り
、
辰
巳
午
よ
り
戌
の
方
迄
畑
多
し
、
家
作
よ

き
多
し
、
男
女
の
衣
服
、
存
外
に
驕
り
た
り
、
村
役
人
抔
も
大
か
た
ち
ゝ
ミ
の
帷
子
を
着
、
絽
紗
な
と
の
羽
織
等
也
、
女
ハ
帷
子
、
又

ハ
ゆ
か
た
何
れ
も
美
し
く
新
し
く
、
余
国
に
も
勝
れ
し
は
か
り
也
、
福
江
よ
り
富
江
迄
三
里
、
福
江
よ
り
大
浜
迄
一
里
八
丁
、
大
浜
よ

り
富
江
へ
一
里
十
八
丁
と
い
へ
り
、
さ
れ
と
海
路
に
て
三
里
ハ
な
し

十
二
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
南
風
強
く
吹
し
か
、
申
上
刻
や
ミ
た
り
、
夜
半
雨
ふ
り
し
か
、
あ
か
つ
き
や
ミ
た

り
、
辰
下
刻
本
陣
を
出
立
、
西
ノ
方
へ
行
、
家
中
町
を
通
り
陣
屋
を
左
に
見
、
陣
屋
も
石
垣
に
て
た
ゝ
み
、
凡
二
丁
も
あ
ら
ん
、
小
大

名
の
陣
屋
に
ハ
ま
さ
れ
り
、
浜
辺
ニ
出
、
左
山
き
は
に
宮
あ
り
、
次
ニ
宮
あ
り
、
霊
神
社
と
鳥
居
の
額
あ
り
、
此
社
ハ
山
の
半
腹
に
て

（
五
五
）
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五
月
十
日

快
晴
い
と
あ
つ
し

野
崎
島

大
か
た
田
畑

鯨若
松
村

五
島
城
下

し
、
か
く
山
野
ま
で
畑
に
な
し
た
る
所
よ
そ
に
見
す

十
日

朝
間
雲
た
な
ひ
き
た
れ
と
日
出
た
り
、
辰
よ
り
快
晴
い
と
あ
つ
し
、
暁
よ
り
東
風
強
く
吹
し
か
、
未
下
刻
や
み
た
り
、
辰
上
刻
宇
久
島

を
出
船
、
ま
な
く
帆
を
あ
け
た
り
、
宇
久
島
と
野
崎
島
の
間
を
の
り
ゆ
く
、
野
島
ハ
南
北
一
里
半
計
あ
り
、
野
崎
の
大
島
、
小
島
と
て

二
ツ
あ
り
、
大
島
ハ
山
高
く
、
北
ノ
方
松
繁
り
、
小
島
ハ
低
く
畑
よ
ほ
と
多
し
、
い
つ
れ
も
人
家
な
し
、
左
を（

小

ち値
賀
）か
島
見
ゆ
、
島
至
て

ひ
き
く
大
か
た
田
畑
な
り
、
是
又
福
島
也
、
船
ハ
宇
久
島
出
し
よ
り
、
野
崎
島
を
左
に
見
て
未
を
さ
し
て
行
、
二
里
計
行
、
右
を
し
か

島
の
内
く
し
き
島
見
ゆ
、
左
ハ
野
さ
き
島
を
い
さ
ゝ
か
へ
た
て
ゝ
、
五
島
の
内
に
て
島
続
き
、
若
松
の
十
丁
は
か
り
前
迄
此
島
を
左
に

見
て
の
り
行
、
右
ハ
く
し
き
島
よ
り
さ
き
小
き
島
二
ツ
三
ツ
見
ゆ
る
の
み
也
、
宇
久
島
よ
り
七
里
計
行
、
な
た
ら
に
高
き
山
あ
り
、
な

ま
と
い
ふ
、
人
家
山
か
け
に
あ
り
、
夫
よ
り
一
里
計
、
あ
ひ
川
、
魚
の
め
な
と
云
る
所
あ
り
、
皆
鯨
を
と
り
て
世
を
わ
た
る
所
也
、
此

島
右
に
東
西
廿
丁
計
の
島
あ
り
、
家
二
三
軒
つ
ゝ
二
所
あ
り
、
島
の
名
し
れ
す
、
御
本
船
ハ
こ
の
島
の
外
を
こ
き
行
、
わ
れ
ら
ハ
内
を

の
り
ゆ
く
な
り
、
此
島
の
出
は
な
れ
戌
亥
の
方
対
州
幽
ニ
見
ゆ
、
い
ひ
の
瀬
戸
の
少
し
ま
へ
左
ニ
奇
し
く
目
と
ま
る
岩
あ
り
、
い
ひ
の

せ
と
、
こ
せ
と
、
大
せ
と
と
て
二
ツ
あ
り
、
こ
せ
と
を
入
、
両
山
高
く
一
丁
計
の
せ
と
を
の
り
行
也
、
遠
く
よ
り
ハ
此
入
江
見
え
す
、

大
せ
と
ハ
見
え
す
、
二
丁
計
行
、
左
の
入
江
に
家
十
軒
余
あ
り
、
此
瀬
戸
入
江
よ
り
若
松
迄
三
里
也
と
、
巳
午
さ
し
て
入
也
、
十
丁
余

行
辰
へ
転
ず
、
是
よ
り
若
松
迄
広
さ
二
三
丁
、
広
き
所
五
丁
位
の
所
あ
り
、
左
右
ハ
山
高
く
所
々
入
江
あ
り
、
此
入
海
を
三
り
の
り
行

也
、
二
里
廿
丁
計
行
、
左
へ
十
丁
計
い
り
若
松
村
也
、
若
松
村
、
五
島
左
衛
門
尉
殿
領
分
、
高
弐
百
六
石
七
斗
三
升
九
合
、
外
ニ
新
田

九
十
石
余
、
家
八
十
軒
、
外
ニ
寺
壱
ヶ
寺
、
御
小
休
、
大
和
屋
茂
助
、
若
松
ハ
西
へ
入
江
に
て
、
三
方
ハ
山
高
し
、
人
家
ハ
東
に
向
ひ

海
に
そ
ひ
て
並
ひ
立
て
り
、
よ
き
家
多
し
、
未
中
刻
御
乗
船
也
、
十
丁
計
も
と
来
し
海
を
の
り
、
南
の
方
へ
転
し
の
り
ゆ
く
、
右
ノ
方

也
、
左
右
ハ
高
山
也
、
一
里
計
に
て
左
の
島
を
は
な
れ
広
し
、
右
の
島
も
出
崎
あ
り
て
こ
こ
よ
り
右
へ
を
れ
て
又
広
し
、
此
島
ハ
西
島

な
り
、
出
さ
き
大
岩
の
さ
ま
奇
景
な
り
、
岩
屋
の
出
さ
き
の
下
、
石
門
と
も
い
ふ
へ
き
さ
ま
の
あ
な
た
迄
通
り
た
る
穴
な
と
有
、
右
、

く
だ
村
、
左
ニ
島
々
あ
り
、
此
辺
よ
り
見
れ
ば
申
酉
に
真
向
ひ
の
海
の
右
に
よ
り
、
い
た
ゝ
き
の
う
へ
平
ら
な
る
山
あ
り
、
此
山
の
南

の
は
つ
れ
城
下
の
あ
て
也
、
海
の
真
向
に
左
よ
り
右
へ
な
た
ら
に
高
き
山
見
ゆ
、
是
五
島
城
下
の
う
し
ろ
い
さ
ゝ
か
南
へ
□
□
る
山
也
、

夜
ノ
五
ツ
半
時
、
五
島
城
下
福
江
よ
り
七
丁
ま
へ
、
石
に
て
十
間
余
つ
き
出
し
船
橋
十
間
余
か
け
た
り
、
此
所
に
番
所
有
、
い
さ
ゝ
か

坂
を
上
り
て
下
り
、
左
ハ
海
也
、
石
橋
を
わ
た
り
左
右
田
畑
の
所
を
三
丁
計
行
、
左
ハ
入
江
川
也
、
石
橋
を
渡
り
唐
人
町
、
夫
よ
り
板

橋
十
間
余
を
わ
た
り
、
左
へ
上
り
右
へ
転
じ
二
丁
計
ゆ
き
、
又
左
へ
一
丁
計
ゆ
き
旅
宿
御
本
陣
、
酒
屋
町
大
賀
駒
吉
、
宇
久
島
よ
り
福フ

カ

江
迄
廿
壱
里
七
丁
、
宇
久
島
よ
り
若
松
迄
十
四
里
、
若
松
よ
り
福
江
迄
七
里
、
上
陸
場
よ
り
本
陣
迄
七
丁

（
五
四
）
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五
月
七
日

肥
前
国
松
浦

　
　
的
山
村
浦

よ
き
湊
に
あ
ら
す

生
月
島

　
　
瓦
葺
土
蔵

名
高
き
又
左
衛
門

　
　
富
家

松
浦
城
下

五
月
九
日

宇
久
島

浪
高
か
ら
ん

五
島
左
衛
門
尉

大
か
た
田
畑

七
日

朝
間
小
雨
ふ
り
し
か
、
辰
中
刻
こ
ろ
風
や
ミ
は
れ
行
け
は
ひ
な
り
し
か
、
巳
中
刻
又
い
さ
ゝ
か
ふ
り
、
次
第
に
は
れ
し
か
、
快
晴
な
ら

す
、
巳
よ
り
丑
寅
風
ふ
き
し
か
、
申
上
刻
や
む
、
巳
上
刻
郷
ノ
浦
出
船
、
未
下
刻
肥
前
国
松
浦
の
内
大
島
の
的ア

ツ

山チ

村
浦
に
着
て
舟
泊
、

大
島
ハ
南
北
に
長
く
一
里
余
も
あ
ら
ん
島
な
り
、
入
江
め
く
れ
る
よ
き
湊
に
あ
ら
す
、
未
申
に
向
ひ
家
数
二
拾
軒
余
見
ゆ
、
郷
ノ
浦
よ

り
大
島
迄
十
里

　八
日

朝
間
雷
、
辰
上
刻
よ
り
晴
た
り
し
か
、
と
か
く
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
東
北
風
吹
て
や
ま
す
、
強
か
ら
す
、
夜
半
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り

て
や
む
、
辰
上
刻
大
島
を
出
船
、
子
丑
さ
し
て
こ
き
行
、
大
島
を
は
な
れ
生イ

キ
ツ
キ月
島
の
内
い
ち
ふ
浦
と
云
る
所
、
瓦
葺
土
蔵
な
と
多
く
見

ゆ
、
此
所
に
世
に
名
高
き
又
左
衛
門
と
云
る
富
家
あ
り
、
家
も
七
八
十
軒
見
ゆ
、
此
辺
左
ハ
総
て
平
戸
島
也
、
廿
丁
計
隔
て
ゝ
こ
き
ゆ

く
、
い
ち
ふ
浦
に
て
平
戸
の
城
下
戌
亥
の
方
、
山
の
た
を
り
の
か
け
に
当
る
よ
し
船
人
語
れ
り
、
大
島
よ
り
此
所
迄
四
里
計
也
と
、
未

下
刻
池
ノ
内
浦
着
、
舟
泊
、
池
ノ
内
浦
ハ
丑
寅
よ
り
海
入
た
り
、
松
浦
城
下
の
一
ツ
、
島
続
き
也
、
両
山
高
く
右
の
方
の
山
そ
ひ
え
奇

景
也
、
奥
に
人
家
弐
拾
軒
余
あ
り
、
貧
し
き
家
共
也
、
丑
寅
へ
向
て
住
居
せ
り
、
大
島
よ
り
池
ノ
内
浦
迄
九
里

九
日

早
天
く
も
り
、
終
日
は
れ
す
、
東
北
風
ふ
き
た
り
つ
よ
か
ら
す
、
辰
上
刻
池
ノ
内
浦
出
船
、
池
ノ
内
よ
り
宇
久
島
申
酉
に
当
ル
、
池
ノ

内
浦
の
出
口
よ
り
一
里
余
沖
に
小
島
二
ツ
あ
り
、
右
の
島
の
島
か
け
に
当
る
小
島
な
れ
ば
、
島
の
南
方
よ
り
宇
久
島
見
ゆ
、
午
中
刻
宇

久
島
の
内
、
た
ひ
ら
浦
と
い
ふ
、
家
数
弐
百
軒
余
あ
り
と
い
ふ
、、
う
し
ろ
ハ
山
に
て
前
ハ
海
に
て
、
入
江
の
左
右
山
さ
し
出
た
れ
と

高
か
ら
す
、
上
陸
場
石
に
て
た
ゝ
み
、
つ
き
出
し
た
り
、
上
れ
ば
右
ニ
神
島
宮
石
に
て
高
く
築
立
て
小
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
村
へ
上

り
左
へ
二
丁
計
行
、
小
橋
を
わ
た
り
右
ノ
方
へ
い
り
本
陣
也
、
家
亀
屋
栄
次
郎
、
池
ノ
内
浦
よ
り
宇
久
島
迄
九
里
、
池
ノ
内
よ
り
宇
久

島
ま
で
の
海
路
、
横
浪
に
て
至
て
乗
に
く
き
所
也
と
語
れ
り
、
今
日
大
か
た
順
風
な
れ
と
浪
至
て
高
く
、
船
の
ゆ
れ
甚
し
、
呼
子
よ
り

壱
岐
へ
渡
り
、
壱
岐
よ
り
対
馬
へ
ゆ
き
、
か
へ
り
の
渡
り
に
も
こ
よ
な
く
ま
さ
れ
り
、
逆
風
な
ら
ば
い
か
ば
か
り
浪
高
か
ら
ん
と
思
ひ

や
ら
る
ゝ
也
、
宇
久
島
ハ
平タ

ヒ
ラ

村
、
大ヲ
ヽ
タ田
江エ

村
、
木コ

バ場
村
、
飯イ
イ

良ラ

村
、
寺
島
村
と
五
ヶ
浦
ニ
分
ル
、
右
ハ
本
家
五
島
左
衛
門
尉
殿
領
分
、

寺
島
村
ハ
せ
と
あ
り
湊
よ
し
、
高
弐
千
七
百
石
、
島
ノ
竪
壱
里
廿
六
丁
、
横
壱
里
、
総
家
数
八
百
軒
余
、
総
人
別
三
千
六
百
人
余
也
と
、

神コ
ウ

ノ
浦
、
分
家
伊
賀
守
殿
知
行
、
南
ノ
方
也
、
湊
至
て
よ
し
、
宇
久
島
ハ
、
山
高
か
ら
す
山
林
な
く
、
大
か
た
田
畑
に
て
福
島
と
云
へ

（
五
三
）
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道
い
と
よ
し

　
　
宗
家
役
人

府
中

朝
鮮
江
差
遣

五
月
三
日

乗
船

　
　
宗
家
諸
役
人

五
月
六
日

出
船

日
高
く
風
も
よ
し

郷
ノ
浦
着

ゆ
、
今
日
ハ
道
い
と
よ
し
、
戸
石
渕
ニ
宗
家
役
人
両
三
人
出
た
り
、
館
門
前
家
老
一
人
、
諸
家
中
大
勢
出
て
下
座
、
家
中
屋
敷
毎
ニ
侍

一
人
宛
門
前
ニ
て
平
伏
、
其
外
大
概
前
月
の
如
し
、
府
中
、
番
所
前
、
町
入
口
迄
凡
十
七
間
、
町
屋
凡
弐
丁
、
家
中
町
凡
六
丁
五
間
、

家
老
、
用
人
等
の
居
宅
多
し
、
左
ニ
八
幡
社
な
と
も
あ
り
、
同
家
中
町
、
六
丁
三
二
間
、
橋
を
渡
り
道
ノ
中
程
水
流
し
、
桜
な
と
植
し

所
也
、
館
門
前
、
凡
四
拾
間
、
同
塀
下
通
、
凡
二
丁
七
間
、
戸
石
渕
迄
凡
七
町
三
十
四
間

　
右
谷
川
、
左
ハ
家
中
屋
敷
、
〆
弐
拾
五
町

廿
五
間
、
家
中
八
百
竈
、
扶
持
人
八
百
竈
、
町
屋
千
軒
、
此
千
軒
之
内
、
六
十
軒
は
格
式
免
許
之
も
の
、
右
之
も
の
当
時
は
凡
弐
百
竈

程
、
朝
鮮
江
差
遣
置
候
人
数
、
番
頭
壱
人
、
官
士
壱
人
、
馬
廻
り
八
人
、
裁
判
人
壱
人
、
足
軽
中
間
五
百
人

　三
日

朝
よ
り
晴
し
か
、
辰
上
刻
よ
り
く
も
り
た
り
、
辰
上
刻
よ
り
南
風
吹
し
か
、
未
時
や
ミ
、
ま
な
く
雨
ふ
り
出
て
や
ま
す

四
日

朝
間
く
も
り
、
辰
よ
り
は
れ
た
れ
と
、
時
々
く
も
り
れ
り
、
辰
よ
り
西
南
風
ふ
き
て
や
ま
す
、
さ
れ
と
烈
し
か
ら
す

五
日

早
天
く
も
り
や
か
て
晴
、
辰
よ
り
く
も
り
か
ち
、
未
上
刻
よ
り
日
出
て
は
れ
行
し
か
、
申
よ
り
又
く
も
る
、
朝
間
西
北
風
也
し
か
、
巳

時
南
風
と
な
れ
り
、
つ
よ
か
ら
す
、
申
時
や
む
、
午
下
刻
乗
船
、
宗
家
諸
役
人
の
出
し
事
大
□
、
着
船
同
様
な
れ
は
略
す
、
府
中
浦
、

船
泊

六
日

朝
間
雲
た
れ
ひ
き
わ
た
り
た
れ
と
日
か
け
見
え
、
終
日
と
か
く
陰
り
か
ち
也
、
あ
か
つ
き
よ
り
東
北
風
吹
て
や
ま
す
、
巳
時
頃
つ
よ
し
、

未
中
刻
風
や
ミ
、
酉
下
刻
頃
よ
り
雨
ふ
り
出
て
や
ま
す
、
つ
よ
か
ら
す
、
暁
八
ツ
時
頃
よ
り
船
支
度
し
、
七
ツ
上
刻
、
原
口
弥
左
衛
門
・

本
吉
治
部
右
衛
門
来
て
出
船
可
申
旨
断
り
有
之
、
七
ツ
下
刻
出
船
、
府
中
の
湊
口
を
は
な
る
ゝ
時
日
出
た
り
、
壱
岐
の
方
を
遠
望
す
れ

と
海
面
く
も
ら
ね
と
見
え
す
、
七
里
計
も
こ
き
出
つ
ら
ん
と
思
ふ
程
次
第
に
見
え
、
辰
上
刻
頃
よ
り
東
北
風
次
第
に
烈
し
く
な
り
、
い

さ
ゝ
か
開
□
な
れ
と
船
早
く
、
午
上
刻
壱
岐
の
内
浜
近
く
漕
行
し
か
、
日
高
く
風
も
よ
し
、
池
ノ
浦
さ
し
て
行
ま
ほ
し
く
、
殿
様
ハ
思

召
候
へ
共
、
外
様
方
の
御
本
舟
お
く
れ
、
と
か
く
す
る
間
に
未
上
刻
風
や
み
け
れ
は
、
帆
さ
け
艪
に
て
未
下
刻
郷
ノ
浦
着
、
舟
泊
、
府

中
よ
り
壱
岐
国
郷
ノ
浦
迄
五
十
三
里

（
五
二
）
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仁
位
村

田
畑
少
な
か
ら
ず

五
月
二
日

乗
船

佐
志
賀
村

景
至
て
よ
し

鶏
知
村

浪
も
高
か
ら
す

眺
望
絶
景
　
　
た
ま
し
ひ
飛
揚

朝
鮮
酉
戌
に
当
り

村
迄
一
里
十
六
丁
半
、
三
根
村
よ
り
吉
田
村
迄
一
里
十
丁
、
吉
田
村
よ
り
田
村
へ
一
里
一
丁
半
、
田
村
よ
り
仁
位
村
迄
一
里
十
丁
半
、

瀬
田
村
よ
り
仁
位
村
迄
七
里
一
丁
半
、
仁
位
村
、
対
馬
国
、
高
百
三
石
、
人
家
四
拾
軒
余
、
仁
位
村
ハ
未
申
入
江
に
て
、
丑
寅
さ
し
て

長
く
広
き
谷
間
也
、
田
畑
少
な
か
ら
ず
、
仁
田
村
と
同
じ
く
ら
ひ
に
見
ゆ
、
近
年
追
々
田
地
出
来
る
や
う
に
見
ゆ
、
和
坂
へ
壱
里
也
と

云
り

二
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
辰
時
よ
り
南
風
ふ
き
出
し
か
強
か
ら
す
、
巳
よ
り
あ
つ
さ
強
し
、
六
ツ
半
時
出
立
、
宿
を

出
て
廿
間
計
ゆ
き
、
右
に
川
を
見
て
二
丁
計
下
り
石
橋
を
渡
り
、
此
辺
両
岸
石
に
て
た
ゝ
み
た
り
、
左
へ
一
丁
計
上
下
し
、
左
ハ
山
右

ハ
入
江
二
丁
計
行
、
波
戸
場
也
、
辰
巳
の
方
よ
り
乗
船
、
辰
上
刻
出
船
、
入
海
二
百
間
計
也
、
仁
位
ヶ
浜
と
云
、
左
海
神
の
宮
と
て
小

祠
あ
り
、
左
佐
志
賀
村
、
入
江
の
海
辺
に
小
家
並
ひ
あ
り
、
出
さ
き
の
岩
石
高
か
ら
ね
と
い
と
好
景
也
、
貝
鮒
村
、
入
江
の
奥
也
、
人

家
見
ゆ
、
此
辺
右
大
海
の
方
也
、
浪
高
し
、
左
へ
の
り
ゆ
く
也
、
左
右
岩
石
至
て
よ
し
、
左
島
山
村
、
入
江
の
奥
に
人
家
見
ゆ
、
右
竹

敷
村
、
島
陰
よ
り
家
い
さ
ゝ
か
見
ゆ
、
此
辺
島
い
く
つ
も
あ
り
、
入
江
縦
横
に
有
て
景
至
て
よ
し
、
し
ら
た
け
島
の
上
見
こ
し
て
、
い

と
高
く
見
ゆ
、
樽
浜
、
鶏
知
村
の
地
也
と
、
上
陸
場
也
、
入
江
の
と
ま
り
出
さ
き
也
、
左
右
海
い
り
こ
ミ
た
り
、
左
ハ
一
丁
余
に
て
つ

き
と
ま
り
、
右
ハ
入
江
、
左
ハ
岩
山
に
そ
ひ
一
丁
計
行
て
橋
を
渡
り
、
左
の
橋
よ
り
上
も
入
江
也
、
此
入
江
追
々
田
地
に
つ
く
り
な
す

や
う
に
見
ゆ
、
右
の
山
に
そ
ひ
、
左
右
田
地
過
し
こ
ろ
通
り
し
道
に
出
て
、
き
り
通
し
め
き
た
る
所
を
過
ぎ
、
樽
浜
よ
り
九
丁
に
て
鶏

知
村
、
御
小
休
ニ
着
、
仁
位
村
よ
り
樽
浜
迄
船
路
、
左
右
村
々
、
左
、
仁
位
村
よ
り
佐
志
賀
村
迄
舟
三
十
丁
、
湊
一
里
十
□
丁
、
佐
志

賀
村
よ
り
嵯
峨
村
迄
舟
十
八
丁
、
陸
廿
三
丁
、
嵯
峨
村
よ
り
貝
鮒
村
迄
舟
廿
三
丁
、
陸
十
二
丁
、
貝
鮒
村
よ
り
糸
瀬
村
迄
舟
廿
八
丁
、

陸
一
里
、
糸
瀬
村
よ
り
濃
部
村
迄
舟
一
里
弐
丁
、
陸
三
十
丁
、
濃
部
村
よ
り
大
山
村
迄
舟
十
八
丁
、
陸
一
里
八
丁
、
右
、
仁
位
村
よ
り

卯
麦
村
迄
舟
十
八
丁
、
陸
廿
八
丁
、
卯
麦
村
よ
り
佐
保
村
迄
舟
廿
丁
、
陸
十
三
丁
、
佐
保
村
よ
り
貝
口
村
迄
舟
十
五
丁
、
陸
一
里
九
丁
、

貝
口
村
よ
り
島
山
村
迄
舟
一
里
五
丁
、
島
山
村
よ
り
竹
敷
村
迄
舟
三
十
丁
、
仁
位
村
よ
り
樽
ヶ
浜
迄
舟
路
四
里
三
丁
、
右
之
船
路
ハ
、

左
右
ハ
山
々
又
ハ
浦
里
あ
り
て
大
海
に
ハ
出
す
、
浪
も
高
か
ら
す
、
眺
望
好
景
な
る
所
お
ほ
し
、
殊
ニ
四
里
余
に
ハ
近
し
、
午
上
刻
鶏

知
村
出
立
、
廿
三
日
の
日
記
に
あ
ら
ま
し
記
し
た
れ
は
略
ス
、
廿
丁
計
行
鶏
知
村
之
内
、
弥
次
郎
て
は
御
立
場
あ
り
、
此
あ
た
り
よ
り

一
曲
り
〳
〵
坂
を
上
る
毎
に
入
江
、
遠
山
な
と
見
え
好
景
よ
し
、
上
り
て
年
ふ
り
し
松
左
右
ニ
あ
り
て
並
木
め
き
た
る
所
十
丁
余
過
、

峠
ニ
至
る
、
此
辺
樹
木
も
な
く
萱
原
也
、
眺
望
絶
景
、
誠
ニ
た
ま
し
ひ
飛
揚
す
る
計
也
、
此
所
に
て
仁
田
た
け
子
丑
、
し
ら
た
け
戌
亥
、

朝
鮮
酉
戌
に
当
り
見
ゆ
る
よ
し
な
れ
と
、
今
日
ハ
見
わ
か
ち
か
た
し
、
其
外
諸
山
、
諸
島
記
す
る
に
暇
あ
ら
ず
、
此
所
よ
り
十
文
字
御

休
所
迄
八
丁
計
あ
り
、
十
文
字
御
休
所
、
左
ハ
七
曲
り
峠
に
て
府
中
へ
下
坂
也
、
右
へ
ゆ
く
道
も
あ
り
、
七
曲
峠
、
前
月
の
日
記
に
見

（
五
一
）
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仁
田
浦

　
　
田
畑
多
し

朝
鮮
見
ゆ

い
と
〳
〵
く
や
し

新
田
よ
ほ
と
見
ゆ

吉
田
村

二
丁
計
行
、
枝
川
の
橋
を
わ
た
り
右
ハ
大
川
左
ハ
山
也
、
左
へ
川
を
は
な
れ
一
丁
よ
り
、
又
川
は
た
に
出
、
い
さ
ゝ
か
川
は
た
へ
下
り

又
上
る
、
川
を
右
に
見
一
丁
計
行
、
此
辺
よ
り
入
江
右
三
丁
計
に
見
ゆ
、
仁
田
浦
と
い
ふ
、
瀬
田
辺
よ
り
此
辺
迄
田
畑
多
し
、
昨
日
の

深
山
村
辺
と
此
あ
た
り
程
田
畑
多
き
ハ
当
国
に
て
ハ
見
す
、
畑
中
に
御
立
場
あ
り
、
是
よ
り
谷
間
也
、
二
十
丁
余
次
第
に
上
る
、
両
山

高
く
木
し
け
り
た
り
、
谷
川
を
わ
た
る
事
十
二
三
度
、
左
の
谷
へ
上
る
、
弓
坂
、
上
り
五
六
丁
、
い
た
く
険
き
所
ハ
な
し
、
峠
に
御
立

場
あ
り
、
山
の
せ
伝
ひ
に
ゆ
き
、
そ
れ
よ
り
十
丁
計
下
り
谷
合
也
、
谷
川
を
六
た
ひ
わ
た
り
畑
に
御
立
場
あ
り
、
ふ
る
の
さ
い
と
い
ふ
、

小
橋
を
わ
た
り
、
鹿
見
村
、
海
辺
也
、
人
家
三
十
軒
、
左
ハ
山
高
く
右
ハ
海
に
そ
い
廻
る
、
な
か
坂
上
り
一
丁
下
り
三
十
間
計
、
海
の

出
き
熊
野
権
現
、
八
幡
な
と
の
社
の
よ
し
、
鳥
居
見
ゆ
、
久ク

ハ
ラ原
村
、
人
家
廿
五
軒
、
入
江
の
辺
也
、
村
の
出
口
御
立
場
有
、
新
兵
衛
川

と
い
ふ
、
畑
あ
り
、
谷
川
九
た
ひ
わ
た
り
五
丁
計
左
へ
上
り
右
へ
曲
り
谷
川
を
渡
る
、
渡
る
所
の
下
に
小
き
瀧
あ
り
、
く
ろ
ち
や
う
瀧

と
い
ふ
、
黒
鳥
坂
、
上
り
十
丁
余
、
峠
に
御
休
所
あ
り
、
い
と
高
き
所
也
、
遠
景
眺
望
よ
し
、
申
酉
に
朝
鮮
見
ゆ
、
わ
に
浦
辺
に
て
見

し
よ
り
ハ
い
と
か
す
か
に
見
ゆ
、
此
山
の
申
ノ
方
出
さ
き
に
木
坂
八
幡
あ
り
、
凡
壱
里
半
計
あ
り
と
、
山
へ
た
ゝ
り
、
社
地
の
森
い
さ
ゝ

か
見
ゆ
る
の
ミ
也
、
此
社
辺
海
辺
の
石
悉
く
八
ノ
字
ほ
り
た
る
か
如
く
あ
り
と
、
一
字
あ
る
も
あ
り
、
二
字
三
字
の
も
あ
り
と
、
此
石

を
拾
ひ
帰
る
時
ハ
、
か
な
ら
す
煩
ふ
事
也
と
て
、
当
国
の
人
さ
へ
恐
れ
て
取
も
の
な
し
と
、
他
国
の
も
の
此
石
を
持
ゆ
く
時
ハ
種
々
の

災
難
あ
り
と
、
土
人
恐
れ
て
い
ひ
聞
す
る
也
、
其
石
ひ
と
目
見
ま
ほ
し
け
れ
と
所
持
せ
し
も
の
も
な
く
、
お
の
れ
も
や
ん
事
な
き
旅
に

し
あ
れ
は
、
行
見
る
事
も
な
ら
す
、
い
と
〳
〵
く
や
し
、
山
の
せ
二
丁
計
通
り
二
丁
計
左
へ
坂
を
下
り
、
右
三
丁
よ
又
上
る
、
峰
伝
ひ

一
丁
余
行
、
左
ノ
谷
へ
下
る
、
左
右
山
高
し
、
谷
川
十
四
五
度
わ
た
る
、
此
谷
の
さ
ま
三
折
坂
に
大
か
た
に
た
り
、
畑
あ
り
人
家
あ
る

所
に
出
、
廿
五
丁
計
也
、
橋
を
左
ニ
そ
ひ
行
、
川
は
ゝ
十
間
位
、
三ミ

ね根
村
、
三
根
村
い
と
長
し
、
御
立
場
あ
り
、
そ
の
前
い
さ
ゝ
か
上

下
の
坂
あ
り
、
左
右
人
家
お
ほ
し
、
北
よ
り
南
へ
長
き
村
也
、
高
、
人
家
五
十
五
軒
、
同
村
之
内
左
山
、
右
ハ
川
に
て
い
さ
ゝ
か
上
下

す
、
此
辺
新
田
よ
ほ
と
見
ゆ
、
海
を
埋
め
し
也
、
近
来
の
事
と
思
は
る
、
右
二
丁
計
遠
く
村
ノ
下
に
入
海
見
ゆ
、
左
の
谷
に
い
り
坂
を

上
る
、
大
屋
峠
、
上
り
十
丁
よ
い
と
険
し
、
黒
鳥
と
ハ
た
か
へ
り
、
上
り
て
御
立
場
あ
り
、
お
ほ
や
峠
の
穴
竹
と
い
ふ
所
、
山
の
せ
を

十
丁
よ
ゆ
き
下
り
、
吉
田
村
也
、
下
り
坂
よ
り
右
ニ
人
家
見
ゆ
、
吉
田
村
、
人
家
、
左
右
人
家
あ
り
、
谷
間
の
杉
山
の
坂
を
上
る
、
八

わ
り
坂
、
上
り
六
七
丁
、
け
は
し
と
い
ふ
迄
□
な
し
、
峠
に
御
休
所
あ
り
、
下
り
七
八
丁
さ
か
し
半
よ
り
下
ハ
杉
山
也
、
谷
へ
下
り
麦

畑
田
も
あ
り
、
田
村
、
谷
間
也
、
人
家
三
十
五
軒
、
通
路
ハ
人
家
の
多
き
所
迄
ハ
ゆ
か
ず
、
左
へ
橋
を
渡
り
て
行
也
、
御
立
場
あ
り
、

左
ノ
谷
間
三
四
丁
、
谷
川
五
六
度
渡
る
、
右
の
谷
へ
転
じ
一
丁
計
行
、
左
へ
曲
り
ま
な
く
坂
也
、
十
善
寺
坂
、
上
り
五
丁
計
、
峠
の
う

へ
御
立
場
あ
り
、
下
り
坂
五
六
丁
、
谷
川
九
た
ひ
わ
た
り
十
た
ひ
め
、
右
よ
り
お
つ
る
小
溝
を
渡
り
、
三
度
か
ち
渡
り
に
小
川
を
越
、

右
の
方
へ
い
さ
ゝ
か
上
り
下
り
す
、
此
辺
畑
也
、
三
丁
計
行
、
橋
を
渡
り
六
丁
計
行
、
左
へ
橋
を
わ
た
り
旅
宿
也
、
う
し
ろ
南
ノ
方
ハ

山
に
て
前
ハ
田
あ
り
、
川
な
か
る
、
瀬
田
村
よ
り
し
ゝ
見
村
迄
一
里
廿
八
丁
半
、
鹿
見
村
よ
り
久
原
村
へ
六
丁
半
、
久
原
村
よ
り
三
根

（
五
〇
）
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朝
鮮
見
ゆ

安
芸
、
周
防
辺
の
如
し

当
国
一
の
高
山

仁
田
郷

五
月
朔
日

り
一
里
半
計
、
次
第
に
上
り
来
け
れ
は
急
な
ら
す
、
か
つ
格
別
高
く
も
覚
え
す
、
伊
奈
坂
と
い
ふ
、
一
に
ハ
□
□
□
坂
と
い
へ
り
、
峠

に
御
立
場
あ
り
、
朝
鮮
見
ゆ
、
下
り
十
丁
、
内
五
丁
計
坂
険
し
く
五
六
丁
ハ
畑
な
り
、
谷
広
か
ら
す
、
し
た
る
村
入
口
に
御
立
場
あ
り
、

し
た
る
村
ハ
入
江
の
辺
な
り
、
未
申
よ
り
入
海
也
、
し
た
る
村
を
右
に
見
、
左
の
方
へ
坂
を
上
る
、
く
ひ
り
坂
と
い
ふ
、
二
丁
計
、
ま

な
く
谷
間
に
下
り
三
丁
計
に
て
畑
あ
り
、
伊
奈
村
、
高
、
人
家
、
入
江
の
辺
也
、
申
酉
よ
り
入
海
也
、
東
ノ
方
の
海
辺
へ
さ
し
出
た
る

岩
山
十
余
丈
も
き
り
岸
高
く
一
大
石
の
如
し
、
美
観
也
、
小
祠
あ
り
、
海
辺
御
立
場
あ
り
、
村
中
を
通
り
右
へ
小
川
の
橋
を
わ
た
り
、

谷
に
い
り
坂
を
上
る
四
丁
計
、
あ
い
の
坂
と
い
ふ
、
峠
に
御
休
所
あ
り
、
下
り
二
丁
余
、
い
と
高
し
、
坂
を
下
り
畑
あ
り
、
海
辺
へ
出

た
り
、
左
の
山
に
住
吉
明
神
の
社
地
あ
り
、
森
か
う
〳
〵
し
け
れ
と
小
社
也
、
海
辺
御
立
場
あ
り
、
越コ

シ

高タ
カ

村
、
高
、
人
家
、
海
辺
也
、

村
中
を
通
り
小
川
の
橋
を
三
た
ひ
わ
た
る
、
谷
間
な
れ
と
広
く
田
畑
も
あ
□
□
□
へ
高
き
山
の
い
た
ゝ
き
迄
畑
に
な
し
た
り
、
安
芸
、

周
防
辺
の
如
し
、
当
国
に
ハ
め
つ
ら
し
、、
村
よ
り
坂
の
上
り
口
迄
三
丁
計
、
し
を
り
の
だ
ん
、
此
峠
む
つ
ご
う
と
い
ふ
よ
し
、
し
を

り
の
だ
ん
ハ
こ
れ
よ
り
海
辺
の
山
の
い
た
ゝ
き
を
越
る
な
る
よ
し
、
い
と
け
は
し
け
れ
は
今
の
道
に
つ
く
り
か
へ
た
り
と
、
い
た
ゝ
き

に
御
休
所
し
つ
ら
へ
あ
り
、
上
り
十
五
六
丁
も
あ
ら
ん
、
さ
か
し
道
の
左
右
樹
木
す
く
な
く
暑
さ
堪
か
た
し
、
眺
望
至
て
よ
し
、
朝
鮮

酉
戌
亥
、
御
嶽
、
寅
の
方
近
く
見
ゆ
、
ミ
た
け
ハ
土
人
ハ
に
た
ん
た
け
と
云
り
、
仁
田
郷
の
山
な
れ
ば
、
仁
田
嶽
な
る
へ
し
、
山
の
か

た
ち
富
士
に
似
て
真
黒
に
木
し
け
り
た
り
、
頂
に
蔵
王
権
現
を
祭
れ
り
と
、
宮
ハ
な
く
石
に
幣
を
お
さ
め
た
る
の
ミ
也
と
、
案
内
の
も

の
語
れ
り
、
当
国
一
の
高
山
也
、
ふ
る
さ
と
峠
辺
に
て
見
し
と
ハ
、
山
の
さ
ま
大
き
に
違
へ
り
、
此
所
に
て
府
中
ハ
午
に
当
ル
、
有
明

山
幽
に
見
ゆ
、
山
の
せ
を
午
さ
し
て
六
七
丁
行
、
此
山
の
せ
よ
り
右
山
間
入
江
の
方
に
ミ
そ
村
の
人
家
目
下
に
見
ゆ
、
左
ニ
仁
田
郷
の

村
も
目
下
に
見
ゆ
、
左
へ
下
り
坂
い
と
険
し
く
長
し
、
両
山
の
間
也
、
十
丁
よ
下
り
て
よ
り
谷
水
の
流
れ
を
五
た
ひ
計
下
り
十
丁
計
、

此
辺
よ
り
畑
も
見
ゆ
、
都
合
廿
丁
計
、
五
六
丁
よ
り
ハ
谷
間
広
く
仁
田
郷
の
居
村
也
、
田
畑
の
多
く
あ
る
所
を
過
小
川
の
橋
を
わ
た
り
、

川
十
間
二
丁
計
ゆ
き
、
未
上
刻
瀬
田
村
着
、
恵
子
よ
り
し
た
る
村
迄
二
里
二
丁
半
、
し
た
る
村
よ
り
い
な
村
迄
十
三
丁
、
伊
奈
村
よ
り

こ
し
た
か
村
迄
十
八
丁
半
、
越
高
村
よ
り
瀬
田
村
迄
一
里
、
深
山
村
よ
り
瀬
田
村
三
里
三
十
四
丁
、
瀬
田
村
、
高
六
十
一
石
五
斗
、
人

家
、
瀬
田
村
ハ
仁
田
郷
也
、
宮
原
村
、
樫
滝
村
、
世
田
村
、
中
く
る
す
村
、
右
四
ヶ
村
道
よ
り
見
ゆ
、
山
陰
に
下
里
村
、
会
所
村
、
右

六
ヶ
村
仁
田
と
い
ふ
、
伊
奈
郷
内
也

天
保
九
戊
戌
年
五
月
　
小

朔
日
辛丑

朝
よ
り
晴
れ
し
か
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
巳
よ
り
南
風
吹
し
か
は
け
し
か
ら
す
、
い
と
あ
つ
し
、
暁
よ
り
お
き
出
て
支
度
し
、

六
ツ
半
時
出
立
也
、
宿
よ
り
二
丁
行
、
左
よ
り
流
る
ゝ
枝
川
の
橋
を
わ
た
り
、
大
川
ハ
右
也
、
川
は
ゝ
十
二
三
間
、
右
に
大
川
を
見
て

（
四
九
）
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対
州
家
の
屋
敷

役
人
多
く
詰

坂
路
多
く
険
し
き

深
山
村

閏
四
月
廿
九
日

伊
奈
郷

又
東
へ
曲
れ
は
内
の
門
あ
り
、
冠
木
門
也
、
左
ハ
塀
に
て
対
州
家
の
屋
敷
、
右
ハ
百
姓
家
な
り
、
門
よ
り
内
、
東
西
一
丁
半
南
北
一
丁

計
り
、
南
向
に
北
ノ
山
下
五
間
三
間
く
ら
ひ
の
番
所
あ
り
、
役
人
多
く
詰
居
た
り
、
同
し
並
ひ
に
六
間
ニ
弐
間
く
ら
ひ
の
家
一
軒
、
七

間
ニ
弐
間
く
ら
ひ
の
家
一
軒
、
西
向
門
あ
り
て
其
中
に
家
あ
り
、
何
か
し
ら
す
、
役
人
五
人
、
徒
士
拾
人
、
足
軽
弐
拾
人
出
て
下
座
、

番
所
の
前
ハ
入
江
也
、
此
所
よ
り
大
海
ハ
見
え
す
、
出
崎
番
所
見
分
ニ
こ
の
所
よ
り
舟
ニ
て
御
出
也
、
入
江
ハ
西
よ
り
居
村
の
東
迄
ふ

か
く
入
た
り
、
番
所
の
辺
に
て
ハ
百
間
も
広
か
ら
ん
、
海
を
へ
た
て
ゝ
向
に
九
尺
四
方
計
の
ね
す
の
番
所
と
て
あ
り
、
番
所
の
う
し
ろ

向
の
山
共
高
し
、
五
六
丁
も
あ
ら
ん
、
う
し
ろ
の
方
□
山
の
中
に
も
高
き
山
の
海
へ
出
は
り
た
る
所
に
遠
見
番
所
あ
る
よ
し
、
七
八
丁

あ
り
と
、
此
所
よ
り
見
へ
す
見
分
な
し
、
も
と
の
道
を
帰
り
村
中
よ
り
右
へ
曲
り
、
左
人
家
右
ハ
入
江
の
辺
を
通
り
、
橋
を
わ
た
り

二
三
丁
ゆ
き
左
右
畑
な
り
、
坂
を
上
る
、
五
六
丁
険
し
、
御
立
場
あ
り
、
峠
よ
り
右
の
山
に
そ
ひ
二
丁
計
下
り
、
両
山
の
間
を
下
り
廿

丁
計
谷
川
水
の
小
橋
を
十
た
ひ
余
わ
た
り
右
へ
上
る
、
坂
な
し
峠
、
十
丁
余
い
と
険
し
、
右
へ
上
り
少
シ
左
へ
上
り
は
て
ゝ
峠
也
、
御

休
所
あ
り
、
左
右
深
谷
に
て
未
申
さ
し
て
山
の
を
ゝ
い
さ
ゝ
か
上
り
下
り
し
て
ゆ
き
廿
丁
よ
行
、
御
休
所
あ
り
、
三
四
丁
行
、
深
山
村

目
下
に
見
ゆ
、
此
辺
よ
り
下
り
坂
也
、
大オ

ゝ

と
う
そ
ね
峠
と
い
ふ
よ
し
、
つ
ゝ
ら
を
り
に
下
る
、
い
と
〳
〵
さ
か
し
、
此
坂
に
て
見
わ
た

す
に
、
深
山
の
辺
一
郷
、
東
西
に
長
サ
一
里
計
横
も
広
き
谷
に
て
、
田
畑
う
ち
続
き
見
ゆ
、
当
国
へ
入
し
よ
り
か
は
か
り
開
け
し
里
を

見
ず
、
申
上
刻
深
山
村
着
、
今
日
も
坂
路
多
く
険
し
き
に
村
雨
強
く
ふ
り
、
誠
に
難
義
し
た
り
、
道
も
遠
し
、
豊
村
よ
り
鰐
浦
迄
廿
四

丁
半
、
鰐
浦
よ
り
大
浦
村
迄
一
里
七
丁
半
、
大
浦
村
よ
り
河
内
村
迄
七
丁
、
河
内
村
よ
り
佐
須
奈
村
迄
一
里
廿
二
丁
半
、
佐
須
奈
村
よ

り
深
山
村
迄
二
里
十
二
丁
、
〆
六
里
一
丁
半

深
山
村
、
対
州
上
県
郡
、
高
九
拾
国
、
人
家
、
深
山
村
ハ
今
ハ
六
ヶ
村
に
分
郷
し
た
り
、
そ
の
中
に
上
下
と
わ
か
ち
た
る
よ
し
、
上
三
ヶ

村
深
山
村
・
仁二

田
内
村
・
恵三

子
村
、
下
三
ヶ
村
井四

口
村
・
友五

屋
村
・
湊六

村
、
湊
村
ハ
す
な
は
ち
海
辺
也
、
六
ヶ
村
合
高
、
人
家
弐
百

廿
九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
よ
り
は
れ
、
終
日
く
も
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
い
と
あ
つ
し
、
辰
上
刻
田
子
村
を
出
立
、
二
丁
よ
ゆ
き
川
を
わ
た

り
、
川
わ
た
り
と
書
し
ハ
土
俵
を
積
て
渡
せ
し
也
、
右
に
流
る
六
七
間
也
、
又
川
二
度
渡
、
前
に
渡
り
し
水
と
一
丁
余
下
に
て
合
流
し

た
り
、
川
は
ゝ
六
七
間
、
両
水
合
し
て
よ
り
ハ
十
間
よ
の
川
と
な
れ
り
、
二
丁
計
ゆ
き
川
の
わ
か
れ
め
、
両
川
を
わ
た
り
、
を
越
へ
左

の
山
に
い
さ
ゝ
か
上
り
又
下
り
、
川
を
渡
り
二
丁
計
行
、
川
、
是
よ
り
三
丁
計
山
間
也
、
川
一
丁
計
行
、
此
所
よ
り
右
の
谷
へ
い
る
、

五
丁
計
の
間
ニ
川
五
た
ひ
わ
た
り
、
少
シ
上
り
又
下
り
、
右
へ
転
し
深
山
の
谷
間
を
行
、
一
丁
計
行
、
よ
ほ
と
広
く
川
三
た
ひ
渡
り
、

伊
奈
郷
の
境
と
て
案
内
代
ル
、
此
所
右
の
谷
と
分
レ
あ
り
、
水
勢
右
の
谷
強
く
わ
か
ゆ
く
方
よ
わ
し
、
四
五
丁
行
川
を
四
度
わ
た
り
右

の
谷
へ
入
三
丁
計
行
、
右
ハ
萱
野
に
て
広
し
、
さ
れ
と
両
山
都
て
高
し
、
三
丁
計
行
小
溝
二
ツ
わ
た
る
、
是
よ
り
坂
五
丁
計
、
恵
子
よ

（
四
八
）
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朝
鮮
見
ゆ

鰐
浦

遠
見
番
所

朝
鮮
へ
渡
海

測
量
御
用
伊
能
氏

佐
須
奈
村

朝
鮮
の
渡
海

か
、
未
時
よ
り
又
や
み
し
時
お
ほ
し
、
巳
よ
り
東
風
ふ
く
、
烈
し
か
ら
す
、
辰
中
刻
出
立
、
門
前
の
橋
を
渡
り
、
十
間
余
に
て
又
橋
を

左
へ
渡
り
、
田
畑
な
と
有
て
左
右
に
大
松
あ
る
所
を
過
、
二
丁
計
行
橋
を
渡
り
一
丁
計
行
く
、
右
ノ
谷
に
入
、
両
山
高
き
谷
間
を
、
流

れ
を
左
右
に
橋
又
ハ
か
ち
わ
た
り
し
、
次
第
に
上
り
三
四
丁
行
、
左
右
ニ
わ
か
れ
道
あ
り
、
な
ん
べ
か
さ
い
と
い
ふ
所
、
右
へ
曲
り
上

り
、
一
丁
余
に
て
又
一
丁
計
下
り
、
い
と
狭
き
谷
を
右
さ
し
て
次
第
に
上
り
、
一
丁
計
険
し
き
坂
を
上
り
峠
也
、
此
所
よ
り
朝
鮮
見
ゆ
、

も
と
こ
え
坂
と
い
ふ
、
谷
間
へ
下
り
鰐
浦
村
ニ
至
る
、
峠
よ
り
二
丁
計
ハ
坂
也
、
二
三
丁
ハ
麦
畑
あ
り
、
さ
れ
と
谷
間
い
と
狭
し
、
広

き
所
に
て
十
間
余
、
鰐
浦
、
入
口
右
ニ
御
立
場
あ
り
、
人
家
の
中
を
通
り
右
へ
橋
を
渡
り
一
丁
余
行
、
番
所
ニ
至
る
、
外
門
の
前
一
丁

計
横
廿
五
六
間
あ
り
、
門
外
左
高
札
あ
り
、
門
を
い
り
一
丁
計
ニ
て
又
門
あ
り
、
右
山
下
に
番
所
有
、
前
ハ
入
江
也
、
此
入
江
西
よ
り

人
家
の
辺
迄
入
た
り
、
広
さ
百
間
計
、
両
岸
の
大
岩
削
り
立
た
る
如
く
か
つ
高
し
、
中
ノ
門
の
際
よ
り
遠
見
番
所
見
分
ニ
上
ル
、
細
き

道
を
屈
曲
し
て
上
る
こ
と
二
丁
計
、
そ
れ
よ
り
酉
さ
し
て
山
の
い
た
ゝ
き
を
一
丁
計
行
、
遠
見
番
所
有
、
二
間
ニ
二
間
半
計
、
板
屋
根

也
、
海
へ
出
張
た
る
所
、
番
所
の
北
ノ
方
大
松
一
本
あ
り
、
此
山
樹
な
し
、
朝
鮮
ハ
此
所
よ
り
申
酉
戌
亥
ニ
当
り
長
く
見
ゆ
、
鰐
浦
、

高
四
拾
八
石
六
斗
、
人
家

朝
鮮
へ
渡
海
之
儀
、
大
か
た
佐
須
奈
浦
よ
り
出
入
す
る
よ
し
、
な
れ
と
里
数
の
近
き
ハ
此
所
第
一
ニ
見
ゆ
る
也
、
昨
日
の
所
に
も
い

ひ
し
如
く
二
十
里
計
と
思
は
る
、
前
年
、
測
量
御
用
伊
能
氏
此
所
に
て
見
わ
た
せ
し
時
、
朝
鮮
迄
廿
六
里
十
丁
余
あ
り
と
い
は
れ
し

と
、
対
州
家
の
中
老
ひ
そ
か
に
語
ら
れ
た
り
、
さ
も
有
べ
し

も
と
の
道
に
帰
り
、
な
ん
べ
が
さ
い
の
わ
か
れ
道
、
右
の
谷
間
ニ
い
り
両
山
高
し
、
三
丁
計
小
橋
三
ツ
渡
ル
、
左
ノ
谷
へ
曲
り
三
丁
計

行
坂
あ
り
、
上
り
三
丁
計
、
遠
望
す
る
に
山
計
に
て
海
見
へ
す
、
亀
坂
と
云
坂
を
上
り
右
山
に
そ
ひ
左
ハ
谷
、
三
丁
計
、
両
山
の
間
四

丁
計
下
り
畑
も
あ
り
、
大
浦
村
、
高
弐
拾
石
、
人
家
廿
八
丁
軒
、
村
の
入
口
弓
立
松
と
て
あ
り
、
人
家
の
中
を
通
り
左
の
谷
間
へ
曲
り

上
る
、
ま
な
く
下
る
、
上
り
二
丁
下
り
四
丁
計
也
、
小
川
を
わ
た
り
、
河
内
村
、
人
家
廿
軒
余
、
河
内
村
ハ
入
海
の
辺
也
、
小
川
の
橋

を
渡
り
畑
あ
り
、
道
ノ
左
平
地
に
椿
明
神
と
て
椿
し
げ
り
た
る
森
あ
り
、
こ
の
椿
の
社
地
へ
入
し
も
の
ハ
帰
り
し
事
な
し
と
人
夫
の
も

の
語
れ
り
、
虚
実
は
か
り
か
た
し
、
さ
れ
と
下
総
国
葛
飾
郡
八
幡
し
ら
す
の
藪
と
同
日
の
談
な
れ
は
、
暫
く
記
し
お
く
也
、
左
右
高
山

の
谷
間
に
い
り
、
小
橋
六
た
ひ
、
右
の
山
に
そ
ひ
険
し
き
坂
を
上
り
四
五
丁
、
山
の
背
を
通
り
坂
を
上
り
三
丁
、
つ
や
峠
と
い
ふ
、
又

ハ
茶
屋
く
ま
と
も
い
ふ
、
御
休
所
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
峰
伝
ひ
を
左
さ
ま
に
ゆ
き
谷
間
に
下
る
、
三ミ

折オ
リ

坂
と
い
ふ
、
下
り
廿
丁
計
に

て
畑
あ
る
所
ニ
出
、
い
さ
ゝ
か
畑
あ
る
谷
間
を
下
り
段
々
広
く
な
り
畑
多
し
、
佐
須
奈
村
の
地
也
、
佐
須
奈
村
、
高
、
人
家
八
十
軒
、

村
に
い
り
橋
を
渡
り
、
左
へ
ゆ
き
観
音
寺
と
い
ふ
寺
に
て
昼
食
、
佐
須
奈
村
ハ
西
南
入
江
の
辺
よ
り
北
東
の
山
下
か
け
家
多
く
、
其
外

散
在
し
て
も
あ
る
よ
し
、
朝
鮮
の
渡
海
此
所
に
限
れ
り
と
、
さ
れ
と
鰐
浦
よ
り
此
所
海
上
遠
き
や
う
也
、
番
所
、
入
江
に
向
ひ
北
を
う

し
ろ
に
立
た
り
、
村
中
を
通
り
高
札
場
あ
り
、
外
門
あ
り
冠
木
門
、
門
よ
り
中
に
も
民
家
右
ニ
並
ひ
た
て
り
、
つ
き
あ
た
り
右
へ
曲
り

（
四
七
）
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田
多
く
見
ゆ

比
田
勝
村

誠
に
険
し

対
州
上
県

　
　
朝
鮮

朝
鮮
見
ゆ

豊
村

閏
四
月
廿
八
日

二
丁
計
に
て
坂
、
上
り
二
丁
余
下
り
同
し
、
大
増
村
、
東
よ
り
入
海
、
海
辺
に
人
家
あ
り
、
三
丁
計
村
中
を
通
り
又
海
辺
也
、
右
ハ
入

海
左
ハ
岩
石
の
山
の
腰
也
、
御
立
場
有
、
左
山
き
は
右
ハ
海
、
二
丁
計
ニ
て
左
の
山
に
そ
ひ
、
右
ハ
畑
也
、
い
さ
ゝ
か
森
を
通
り
田
畑

の
あ
る
所
ニ
い
づ
、
右
ハ
入
江
也
、
二
丁
計
行
、
左
山
右
は
入
江
な
り
、
十
間
計
岩
間
の
道
を
通
り
、
又
海
辺
ニ
出
づ
、
左
ハ
山
右
ハ

入
江
な
り
、
浜
久
須
村
、
入
海
の
端
也
、
左
山
ノ
根
、
右
ハ
小
川
に
そ
ひ
二
丁
計
行
、
橋
を
わ
た
り
一
丁
計
川
を
左
に
し
て
行
、
左
山

右
田
畑
、
御
立
場
あ
り
、
一
丁
余
に
て
浜
く
す
の
村
中
を
通
る
、
右
に
田
多
く
見
ゆ
、
是
ハ
入
江
を
埋
め
し
新
田
也
、
今
の
道
八
九
丁

も
あ
ら
ん
、
な
れ
ど
海
は
た
を
通
れ
ば
一
丁
余
也
、
右
ハ
入
江
、
左
山
を
一
丁
よ
行
、
切
通
シ
め
き
た
る
所
な
と
過
、
田
畑
あ
る
所
ニ

出
小
川
を
渡
り
、
植
野
原
昼
食
、
畑
中
ニ
あ
り
、
一
丁
余
行
、
右
の
谷
に
い
り
坂
を
上
る
、
山
上
に
御
立
場
あ
り
、
山
の
せ
を
通
り
下

り
坂
也
険
し
、
八
丁
計
谷
間
の
畑
な
と
あ
る
所
を
行
、
橋
を
渡
り
、
左
熊
野
宮
の
社
あ
り
、
石
花
表
有
、
橋
を
渡
り
御
立
場
あ
り
、
比ヒ

田ダ

勝カ
ツ

村
、
村
中
を
通
り
入
江
の
端
を
過
坂
を
上
り
又
下
る
、
上
り
二
丁
下
り
も
同
し
、
人
家
あ
り
、
ふ
る
さ
と
村
、
ひ
た
か
つ
村
の
枝

郷
の
よ
し
、
左
ニ
山
王
権
現
の
山
あ
り
、
い
と
高
き
山
也
、
山
の
中
腹
よ
り
ハ
木
し
け
れ
り
、
真
黒
に
見
ゆ
、
海
へ
さ
し
出
た
る
山
也
、

此
山
の
出
さ
き
西
泊
村
あ
り
、
浦
あ
り
、
道
よ
り
山
か
け
に
て
見
へ
ず
、
ふ
る
さ
と
村
ハ
、
家
、
小
川
に
そ
ひ
左
ノ
谷
へ
上
る
、
左
山

□
□
四
五
丁
行
、
谷
の
奥
よ
り
右
の
山
へ
上
る
、
誠
に
険
し
、
め
く
し
り
峠
と
い
ふ
、
ふ
る
さ
と
峠
と
も
い
ふ
、
上
り
七
八
丁
、
四
方

眺
望
よ
し
、
御
立
場
あ
り
、
辰
巳
に
仁ニ

タ田
ヶ
嶽
見
ゆ
、
対
州
上
県
ニ
並
ひ
な
く
高
し
、
申
ノ
方
山
合
よ
り
朝
鮮
い
さ
ゝ
か
見
ゆ
、
左
ノ

谷
へ
出
る
、
二
丁
計
ハ
険
し
け
れ
と
谷
間
を
次
第
に
下
れ
は
険
し
か
ら
す
、
右
へ
転
し
て
下
り
畑
な
と
あ
る
所
を
四
五
丁
ゆ
き
、
小
橋

を
わ
た
り
、
和
泉
村
、
入
江
の
端
也
、
海
ハ
丑
寅
よ
り
入
た
り
、
村
は
つ
れ
よ
り
坂
也
、
坂
の
上
り
口
御
立
場
有
、
右
の
山
に
そ
ひ
上

る
四
五
丁
、
山
の
せ
を
三
四
丁
行
、
そ
れ
よ
り
険
し
□
丁
、
梶
ヶ
曽
根
峠
、
土
人
ハ
か
に
が
そ
ね
峠
と
い
ふ
や
う
に
聞
ゆ
、
訛
れ
る
な

る
へ
し
、
ふ
る
さ
と
峠
よ
り
高
き
や
う
也
、
申
酉
ノ
方
山
間
よ
り
朝
鮮
見
ゆ
、
ふ
る
さ
と
峠
よ
り
ハ
増
り
て
見
ゆ
、
此
立
場
よ
り
い
さ
ゝ

か
上
り
頂
迄
ハ
至
ら
ず
、
い
た
ゝ
き
を
右
に
見
て
行
左
も
高
き
所
あ
り
、
一
丁
計
下
り
朝
鮮
国
、
誠
に
鮮
明
に
見
ゆ
、
酉
戌
亥
ニ
当
ル
、

未
申
よ
り
南
ノ
方
ハ
当
国
の
山
々
に
さ
ゝ
へ
ら
れ
て
見
え
す
、
其
見
ゆ
る
所
い
と
長
し
、
誠
に
近
く
見
ゆ
る
な
り
、
廿
里
は
か
り
も
あ

ら
ん
か
と
思
は
る
、
下
り
坂
十
丁
計
険
し
、
坂
よ
り
豊
村
目
ノ
下
に
見
え
、
其
外
当
国
の
出
崎
又
ハ
島
々
な
と
も
見
え
景
よ
し
、
下
れ

は
豊
村
也
、
琴
浦
村
よ
り
舟
志
村
迄
二
里
六
丁
半
、
舟
志
村
よ
り
大
増
村
迄
廿
丁
半
、
大
増
村
よ
り
浜
く
す
村
迄
廿
丁
、
浜
久
須
村
よ

り
比
田
勝
村
迄
一
里
半
、
比
田
勝
村
よ
り
泉
村
迄
一
里
一
丁
半
、
泉
村
よ
り
豊
村
迄
廿
一
丁
、
琴
村
よ
り
豊
村
迄
、
合
六
里
十
五
丁
半
、

豊
村
、
上
県
郡
、
高
四
拾
五
石
五
斗
、
人
家
四
拾
五
軒
、
豊
村
ハ
入
江
の
奥
に
村
居
あ
り
、
子
丑
よ
り
入
海
也

廿
八
日

夜
あ
け
、
し
は
し
あ
り
て
雨
ふ
り
出
た
り
し
か
、
い
さ
ゝ
か
ふ
り
つ
や
み
つ
せ
し
か
、
辰
下
刻
よ
り
降
ま
さ
り
巳
下
刻
よ
り
強
か
り
し

（
四
六
）
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谷
ふ
か
く
峰
高
く

小
鹿
村

琴
村

閏
四
月
廿
七
日

い
と
暑
し

領
主
の
書
上

船
志
村

山
水
桶
あ
り
御
休
、
坂
を
上
る
事
十
丁
計
、
四
丁
計
ハ
次
第
上
り
、
六
七
丁
ハ
け
は
し
、
櫛
の
峰
と
い
ふ
、
左
右
谷
ふ
か
く
峰
高
く
狭

く
長
し
、
遠
景
佳
興
也
、
例
の
幕
引
廻
し
、
毛
氈
な
と
敷
て
あ
り
、
峰
通
り
二
丁
計
に
て
山
の
を
谷
間
な
と
を
廿
丁
余
と
思
は
る
ゝ
計

下
り
、
畑
あ
る
所
へ
上
り
、
谷
間
を
右
に
行
、
小
川
三
度
計
渡
□
□
、
小
鹿
村
に
至
る
、
小ヲ

シ

カ
鹿
村
、
南
北
山
□
て
西
ノ
谷
の
方
畑
あ
り
、

東
ハ
入
江
、
村
の
辺
迄
い
り
来
た
り
、
御
立
場
有
、
村
は
つ
れ
海
辺
也
、
大
石
の
平
ら
な
る
を
三
ツ
敷
て
御
駕
す
へ
所
に
拵
へ
お
け
り
、

人
家
の
辺
よ
り
上
り
小
鹿
坂
上
り
二
丁
計
、
右
に
海
を
見
て
左
の
山
に
そ
ひ
行
て
下
る
、
二
丁
余
入
江
の
端
也
、
左
ノ
谷
間
を
行
、
右

の
山
根
に
そ
ひ
上
る
、
け
わ
し
き
所
あ
り
、
上
り
十
丁
よ
も
あ
ら
ん
、、
峠
に
御
立
場
あ
り
、
谷
間
を
下
る
也
、
十
丁
余
下
り
海
辺
也
、

御
立
場
有
、
二
三
丁
行
、
一ヒ

ト
ヘ重

村
、
入
江
に
近
く
人
家
有
、
海
辺
に
ハ
屋
並
せ
す
、
家
見
く
る
し
、
村
中
小
川
あ
り
、
橋
を
渡
り
間
な

く
上
ル
、
地
蔵
坂
、
さ
い
の
か
ミ
坂
と
も
い
ふ
よ
し
、
上
り
三
四
丁
、
下
り
も
同
じ
、
葦ア

シ

見ミ

村
、
人
家
、
入
江
の
辺
ニ
あ
り
、
道
よ
り

村
ハ
右
也
、
海
を
一
丁
余
は
な
れ
て
通
る
、
左
へ
田
畑
あ
る
所
を
三
丁
計
ゆ
き
、
右
ノ
方
へ
曲
り
六
七
丁
上
る
、
ひ
わ
く
り
坂
と
い
ふ
、

い
は
つ
島
対
州
の
黒
島
な
と
も
見
ゆ
、
御
立
場
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
左
の
山
に
そ
ひ
五
丁
計
行
て
よ
り
、
右
の
山
の
根
を
八
丁
計
下

る
、
坂
の
中
程
よ
り
ハ
琴
村
目
ノ
下
に
見
へ
、
入
江
も
く
ま
〳
〵
迄
見
へ
て
景
よ
し
、
海
の
出
さ
き
入
江
こ
し
に
琴
崎
明
神
ノ
森
、
鳥

居
な
と
も
見
ゆ
、
此
坂
や
が
て
き
ん
坂
と
い
ふ
よ
し
、
佐
賀
村
よ
り
し
た
か
村
迄
一
里
三
丁
、
し
た
か
村
よ
り
小
鹿
村
迄
一
り
三
十
丁

半
、
小
鹿
村
よ
り
一
重
村
ま
で
廿
八
丁
、
一
重
村
よ
り
あ
し
見
村
迄
八
丁
、
葦
見
村
よ
り
琴
村
迄
廿
丁
半
、
佐
賀
村
よ
り
琴
村
迄
合
四

里
廿
丁
、
琴
村
、
上
県
郡
、
高
四
拾
石
九
斗
、
家
数
三
拾
五
軒
、
当
村
江
教
寺
と
云
る
寺
の
門
前
、
小
社
の
辺
に
銀
杏
の
大
木
あ
り
、

九
抱
半
、
枝
の
わ
か
れ
め
に
て
十
三
四
抱
も
あ
ら
ん
、
当
国
一
の
大
木
也
、
惜
い
か
な
高
サ
一
丈
も
な
く
枝
に
わ
か
れ
た
り

廿
七
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
よ
り
晴
た
れ
と
、
と
か
く
く
も
り
か
ち
也
、
さ
れ
と
い
と
暑
し
、
辰
よ
り
南
風
ふ
く
、
つ
よ
か
ら
す
、
辰
中
刻

琴
村
出
立
、
村
中
を
通
、
右
の
小
川
に
そ
ひ
上
ル
三
丁
計
り
、
小
川
を
渡
り
、
右
の
山
に
う
つ
り
谷
間
の
水
を
左
に
低
く
見
て
、
次
第

に
上
り
四
五
丁
、
谷
間
三
四
丁
、
右
の
山
に
上
る
三
四
丁
左
右
杉
木
、
ど
う
坂
と
い
ふ
、
峠
に
御
立
場
あ
り
、
谷
間
に
下
る
六
七
丁
、

谷
川
の
流
れ
を
六
た
ひ
渡
り
、
杉
山
の
中
を
通
り
少
シ
麦
畑
有
、
左
よ
き
竹
薮
見
ゆ
、
橋
三
ツ
わ
た
り
左
よ
り
流
る
ゝ
谷
川
の
橋
を
わ

た
り
、
又
橋
を
四
た
ひ
渡
り
畑
も
見
ゆ
多
か
ら
す
、
峠
よ
り
こ
な
た
左
右
山
高
く
谷
ニ
い
く
つ
と
い
ふ
事
な
く
谷
水
流
れ
出
た
り
、
御

休
所
あ
り
、
幕
毛
氈
な
と
例
の
や
う
也
、
琴
村
の
内
中
原
村
と
い
ふ
所
の
よ
し
い
へ
と
、
領
主
の
書
上
并
案
内
等
ハ
舟
志
村
の
地
也
と

云
り
、
い
つ
れ
な
ら
ん
、
中
は
る
ハ
人
居
少
シ
、
左
半
丁
計
ニ
見
ゆ
、
御
休
所
の
辺
よ
り
谷
川
広
し
十
間
計
、
橋
二
ツ
渡
り
、
左
よ
り

な
か
れ
出
る
谷
川
左
へ
曲
る
、
御
休
所
よ
り
一
丁
、
右
に
船
志
村
、
入
江
の
辺
に
あ
り
、
舟
も
多
く
見
ゆ
、
右
の
谷
へ
入
坂
を
上
る
、

こ
ま
す
峠
上
り
三
丁
計
、
右
の
せ
通
り
を
行
、
御
立
場
あ
り
、
下
り
坂
険
し
、
二
丁
余
、
右
ハ
入
海
也
、
人
家
な
し
、
田
畑
の
あ
る
所

（
四
五
）
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曽
村

遠
望
よ
し

佐
賀
村

閏
四
月
廿
六
日

畑
な
と
な
し

や
い
川
坂
と
云
、
五
六
丁
下
り
御
立
場
あ
り
、
山
水
桶
あ
り
御
休
な
し
、
半
丁
計
下
り
左
へ
谷
を
行
十
丁
計
い
と
狭
し
、
大
ひ
ら
峠
、

三
四
丁
の
上
り
鑓
川
村
の
地
也
、
御
立
場
あ
り
御
休
、
二
三
十
間
行
、
山
の
背
を
通
る
、
左
右
に
海
見
ゆ
、
八
丁
計
下
り
険
し
き
所
あ

り
、
右
ハ
山
き
は
左
ハ
小
川
、
川
は
ゝ
四
五
間
、
山
下
七
八
丁
行
、
御
立
場
有
、
曽
村
の
入
口
也
、
村
水
桶
あ
り
御
休
、
橋
を
わ
た
り
、

曽
村
、
左
ハ
家
近
く
入
江
め
く
り
、
か
な
た
こ
な
た
家
よ
ほ
と
見
へ
、
田
畑
も
き
の
ふ
の
道
に
ハ
見
え
ぬ
は
か
り
あ
り
、
村
中
よ
り
左

山
間
へ
入
り
、
五
六
丁
行
坂
を
上
る
三
四
丁
、
山
の
せ
を
通
る
、
右
入
海
眼
下
に
見
へ
、
島
々
崎
々
い
く
ら
も
見
え
好
景
也
、
四
五
丁

行
御
休
所
あ
り
、
例
の
幕
な
と
物
し
て
あ
り
、
御
休
あ
り
、
い
こ
ひ
曽
根
と
云
、
十
丁
計
山
の
背
を
行
、
櫛
の
は
崎
と
い
ふ
、
左
の
谷

へ
下
る
、
四
丁
計
の
坂
也
険
し
、
左
右
田
、
二
丁
計
行
小
川
の
橋
を
渡
る
、
橋
よ
り
下
ハ
入
江
に
て
広
し
、
櫛
村
、
人
家
廿
軒
、
両
山

の
あ
は
ひ
に
て
一
方
ハ
入
海
也
、
家
ハ
道
ノ
左
右
ニ
有
、
右
ノ
谷
間
ニ
入
、
村
水
桶
あ
り
御
休
な
し
、
右
の
山
へ
上
る
、
上
り
五
丁
下

り
三
丁
計
、
右
一
丁
よ
は
な
れ
入
海
見
ゆ
、
広
か
ら
ず
、
左
ノ
山
間
を
行
、
い
と
狭
く
両
山
高
し
、
ざ
り
ご
峠
、
上
り
六
七
丁
、
至
て

け
は
し
き
所
二
丁
計
あ
り
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
上
る
坂
也
、
峠
の
上
右
ニ
大
海
并
入
江
目
下
に
見
え
、
佐
賀
の
人
家
も
浦
も
足
も
と
の
や

う
に
見
お
ろ
さ
る
ゝ
、
海
中
廿
丁
計
沖
に
釜
蓋
瀬
と
て
見
ゆ
、
浪
の
上
に
小
く
丸
く
黒
く
釜
蓋
の
さ
ま
に
見
ゆ
、
う
き
島
也
と
土
人
ハ

語
れ
り
、
信
し
か
た
し
、
遠
望
よ
し
、
山
の
せ
を
二
丁
余
行
御
休
所
有
、
村
水
桶
あ
り
御
休
、
下
り
坂
険
し
四
五
丁
も
あ
ら
ん
、
右
入

江
近
く
左
ハ
畑
、
坂
を
下
り
土
橋
を
わ
た
り
て
海
と
畑
と
の
間
を
行
事
一
丁
余
也
、
し
な
へ
峠
、
上
り
屈
曲
し
て
二
丁
計
高
か
ら
す
、

上
り
は
て
ゝ
左
の
山
に
そ
ひ
一
丁
計
平
ら
な
る
所
を
行
、
坂
三
四
十
間
下
り
、
又
左
ノ
山
の
腰
一
丁
計
行
て
よ
り
次
第
に
下
る
也
、
下

り
て
橋
を
渡
り
佐
賀
村
也
、
大
山
村
よ
り
小
船
越
迄
十
九
丁
半
、
小
船
越
村
よ
り
和
坂
村
迄
一
里
三
十
五
丁
、
遠
し
、
和
坂
村
よ
り
曽

村
迄
一
里
廿
七
丁
半
遠
し
、
曽
村
よ
り
櫛
村
迄
廿
五
丁
、
櫛
村
よ
り
佐
賀
村
迄
三
十
四
丁
半
、
此
間
わ
き
て
遠
し
、
大
山
村
よ
り
佐
賀

村
迄
都
合
五
里
三
十
三
丁
半
、
佐
賀
村
、
上
県
郡
三
根
郷
、
高
六
拾
一
石
弐
斗
、
家
数
三
拾
五
間

廿
六
日

朝
間
く
も
り
辰
上
刻
よ
り
晴
た
れ
と
時
々
く
も
り
、
い
と
の
と
か
也
、
巳
よ
り
南
風
ふ
き
た
れ
と
烈
し
か
ら
す
、
辰
上
刻
佐
賀
村
を
出

て
東
北
さ
し
て
行
、
左
右
田
畑
、
小
川
八
た
ひ
渡
り
右
の
谷
間
ニ
い
る
、
是
よ
り
畑
な
と
な
し
、
二
丁
計
ゆ
き
坂
を
上
る
、
し
か
ま
峠
、

上
り
三
四
丁
、
峠
よ
り
一
丁
計
下
り
さ
ま
に
山
の
せ
を
ゆ
く
、
御
立
場
あ
り
山
水
桶
あ
り
御
休
、
右
ニ
海
見
ゆ
、
七
曲
坂
、
四
五
丁
険

し
、
下
れ
ば
谷
合
也
、
御
立
場
あ
り
村
水
桶
有
御
休
、
し
た
か
村
、
人
家
弐
拾
軒
余
、
東
南
海
辺
也
、
田
畑
も
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、

橋
を
渡
り
二
丁
余
行
、
右
の
谷
ニ
入
、
此
所
左
右
に
谷
あ
り
、
水
も
左
右
よ
り
流
れ
出
る
也
、
川
は
ゝ
四
間
計
、
右
ノ
方
水
勢
強
し
、

一
丁
よ
行
橋
あ
り
、
両
山
の
間
を
十
丁
計
行
く
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
上
る
、
七
八
丁
上
り
少
シ
下
り
、
小
川
の
橋
を
渡
り
右
に
そ
ひ
上
る
、

此
辺
四
方
高
き
峰
い
く
つ
も
待
ち
た
て
り
、
い
つ
れ
も
松
繁
り
た
り
、
い
さ
さ
か
ハ
下
り
さ
ま
の
所
も
あ
り
、
四
丁
計
行
御
立
場
あ
り
、

（
四
四
）
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大
山
村

閏
四
月
廿
四
日

土
用
干
の
如
し

閏
四
月
廿
五
日

小
船
越
村

　
　

よ
き
家
な
し

与
良
郷
　
　
仁
位
郷

け
わ
し
き
坂

大
船
越
村
よ
り
大
山
村
迄
一
里
廿
二
丁
、
此
間
大
か
た
山
の
せ
を
伝
ひ
行
、
坂
い
く
つ
と
も
な
く
有
て
、
道
路
難
所
、
そ
れ
の
ミ
な
ら

す
至
て
遠
し
、
今
日
の
行
程
及
は
ん
限
り
ハ
詳
記
せ
ん
と
兼
て
思
ひ
構
へ
し
に
、
風
雨
甚
し
く
、
衣
服
通
り
て
肌
さ
へ
ぬ
れ
し
程
な
れ

は
、
途
中
採
筆
せ
ん
事
及
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
、
さ
れ
は
、
大
山
村
の
旅
宿
に
て
思
ひ
出
つ
ゝ
か
は
か
り
も
記
ス
、
大オ

ヤ

マ
山
村
、
対
馬
国
下

県
郡
与
良
郷
、
高
弐
拾
石
、
人
家
廿
三
軒
、
御
本
陣
、
郷
士
小
田
金
左
衛
門
宅
、
仮
亭
主
横
瀬
源
左
衛
門

廿
四
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
中
刻
よ
り
日
出
て
快
晴
、
未
上
刻
よ
り
時
々
い
さ
ゝ
か
く
も
り
風
も
ふ
か
す
、
誠
に
暑
し
、
今
日
出
立
す
へ
き

所
な
れ
と
昨
日
の
大
雨
、
一
同
の
荷
物
悉
く
ぬ
れ
通
り
け
れ
は
、
衣
類
并
諸
道
具
ほ
し
た
り
、
土
用
干
の
如
し

廿
五
日

朝
間
雨
や
み
し
か
、
辰
の
上
刻
よ
り
又
ふ
り
出
て
次
第
に
強
く
、
午
よ
り
よ
わ
り
、
未
申
時
頃
空
は
れ
や
か
て
日
出
し
か
、
と
か
く
陰

り
か
ち
也
、
朝
間
東
北
風
、
午
よ
り
南
風
と
な
れ
り
、
烈
し
か
ら
す
、
暁
よ
り
お
き
出
て
支
度
せ
し
か
、
辰
中
刻
出
立
也
、
昨
日
来
り

し
道
に
帰
り
、
本
陣
□
り
三
軒
目
の
家
の
脇
左
へ
上
り
、
あ
く
た
か
ん
坂
と
云
、
上
り
一
丁
余
下
り
も
同
、
左
ハ
入
江
右
ハ
山
の
腰
、

田
な
と
あ
る
所
を
通
り
一
丁
半
計
、
さ
い
の
か
ん
坂
、
あ
と
よ
り
険
し
、
上
り
は
て
ゝ
す
く
に
下
り
一
丁
半
余
の
上
り
に
て
下
り
も
同

し
、
谷
間
よ
り
左
右
長
き
谷
の
田
畑
あ
る
所
を
横
き
り
、
谷
間
よ
り
坂
を
上
る
、
二
丁
余
、
筆
松
峠
と
い
ふ
、
山
の
せ
五
六
丁
行
下
り

坂
あ
り
、
下
り
坂
の
う
へ
籠
立
場
あ
り
、
三
丁
計
下
れ
は
小
舟
越
也
、
小
船
越
村
、
右
ハ
入
海
也
、
海
辺
に
家
な
み
立
り
、
多
か
ら
す
、

よ
き
家
な
し
、
左
の
谷
間
へ
二
丁
計
ゆ
き
坂
を
上
る
、
小
船
越
峠
也
、
上
り
一
丁
半
計
、
坂
を
上
れ
は
右
ニ
入
海
見
ゆ
、
五
六
丁
行
、

左
ニ
海
あ
り
、
島
々
多
く
見
え
山
間
へ
か
な
た
こ
な
た
よ
り
入
江
あ
り
、
景
よ
し
、
一
丁
計
行
、
右
海
目
ノ
下
ニ
見
ゆ
、
山
間
少
シ
計

也
、
山
の
せ
を
通
り
四
十
間
計
坂
を
下
り
一
丁
計
行
、
坂
を
上
る
、
凡
三
十
間
ほ
と
、
一
丁
計
行
、
又
小
坂
を
下
る
、
御
立
場
あ
り
、

村
水
桶
あ
り
御
休
、
此
所
を
さ
い
の
神
と
い
ふ
、
い
さ
ゝ
か
下
り
、
左
に
海
見
ゆ
、
間
な
く
坂
あ
り
、
上
り
五
十
間
計
、
右
高
き
山
の

峯
、
左
ハ
谷
深
き
を
、
右
の
山
ノ
腰
を
一
丁
計
ゆ
き
、
三
四
十
間
下
り
左
の
山
に
そ
ひ
五
六
丁
行
、
下
り
坂
あ
り
二
丁
計
、
左
右
田
、

三
丁
計
行
坂
を
上
り
や
か
て
下
り
、
左
入
江
の
辺
を
通
り
、
入
江
の
は
た
三
十
間
計
、
右
ハ
田
に
て
東
の
山
の
根
に
そ
ひ
ゆ
く
、
五
六

丁
行
、
左
の
少
シ
の
谷
間
に
御
休
所
あ
り
、
小
屋
を
し
つ
ら
へ
ま
く
を
は
り
、
毛
氈
な
と
敷
て
あ
り
、
此
所
を
長
そ
ね
と
い
ふ
、
一
丁

余
行
、
左
ノ
谷
間
に
入
て
上
る
、
二
丁
斗
、
峠
よ
り
一
丁
計
下
り
、
左
右
高
き
山
の
狭
き
所
を
行
、
与
良
郷
と
仁
位
郷
と
の
境
あ
り
、

境
よ
り
三
四
丁
行
、
右
高
き
所
に
小
き
宮
あ
り
、
小
橋
を
渡
、
和
坂
村
、
小
川
六
た
ひ
渡
り
左
右
山
也
、
川
端
に
御
立
場
あ
り
、
村
水

桶
あ
り
、
御
休
、
夫
よ
り
川
十
二
た
ひ
渡
、
内
村
四
所
あ
り
、
谷
間
を
左
へ
一
丁
計
い
り
け
わ
し
き
坂
を
上
り
、
一
丁
半
計
又
下
る
、

（
四
三
）
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城
主
の
上
屋
敷

険
し
き
所
多
し

鶏
知
村

大
船
越
村

堀
切
の
橋

大
か
た
山
間

尺
、
其
溝
の
右
の
水
辺
に
桜
を
植
続
け
た
り
、
左
右
共
家
中
屋
し
き
、
次
ニ
城
主
の
上
屋
敷
と
て
あ
り
、
古
を
上
屋
敷
と
唱
へ
又
ハ
館

と
よ
へ
り
、
南
岳
院
の
隣
り
な
る
を
城
と
よ
べ
り
、
門
前
ニ
家
老
并
家
中
等
大
勢
出
て
下
座
、
上
屋
敷
を
右
ニ
石
垣
の
下
を
通
り
、
間

な
く
川
端
に
出
た
り
、
川
を
右
ニ
見
て
六
七
丁
行
、
谷
二
つ
に
わ
か
れ
、
川
も
二
つ
に
わ
か
れ
た
り
、
此
辺
を
と
石
渕
と
い
ふ
、
此
川

ハ
上
屋
敷
の
東
を
流
れ
海
に
お
つ
、
左
の
谷
よ
り
出
る
川
の
小
橋
を
渡
り
川
を
右
に
見
、
次
第
に
上
る
、
岩
伝
ひ
落
る
水
の
さ
ま
佳
景

の
所
々
あ
り
、
府
中
ハ
湊
よ
り
此
辺
迄
東
西
ハ
山
高
く
、
南
よ
り
北
へ
谷
間
の
形
に
随
ひ
家
並
立
り
、
廿
四
五
丁
も
あ
ら
ん
、
東
西
ハ

四
五
丁
又
ハ
一
丁
余
の
所
も
あ
り
、
七
曲
り
峠
、
な
ゝ
ま
か
り
と
唱
へ
た
れ
と
、
五
十
曲
り
も
あ
ら
ん
、
左
の
高
き
山
の
腰
を
あ
や
か

け
に
道
を
つ
け
た
り
、
樹
木
し
け
れ
り
、
上
り
廿
丁
計
も
あ
ら
ん
、
険
し
き
所
多
し
、
上
り
は
て
ゝ
野
原
に
出
、
平
な
る
所
に
御
休
所

し
つ
ら
ひ
お
け
り
、
十
文
字
と
い
へ
る
所
也
、
此
所
南
宝
村
、
高
麗
村
、
妙
村
入
会
地
之
由
、
小
屋
三
軒
造
り
あ
り
、
こ
ゝ
に
至
り
し

頃
、
風
雨
の
強
き
事
言
語
に
述
か
た
し
、
小
屋
の
内
も
外
も
替
り
し
事
な
し
、
六
七
間
前
後
は
見
え
兼
る
雲
雨
也
、
上
り
下
り
凡
三
十

丁
計
、
十
丁
計
ハ
上
り
下
り
也
、
此
辺
眺
望
至
て
よ
し
と
な
ん
、
廿
丁
計
ハ
下
り
也
、
並
木
め
き
た
る
所
も
あ
り
、
左
右
深
谷
、
此
下

り
坂
を
亀
坂
と
い
ふ
、
十
文
字
よ
り
三
十
丁
計
行
御
立
場
あ
り
、
小
屋
も
な
し
、
山
水
桶
あ
り
、
大
雨
ニ
付
暫
し
立
て
息
を
つ
き
し
ま
ゝ

に
て
行
、
又
下
り
七
八
丁
計
、
い
と
狭
き
谷
に
を
り
た
り
、
い
さ
ゝ
か
行
ば
右
ニ
田
あ
り
、
左
の
山
に
そ
ひ
、
又
ハ
谷
間
の
溝
に
そ
ひ
、

左
右
に
田
地
を
見
て
行
、
此
辺
両
山
の
間
田
場
凡
一
丁
計
也
、
鶏
知
村
の
人
家
所
々
に
有
、
け
ち
村
の
入
口
御
立
場
あ
り
御
休
な
し
、

小
川
の
橋
を
渡
り
、
道
よ
り
廿
間
余
左
、
吉
野
伝
三
郎
方
ニ
而
弁
当
、
谷
間
通
り
此
所
迄
十
丁
余
、
鶏
知
村
、
人
家
五
十
軒
余
、
伝
三

郎
宅
を
出
て
一
丁
余
行
、
左
の
山
と
山
の
間
へ
転
し
山
の
か
た
そ
は
左
ニ
田
を
見
て
行
、
此
所
帰
路
の
道
と
岐
路
あ
り
、
右
へ
行
、
十

丁
余
行
、
右
谷
間
、
畑
な
と
あ
る
所
を
行
、
左
右
山
高
く
細
き
谷
間
へ
三
十
丁
計
行
、
椎
坂
と
て
有
、
上
下
二
丁
計
坂
ノ
上
御
立
場
あ

り
御
休
な
し
、
椎
坂
よ
り
さ
き
坂
二
□
あ
り
、
上
下
二
三
丁
、
険
し
、
堀
切
ノ
橋
、
橋
十
五
六
間
、
平
生
ハ
舟
渡
の
よ
し
、
巡
見
ニ
付

あ
ら
た
に
仮
橋
を
造
り
た
る
よ
し
、
延
宝
中
ニ
領
主
の
存
寄
を
以
て
、
堀
切
た
れ
は
今
も
ほ
り
き
り
と
唱
ふ
と
な
ん
、
橋
よ
り
右
ハ
一

丁
計
に
て
大
海
也
、
海
岸
左
右
岩
山
に
て
古
松
繁
り
、
宮
も
有
へ
く
思
□
□
左
ハ
入
江
也
、
さ
れ
と
此
所
よ
り
一
里
計
ハ
格
別
広
か
ら

す
と
語
れ
り
、
橋
を
わ
た
り
左
ニ
御
休
所
し
つ
ら
ひ
お
け
り
、
小
屋
二
三
軒
、
幕
な
と
打
廻
し
あ
り
、
売
菓
子
と
有
、
御
休
、
大
船
越

村
、
堀
切
の
橋
を
渡
り
一
丁
計
行
、
左
ニ
大
船
越
村
を
見
、
船
越
村
ハ
水
辺
に
並
ひ
つ
ゝ
け
り
、
ま
づ
し
き
家
也
、
右
の
山
に
そ
ひ
い

さ
ゝ
か
上
り
五
六
丁
ゆ
き
坂
あ
り
、
坂
ノ
上
御
立
場
あ
り
、
御
休
な
し
、
上
り
二
丁
余
の
坂
也
、
山
の
せ
通
り
を
行
、
左
所
々
山
間
に

入
江
見
へ
、
右
に
も
入
江
見
ゆ
、
入
江
の
辺
に
人
家
見
ゆ
、
く
す
ぼ
村
と
い
ふ
よ
し
、
山
上
十
丁
余
行
、
坂
を
下
り
海
辺
に
い
づ
、
わ

づ
か
畑
あ
る
所
十
間
計
に
て
又
上
る
、
少
し
つ
ゝ
上
下
い
く
た
ひ
と
な
く
谷
底
迄
下
る
所
も
あ
り
、
大
か
た
ハ
山
の
背
を
通
り
行
也
、

所
々
左
右
に
入
海
見
ゆ
、
右
ハ
大
海
に
近
し
、
島
も
あ
り
、
府
中
よ
り
鶏
知
村
迄
二
里
廿
弐
丁
半
、
府
中
を
過
れ
は
七
曲
峠
、
亀
坂
な

と
に
て
鶏
知
村
近
く
谷
間
平
地
十
丁
余
、
鶏
知
村
よ
り
大
船
越
村
ま
で
一
里
十
丁
、
坂
も
三
つ
あ
り
、
近
く
覚
ゆ
、
大
か
た
山
間
也
、

（
四
二
）
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朝
鮮
信
使

　
　
以
酊
庵

林
木
う
る
は
し
さ

対
馬
守
殿
使
者

朝
鮮
書
契

以
酊
庵
由
緒

閏
四
月
廿
三
日

に
国
分
寺
見
ゆ
る
、
是
文
化
度
朝
鮮
信
使
を
御
請
被
遊
候
所
也
、
本
堂
額
大
き
く
高
く
見
ゆ
、
地
形
ハ
町
よ
り
少
し
高
し
、
南
ハ
以
酊

庵
ニ
隣
り
、
北
ハ
一
丁
余
を
隔
て
城
也
、
城
ハ
谷
間
に
て
南
岳
院
よ
り
低
し
、
櫓
な
と
見
ゆ
、
東
一
方
ひ
ら
け
て
三
方
高
き
山
也
、
そ

か
中
に
西
よ
り
北
か
け
い
と
高
し
、
有
明
山
ハ
西
ニ
当
ル
、
城
中
も
古
木
繁
り
三
方
の
山
ハ
古
松
し
げ
り
、
林
木
う
る
は
し
さ
画
も
及

ひ
か
た
き
迄
也
、
以
酊
庵
ハ
前
ハ
石
垣
二
丈
余
高
く
築
立
、
府
中
の
町
眼
下
に
見
お
ろ
さ
る
ゝ
也
、
境
内
至
て
狭
く
普
請
美
麗
に
あ
ら

す
、
今
日
来
り
し
人
、
松
平
肥
前
守
殿
付
添
原
口
弥
左
衛
門
・
本
吉
治
部
右
衛
門
・
田
代
道
碩
・
納
富
松
入
、
小
笠
原
佐
渡
守
殿
付
添

村
田
与
一
右
衛
門
・
金
藤
六
左
衛
門
・
倉
持
求
甫
・
長
尾
良
育
、
宗
対
馬
守
殿
付
添
乾
一
郎
兵
衛
・
幾
度
小
四
郎
、
人
馬
下
知
役
早
田

安
賀
之
助
、
人
馬
役
小
田
喜
一
、
米
田
惣
之
助
、
対
馬
守
殿
使
者
樋
口
源
左
衛
門
、
右
京
太
夫
殿
使
者
樋
口
監
物
、
家
老
杉
村
右
馬
之

助
、
中
老
格
多
田
采
男
、
医
師
妻
瀬
正
斎
、
以
酊
庵
等
也

以
酊
庵
の
手
札

朝
鮮
書
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
蒙
仰
当
地

　
　
　
　
　
　
京
東
福
寺

　

以
酊
庵
へ
被
下
居
候

　
　
　
　
　
　
航
長
老

以
酊
庵
由
緒

対
馬
国
与
良
郷
府
中
以
酊
庵
、
往
古
は
当
国
よ
り
住
職
候
所
、
当
国
之
家
老
柳（

柳
川
）原

豊
前
朝
鮮
国
之
内
何
之
筋
有
之
、
御
不
審
を
蒙
り
流

罪
被
仰
付
、
以
酊
庵
も
同
罪
ニ
被
仰
付
之
、
其
後
寛
永
十
年
大
猷
院
様
御
代
深
思
召
を
以
、
京
都
五
山
よ
り
輪
番
被
仰
付
、
朝
鮮
之
書

簡
掛
り
相
勤
候
由
、
朝
鮮
図
書
簡
到
着
之
節
、
封
之
ま
ゝ
以
酊
庵
え
請
取
、
開
封
之
上
国
主
え
相
渡
候
由
、
又
此
方
御
用
向
、
国
主
よ

り
被
申
聞
候
趣
を
、
以
酊
庵
ニ
て
取
調
差
出
候
由
、
当
所
は
御
目
付
と
申
も
無
之
ニ
付
、
朝
鮮
国
并
当
国
之
政
務
等
之
儀
、
品
ニ
よ
り

老
中
え
直
々
及
言
上
候
由
、
国
主
よ
り
百
石
給
候
由
、
此
以
酊
庵
、
宗
家
取
扱
之
儀
家
老
よ
り
手
重
の
之
由
、
今
日
、
中
老
多
田
采
男

と
玄
関
ニ
て
出
会
候
得
共
、
采
男
方
ニ
て
上
席
ヲ
譲
候

廿
三
日

夜
あ
け
し
は
し
あ
り
て
雨
ふ
り
出
、
辰
時
や
み
し
か
、
又
ふ
り
出
て
時
々
よ
わ
り
し
時
ハ
あ
れ
と
、
終
日
い
と
甚
し
、
辰
よ
り
東
北
風

ふ
き
出
て
い
と
烈
し
、
風
雨
共
強
弱
の
時
ハ
あ
れ
と
甚
し
き
時
ハ
歩
行
な
り
兼
る
計
也
、
辰
上
刻
曽
我
様
・
近
藤
様
と
御
同
道
南
岳
院

ニ
て
御
待
合
以
酊
庵
え
御
出
、
辰
下
刻
御
出
立
、
南
岳
院
よ
り
下
り
番
所
前
よ
り
左
の
方
、
町
を
通
り
橋
を
渡
り
、
左
右
家
中
町
、
家

老
中
な
と
多
く
居
宅
広
く
構
へ
た
る
多
し
、
左
八
幡
宮
、
道
は
た
に
石
鳥
居
あ
り
頗
大
き
也
、
八
幡
宮
と
額
あ
り
、
宮
ハ
道
よ
り
一
丁

計
山
に
そ
ひ
、
少
シ
高
き
所
に
あ
り
、
小
橋
三
ツ
渡
り
、
左
右
同
し
く
家
中
宅
也
、
□
よ
り
□
□
、
道
の
真
中
を
水
流
れ
、
は
ゞ
八
九

（
四
一
）
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大
概
赤
土

領
主
の
勧
農

閏
四
月
廿
一
日

鍋
島
家

小
笠
原
家

　
　
対
州
家

松
浦
家

　
　
群
集

着
舟

　
　
府
中
浦

閏
四
月
廿
二
日

御
本
陣
南
岳
院

勝
本
迄
の
間
大
概
赤
土
也
、
壱
岐
国
ハ
南
ノ
方
海
辺
よ
り
勝
本
ニ
至
迄
目
路
の
か
き
り
大
か
た
畑
に
な
し
た
り
、
高
き
山
と
い
へ
と

七
八
分
迄
ハ
畑
な
り
、
田
ハ
す
く
な
き
や
う
也
、
山
林
を
畑
に
な
し
た
る
精
功
ハ
他
国
に
す
く
れ
し
事
、
称
す
る
に
あ
ま
れ
り
、
領
主

の
勧
農
思
ひ
知
れ
た
り

廿
一
日

朝
よ
り
快
晴
、
申
よ
り
い
さ
ゝ
か
く
も
る
よ
う
な
れ
と
、
大
海
中
の
し
ほ
煙
り
に
や
、
朝
よ
り
西
南
風
よ
き
程
に
吹
し
か
、
午
よ
り
酉

ノ
方
ニ
風
ま
は
り
夕
か
た
や
み
た
り
、
未
明
よ
り
お
き
出
て
支
度
す
、
六
ツ
半
時
頃
、
鍋
島
家
付
廻
り
原
口
弥
左
衛
門
、
船
奉
行
本
吉

治
部
右
衛
門
来
て
、
今
日
も
順
風
ニ
無
之
出
船
無
覚
束
旨
申
聞
候
、
然
所
、
今
日
は
快
晴
ニ
も
有
之
、
既
ニ
乗
舟
之
心
組
、
夫
々
支
度

致
居
候
間
、
真
向
之
逆
風
ニ
も
無
之
候
ハ
ヽ
出
船
頼
入
度
旨
申
談
候
所
、
右
様
迄
被
思
召
立
候
義
ニ
候
ハ
ヽ
、
是
非
出
船
可
申
付
候
、

乍
去
天
気
風
向
共
見
分
兼
候
間
、
様
子
次
第
海
中
よ
り
漕
戻
ニ
可
相
成
哉
も
難
計
旨
申
聞
候
、
出
帆
之
上
模
様
次
第
乗
戻
候
共
少
も
不

苦
候
間
、
早
速
乗
舟
可
致
旨
懸
合
致
し
、
其
段
近
藤
様
等
え
も
文
通
致
ス
、
右
様
押
て
出
船
懸
合
候
所
、
追
々
風
も
宜
敷
、
夜
分
迄
ニ

渡
海
候
事
、
鍋
島
家
之
も
の
共
一
同
感
服
仕
候
旨
、
明
日
申
聞
候
也
、
五
ツ
半
時
、
御
三
方
様
御
乗
船
、
鍋
島
家
、
小
笠
原
家
、
対
州

家
、
松
浦
家
等
よ
り
付
廻
役
人
并
医
師
等
参
ル
、
出
船
之
節
、
山
々
海
辺
一
面
に
見
物
之
も
の
群
集
、
龍
ノ
島
を
出
は
な
れ
帆
を
あ
け

間
な
く
対
州
の
高
山
雲
か
と
思
ふ
は
か
り
幽
に
見
ゆ
、
四
五
里
出
し
よ
り
次
第
に
山
嶽
の
さ
ま
分
明
に
見
え
行
也
、
海
中
に
て
見
れ
は

国
の
南
北
短
く
見
ゆ
、
か
つ
東
ノ
方
は
な
れ
島
所
々
見
ゆ
、
さ
ら
に
対
州
近
く
成
行
に
随
ひ
、
島
に
ハ
あ
ら
て
続
き
た
つ
国
内
に
し
ら

る
ゝ
也
、
島
と
見
え
し
ハ
高
き
山
々
也
、
海
と
見
え
し
ハ
低
き
所
也
、
海
よ
り
見
れ
は
西
南
の
方
山
高
く
、
東
北
ノ
方
山
低
く
見
ゆ
る

也
、
昨
日
若
宮
島
に
て
当
国
戌
亥
に
見
し
か
、
東
北
の
方
低
き
方
ハ
見
へ
ね
は
、
北
ニ
当
る
な
る
べ
し
、
壱
岐
に
て
見
ゆ
る
所
ハ
西
南

ノ
方
に
て
国
ノ
四
分
計
也
、
此
事
壱
岐
人
な
と
も
心
付
て
咄
す
も
の
も
な
か
り
し
が
、
決
し
て
相
違
ハ
あ
ら
じ
、
海
中
よ
り
当
国
遠
望

の
図
あ
り
、
見
る
べ
し
、
対
州
よ
り
十
里
計
沖
に
て
見
し
所
也
、
対
州
へ
七
八
里
近
く
な
り
日
暮
た
り
、
風
あ
し
く
夕
暮
よ
り
こ
き
舟

ニ
て
行
、
夜
ノ
九
ツ
下
刻
、
府
中
浦
ニ
着
舟
、
八
ツ
半
時
御
上
陸
、
本
陣
に
至
り
、
彼
是
す
る
ほ
と
は
や
夜
明
た
り
、
府
中
浦
ハ
南
よ

り
十
丁
余
深
く
い
り
、
南
山
高
く
、
岩
石
樹
木
其
さ
ま
い
と
う
る
は
し
、
夜
分
な
れ
は
分
明
な
ら
す
、
帰
路
の
時
を
期
ス
、
此
湊
の
さ

ま
図
し
た
れ
は
見
へ
し

廿
二
日

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
南
風
吹
た
れ
と
強
か
ら
ず
、
未
時
や
む
、
暁
近
く
御
着
な
れ
は
枕
と
る
ひ
ま

な
し
、
早
朝
よ
り
使
者
多
く
来
た
り
、
御
本
陣
南
岳
院
ハ
東
に
向
ひ
、
い
と
高
く
城
下
町
目
下
に
見
お
ろ
さ
る
ゝ
也
、
真
向
ひ
の
山
下

（
四
〇
）

西南学院大学博物館 研究紀要 第５号

75



閏
四
月
廿
日

壱
岐

勝
本
浦
　
　
田
多
し

【
表
紙
】

（
※
閏
四
月
十
日
以
降
の
日
付
は
廿
日
の
後
半
よ
り
始
ま
る
。
呼
子
〜
壱
岐
の
巡
見
部
分
は
欠
損
。
製
本
す
る
時
、
す
で
に
そ
の
間
の

記
事
を
記
し
た
部
分
は
紛
失
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）

所
也
、
出
さ
き
よ
り
少
シ
奥
へ
い
り
魚
釣
山
あ
り
、
頂
に
松
林
あ
り
て
黒
く
見
ゆ
、
竹
ノ
辻
に
次
た
る
当
国
の
高
山
也
と
語
れ
と
、
さ

の
ミ
高
か
ら
す
、
を
ろ
島
　
卯
辰
、
五
島
　
西
、
大
ふ
た
か
み
　
酉
、
こ
ふ
た
か
み
　
戌
、
お
ぼ
の
は
な
　
酉
、
本
宮
の
は
な
　
申
、

壱
岐
ハ
長
島
、
大
島
又
ハ
沖
の
島
と
云
、
は
る
島
と
三
島
あ
り
、
い
つ
れ
も
人
家
又
ハ
畑
な
と
あ
り
、
外
ニ
ヒ
ラ
島
、
ツ
ク
エ
島
と
て

小
島
二
ツ
三
ツ
あ
り
、
高
サ
六
七
尺
よ
り
一
丈
迄
の
島
也
、
人
家
樹
木
も
な
し
、
冬
の
浪
高
き
頃
ハ
島
の
上
を
浪
う
ち
越
と
語
れ
り
、

は
る
島
よ
り
沖
ノ
方
ニ
有
、
武
生
水
村
よ
り
勝
本
浦
迄
の
内
、
物
部
村
よ
り
布
気
村
ま
で
ハ
見
渡
す
所
田
多
し
、
畑
ハ
勿
論
な
り
、
布

気
村
よ
り
ハ
左
右
松
林
の
ミ
に
て
田
畑
ハ
遠
し
、
可
須
村
よ
り
ハ
畑
多
し
、
呼
子
よ
り
渡
り
し
時
見
通
し
浜
辺
の
畑
、
郷
ノ
浦
よ
り
勝

本
ま
で
之
道
筋
ハ
国ク

ニ
ナ
カ中
と
よ
べ
ど
、
左
ノ
方
海
へ
近
し
、
出
さ
き
ハ
あ
れ
ど
廿
丁
位
に
て
海
也
、
西
ノ
方
ニ
よ
り
た
り
、
武
生
水
よ
り

自
肥
前
呼
子

至
五
島
福
江

〔
西
海
道
日
記
　
三
〕

（
三
九
）
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閏
四
月
八
日

風
あ
し
く

鯨
を
と
る
道
具

八
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
い
さ
ゝ
か
日
か
け
み
え
し
か
、
ま
な
く
陰
り
た
り
、
午
よ
り
は
れ
、
未
上
刻
よ
り
天
気
よ
し
、
朝
よ
り
西
風
ふ

く
、
は
け
し
か
ら
す
、
今
夕
に
も
乗
込
べ
し
と
て
荷
物
積
入
し
か
、
八
ツ
時
頃
ニ
至
り
、
沖
あ
ひ
あ
し
く
と
て
断
り
あ
り
け
れ
は
乗
ず

九
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
よ
り
晴
た
れ
と
時
々
く
も
り
、
朝
よ
り
西
北
風
吹
て
や
ま
す
、
昼
よ
り
夜
か
け
い
と
冷
気
也
、
今
日
も
風
あ
し
く

と
て
船
出
さ
す
、
午
下
刻
鯨
を
と
る
道
具
を
取
よ
せ
、
御
覧
あ
り
、
其
く
し
ら
と
る
さ
ま
を
尋
ね
し
に
、
其
事
実
別
に
書
つ
め
置
べ
き

よ
し
、
和
田
氏
の
申
さ
る
に
つ
き
、
一
小
冊
を
書
集
め
た
り

十
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
西
南
風
ふ
く
、
つ
よ
か
ら
す
、
今
日
も
冷
気
な
り
き

（
三
八
）
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畑
多
し

佐
志
村

　
　
田
畑
広
し

い
と
険
し

　
　

馬
部
村

朝
鮮
征
伐

谷
間
に
田
地

打
上
村

名
古
屋
の
城
山

　
　
呼
子
浦

町
い
と
狭
し

閏
四
月
七
日

い
み
日
　
　
滞
留

ツ
見
ゆ
、
物
見
な
と
に
や
、
海
へ
さ
し
出
た
る
石
垣
の
さ
ま
、
城
主
に
も
似
す
、
広
大
也
、
船
を
上
れ
は
御
立
場
あ
り
、
幕
引
ま
わ
し

あ
り
、
御
三
方
御
待
合
の
う
へ
順
々
御
出
立
、
新
堀
町
、
大
石
町
、
魚
屋
町
、
京
町
、
此
町
よ
り
見
付
を
入
、
中
町
、
刀
町
、
新
町
、

右
は
城
下
通
り
筋
の
町
名
也
、
名
古
屋
口
の
見
付
を
出
て
唐
津
枝
郷
、
此
枝
郷
左
右
ニ
家
い
さ
ゝ
か
あ
れ
と
至
て
貧
し
、
畑
多
し
む
き

を
植
、
双
子
、
人
家
少
シ
あ
り
、
右
ハ
海
辺
也
、
松
長
く
続
き
並
木
の
や
う
ニ
見
ゆ
、
道
よ
り
二
三
丁
隔
り
た
り
、
左
へ
一
転
し
、
中

山
峠
ニ
上
る
、
坂
の
中
程
迄
ハ
田
ニ
な
し
た
り
、
中
山
峠
、
上
り
七
八
丁
計
、
下
り
八
九
丁
も
あ
ら
ん
、
山
間
を
下
る
也
、
険
し
か
ら

す
、
佐
志
村
、
右
ハ
山
近
く
、
左
ハ
田
畑
広
し
、
村
の
中
程
ニ
御
休
所
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
御
昼
食
、
領
主
よ
り
幕
□
□
回
し
も
ふ
け
お

け
り
、
浜
崎
よ
り
此
所
迄
二
里
十
三
丁
、
此
所
よ
り
呼
子
迄
二
里
十
八
丁
、
佐
志
村
の
出
は
な
れ
右
ニ
並
木
の
広
き
道
あ
り
、
さ
し
の

本
村
并
と
う
ぼ
う
村
な
と
へ
行
道
の
よ
し
、
ま
へ
坂
峠
の
中
段
よ
り
小
家
数
百
目
下
ニ
見
ゆ
、
こ
れ
さ
し
の
本
郷
の
よ
し
、
あ
ら
ひ
ら

峠
、
一
名
ま
へ
坂
□
□
、
さ
し
村
よ
り
田
地
一
丁
計
を
過
、
坂
を
上
る
也
、
上
り
五
六
丁
い
と
険
し
、
上
り
は
て
ゝ
御
休
所
あ
り
、

馬マ
ノ
ハ
マ
リ部
村
、
前
坂
峠
を
上
り
て
よ
り
平
地
、
畑
多
し
、
ま
の
は
ま
り
よ
り
し
や
う
ふ
村
も
い
は
ゝ
山
の
上
也
、
地
形
尤
高
し
、
さ
れ
ど

畑
ハ
勿
論
田
も
あ
り
、
此
辺
平
地
、
文
禄
中
朝
鮮
征
伐
の
時
、
軍
馬
揃
有
し
所
也
と
い
ふ
、
馬
部
村
ハ
名
古
屋
の
わ
か
れ
道
あ
り
、
左

へ
行
也
、
名
こ
や
道
は
い
さ
ゝ
か
高
し
、
此
所
よ
り
呼
子
迄
一
里
廿
九
丁
、
名
古
屋
迄
一
里
廿
三
丁
、
高コ

ウ
ノ野
村
、
大
久
保
村
、
菖シ
ャ
ウ
ブ蒲
村
、

此
村
々
人
家
ま
は
ら
に
有
て
い
さ
ゝ
か
高
下
あ
る
の
み
に
て
、
記
す
べ
き
程
の
事
も
な
し
、
谷
間
に
田
地
み
ゆ
、
ま
る
の
峠
、
下
り

三
四
丁
も
あ
ら
ん
、
一
丁
余
田
地
の
谷
間
を
通
り
、
さ
く
た
峠
、
二
丁
計
上
り
也
、
険
し
か
ら
す
、
赤
土
の
坂
也
、
打ウ

チ

上ア
ゲ

村
、
谷
間
め

き
た
り
、
人
家
少
々
有
、
□
高
き
所
に
御
休
所
あ
り
、
此
所
よ
り
呼
子
迄
廿
八
丁
、
三
四
丁
行
ば
横
竹
村
也
、
横
竹
村
、
横
竹
村
を
過

て
少
し
田
の
あ
る
所
を
通
り
、
畑
中
を
通
り
呼
子
ニ
下
る
な
り
、
呼
子
の
下
り
坂
屈
曲
し
て
い
と
険
し
、
坂
の
上
よ
り
か
べ
島
の
内
、

片
島
ハ
人
家
呼
子
の
向
ひ
に
見
ゆ
、
此
所
に
て
ハ
か
へ
島
地
続
き
の
や
う
也
、
名
古
屋
の
城
山
な
と
も
見
ゆ
、
松
浦
郡
呼
子
浦
、
小
笠

原
佐
渡
守
殿
領
分
、
高
三
百
一
石
、
家
数
四
百
廿
九
軒
、
呼
子
町
中
町
、
御
本
陣
庄
屋
啓
右
衛
門
宅
、
仮
亭
主
芳
蔵
、
呼
子
浦
ハ
申
酉

ハ
海
岸
に
て
丑
寅
卯
ハ
皆
山
也
、
町
ハ
巳
午
よ
り
亥
子
に
立
続
き
□
□
、
町
い
と
狭
し
、
そ
か
中
に
も
少
シ
□
□
□
□
位
の
所
あ
り
、

□
□
中
程
右
ニ
天
満
宮
の
社
あ
り
、
町
よ
り
右
高
き
所
に
呼
子
権
現
の
祠
あ
り
、
両
社
と
も
大
木
の
松
あ
り
、
社
地
も
隣
れ
り
、
鳥
居

に
日
の
丸
の
額
あ
り
、
右
お
な
し
続
き
高
き
所
に
浄
土
宗
西
念
寺
あ
り
、
啓
右
衛
門
宅
ハ
左
側
波
戸
場
の
右
也
、
海
に
臨
め
り
、
座
敷

の
縁
よ
り
海
上
眼
下
に
見
え
、
好
景
至
極
の
旅
館
也

　
　
七
日

朝
間
く
も
り
、
巳
上
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
□
頻
に
ふ
り
し
が
、
未
時
し
は
し
や
み
、
ゆ
ふ
暮
よ
り
雨
ふ
り
夜
半
や
む
、
巳
よ
り
東
風
吹

し
か
、
夕
く
れ
や
ミ
た
り
、
今
日
ハ
船
人
の
い
み
日
也
と
て
、
舟
出
せ
ぬ
積
り
な
り
し
に
、
ま
し
て
雨
ふ
り
出
け
れ
は
滞
留

（
三
七
）
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浮
嶽
山

鹿
家
村

国
境

虹
の
松
原

　
　
眺
望
美
景

終
日
見
ま
ほ
し
き

浜
崎
村

対
州
領

閏
四
月
六
日

唐
津
道

両
家
の
役
人

鏡
大
明
神

群
書
類
従

人
家
よ
か
ら
す
　
　
唐
津
の
城

怡
土
郡
吉
井
村
の
内
也
と
、
浮
嶽
山
久
安
寺
ハ
聖
武
帝
の
御
祈
願
所
、
怡
土
郡
十
坊
七
ヶ
寺
の
内
、
天
正
年
中
破
却
せ
ら
る
、
今
ハ
枝

郷
の
小
名
ニ
相
成
、
十
坊
の
内
清
水
坊
、
浮
嶽
山
の
麓
ニ
有
之
、
白
山
権
現
の
山
伏
ニ
て
差
配
之
、
此
辺
第
一
の
高
山
、
峠
、
右
愛
宕

の
小
宮
あ
り
、
左
鹿
家
村
と
の
境
の
由
杭
あ
り
、
□
□
は
鹿
家
村
也
、
谷
間
の
村
に
て
北
ノ
方
海
近
し
、
左
へ
転
し
右
へ
険
し
□
坂

二
三
丁
上
る
、
せ
と
坂
と
い
ふ
、
是
鹿
家
村
の
地
也
、
此
所
よ
り
左
り
、
高
き
山
の
半
腹
を
、
右
は
海
を
見
て
七
八
丁
行
て
海
辺
に
下

る
也
、
下
り
さ
ま
、
左
例
の
御
立
場
あ
り
、
御
休
、
古
ハ
鹿
家
村
の
内
長
須
隈
と
い
ふ
所
之
由
、
東
海
道
の
さ
つ
た
峠
の
さ
ま
に
ほ
ゞ

似
足
り
、
海
よ
り
四
五
丈
も
高
か
ら
ん
、
海
浜
を
一
丁
余
行
て
又
坂
を
上
る
、
是
を
つ
ゝ
み
石
峠
と
い
ふ
、
こ
の
峠
の
上
り
口
の
浜
ノ

際
に
、
つ
ゝ
み
石
と
て
石
を
か
さ
ね
た
る
上
に
大
き
な
る
石
あ
る
を
い
ふ
、
左
ノ
方
、
山
の
ふ
と
こ
ろ
を
段
々
に
田
畑
に
開
き
た
る
が

水
の
流
れ
を
こ
た
に
川
と
い
ふ
、
つ
ゝ
み
石
さ
し
て
落
る
也
、
是
筑
前
国
怡
土
郡
、
肥
前
国
松
浦
郡
と
の
国
境
也
、
ま
へ
の
せ
と
坂
よ

り
此
坂
迄
の
間
姫
島
、
高
島
、
大
島
な
と
始
め
島
々
、
ひ
れ
ふ
る
や
ま
、
唐
津
ノ
城
、
虹
の
松
原
な
と
遠
く
近
く
見
え
、
眺
望
美
景
、

言
語
に
堪
た
り
、
こ
な
ひ
の
旅
行
過
日
迄
に
い
か
ば
か
り
の
景
色
を
み
す
、
終
日
見
ま
ほ
し
き
地
景
也
、
つ
ゝ
み
石
峠
を
下
り
左
に
そ

ひ
廻
り
、
渕
上
村
に
出
て
玉
島
川
を
渡
る
、
渕
村
ハ
通
り
道
に
家
四
五
軒
あ
り
、
本
村
ハ
左
の
川
上
に
見
ゆ
、
玉
島
川
ハ
い
は
ゆ
る
松

浦
川
也
、
川
よ
り
二
丁
計
行
は
浜
崎
村
の
入
口
也
、
浜
崎
村
、
対
州
領
、
肥
前
国
松
浦
郡
、
高
七
百
八
拾
九
石
一
斗
六
升
、
家
数
百
廿

五
軒
、
浜
崎
浦
、
同
、
高
四
百
五
拾
三
石
六
斗
六
升
、
家
数
百
五
拾
一
軒
、
御
本
陣
常
吉
籐
右
衛
門
泊
、
曽
我
様
、
専
六
、
近
藤
様
、

江
口
万
太
郎
、
対
州
領
、
筑
前
国
怡
土
郡
に
八
ヶ
村
、
肥
前
国
松
浦
郡
十
一
村
、
都
合
十
九
ヶ
村
、
高
一
万
六
千
石
、
対
州
御
手
当
地

六
日

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
い
よ
〳
〵
暑
か
り
し
か
、
未
下
刻
よ
り
い
さ
ゝ
く
も
り
た
り
、
西
風
終
日
ふ
き
た
れ
と
強
か
ら
す
、
浜
崎
村
よ
り

呼
子
浦
ま
で
四
里
三
十
一
丁
、
辰
上
刻
浜
崎
村
を
出
立
也
、
村
の
中
程
右
諏
訪
社
あ
り
、
村
を
出
て
分
レ
道
有
、
真
直
に
行
は
長
崎
道

也
、
此
村
よ
り
三
十
六
里
、
右
へ
曲
り
行
は
唐
津
道
也
、
浜
崎
村
よ
り
水
島
村
迄
一
里
余
の
松
原
を
虹
の
松
原
と
い
ふ
、
廿
丁
余
行
、

対
州
領
と
唐
津
領
の
境
あ
り
、
両
家
の
役
人
待
居
た
り
、
比
礼
振
山
、
領
分
境
の
辺
よ
り
十
丁
計
左
ニ
見
ゆ
、
南
ノ
方
也
、
東
西
に
長

き
山
也
、
長
し
と
い
へ
と
丸
さ
ま
の
い
さ
ゝ
か
西
東
へ
長
き
に
て
、
頂
よ
り
少
シ
さ
か
り
松
二
所
は
か
り
有
て
、
青
ミ
わ
た
り
た
る
芝

山
に
見
や
ら
る
ゝ
也
、
高
さ
二
丁
ハ
有
ま
し
く
思
は
る
、
う
し
ろ
の
山
よ
ほ
と
高
し
、
は
な
れ
山
也
、
鏡
社
、
鏡
大
明
神
と
て
此
比
礼

振
山
の
西
の
麓
ニ
在
す
よ
し
、
本
社
神
功
皇
后
、
二
ノ
宮
廣
嗣
を
祭
れ
る
よ
し
、
鏡
宮
の
本
縁
ハ
、
塙
氏
の
群
書
類
従
の
神
祇
部
に
入

た
る
漢
文
の
縁
起
、
い
と
〳
〵
め
て
た
く
廣
嗣
の
上
書
の
文
ハ
尊
□
感
服
す
べ
き
文
意
也
、
今
思
ひ
出
る
ま
ゝ
に
記
せ
り
、
こ
の
ひ
れ

振
山
ハ
唐
津
領
也
、
水
島
、
唐
津
の
入
江
を
隔
た
る
計
也
、
人
家
よ
か
ら
す
、
此
入
江
五
丁
と
い
へ
ど
近
き
や
う
也
、
船
中
よ
り
唐
津

の
城
の
石
垣
近
く
見
ゆ
、
一
丁
余
も
隔
り
た
ら
ん
、
寅
卯
の
方
海
へ
さ
し
い
て
木
し
け
り
、
い
と
高
き
所
の
木
の
ま
よ
り
屋
根
二
ツ
三

（
三
六
）
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前
原
村

神
在
村

深
江
村

実
入
至
て
よ
し

閏
四
月
五
日

深
江
村
を
出
立

姫
島

大
入
村

高
浪
の
音
の
み

吉
井
村

志
摩
郡
、
此
村
も
田
畑
の
中
也
、
高
田
を
出
て
一
丁
計
に
て
池
田
川
、
十
間
計
の
板
橋
あ
り
、
池
田
の
居
村
ハ
通
り
道
に
あ
ら
す
、
左

御
立
場
あ
り
、
御
休
、
潤ウ

ル
ウ

村
、
浦ウ
ラ

志シ

村
、
此
両
村
も
田
畑
の
中
に
あ
り
、
赤
土
也
、
前
原
村
、
宿
駅
な
れ
ど
め
た
つ
家
も
な
し
、
家

数
七
八
十
軒
有
と
、
問
屋
場
な
と
も
あ
り
、
姪
浜
よ
り
前
原
迄
三
里
、
御
立
場
あ
り
、
御
休
、
此
辺
右
ニ
高
き
山
あ
り
、
加カ

ヤ
サ
ン

也
山
と
て

あ
り
高
き
山
也
、
一
名
親
山
と
い
ふ
と
し
、
荻
ノ
浦
、
荻
ノ
浦
も
通
り
道
に
家
少
々
あ
り
、
た
け
川
と
て
小
川
あ
り
、
橋
を
渡
せ
り
、

此
所
黒
田
家
と
奥
平
家
の
領
分
境
也
、
黒
田
家
ハ
石
、
奥
平
家
ハ
木
に
て
い
と
大
き
く
□
シ
あ
り
、
怡
土
郡
と
志
摩
郡
の
□
□
、
神カ

ミ
ア
リ在

村
、
本
村
に
ハ
あ
ら
す
、
村
ノ
入
口
右
ニ
御
立
場
あ
り
、
御
休
、
領
分
境
よ
り
五
丁
計
奥
平
家
領
也
、
か
み
在
村
を
出
て
、
一
丁
余
行
、

橋
を
わ
た
り
小
川
に
添
て
左
の
堤
を
上
り
行
也
、
田
中
村
、
浜
窪
村
な
と
居
村
を
通
る
、
田
畑
の
中
を
二
十
丁
計
行
、
三
四
間
余
の
土

橋
、
六
間
計
の
石
橋
を
渡
り
深
江
に
入
也
、
此
橋
の
辺
迄
入
江
也
、
今
日
の
行
程
、
姪
浜
よ
り
深
江
村
迄
、
田
地
大
か
た
田
麦
又
ハ
菜

種
也
、
い
つ
れ
も
実
入
至
て
よ
し
、
福
岡
辺
よ
り
深
江
辺
ま
て
海
辺
弐
里
、
一
里
、
又
半
道
く
ら
ひ
は
な
れ
、
高
山
一
つ
ゝ
き
に
そ
ひ

へ
見
ゆ
、
屏
風
を
立
た
る
如
し
と
も
い
ふ
べ
し
、
深
江
村
、
怡
土
郡
、
高
三
千
石
、
家
数
三
百
三
十
軒
余
、
御
本
陣
緑
屋
嘉
十
郎
泊

五
日

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
少
し
も
く
も
ら
す
風
も
ふ
か
す
、
い
と
〳
〵
暑
し
、
未
よ
り
西
南
風
い
さ
ゝ
か
ふ
く
、
辰
上
刻
深
江
村
を
出
立
、

嘉
十
郎
の
家
の
隅
に
大
き
な
る
石
の
常
夜
燈
あ
り
、
宰
府
天
神
の
燈
也
と
、
宰
府
迄
此
所
よ
り
十
二
里
□
、
左
へ
曲
り
宿
中
右
宝
満
天

神
宮
有
、
村
は
つ
れ
よ
り
右
へ
転
じ
、
橋
を
渡
り
程
な
く
海
近
き
松
原
を
右
ニ
見
て
、
左
高
き
所
に
鎮
壊
石
八
幡
の
社
あ
り
、
道
の
辺

出
さ
き
山
の
四
五
丈
も
高
く
古
松
の
内
に
て
、
宮
ハ
至
て
小
社
也
、
道
は
た
に
石
の
花
表
あ
り
、
大
な
ら
す
、
此
所
よ
り
海
辺
に
て
左

の
山
に
そ
ひ
ゆ
く
也
、
右
の
方
は
浪
あ
し
も
と
に
ゆ
す
り
来
る
心
地
す
れ
と
、
大
か
た
ハ
八
九
尺
も
高
け
れ
ハ
危
き
事
な
し
、
此
辺
西

北
ニ
姫
島
見
ゆ
、
志
摩
郡
の
内
な
り
、
岐（

志
）自浦
よ
り
酉
ノ
方
ニ
当
り
、
三
里
沖
ニ
あ
り
、
島
の
周
り
廿
七
丁
計
、
東
西
八
丁
余
、
南
北

十
二
丁
余
、
大
か
た
丸
き
島
也
、
田
畑
も
あ
り
と
、
人
家
六
七
十
軒
あ
り
と
、
遠
見
番
所
あ
り
、
右
深
江
の
方
の
山
の
出
崎
を
□
□
□

□
と
い
ふ
、
是
よ
り
東
北
の
方
筑
前
の
海
を
玄
界
な
だ
と
い
ふ
よ
し
、
佐
浪
村
、
村
ノ
入
口
御
立
場
あ
り
、
御
休
、
深
江
村
よ
り
廿
一

丁
、
此
所
よ
り
二
三
丁
行
ば
右
ハ
海
辺
に
て
左
ハ
田
地
見
へ
、
さ
な
み
の
本
村
あ
り
、
並
木
を
通
り
、
山
の
出
さ
き
を
横
に
一
丁
余
上

り
下
り
し
て
又
海
辺
ニ
出
、
こ
ゝ
に
も
右
御
立
場
あ
有
、
御
休
、
お
ふ
に
う
村
の
地
の
よ
し
、
大ダ

イ
ニ
ウ入
村
人
居
多
か
ら
す
、
村
を
過
て
中

津
領
と
対
州
領
の
領
分
境
の
石
二
ツ
立
て
、
両
家
の
役
人
衆
待
居
た
り
、
此
所
よ
り
福
井
迄
の
間
並
木
に
て
海
近
け
れ
と
、
左
高
浪
の

音
の
み
聞
ゆ
、
福
井
村
、
福
井
浦
、
い
さ
ゝ
か
家
あ
り
、
海
辺
の
方
浦
也
、
吉ヨ

シ
イ井
村
、
吉
井
浦
、
小
橋
を
わ
た
り
、
吉
井
の
右
ハ
吉
井

浦
、
左
ハ
吉
井
村
と
分
る
ゝ
也
、
家
頗
多
し
、
松
の
並
木
を
通
り
右
ニ
山
を
見
て
左
へ
曲
り
□
□
ゆ
き
坂
に
上
り
始
る
也
、
橋
崎
□
□
、

上
下
廿
丁
計
の
坂
也
、
深
江
よ
り
二
里
、
坂
の
中
程
左
御
立
場
有
、
御
休
、
右
一
里
く
ら
ひ
に
、
う
き
た
け
山
見
ゆ
、
高
一
里
十
八
丁
、

（
三
五
）
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と
り
か
へ（
鳥
飼
）八
幡
宮

黒
田
光
之
建
之

愛
宕
山

姪
浜
村

閏
四
月
四
日

い
と
あ
つ
し

平
田
篤
胤

　
　
生
ノ
松
原

残
島（
能
古
島
）

し
か
島（
志
賀
島
）

魂
も
飛
揚

遠
賀
郡
遠
賀
川
　
水
上
ハ
嘉
麻
、
穂
波
、
鞍
手
三
郡
并
豊
前
国
田
河
郡
四
郡
ノ
水
皆
流
レ
落
、
川
は
ゝ
あ
し
屋
に
て
百
間
、
鞍
手
郡
下

境
川
豊
前
田
川
郡
よ
り
流
レ
、
嘉
麻
川
と
一
ツ
ニ
成
、
川
は
ゝ
六
十
間
、
同
飯
塚
川

　
宮
田
川

　
通
元
川

　
遠
賀
郡
大
渡
川

　
上
座
郡

上
座
川

　
那
珂
郡
那
珂
川

　
比
恵
川

　
早
良
郡
早
良
川

　
粕
屋
郡
多
田
羅
川

　
志
摩
郡
板
持
川

　
宗
像
郡
江
口
川

　
同
西
郷
川

　
　
　
　
　（
数
丁
ほ
ど
欠
か
）

右
ノ
方
八
幡
ノ
宮
あ
り
、
と
り
か
へ
八
幡
と
い
ふ
よ
し
、
領
主
よ
り
寄
付
百
石
、
右
ノ
方
同
く
八
幡
ノ
社
有
、
も
み
ち
八
幡
と
い
ふ
よ

し
、
領
主
よ
り
寄
付
百
石
、
石
の
花
表
あ
り
、
筑
前
国
主
源
姓
賜
松
平
氏
黒
田
光
之
建
之
、
貞
享
二
年
歳
次
乙
丑
夷
則
十
一
日
、
社
地

の
前
右
ニ
御
立
場
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
福
岡
ノ
町
を
出
て
左
右
田
の
有
所
を
過
、
藤
咲
川
あ
り
、
水
す
く
な
け
れ
は
土
俵
に
て
水
を
せ
き

と
め
舟
行
す
る
な
り
、
渡
船
場
、
角
石
の
飛
石
を
お
き
て
供
の
者
を
渡
ら
し
む
、
五
丁
計
行
橋
本
川
、
此
所
も
船
に
て
渡
す
也
、
左
仮

橋
あ
り
て
御
供
の
も
の
を
わ
た
ら
し
む
、
右
ニ
愛
宕
山
あ
り
、
山
高
く
木
し
け
れ
り
、
遠
く
□
□
宮
見
ゆ
、
は
し
も
と
川
を
渡
り
二
丁

余
行
、
右
に
上
り
坂
あ
り
、
坂
の
中
程
に
石
の
鳥
居
見
ゆ
、
申
中
刻
姪
浜
村
着
、
姪
浜
村
、
早
良
郡
、
高
二
千
三
百
石
余
、
家
数
七
百

間
余
、
鉄
屋
与
七
方
御
泊
、
曽
我
様
、
御
茶
屋
守
彦
右
衛
門
、
近
藤
様
、
紙
屋
太
右
衛
門

四
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
い
と
あ
つ
し
、
風
も
ふ
か
す
、
い
と
の
と
か
也
、
辰
上
刻
姪
浜
出
立
、
姪
浜
よ
り
六
七
丁
行
、
石
に

て
小
戸
宮
参
詣
道
と
、
今
年
四
月
立
た
る
石
あ
り
、
宮
の
立
せ
給
ふ
と
い
ふ
山
ハ
、
海
辺
近
う
よ
程
高
く
見
ゆ
、
祠
ハ
出
崎
の
低
き
と

こ
ろ
一
間
半
四
方
計
の
小
社
の
由
土
人
語
れ
り
、
か
の
伊
弉
諾
尊
の
み
そ
き
し
給
ひ
に
し
小
戸
ハ
日
向
に
ハ
あ
ら
ず
、
此
所
な
る
べ
し

と
、
貝
原
篤
信
翁
の
い
は
れ
し
を
、
平
田
篤
胤
な
ど
も
同
意
せ
ら
れ
た
り
き
、
一
丁
余
り
左
右
松
山
也
、
古
松
多
し
、
此
所
を
生イ

キ

ノ
松

原
と
い
ふ
、
生
神
社
左
ニ
あ
り
、
石
の
花
表
有
、
額
三
神
社
と
あ
り
、
相
神
ま
し
ま
す
に
や
、
此
所
神
功
皇
后
の
三
韓
御
征
伐
の
時
祈

誓
し
給
ひ
、
こ
こ
ろ
み
に
さ
さ
せ
し
、
さ
か
さ
松
と
て
、
道
よ
り
二
三
十
間
奥
に
有
と
、
お
の
れ
あ
と
に
て
聞
た
り
、
同
行
の
う
ち
見

し
人
多
し
、
長
垂
山
、
海
辺
近
く
高
し
、
此
山
の
ふ
も
と
磯
部
二
三
丈
高
き
所
、
又
ハ
そ
れ
よ
り
低
き
所
を
六
七
丁
行
也
、
道
は
た
左

ニ
岩
間
に
出
る
清
泉
あ
り
、
く
す
り
水
と
称
し
太
閤
水
と
も
い
ふ
よ
し
、
こ
ゝ
よ
り
玄
界
島
戌
の

（
マ
マ
）亥
三
里
計
沖
に
見
ゆ
、
今
津
の
浜

崎
よ
り
一
里
余
も
隔
り
た
ら
ん
と
見
ゆ
る
、
お
な
し
方
近
く
見
ゆ
る
ハ
残
島
、
島
の
周
廻
二
里
余
、
南
北
に
長
き
島
也
、
人
家
田
畑
あ

り
と
、
し
か
島
、
残
り
島
ニ
な
ら
ひ
て
有
、
い
さ
ゝ
か
小
し
人
家
畑
な
と
あ
る
よ
し
、
太
閤
水
よ
り
少
し
福
岡
ノ
方
、
早
良
郡
と
志
摩

郡
の
堺
あ
り
、
長
垂
山
の
は
な
を
左
へ
め
く
り
て
平
地
に
下
る
也
、
生
の
松
原
を
出
し
よ
り
磯
辺
の
岩
石
、
島
々
の
眺
望
な
と
天
景
、

誠
に
魂
も
飛
揚
す
る
計
也
、
今
宿
迄
の
松
原
も
い
と
う
る
は
し
、
坂
を
下
り
今
宿
の
地
に
て
御
立
場
、
御
休
有
、
今
宿
、
村
ふ
た
つ
に

わ
か
れ
た
り
、
福
岡
よ
り
行
て
取
つ
き
な
る
ハ
新
田
の
よ
し
、
周シ

ユ

船セ
ン
ジ寺
、
怡
土
郡
、
此
村
も
田
畑
の
中
也
、
人
家
多
か
ら
す
、
高タ
カ
タ田
、

（
三
四
）
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筑
前
十
九
神

怡
土
郡
雷
山

　
同
深
井
山

　
鉢
伏
山

　
志
摩
郡
玄
界
島

　
同
芥
屋
大
戸

　
今
津

　
那
珂
郡
迹
驚
岡

　
裂
田
溝

　
早
良
郡
背
振
山

　
御
笠

郡
大
宰
府
跡

　
同
都
府
楼
跡

　
同
学
業
院
跡

　
同
四
王
寺
跡

　
同
国
分
寺
跡

　
同
国
分
尼
寺
跡

　
同
横
岡

　
崇
福
寺

　
同
続
命
院
跡

　

同
天
拝
山

　
粕
屋
郡
顕
孝
寺
跡

　
同
聖
母
屋
敷

　
同
日
守
石

　
同
冑
塚

　
同
鎧
塚

　
同
馘
塚

　
同
御
島

　
皆
打
浜

　
同
独
鈷
水

　
遠
賀

郡
名
籠
屋
崎
今
ハ
名
古
屋

　
洞
海

　
山
鹿
岬

　
河

島
　
同
資
波
橋

　
嘉
麻
郡
安
楽
寺
跡

筑
前
十
九
神

　
　
　
　
　

一
宮

　
那
珂
郡
今
粕
屋
郡
箱
崎
一
座

　
宗
像
三
座

　
織
幡
一
座

　
住
吉
三
座

　
粕
屋
郡
志
賀
三
座

　
怡
土
郡
志
登
一
座

　
御
笠
筑
紫
一

座
　
同
竃
門
一
座

　
上
座
郡
麻
氐
良
布
一
座

　
下
座
郡
美
奈
岐
三
座

　
夜
須
郡
於
保
奈
牟
智
一
座

旧
記
ニ
出
候
神
社

　
　

早
良
郡
生
社

　
同
飯
盛
社

　
怡
土
郡
高
祖
社

　
御
笠
郡
天
満
宮

　
同
松
峡

　
粕
屋
郡
産
宮

　
香
椎
宮

　
同
若
杉
大
祖
権
現

　
同
旅
石
八

幡
宮

　
遠
賀
郡
高
倉
社

　
鞍
手
郡
天
照
宮

　
穂
波
大
分
八
幡
宮

　
那
珂
櫛
田
社

　
　
　

志
摩
郡
姫
島

　
岐
自
浦
よ
り
酉
ノ
方
ニ
当
り
、
三
里
沖
ニ
あ
り
、
南
北
十
二
丁
余
、
東
西
八
丁
余
、
人
家
・
田
畑
少
シ
あ
り

同
玄
界
島

　
　
南
北
十
丁
、
人
家
田
畑
あ
り
、
未
申
ノ
方
釈
迦
牟
尼
島
あ
り
、
間
七
八
丁
程
、
小
島
也

同
小
呂
島
　
　
西
ノ
浦
よ
り
亥
ノ
方
ニ
当
り
十
三
里
沖
ニ
あ
り
、
島
廻
り
二
六
丁
、
横
五
丁

烏
帽
子
島
　
　
野
北
よ
り
酉
戌
ノ
方
ニ
当
り
八
里
沖
ニ
あ
り
、
人
家
田
畑
な
し

早
良
郡
残
島
　
福
岡
よ
り
酉
戌
ニ
当
り
二
里
沖
ニ
有
、
島
周
り
二
里
二
丁
余
、
南
北
長
三
十
丁
余
、
横
十
五
丁
、
人
家
田
畑
あ
り
、
村

前
大
船
弐
三
拾
艘
掛

粕
屋
郡
藍
島
　
龍
宮
浦
よ
り
戌
ニ
当
り
三
里
沖
ニ
在
、
島
周
一
里
十
四
丁
余
、
東
西
十
六
丁
、
横
十
丁
余
、
人
家
田
畑
有
、
村
前
大
船

百
艘
掛
ル

遠
賀
郡
白
島
　
山
鹿
崎
よ
り
子
丑
ニ
当
三
里
沖
ニ
有
、
島
二
ツ
、
を
島
、
め
島
、
田
畑
人
家
な
し
、
小
島
也

宗
像
郡
地
島
　
鐘
崎
よ
り
戌
方
ニ
当
一
里
沖
、
島
周
り
一
里
十
八
丁
余
、
南
北
ニ
長
シ
、
十
四
五
丁
、
横
八
九
丁
、
人
家
田
畑
あ
り

同
大
島
　
　
　
幸
橋
よ
り
酉
戌
ニ
当
三
里
沖
ニ
あ
り
、
島
周
三
里
三
十
間
余
、
東
西
三
十
丁
、
南
北
三
十
丁
、
人
家
田
畑
あ
り

同
勝
嶋
　
　
　
幸
島
よ
り
申
酉
ノ
方
七
八
丁
沖
ニ
有
、
南
北
七
丁
、
東
西
四
丁
、
人
家
二
軒

澳
島

　
　
　
　
大
島
よ
り
乾
ノ
方
ニ
あ
り
、
廿
三
里
余
沖
ニ
あ
り
、
荒
磯
、
湊
な
し

（
三
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名
所
旧
跡

志
摩
郡
　
三
七
ヶ
村

外
拾
壱
ヶ
村

　
甲
斐
守
領
分

下
座
郡

　
廿
六
村

外
拾
七

　
甲
斐
守
領
分

怡
土
郡

　
弐
拾
三
村

□
四
拾
六
村

　
　
御
料
并
中
津
領

合
　
拾
五
郡

　
　
村
数
六
百
六
拾
三
村

　

総
社
数

　
千
四
拾
九
社

　
　
　
　
　

総
寺
数

　
七
百
七
拾
五
ヶ
寺

　

右
之
内
、
領
知
付
置
候
寺
五
ヶ
寺
社

社
　
十
九
社

　
　
　
寺

　
三
拾
壱
ヶ
寺

高
弐
千
石
よ
り
五
石
迄

名
所
旧
跡

早
良
郡

　
　
生
ノ
松
原

　
千
賀
浦

　
草
香
江

　
能
古
浦

　
也
良
崎

志
摩
郡
　
　
韓
泊
　
立
石
崎
　
可
也
山
、
親
山
と
申
　
引
津

那
珂
郡
　
　
博
多
　
住
吉
　
袖
湊
　
蓑
島
　
志
賀
　
荒
津
　
濡
衣

御
笠
郡
　
　
竈
門
山
、
御
笠
山
共
申
　
湯
原
　
鎮
西
　
安
楽
時
　
幸
福
　
流
川
　
石
踏
川
　
思
川

　
　
　
　
　
大
野
　
大
城
山
　
水
城
　
刈
萱
関
　
御
笠
森
　
白
川
　
漆
川
　
城
ノ
山
　
蘆
城
、
野
山
川
駅
　
原
山

粕
屋
郡
　
　
産
宮
、
宇
弥
宮
と
云
　
香
椎
、
宮
潟
浜
　
箱
崎
　
千
代
松
原
　
阿
恵
島
、
今
ハ
藍
島
又
ハ
相
島
共
云

宗
像
郡
　
　
大
島
　
荒
舟
御
社
　
御
屋
形
山
　
鐘
御
崎
　
有
千
潟
　
海
中
道
　
名
児
山
　
蓑
□
浦
　
澳
島
　
宗
像
山

上
座
郡
　
　
朝
倉
山
　
木
丸
殿
　
織
面
湊
　

夜
須
郡
　
　
安
野

遠
賀
郡
　
　
蘆
屋
　
鶉
沢
　
岡
湊
　
大
川
渡
　
垂
間
野
橋
　
浪
掛
岸

旧
跡

（
三
二
）
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な
島（
名
島
）

箱
崎
村

問
屋
場

　  
御
茶
屋

　  

上
下
に
御
召
替

八
幡
宮

敵
国
降
伏

美
事

　
　
千
代
の
松
原

松
平
美
濃
守（
黒
田
長
溥
）

筑
前
国

右
な
島
と
て
、
小
松
の
平
ら
な
る
山
あ
り
、
金
吾
中
納
言
の
城
跡
也
と
云
、
よ
く
も
□
へ
□
□
、
松
崎
村

左

に
御
立
場
し
つ
ら
ひ
有
、
右
へ
曲
り
土
橋
有
、
長
サ
四
十
二
間
、
こ
ゝ
を
す
の
さ
き
と
い
ふ
、
多
々
羅
村
の
枝
村
の
よ
し
、
し
め
た
川

三
四
丁
行
土
橋
あ
り
、
十
四
五
間
、
ま
な
く
箱
崎
村
に
な
る
也
、
四
十
間
余
の
土
橋
あ
り
、
箱
崎
、
宿
を
い
り
間
な
く
左
へ
曲
り
、
東

西
に
長
し
、
宿
の
中
程
問
屋
場
の
所
よ
り
右
海
辺
近
う
行
、
右
ニ
御
茶
屋
と
て
あ
り
、
御
三
方
様
こ
ゝ
に
て
御
待
合
、
上
下
に
御
召
替
、

御
歩
行
也
、
再
ひ
問
屋
場
の
所
に
帰
り
本
道
を
行
、
八
幡
宮
、
往
還
の
左
也
、
当
国
ノ
一
宮
、
社
地
古
木
多
し
、
社
地
よ
り
正
面
海
浜

に
至
り
、
水
辺
に
石
の
花
表
見
ゆ
、
道
は
た
に
大
の
石
の
花
表
あ
り
、
八
幡
宮
と
真
字
の
額

　
豊
臣
黒
田
筑
前
守
長
政
建
立

　
于
旹
慶
長
第
十
四
大
歳
舎
巳
酉
季
秋
中
旬
如
意
宝
日
座
王
坊
乗
清
、
敬
白

と
左
右
に
ゑ
り
付
た
り
、
外
の
玉
垣
、
右
廿
八
間
、
左
廿
六
間
、
石
灯
籠
ハ
内
外
共
何
百
共
か
そ
え
尽
し
か
た
し

楼
門
額

　
敵
国
降
伏

　
真
字

　

其
下
に
横
額
、
在
茲
、
隷
書
、
日
東
文
武
慿
誰
カ
長
使
蒼
生
仰
帝
猷

本
社
、
回
廊
、
左
右
六
間
つ
ゝ
、
本
社
共
奥
十
四
間
計
、
但
、
七
八
尺
間
、
右
、
神
木
の
枯
木
、
い
か
き
し
て
有
、
右
ノ
隅
鐘
楼
あ
り
、

高
く
戸
さ
し
て
銘
文
見
え
す
、
末
社
数
多
し
、
御
朱
印
五
百
三
十
石
、
内
百
石
別
当
五
知
院
弥
勒
寺
、
内
四
拾
八
石
大
宮
司
田
村
常
陸

介
、
残
三
百
八
拾
石
社
□
□
□
□
寺
、
社
家
三
十
六
人
配
当
の
由
、
八
幡
の
瑞
籬
の
通
り
道
、
右
ニ
粕
屋
、
那
珂
の
郡
境
の
石
の
傍
示

あ
り
、
箱
崎
を
出
れ
は
、
左
右
並
木
い
と
美
事
也
、
千
代
の
松
原
と
い
ふ
砂
地
也
、
右
ニ
福
寺
あ
り
、
黒
田
家
代
々
の
菩
提
所
、
領
主

よ
り
三
百
石
寄
付
の
由
、
普
請
今
様
め
か
す
、
い
と
め
て
た
き
造
り
さ
ま
な
り
、
博
田
、
百
八
町
、
縦
横
に
小
路
あ
り
、
い
と
に
き
は

し
、
町
の
入
口
橋
を
わ
た
り
、
呉
服
町
御
茶
屋
守
大
賀
甚
之
丞
方
江
曽
我
様
、
近
藤
様
と
御
三
方
一
同
御
出
、
午
中
刻
、
松
平
美
濃
守

殿
并
諸
役
人
来
ル

筑
前
国

早
良
郡
　
四
拾
七
村
　
　
　
那
珂
郡
　
六
拾
三
村
　
　
　
志
摩
郡
　
四
拾
四
村

粕
屋
郡
　
六
拾
七
村
　
　
　
宗
像
郡
　
五
拾
八
村
　
　
　
席
田
郡
　
八
ヶ
村

御
笠
郡
　
五
拾
六
村
　
　
　
上
座
郡
　
三
拾
壱
村
　
　
　
穂
波
郡
　
五
拾
八
村

遠
賀
郡
　
七
拾
四
村
　
　
　
鞍
手
郡
　
五
拾
七
村
　
　
　
夜
須
郡
　
拾
四
村

外
ニ
三
拾
ヶ
村
　
甲
斐
守
領
分

（
三
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）
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閏
四
月
三
日

た
ち
花
山

家
な
ら
ひ
立
り

香
椎
宮

香
椎
廟
鐘
銘

　
　
　

三
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
上
刻
よ
り
晴
、
い
と
暑
か
り
し
が
未
よ
り
く
も
り
が
ち
也
、
辰
よ
り
南
風
吹
、
つ
よ
か
ら
す
、
未
時
や
み
た
り
、

辰
上
刻
、
青
柳
出
立
、
青
柳
宿
を
出
れ
ば
左
右
田
場
に
て
橋
あ
り
、
十
丁
余
行
、
青
柳
の
本
村
あ
り
、
三
代
村
、
家
少
シ
あ
る
所
を
下

り
左
ニ
太
閤
水
と
て
井
あ
り
、
石
に
て
た
た
み
や
ね
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
、
左
御
立
場
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
青
柳
よ
り
此
所
迄
よ
ほ
ど

高
下
ハ
あ
れ
ど
、
田
畑
な
ら
ぬ
ハ
な
し
、
青
柳
よ
り
一
里
、
下
原
野
、
坂
の
左
ニ
御
立
場
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
例
よ
り
ハ
其
さ
ま
替
り
て

よ
し
、
坂
を
下
れ
ば
下
は
る
村
な
り
、
い
さ
ゝ
か
町
め
き
て
家
並
立
り
、
左
に
高
き
山
見
ゆ
、
い
た
ゝ
き
三
ツ
に
わ
か
れ
、
東
ノ
方
な

る
中
に
も
秀
て
た
り
、
た
ち
花
山
と
い
ふ
、
下
原
村
よ
り
い
さ
ゝ
か
上
り
、
山
の
背
伝
ひ
道
あ
り
、
右
、
な
だ
浦
遠
く
見
ゆ
、
人
家
も

あ
り
、
島
の
や
う
に
て
景
よ
し
、
下
れ
ば
し
も
は
る
の
本
村
、
左
右
に
家
あ
り
、
浜ハ

マ
ヲ男
村
、
通
り
道
に
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
香カ
シ
ヒ椎
村
、

道
ノ
右
ノ
方
、
海
を
う
し
ろ
に
片
か
わ
に
家
な
ら
ひ
立
り
、
よ
か
ら
す
、
古
ハ
香
椎
村
の
枝
郷
也
と
、
香
椎
の
本
村
ハ
香
椎
宮
の
辺
に

あ
り
、
海
辺
の
坂
一
丁
計
上
れ
ば
、
左
花
表
あ
り
、
香
椎
宮
、
道
の
左
に
石
の
鳥
居
有
、
頗
大
き
也
、
額
、
香
椎
宮
と
篆
字

　
筑
前
国
主
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
源
朝
臣
継
高
建
立

　
寶
暦
二
年
歳
在
壬
申
八
月
二
日

と
左
右
に
え
り
付
あ
り
、
花
表
よ
り
左
へ
八
丁
入
、
宮
あ
り
、
左
右
小
松
の
細
道
也
、
近
し
、
社
地
よ
り
前
に
石
橋
二
と
こ
ろ
あ
り
、

二
ノ
花
表
石
也
、
香
椎
宮
、
篆
字
、
鳥
居
前
左
常
夜
灯
、
神
主
居
宅
な
と
あ
り
、
石
階
五
段
、
三
段
、
十
一
段
、
十
六
段
上
り
、
御
庭

な
り
、

あ
り
、
末
社
多
し
、
御
朱
印
高
百
六
十
石
、
内
三
十
五
石
別
当
神
、
山
護
国
寺
内
三
十
五
石
、
神
主

大
宮
司
武
内
遠
江
守
、
残
り
高
八
拾
石
社
家
十
六
人
、
社
僧
并
郡
代
両
人
配
分
乃
由

香
椎
廟
鐘
銘
并
引

香
椎
神
廟
在
于
筑
前
州
糟
屋
郡
其
監
僧
光
海
嘗
鳩
壇
資
鋳
一
銅
鐘
簴
之
廟
前
以
警
□
昏
頃
者
因
奈
剃
度
師
光
公
而
求
銘
余
不
能
固
辞

輟
綴
蕪
辞
以
應
其
請
銘
曰

　
神
之
為
徳
　
體
寂
周
隆
　
鐘
之
為
物
　
内
虚
聲
洪
　
暮
穿
山
雲
　
暁
入
海
風
　
聞
者
自
省
　
福
在
其
中

　
　
元
禄
二
年
十
一
月
念
五
日

　
　
　
洛
西
菩
薩
沙
彌
光
謙
撰

宮
の
う
し
ろ
ハ
山
高
く
古
木
し
げ
り
い
と
神
さ
ひ
尊
し
、
も
と
の
道
を
花
表
迄
帰
り
二
丁
計
行
て
下
れ
は
海
辺
、
左
右
松
原
也
、
左
右

六
七
間
く
ら
い
つ
ゝ
、
香
椎
の
花
表
の
辺
よ
り
こ
の
あ
た
り
入
江
并
島
々
な
と
見
へ
景
よ
し
、
し
か
島
、
む
か
ふ
島
な
と
見
ゆ
、
道
の

（
三
〇
）
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よ
く
実
入
た
り

　
　
赤
間

福
岡
へ
の
継
場

閏
四
月
二
日

陵
巌
寺
村

田
麦
多
し

原
町

畦
町

内
殿

　
　
田
地
多
し

東
宗
像
郡

青
柳
村
　
　
太
宰
府

人
居
よ
か
ら
す

水
を
き
り
た
り
、
峠
、
笠
松
よ
り
次
第
に
上
り
ゆ
く
也
、
も
じ
く
ち
峠
と
い
ふ
峠
ノ
左
ノ
方
ニ
石
ノ
傍
示
あ
り
、
西
遠
賀
郡
、
東
宗
像

郡
と
石
二
ツ
並
ひ
立
り
、
傍
ニ
小
く
木
に
て
、
西
上
畑
村
抱
、
東
武
丸
村
抱
と
記
し
あ
り
、
一
丁
計
下
り
、
右
御
立
場
し
つ
ら
ひ
け
り
、

二
丁
よ
下
り
、
谷
間
田
地
十
間
計
を
過
、
ま
た
峠
ニ
上
り
ゆ
く
也
、
ま
へ
の
峠
よ
り
高
き
や
う
ニ
覚
ゆ
、
右
高
き
山
あ
り
、
蔦
か
嶽
と

い
ふ
よ
し
、
古
城
跡
の
よ
し
、
樹
木
し
け
れ
り
、
蔦
か
た
け
の
麓
竹
木
を
伐
払
ひ
菜
を
蒔
た
り
し
か
、
よ
く
実
入
た
り
、
赤
間
へ
下
り

坂
の
左
右
の
墓
所
の
石
塔
お
ほ
き
所
一
丁
計
も
あ
ら
ん
、
木
ノ
枝
な
と
も
て
囲
ひ
か
く
せ
り
、
巳
下
刻
あ
か
ま
御
着
、
赤
間
宿
、
宗
像

郡
、
高
三
百
石
余
、
人
家
百
五
十
軒
余
、
赤
間
ハ
田
畑
も
あ
れ
と
海
へ
三
里
計
也
、
四
方
遠
近
ハ
あ
れ
と
山
也
、
家
ゐ
よ
か
ら
す
、
福

岡
へ
の
継
場
村
也
、
御
本
陣
、
仮
亭
主
仙
兵
衛
、
曽
我
様
、
吉
田
六
兵
衛
、
近
藤
様
、
善
十
郎
、
今
日
使
者
等
、
花
房
平
助
・
関
真
平
・

宮
崎
助
太
夫
・
棚
橋
又
之
進
・
桑
原
栄
蔵
・
建
部
孫
左
衛
門

二
日

辰
中
刻
頃
よ
り
や
ミ
、
午
中
刻
よ
り
小
雨
又
ふ
り
出
し
か
、
未
時
や
み
、
や
か
て
日
か
け
見
へ
た
り
、

辰
上
刻
、
赤
間
宿
出
立
也
、
赤
間
の
村
は
つ
れ
二
丁
計
行
、
道
橋
有
、
四
間
、
橋
を
渡
れ
ば
右
陵
巌
寺
村
の
地
先
也
、
此
辺
左
右
田
也
、

黒
土
に
赤
ミ
有
て
肥
た
り
、
田
麦
多
し
、
徳ト

ク
シ
ゲ重
村
、
道
よ
り
左
ハ
田
也
、
右
ハ
山
に
そ
ひ
た
り
、
並
木
松
有
、
田
久
村
、
通
り
筋
に
ハ

家
な
し
、
少
シ
上
り
坂
あ
り
、
下
り
て
田
地
有
、
間
な
く
又
坂
を
上
る
、
宮
田
峠
と
云
、
下
り
険
し
、
さ
や
の
峠
よ
り
ハ
高
し
、
右

曲マ
ガ
リ

村
、
左
浅
川
、
右
光ミ
ツ

岡
、
左
野
坂
、
右
原ハ
ル

町
、
左
右
に
家
並
ひ
立
て
町
め
き
た
り
、
村
を
出
て
一
丁
計
い
さ
ゝ
か
上
り
、
右
に
御

立
場
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
左
右
な
み
木
、
松
お
ほ
し
、
筑
前
の
い
ひ
な
ら
は
し
、
原ハ

ラ

を
ハ
ル
と
唱
ふ
也
、
原
町
、
は
る
ま
ち
、
だ
ん
の
原
、

だ
ん
の
は
る
、
新
原
、
し
ん
は
る
、
其
外
村
名
に
い
と
お
ほ
し
、
大オ

ヽ
ボ穂
、
道
の
左
右
に
家
少
々
有
、
右
八ヤ
ツ
ナ
ミ並
、
坂
を
下
り
村
あ
り
、
右

こ
の
み
山
と
て
高
き
山
あ
り
、
木
し
け
れ
り
、
右
王オ

ヽ

丸マ
ル

、
左
本モ
ト
キ木
、
左
溜
井
、
太
閤
水
、
左
御
立
場
し
つ
ら
ひ
お
け
り
、
畦ア
ゼ

町マ
チ

、
町
の

入
口
、
左
高
き
所
に
天
満
宮
の
社
あ
り
、
古
松
し
け
れ
り
、
あ
ぜ
町
ハ
長
三
四
丁
あ
り
、
家
も
多
し
、
赤
間
に
ハ
ま
さ
る
や
う
に
見
ゆ
、

左
内ウ

チ

殿ト
ノ

、
田
地
多
し
、
右
に
山
を
な
し
□
□
□
上
る
也
、
う
ち
と
の
坂
と
い
ふ
山
の
背
伝
ひ
通
る
事
十
丁
余
に
て
、
左
に
丸
く
高
き
山

の
腰
を
め
く
り
て
上
る
、
そ
の
山
を
は
な
れ
一
丁
計
下
り
、
だ
ん
の
は
る
村
也
、
だ
ん
の
は
る
村
、
左
右
に
家
あ
り
、
家
と
家
と
の
間

一
枚
並
ひ
の
石
橋
あ
り
、
此
所
左
郡
境
の
傍
示
杭
を
石
に
て
立
た
り
、
東
宗
像
郡
、
西
粕
屋
郡
と
有
、
其
側
に
東
上
西
郷
村
、
西
薦
野

村
と
あ
り
、
此
人
家
あ
る
所
を
だ
ん
の
は
る
と
よ
べ
と
、
実
ハ
小
名
に
て
西
郷
村
こ
も
の
村
の
内
也
と
云
り
、
右
御
立
場
し
つ
ら
ひ
お

け
り
、
一
丁
余
行
て
坂
を
下
る
也
、
青
柳
迄
五
六
丁
左
右
田
也
、
青
柳
村
よ
り
こ
な
た
、
左
宰
府
道
と
記
シ
あ
り
、
太
宰
府
天
神
へ
ち

か
道
也
と
い
え
り
、
道
い
と
細
し
、
青
柳
宿
、
粕
屋
郡
、
高
弐
千
四
百
六
十
石
余
、
家
数
三
百
軒
余
、
町
ハ
八
十
軒
余
に
て
所
々
散
在

せ
り
と
云
り
、
人
居
よ
か
ら
す
、
戌
亥
よ
り
入
り
て
未
申
に
曲
り
、
家
並
た
て
り
、
御
本
陣
百
姓
勝
平
、
赤
間
よ
り
三
里
三
丁
四
丁

（
二
九
）
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あ
し
や（
芦
屋
）

山
鹿
村

絶
景
至
極

土
砂
肥
て

御
着
船

閏
四
月
朔
日

芦
屋
御
立

左
右
畑
あ
り

　
　
は
ぜ
・
う
る
し

糠
塚
村

御
立
場

海
老
津
村

筋
な
と
有
べ
し
と
も
思
は
れ
ぬ
所
お
ほ
し
、
左
浅
井
、
通
船
の
所
よ
り
ハ
奥
に
見
ゆ
、
此
辺
左
右
山
近
き
所
を
出
ぬ
れ
ば
、
右
ハ
山
遠

か
ら
ず
、
左
ハ
一
里
余
田
地
に
見
わ
た
さ
る
ゝ
也
、
此
所
よ
り
あ
し
や
見
ゆ
、
一
里
計
も
あ
ら
ん
か
、
四
五
丁
い
け
ば
わ
つ
か
堤
の
や

う
に
て
高
か
ら
す
、
萱
原
め
き
て
十
丁
も
あ
ら
ん
、
そ
を
へ
た
て
て
入
江
也
、
細
き
江
を
こ
ぎ
行
つ
き
あ
た
り
、
三
四
丈
高
く
宮
あ
り
、

こ
ゝ
よ
り
左
へ
お
れ
て
あ
し
や
の
方
広
き
入
江
に
め
く
れ
は
、
水
辺
に
白
山
大
権
現
と
石
の
少
き
花
表
の
額
あ
り
、
是
前
に
い
ふ
宮
の

鳥
ゐ
也
、
同
じ
山
つ
ゝ
き
平
ら
な
る
山
あ
り
、
古
城
跡
也
と
聞
す
と
も
見
や
ら
る
ゝ
也
、
山
鹿
村
、
前
に
記
せ
し
白
山
の
社
地
・
城
跡

よ
り
大
海
の
浜
辺
迄
山
か
の
村
の
よ
し
、
海
辺
に
も
弁
天
の
宮
な
と
あ
り
、
古
松
ま
は
ら
に
生
た
る
山
な
と
有
て
、
出
崎
の
景
色
な
と

絶
景
至
極
也
、
こ
の
山
鹿
ハ
日
本
紀
に
も
見
え
て
い
と
古
跡
也
き
、
家
数
三
百
四
五
十
軒
有
と
云
り
、
人
家
ハ
よ
か
ら
ず
、
芦
屋
と
入

江
を
隔
て
ゝ
水
辺
近
く
並
ひ
立
り
、
百
間
計
も
あ
ら
ん
か
、
大
船
の
泊
り
多
し
、
若
松
よ
り
芦
屋
迄
目
の
及
ぶ
か
ぎ
り
山
野
と
い
へ
ど

土
砂
肥
て
樹
木
成
生
せ
り
、
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
の
海
辺
と
ハ
雲
泥
の
違
ひ
也
、
芦
屋
村
、
遠
賀
郡
、
村
高
千
百
九
十
石
、
人

家
七
百
軒
余
、
あ
し
や
ハ
入
江
の
東
の
岸
に
軒
を
並
べ
た
り
、
縦
横
に
小
路
あ
り
て
家
居
も
よ
く
繁
花
の
里
と
見
や
ら
る
ゝ
也
、
巳
下

刻
御
着
船
、
蛭
子
屋
佐
市
郎
、
曽
我
様
、
田
原
屋
利
七
、
近
藤
様
、
丸
尾
屋
籐
七
、
今
日
来
し
ハ
、
花
房
平
助
・
棚
橋
又
之
進
・
寺
西

蔵
太
、
手
代
滋
賀
栄
蔵
、
黒
田
家
よ
り
須
田
栄
助

　
　
　

天
保
九
戊
戌
年
閏
四
月

　
小

朔
日

　
申

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
終
日
し
は
し
も
く
の
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
、
暑
さ
つ
よ
し
、
暁
か
た
よ
り
雨
ふ
り
出
た
り
、
芦
屋
よ
り
赤
間
へ
三

里
八
丁
、
三
里
八
丁
と
い
へ
ど
四
里
余
も
あ
る
や
う
ニ
思
は
る
、
朝
六
ツ
半
時
芦
屋
御
立
、
あ
し
や
を
出
て
い
さ
ゝ
か
下
り
左
右
松
山

な
り
、
右
海
ハ
見
え
ね
ど
浪
の
音
近
く
聞
ゆ
、
大
城
の
こ
な
た
迄
殿
様
御
ひ
ろ
い
也
、
大タ

イ
ジ
ヤ
ウ城
、
あ
し
屋
の
枝
村
の
よ
し
、
家
わ
つ
か
也
、

こ
ゝ
に
一
里
塚
あ
り
、
あ
し
屋
よ
り
こ
の
村
迄
田
畑
見
え
す
、
大
城
よ
り
左
右
畑
あ
り
、
畑
の
や
な
ハ
い
ふ
も
さ
ら
也
、
畑
中
に
も
は

ぜ
・
う
る
し
多
く
植
た
り
、
三
四
尺
位
迄
大
き
な
る
あ
り
、
あ
し
や
よ
り
こ
な
た
ざ
り
砂
な
り
、
か
の
道
は
か
と
ら
ぬ
、
越
の
長
は
ま

と
よ
ミ
し
歌
思
ひ
出
ら
る
、
松
原
い
と
う
る
は
し
、
十
丁
計
ゆ
き
、
芦
屋
村
と
糠
塚
村
の
境
あ
り
、
此
辺
よ
り
左
低
く
村
居
見
ゆ
、
道

よ
り
十
丁
計
も
へ
だ
ゝ
り
ぬ
ら
ん
、
糠
塚
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
大
城
よ
り
ハ
あ
か
土
也
、
ぬ
か
塚
よ
り
ハ
田
多
し
、
村
の
入
口
よ

り
段
々
ニ
下
る
也
、
田
ノ
辺
左
り
庄
屋
の
門
前
に
新
た
に
御
立
場
し
つ
ら
ひ
お
け
り
、
二
丁
余
行
山
田
村
と
の
境
あ
り
、
石
橋
の
際
也
、

山
田
村
、
左
右
田
地
、
そ
れ
よ
り
居
村
を
通
り
少
し
上
り
並
木
の
間
に
右
に
立
場
あ
り
、
ぬ
か
塚
と
お
な
し
さ
ま
也
、
御
立
場
よ
り
二

丁
計
行
境
あ
り
、
少
し
行
て
土
橋
あ
り
、
海
老
津
村
、
右
ハ
山
近
く
住
居
あ
り
、
田
畑
あ
り
、
□
□
辺
田
麦
よ
程
見
え
た
り
、
笠
松
村
、

□
□
□
の
枝
郷
の
よ
し
、
家
は
二
三
軒
あ
る
の
ミ
也
、
此
辺
右
ハ
山
に
そ
ひ
左
ハ
田
也
、
ぬ
か
塚
よ
り
笠
松
辺
迄
、
苗
作
の
外
田
毎
に

（
二
八
）
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有
馬
家
の
舟

黒
田
家

松
平
美
濃
守（
黒
田
長
溥
）

四
月
廿
九
日

若
松
滞
留

四
月
晦
日

若
松
よ
り
芦
屋
へ

黒
崎
の
古
城

田
地
広
く
見
ゆ

太
閤
水

有
馬
家
の
舟
也
、
河
岸
よ
り
御
本
陣
迄
ハ
若
松
の
人
足
に
て
、
黒
田
家
よ
り
役
人
又
ハ
才
領
な
と
出
さ
れ
た
り
、
御
上
り
場
舟
共
目
印
、

曽
我
様
ハ
黄
印
、
近
藤
様
ハ
浅
黄
印
、
わ
か
方
ハ
赤
印
也
、
是
ハ
黒
田
家
よ
り
の
定
め
也
、
御
本
陣
下
浦
屋
作
蔵
、
外
ニ
下
陣
一
軒
、

曽
我
様
、
百
性
久
五
郎
、
近
藤
様
、
下
浦
屋
理
右
衛
門
也

今
日
使
者
大
概

松
平
美
濃
守
殿
領
内
案
内
花
房
平
助
、
留
守
居
建
部
孫
左
衛
門
、
用
人
棚
橋
又
之
進
、
付
回
り
宮
崎
助
太
夫
、
有
馬
家
よ
り
辻
小
兵
衛
・

小
倉
忠
平
・
細
見
勝
左
衛
門
、黒
田
家
舟
頭
役
置
鮎
治
郎
助
、船
方
元
〆
役
山
路
仁
助
、有
馬
家
牛
島
隆
庵
・
藤
野
周
泰
・
平
木
安
正
・

岡
野
半
右
衛
門
、
松
平
肥
前
守
殿
付
廻
役
本
吉
治
部
右
衛
門

若
松
、
筑
前
国
遠
賀
郡
、
高
五
拾
七
石
、
家
数
弐
百
七
十
軒
余

廿
九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
巳
よ
り
く
も
り
、
日
か
け
見
え
し
時
ハ
あ
れ
と
く
も
り
た
り
、
朝
よ
り
東
風
吹
、

烈
し
か
ら
す
、
今
日
ハ
朝
間
雨
天
、
汐
合
あ
し
く
相
成
り
候
由
に
て
若
松
滞
留

　晦
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
、
や
う
〳
〵
は
れ
し
か
、
誠
に
快
晴
、
若
松
よ
り
芦
屋
へ
船
路
五
里
、
五
里
と
い
へ
と
四
里
ハ
な
き
や
う
ニ
思

は
る
、
此
入
江
い
と
細
き
所
ハ
あ
れ
と
海
よ
り
海
に
通
せ
り
、
辰
上
刻
若
松
を
出
船
、
大
久
保
様
分
曳
舟
共
都
合
廿
五
艘
、
若
松
よ
り

十
丁
計
行
、
右
領
主
の
御
蔵
有
、
一
里
計
行
左
ニ
高
き
山
あ
り
、
帆
柱
山
と
い
ふ
、
左
川
近
く
讃
州
や
島
の
さ
ま
な
る
、
未
申
よ
り
丑

寅
へ
長
く
頂
平
ら
な
る
山
あ
り
、
黒
崎
の
古
城
跡
也
、
松
も
あ
れ
と
多
く
ハ
畑
也
、
左
黒
崎
村
、
入
江
よ
り
少
シ
は
な
れ
家
数
多
く
有

よ
し
、
帰
路
の
滞
留
村
也
、
右
ふ
た
島
村
、
二
島
村
の
辺
小
島
二
ツ
、
二
子
島
と
い
ふ
、
廻
り
二
三
十
間
く
ら
い
の
島
也
、
西
ノ
方
な

る
に
花
表
有
、
弁
天
の
祠
也
と
、
雑
木
し
け
り
黒
く
見
ゆ
、
此
辺
と
き
わ
と
い
ふ
葉
の
広
き
か
や
あ
り
、
入
江
の
端
通
り
打
つ
ゝ
き
植

た
り
、
田
畑
の
浪
よ
け
也
と
語
れ
り
、
若
松
よ
り
二
里
近
く
行
、
左
ニ
石
の
小
宮
あ
り
、
一
丈
四
五
尺
の
松
三
本
あ
り
、
此
所
よ
り
忽

ち
狭
く
な
り
三
十
間
く
ら
ゐ
に
な
り
た
り
、
左
鴨
田
、
小
宮
有
し
所
よ
り
五
六
丁
、
本
城
の
枝
村
、
此
辺
左
ハ
入
江
埋
て
田
ニ
な
し
た

る
と
そ
、
田
地
広
く
見
ゆ
、
ほ
ん
じ
や
う
ひ
ら
き
と
い
ふ
、
払
川
、
左
右
両
岸
に
家
あ
り
、
右
ニ
新
た
に
御
休
所
な
と
修
理
お
け
り
、

右
塩
屋
、
同
あ
ま
す
み
、
右
と
り
ゐ
、
左
太
閤
水
、
鴨
田
よ
り
太
閤
水
の
辺
迄
舟
道
屈
曲
い
と
多
し
、
甚
せ
ま
し
、
今
度
深
く
浚
へ
る

や
う
也
、
太
閤
水
ハ
酒
屋
の
傍
に
あ
り
、
名
水
也
、
太
閤
秀
吉
公
名
護
屋
へ
御
通
行
の
時
呑
給
ひ
し
と
そ
、
高
須
村
の
内
成
る
べ
し
、

右
高
須
村
、
払
川
村
の
辺
よ
り
此
高
す
村
の
辺
、
わ
き
て
川
せ
ば
く
両
山
も
わ
づ
か
廿
間
は
か
り
に
て
前
後
を
か
へ
り
見
す
れ
ば
、
川

（
二
七
）

西海道日記　二

88



下
ノ
関

四
月
廿
八
日

岸
柳
島（
巌
流
島
）

小
倉
ノ
城
下

小
倉
侯
の
番
所

若
松

遠
賀
郡

泊
り
船
多
く
見
ゆ

也
、
辰
巳
に
向
へ
り
、
此
社
別
て
つ
き
立
た
る
如
く
高
く
眺
望
至
て
よ
し
、
未
下
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
け
れ
は
、
下
ノ
関
の
町
の
下
八
幡

よ
り
一
丁
計
西
に
舟
掛
り
し
て
見
合
し
に
、
雨
や
ま
ね
は
下
ノ
関
船
泊

う
つ
き
よ
り
す
く
も
へ
二
里

　
　
　
　
　
　
す
く
も
よ
り
む
か
ふ
へ
三
里

向
よ
り
花
か
へ
三
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
香
よ
り
岩
屋
へ
三
里

岩
屋
よ
り
ま
る
お
さ
き
へ
二
里

　
　
　
　
　
丸
尾
崎
よ
り
み
さ
き
へ
三
里

三
崎
よ
り
も
と
山
へ
三
里

　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
よ
り
へ
さ
き
へ
五
里

へ
さ
き
よ
り
田
ノ
浦
へ
一
り

　
　
　
　
　
　
田
ノ
浦
よ
り
下
関
へ
一
里

　
　
　
〆
廿（

マ
マ
）
七
里

　
　
廿
八
日

朝
よ
り
小
雨
や
ま
す
、
未
時
や
ミ
、
風
ハ
き
の
ふ
よ
り
打
つ
ゝ
き
東
風
な
れ
と
烈
し
か
ら
す
、
午
時
や
ミ
た
り
、
夜
あ
け
て
下
関
出
帆
、

曳
船
有
て
行
、
下
関
よ
り
半
里
計
行
、
岸
柳
島
あ
り
、
小
島
也
、
赤
間
か
関
の
方
よ
り
見
れ
は
山
の
出
崎
□
打
た
る
や
う
に
見
ゆ
、
近

く
見
れ
は
は
け
岩
多
く
、
年
古
た
る
松
ま
は
ら
に
見
ゆ
、
左
ハ
内
裏
の
人
家
見
ゆ
、
与
次
兵
衛
灘
水
の
上
に
せ
少
し
出
て
与
次
兵
衛
か

石
塔
あ
り
、
舟
よ
り
右
也
、
此
辺
右
ハ
引
島
と
て
大
き
な
る
島
有
、
所
々
浦
あ
り
、
三
里
行
小
倉
ノ
城
下
、
町
屋
一
里
計
長
く
つ
ゝ
き
、

町
の
中
程
ニ
城
見
ゆ
、
海
中
へ
石
垣
つ
き
出
し
よ
き
所
也
、
小
倉
よ
り
半
道
計
行
海
辺
高
き
所
番
所
あ
り
、
是
豊
前
・
筑
前
の
国
境
に

て
黒
田
侯
・
小
笠
原
侯
の
領
境
に
て
小
倉
侯
の
番
所
也
、
此
辺
よ
り
北
ノ
方
ニ
長
州
の
は
い
と
ま
り
・
も
つ
れ
島
な
と
見
ゆ
、
も
つ
れ

ハ
は
い
島
よ
り
小
な
れ
と
高
く
見
ゆ
、
若
松
ハ
遠
賀
郡
の
内
山
鹿
の
崎
迄
五
里
計
、
長
き
島
の
豊
前
の
方
よ
り
入
江
の
出
さ
き
な
り
、

大
海
を
う
し
ろ
に
、
入
江
を
前
に
し
て
町
あ
り
、
海
江
右
に
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
入
江
ハ
広
か
ら
す
、
入
江
を
少
し
こ
き
い
り
右
の

岸
に
人
家
並
ひ
立
り
、
豊
前
地
よ
り
こ
き
行
は
海
中
へ
出
さ
き
あ
り
て
、
崎
を
廻
れ
ば
若
松
右
ニ
見
ゆ
、
豊
前
境
よ
り
此
出
崎
迄
海
辺

大
木
の
松
並
ひ
立
り
、
両
岸
の
出
崎
く
ひ
違
ひ
に
出
は
り
た
り
、
左
ノ
地
方
の
で
さ
き
を
過
て
若
松
の
て
さ
き
也
、
此
辺
左
ハ
名
に
お

ふ
玄
界
な
た
の
始
め
也
、
十
丁
計
入
ば
、
右
若
松
村
也
、
若
松
ハ
入
江
に
さ
し
出
た
る
や
う
な
る
所
な
れ
と
、
ふ
た
つ
の
て
さ
き
あ
れ

は
入
江
近
く
こ
き
い
ら
ね
は
人
家
見
へ
す
、
卯
辰
巳
に
向
ひ
入
江
に
添
て
村
居
せ
り
、
縦
横
に
小
路
あ
り
、
家
数
す
へ
て
三
百
軒
余
あ

り
と
な
ん
、
う
し
ろ
ハ
わ
つ
か
に
て
大
海
、
前
ハ
入
江
、
西
南
ハ
十
丁
も
あ
ら
す
、
山
高
く
南
の
入
江
に
そ
ひ
た
る
方
畑
つ
ゝ
き
也
、

此
辺
江
の
左
右
遠
賀
郡
也
と
、
若
松
の
入
口
に
中
島
と
て
周
廻
り
二
三
丁
に
見
ゆ
る
小
島
あ
り
、
木
立
見
え
人
家
も
あ
り
、
此
島
陰
に

泊
り
船
多
く
見
ゆ
、
若
松
の
御
上
陸
場
、
御
三
方
共
二
丁
計
は
な
れ
し
つ
ら
へ
置
り
、
石
又
ハ
土
俵
を
以
て
御
一
人
に
三
所
つ
ゝ
拵
え

た
り
、
五
ツ
半
時
、
若
松
に
着
た
れ
と
、
荷
物
を
あ
け
、
曽
我
様
の
上
陸
の
遅
き
を
待
て
、
午
上
刻
や
う
〳
〵
御
上
り
也
、
は
し
け
ハ

（
二
六
）
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定
芝
居

家
数
多
く

う
つ
き

四
月
廿
七
日

中
ノ
関

豊
前
・
長
門
の
山

長
府
の
城

家
多
く
並
ひ
立
り

田
浦

壇
浦
村

木
並
立
て
家
十
軒
余
あ
り
、
長
七
八
丁
も
あ
ら
ん
、
此
所
に
定
芝
居
の
小
屋
あ
り
、
笠
戸
村
よ
り
五
六
丁
さ
き
の
出
崎
と
宮
の
す
の
出

さ
き
と
わ
つ
か
廿
間
計
の
せ
と
也
、
此
瀬
戸
を
過
れ
ば
く
た
松
の
本
村
見
ゆ
、
い
と
遠
け
れ
と
家
数
多
く
見
ゆ
、
土
人
ハ
二
千
軒
有
な

と
語
れ
と
偽
り
な
る
へ
し
、
此
せ
と
ハ
申
酉
に
向
、
過
れ
ば
、
左
辰
巳
へ
曲
り
の
り
行
也
、
う
つ
き
、
う
つ
き
の
島
ハ
二
り
余
も
あ
ら

ん
、
人
家
も
な
く
湊
も
な
し
、
か
な
た
の
方
に
里
ハ
有
な
る
へ
し
、
う
つ
き
船
泊

池
ノ
浦
よ
り
上
関
へ
一
り
半

　
　
　
　
　
上
関
よ
り
さ
う
し
瀬
へ
二
里

雑
子
瀬
よ
り
さ
こ
う
へ
一
里

　
　
　
　
　
佐
甲
よ
り
室
積
へ
二
里

室
積
よ
り
か
さ
戸
へ
三
里

　
　
　
　
　
　
笠
戸
よ
り
う
つ
き
へ
二
里

　
　
　
〆
十（

マ
マ
）

一
里
、

　
　
　

廿
七
日

朝
よ
り
晴
た
り
し
か
辰
よ
り
陰
り
大
か
た
は
れ
す
、
辰
上
刻
よ
り
東
風
つ
よ
く
吹
て
や
ま
す
、
未
時
や
み
た
り
し
か
、
未
下
刻
よ
り
小

雨
ふ
り
や
ま
ず
、
夜
ニ
い
り
風
雨
也
、
夜
ノ
八
ツ
時
う
つ
き
出
船
也
、
す
く
も
向
ふ
の
間
に
て
夜
明
た
り
、
す
く
も

く
見
ゆ
、
次
ニ
同
し
並
に
う
ま
島
あ
り
、
小
し
、
向ム
カ
ウ

、
右
ノ
方
也
、
東
西
に
長
き
島
也
、
む
か
ふ
の
人
家
ハ
か
な

た
に
有
よ
し
見
へ
す
、
向
の
さ
き
に
中
ノ
関
也
、
中
関
ハ
入
江
の
奥
に
て
海
中
の
舟
ぢ
よ
り
ハ
見
へ
す
、
家
数
二
千
余
あ
り
と
、
花
か

岩
屋
な
と
右
の
地
方
也
、
よ
く
も
見
へ
す
、
丸
尾
崎
、
海
辺
小
高
く
見
ゆ
、
松
な
と
あ
り
、
み
さ
き
、
海
へ
さ
し
出
て
松
原
見
ゆ
、
み

崎
よ
り
さ
き
ハ
大
き
な
る
入
江
也
、
本
山
、
海
へ
さ
し
出
て
松
見
へ
、
畑
も
多
く
あ
り
、
其
中
に
木
戸
・
刈
屋
な
と
云
る
村
々
あ
り
と
、

此
辺
の
船
中
に
て
見
れ
は
豊
前
の
山
々
正
面
に
見
ゆ
る
也
、
申
に
高
く
彦
山
見
ゆ
る
、
酉
ノ
方
と
の
う
へ
権
現
の
山
、
妙
見
山
な
と
高

く
、
豊
前
・
長
門
の
山
々
見
へ
、
其
名
尋
ぬ
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
、
へ
さ
き
、
豊
前
の
国
内
也
、
子
丑
に
向
ひ
た
る
出
崎
也
、
へ
さ
き

ハ
家
い
さ
ゝ
か
あ
れ
と
至
て
わ
ろ
し
、
右
長
府
の
城
見
ゆ
、
裏
手
の
塀
の
よ
し
、
海
へ
出
は
り
た
る
所
也
、
町
屋
ハ
山
か
け
に
て
見
え

す
、
こ
ゝ
よ
り
て
ま
へ
に
干
珠
・
満
珠
の
二
島
あ
り
、
丸
く
小
く
木
あ
り
て
黒
く
見
ゆ
、
田
ノ
浦
、
へ
さ
き
ハ
一
里
ハ
な
し
、
子
丑
寅

に
向
ひ
海
辺
に
家
多
く
並
ひ
立
り
、
小
倉
侯
の
茶
屋
・
蔵
な
と
あ
り
、
う
し
ろ
ハ
山
高
し
、
茶
屋
ハ
土
蔵
の
並
に
陣
屋
の
さ
ま
に
有
し

か
、
ち
か
頃
蔵
の
う
へ
山
の
中
程
に
新
た
に
茶
や
を
修
理
し
給
へ
り
、
此
入
江
眼
下
に
見
ゆ
る
所
也
、
九
ツ
下
刻
、
田
浦
に
て
船
一
同

を
待
合
せ
舟
懸
り
、
八
ツ
中
刻
出
船
也
、
曳
船
に
て
行
、
廿
丁
計
行
、
左
ニ
豊
後
は
や
と
も
瀬
、
神
ノ
社
あ
り
、
社
地
ハ
未
申
に
向
ひ

た
る
出
崎
也
、
宮
大
な
ら
す
、
は
や
と
も
の
所
せ
と
い
と
せ
は
し
、
は
や
と
も
よ
り
ま
へ
、
右
壇
浦
村
あ
り
、
家
数
多
く
海
辺
に
並
ひ

立
り
、
う
し
ろ
ハ
山
に
て
木
し
け
り
れ
り
、
阿
弥
陀
寺
、
赤
間
ヶ
関
を
一
丁
計
行
て
奥
へ
入
也
、
少
シ
高
き
境
内
也
、
寺
ハ
見
え
す
、

亀
山
八
幡
、
海
辺
に
石
の
花
表
あ
り
、
石
坂
あ
り
、
七
分
は
か
り
の
ほ
り
左
右
に
石
灯
籠
あ
り
、
楼
門
あ
り
、
回
廊
あ
り
、
宮
も
桧
皮

（
二
五
）
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に
な
ひ
島

四
月
廿
六
日

池
浦

上
ノ
関

有
様
絶
景

室
積

天
ノ
橋
立
の
さ
ま

宮
の
す

小
松
の
せ
と
な
と
云
る
を
へ
て
行
と
云
り
、
さ
ん
し
や
う
島
よ
り
こ
ゝ
迄
大
島
郡
一
島
也
、
い
と
大
き
な
る
島
也
、
荷ニ
ナ
ヒ

、
に
な
ひ
島

ハ
西
と
東
と
二
ツ
島
あ
り
、
わ
つ
か
め
く
り
七
八
丁
の
小
島
也
、
人
家
な
く
樹
木
も
な
き
芝
山
島
也
、
西
ノ
島
の
い
た
ゝ
き
に
松
一
本

あ
り
、
此
西
ノ
島
を
左
に
未
申
の
山
と
山
と
の
間
を
の
り
行
也
、
戌
亥
方
ハ
地
山
の
崎
也
、
す
や
か
は
な
と
い
ふ
、
半
り
計
さ
き
の
出

崎
を
せ
ん
ば
か
崎
と
い
ふ
、
す
や
か
は
な
と
せ
ん
は
か
さ
き
の
間
に
、
す
や
□
と
て
海
辺
に
少
シ
家
あ
り
、
畑
も
見
ゆ
、
此
所
を
池
ノ

浦
と
い
ふ
、
湊
に
あ
ら
す
、
人
家
も
な
し
、
山
下
の
浜
に
舟
泊
り

家
室
よ
り
に
な
ひ
へ
四
里

　
　
　
　
　
荷
よ
り
池
の
浦
ま
で
一
里
半

　
　
　
〆
五
里
半

　
　
　

廿
六
日

朝
間
う
す
く
も
り
、
辰
よ
り
晴
た
り
、
午
よ
り
い
と
暑
し
、
午
時
南
風
吹
し
か
、
ま
な
く
や
み
た
り
、
暁
七
ツ
半
時
、
池
浦
出
船
、
せ

ん
ば
が
崎
、
池
ノ
う
ら
よ
り
半
里
余
也
、
海
へ
さ
し
出
た
る
所
岩
石
絶
壁
い
は
ん
か
た
な
し
、
右
に
し
ら
浜
村
あ
り
、
上
ノ
関
、
卯
□

に
向
へ
り
、
長
州
侯
の
番
所
あ
り
、
人
家
至
て
よ
し
、
上
ノ
関
入
口
せ
と
廿
間
ハ
な
く
、
い
と
狭
し
、
左
右
の
出
さ
き
の
岩
石
、
松
ノ

木
ま
は
ら
に
有
て
其
有
様
絶
景
也
、
上
ノ
関
の
う
し
ろ
の
山
高
か
ら
す
畑
也
、
所
々
大
木
の
松
有
、
上
ノ
関
よ
り
さ
き
に
山
高
き
所
あ

り
、
上
の
関
ハ
惣
名
長
島
と
云
、
長
島
の
内
の
一
村
也
、
上
関
よ
り
下
関
迄
周
防
灘
と
い
ふ
、
西
国
船
の
風
待
す
る
所
也
、
上
ノ
関
の

は
な
わ
を
廻
れ
ば
右
ノ
方
入
江
に
そ
ひ
て
人
家
あ
り
、
多
か
ら
す
、
室
津
村
と
い
ふ
、
畑
多
く
見
ゆ
、
此
村
の
方
に
か
ゝ
り
舟
多
く
見

ゆ
、
上
ノ
関
に
向
へ
り
、
さ
と
か
島
、
東
西
三
十
丁
も
あ
ら
ん
島
也
、
右
に
見
ゆ
、
雑
子
瀬
、
ぞ
う
し
せ
ハ
海
中
に
一
丁
は
か
り
、
岩

そ
は
た
ち
つ
ゝ
け
る
所
あ
り
、
東
西
一
丁
は
か
り
、
岩
の
高
さ
七
八
尺
、
草
木
も
な
し
、
此
辺
よ
り
未
に
牛
島
、
南
北
に
長
く
丸
く
高

し
、
酉
に
い
は
み
島
、
辰
巳
よ
り
戌
亥
に
長
し
、
畑
あ
り
家
も
あ
り
、
は
こ
島
・
う
ま
島
右
に
見
て
ゆ
く
、
い
つ
れ
も
小
島
也
、
ざ（

佐

こ合
カ
）う
ハ
地
方
に
て
人
家
見
え
す
、
う
ま
島
の
外
を
の
り
ゆ
く
ゆ
へ
也
、
う
ま
島
よ
り
室
積
迄
の
間
右
ノ
山
下
海
辺
に
村
々
あ
り
、
左
ハ

伊
予
と
豊
後
の
間
に
当
り
島
な
と
も
見
へ
す
、
室
積
、
む
ろ
つ
み
ハ
人
家
至
て
多
く
、
家
作
も
よ
し
、
辰
巳
午
に
向
ひ
入
江
を
め
く
り

て
立
り
、
卯
ノ
方
入
江
い
と
せ
ば
し
、
天
ノ
橋
立
の
さ
ま
に
ゝ
た
り
、
中
ハ
丸
く
広
し
、
西
南
よ
り
東
ノ
入
江
ま
で
を
り
廻
し
た
る
山

ハ
岩
に
て
、
汐
風
に
も
ま
れ
た
る
松
見
へ
、
人
作
の
如
く
実
に
天
景
也
、
午
ノ
方
高
き
山
か
け
に
世
に
名
高
き
普
賢
の
堂
あ
り
と
見
へ

す
、
室
積
ハ
う
し
ろ
も
低
し
、
播
磨
よ
り
こ
な
た
湊
、
こ
と
に
う
し
ろ
ハ
高
か
り
し
に
、
此
湊
の
み
め
つ
ら
し
く
ひ
く
し
、
前
に
云
る

を
り
廻
し
た
る
さ
ま
の
岩
山
ハ
廿
丁
余
も
あ
ら
ん
、
辰
巳
午
の
外
海
の
か
た
ハ
屏
風
を
立
た
る
如
く
岩
か
ね
こ
ゝ
し
く
奇
景
也
、
笠
戸
、

風
戸
村
ハ
左
入
江
奥
子
丑
に
向
ひ
家
な
み
立
り
、
三
十
軒
計
も
あ
ら
ん
、
住
居
い
と
あ
し
く
う
し
ろ
ハ
山
高
く
木
も
し
け
れ
り
、
さ
れ

と
畑
も
あ
り
、
此
島
い
と
大
き
な
る
島
に
て
村
々
有
、
右
、
宮
の
す
と
て
出
さ
き
あ
り
、
こ
ゝ
も
天
の
橋
立
の
さ
ま
に
い
と
狭
く
、
松

（
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四
月
廿
四
日

周
防
国
大
島
郡

長
州
侯
よ
り
漕
船
三
拾
艘

四
月
廿
五
日

家
室

廿
四
日

夜
あ
け
て
暫
し
有
て
日
出
た
り
、
辰
よ
り
時
々
陰
り
、
朝
よ
り
西
風
烈
し
く
、
午
よ
り
よ
わ
り
し
□
、
未
下
刻
よ
り
西
風
又
は
け
し
く

な
る
、
夜
ニ
い
り
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
風
も
よ
わ
る
、
日
出
て
津
和
を
出
船
、
丸
島
、
三
四
丁
の
島
に
て
松
も
な
く
人
家
も
な

し
、
是
松
山
領
と
長
州
領
の
堺
也
、
さ
ん
し
や
う
島
、
此
島
ハ
周
防
国
大
島
郡
、
一
に
ハ
や
し
ろ
島
共
い
ふ
、
さ
ん
し
や
う
よ
り
ゆ
う

よ
う
づ
か
む
ろ
、
其
外
此
大
島
郡
也
、
い
と
広
く
大
き
也
と
、
丸
島
の
南
に
さ
や
島
あ
り
、
人
家
な
し
、
此
三
島
右
に
見
て
行
、
左
に

二
上
島
一
里
も
長
か
ら
ん
、
人
家
あ
り
、
畑
あ
り
、
大
木
の
松
な
と
も
多
く
見
ゆ
、
由ユ

ウ

府
、
巳
午
に
向
た
る
入
江
に
軒
を
並
へ
た
り
、

頗
人
家
多
し
、
畑
お
ほ
く
見
ゆ
、
ゆ
う
の
東
ノ
方
丸
く
高
く
海
に
さ
し
出
た
る
山
あ
り
、
よ
う
づ
泊
、
ゆ
う
よ
り
二
里
余
あ
り
、
巳
午

に
向
へ
り
、
家
多
か
ら
ず
、
よ
ふ
づ
の
向
ふ
に
廿
間
計
も
あ
ら
ん
、
松
生
た
ル
島
あ
り
、
其
さ
き
に
丸
く
小
く
塚
と
も
い
ふ
べ
き
さ
ま

の
小
島
四
ツ
な
ら
ひ
あ
り
、
島
の
上
に
松
一
本
つ
ゝ
生
た
る
、
人
作
の
如
き
島
也
、
大
こ
ん
島
と
名
づ
く
、
其
さ
き
に
島
一
ツ
あ
り
、

木
も
な
し
、
芝
原
に
て
美
事
な
り
、
よ
う
つ
ハ
家
ゐ
皆
あ
し
く
数
も
す
く
な
し
、
家カ

室
、
か
む
ろ
ハ
地
ノ
家
室
、
沖
ノ
家
室
と
て
二
ツ

あ
り
、
沖
の
か
む
ろ
ハ
四
五
丁
海
を
へ
た
て
東
北
へ
向
て
人
家
あ
り
、
土
蔵
な
と
多
く
見
え
家
並
も
い
と
よ
し
、
島
ハ
辰
巳
よ
り
戌
亥

に
長
く
、
辰
巳
の
方
い
と
高
き
山
あ
り
、
此
島
多
く
ハ
麦
畑
に
て
、
畑
に
な
ら
ぬ
所
ハ
成
木
の
松
多
く
繁
れ
り
、
四
五
丁
へ
た
ゝ
り
た

り
、
地
の
か
む
ろ
の
こ
な
た
辰
巳
に
さ
し
出
た
る
松
山
あ
り
、
海
辺
の
さ
ま
い
と
佳
景
也
、
い
さ
ゝ
か
家
も
見
ゆ
、
地
の
か
む
ろ
、
東

に
向
ひ
て
海
辺
に
家
な
ら
ひ
立
り
、
い
と
よ
し
、
南
方
さ
と
は
つ
れ
大
石
の
海
に
さ
し
出
た
る
所
宮
あ
り
、
景
よ
し
、
地
の
か
む
ろ
の

う
し
ろ
□
き
山
お
ほ
く
畑
に
な
し
、
他
ハ
松
し
げ
れ
り
、
長
州
侯
よ
り
漕
船
三
拾
艘
、
水
船
六
艘
、
薪
舟
三
艘
お
く
ら
れ
た
り

伊
予
津
和
よ
り
丸
山
へ
一
里
　
　
　
　
　
周
防
丸
山
よ
り
ゆ
ふ
府
へ
三
里

由
府
よ
り
か
む
え
三
里

　
　
　
〆
十
里

　
　
　
　

廿
五
日

朝
間
う
す
く
も
り
、
日
誠
に
赤
し
、
辰
よ
り
晴
た
れ
と
未
よ
り
く
も
り
、
朝
よ
り
西
風
吹
し
か
、
未
よ
り
い
と
〳
〵
烈
し
く
夜
ニ
い
り

よ
わ
り
、
夜
ノ
九
ツ
時
頃
西
風
又
は
け
し
く
吹
出
し
か
、
一
時
も
な
く
や
ミ
た
り
、
六
ツ
半
時
家
室
を
出
船
、
此
辺
地
の
家
室
の
続
き
、

高
き
山
を
半
服
よ
り
ひ
く
し
き
迄
畑
と
な
せ
り
、
か
む
ろ
よ
り
二
り
計
行
て
か
む

村
あ
り
、
あ（
安
下
庄
カ
）

け
の
庄
よ
り
一
里
余

行
て
山
の
出
崎
峰
通
り
松
な
み
続
け
る
を
、
大ダ

イ
ハ波
崎
と
い
ふ
よ
し
、
左
に
へ
く
り
島
有
、
此
島
ハ
此
辺
に
並
ひ
な
き
大
島
也
、
周
廻
三

里
斗
也
、
大
波
村
ハ
か
む
ろ
辺
よ
り
見
え
た
る
、
出
さ
き
よ
り
前
の
入
江
也
、
人
家
よ
う
つ
に
ハ
ま
さ
れ
り
、
大
波
の
出
崎
を
過
れ
は
、

右
ノ
方
海
路
あ
り
、
こ
れ
安
芸
国
の
方
へ
行
て
お
ん
ど
の
せ
へ
出
る
船
路
也
、
き
ん
た
い
橋
・
宮
島
な
と
へ
行
に
ハ
を
は
た
け
の
せ
と
、

（
二
三
）

西海道日記　二

92



四
月
廿
三
日

蒲
刈

唐
琴

人
家
多
く
領
主
の
蔵
や
し
き

津
和

　
　
松
山
侯

鞆
よ
り
あ
ぶ
と
へ
一
里
　
　
　
　
　
　
　
阿
伏
兎
よ
り
院
ノ
島
へ
三
里

院
ノ
島
よ
り
山
伏
瀬
戸
へ
二
里

　
　
　
　
山
伏
せ
と
よ
り
め
か
り
へ
一
り

和
布
刈
よ
り
の
う
じ
へ
二
里

　
　
　
　
　
能
地
よ
り
た
ゝ
の
海
へ
一
り

忠
ノ
海
よ
り
高
崎
へ
一
里

　
　
　
　
　
　
高
崎
よ
り
上
い
か
り
へ
二
里

上
碇
よ
り
と
う
せ
ん
へ
一
里

　
　
　
　
　
唐
船
よ
り
下
碇
へ
二
里

下
碇
よ
り
横
島
へ
一
り

　
　
　
〆
十
七
里

廿
三
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
朝
間
し
ば
し
東
風
吹
て
や
み
、
辰
中
刻
よ
り
南
風
吹
出
て
や
ま
す
、
日
く
れ
よ
り
烈
し
、
夜
八
ツ
時

比
雷
鳴
し
て
よ
り
風
猛
烈
也
し
か
、
暁
か
た
よ
わ
り
た
り
、
夜
明
て
横
島
出
船
、
左
大
き
な
る
蒲
刈
島
也
、
麓
の
海
辺
に
た
ど
つ
村
、

其
外
村
々
あ
り
、
横
島
よ
り
二
里
計
行
、
左
ノ
せ
と
へ
乗
入
也
、
此
所
左
ハ
蒲
刈
島
、
右
ハ
の
み
島
也
、
正
面
に
乗
行
は
ね
こ
の
せ
と

い
ふ
、
せ
と
の
内
い
さ
ゝ
か
右
へ
よ
り
ね
こ
島
有
、
ね
こ
島
松
あ
り
、
い
と
小
き
島
也
、
此
辺
右
ノ
地
方
□
海
辺
、
山
高
く
所
々
に
村

あ
り
、
数
丁
高
き
所
に
麦
を
植
あ
り
、
蒲
刈
、
か
ま
か
り
せ
と
ハ
一
丁
計
の
瀬
戸
也
、
右
の
み
島
の
方
村
あ
り
、
芸
州
家
の
番
所
あ
り
、

海
水
を
へ
た
て
蒲
刈
島
の
ふ
も
と
の
海
辺
に
蔵
屋
敷
あ
り
、
蔵
ハ
十
あ
ま
り
、
蒲
刈
と
青
島
の
間
、
右
に
遠
く
お
ん
ど
の
せ
の
人
居
見

ゆ
、
青
島
、
右
高
き
島
也
、
こ
な
た
に
ハ
人
家
見
え
す
、
か
な
た
に
あ
る
よ
し
、
亀
が
首
南
北
に
長
き
島
也
、
南
ノ
方
入
江
に
て
巳
時

よ
り
風
ま
ち
致
ス
、
唐カ

ラ

琴コ
ト

、
亀
か
く
ひ
と
同
し
続
き
の
島
也
、
さ
れ
と
亀
か
首
と
か
ら
琴
の
間
山
き
れ
、
畑
計
の
所
有
、
唐
琴
ハ
南
に

向
へ
り
、
北
迄
家
つ
ゝ
き
の
所
あ
り
、
此
辺
左
に
惣
名
く
ず
名
島
あ
り
、
島
南
北
一
里
余
村
々
あ
り
、
伊
予
の
国
内
也
、
津
和
、
伊
予

の
国
内
也
、
松
山
侯
の
領
分
、
西
に
山
を
負
て
東
に
向
ひ
海
辺
に
軒
を
つ
ら
ね
た
り
、
人
家
多
く
領
主
の
蔵
や
し
き
も
あ
り
、
つ
わ
の

東
に
ぬ
わ
島
あ
り
、
つ
わ
と
ぬ
わ
の
間
を
舟
ハ
行
也
、
家
ゐ
至
て
よ
き
も
あ
り
、
夜
ノ
五
ツ
時
津
和
に
着
て
舟
泊
、
松
山
侯
よ
り
漕
船

三
拾
艘
、
水
船
六
艘
出
さ
れ
た
り

横
島
よ
り
蒲
刈
へ
三
里
　
　
　
　
　
蒲
刈
よ
り
青
島
へ
一
里

青
島
よ
り
亀
か
首
へ
二
里
　
　
　
　
亀
か
首
よ
り
唐
琴
へ
二
里

唐
琴
よ
り
津
和
へ
三
里

　
　
　
〆
十
一
里

（
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鞆絶
景
な
り

家
数
二
千
軒

遊
女
屋

四
月
廿
二
日

阿
伏
兎

院
島（
因
島
）

尾
ノ
道

高
崎
の
水

横
島

芸
州
侯
よ
り
漕
船
三
拾
艘

　
　
　
〆
十
三
里

　
　
　

廿
一
日

朝
よ
り
晴
た
り
し
か
、
辰
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
昨
夜
よ
り
西
風
烈
し
く
吹
て
終
日
や
ま
す
、
鞆
ハ
人
家
至
て
よ
し
、
西
南
に
向
ひ
海

辺
長
く
軒
を
並
へ
た
り
、
東
ノ
方
高
き
所
に
阿
部
家
の
番
所
一
段
高
き
所
に
時
ノ
鐘
あ
り
、
絶
景
な
り
、
番
所
の
下
一
丁
余
長
く
石
に

て
堤
の
や
う
に
つ
き
出
し
た
る
出
崎
に
か
ら
か
ね
の
同

（
マ
マ
）籠
一
ツ
立
り
、
古
ハ
東
よ
り
西
に
向
へ
り
、
北
よ
り
西
に
向
ひ
て
堤
の
如
く

つ
き
出
し
た
る
あ
り
、
其
間
一
丁
計
あ
る
所
を
舟
乗
入
也
、
町
の
西
よ
り
北
か
け
山
高
く
、
北
よ
り
東
ハ
ひ
く
し
、
当
所
家
数
二
千
軒

あ
り
な
と
い
へ
と
偽
り
な
る
へ
し
、
遊
女
屋
二
軒
、
引
出
茶
や
五
軒
あ
り
と
、
に
き
は
し
き
湊
也

　
　
廿
二
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
あ
か
つ
き
北
風
烈
か
り
し
か
、
夜
あ
け
て
や
ミ
、
辰
よ
り
西
風
ふ
き
て
や
ま
す
、
暁
八
ツ

半
時
鞆
出
船
、
阿ア

ブ伏
兎ト

、
あ
ふ
と
ハ
地
方
の
未
申
に
向
ひ
た
る
山
の
出
さ
き
也
と
、
夜
中
な
れ
は
堂
も
見
え
す
、
観
音
の
燈
明
ほ
の
か

に
見
ゆ
、
絶
景
の
事
ハ
い
ふ
迄
も
あ
ら
ぬ
所
を
遠
目
に
た
に
見
ぬ
か
口
を
し
、
田
島
、
未
申
よ
り
丑
寅
に
長
く
二
里
余
も
あ
ら
ん
か
、

あ
ぶ
と
ゝ
た
島
の
間
を
舟
ハ
こ
き
行
へ
き
を
、
夜
中
な
れ
ば
せ
と
心
も
と
な
し
と
て
、
た
島
の
外
を
院
ノ
島
さ
し
て
こ
き
行
ぬ
、
さ
れ

ば
塩
や
に
ハ
か
ゝ
ら
す
、
た
島
ハ
島
の
中
ほ
と
に
入
江
あ
り
て
陣
屋
め
き
た
る
家
な
と
も
見
ゆ
、
院
島
、
巳
午
よ
り
戌
亥
に
長
く
、
子

丑
申
に
向
ひ
人
居
二
所
あ
り
、
糸
崎
、
右
の
山
き
は
少
シ
の
村
あ
り
、
八
幡
あ
り
、
糸
さ
き
よ
り
こ
な
た
寅
ノ
方
山
間
遠
く
、
入
江
の

奥
に
尾
ノ
道
い
さ
ゝ
か
見
ゆ
、
糸
さ
き
と
す
な
み
山
の
間
の
入
江
の
奥
に
三
原
の
町
見
ゆ
、
城
ハ
矢
倉
見
ゆ
、
砂
見
村
、
村
の
う
し
ろ

す
な
み
山
、
尤
高
し
、
人
家
多
か
ら
す
、
左
、
い
は
き
山
、
い
は
き
山
こ
な
た
に
湊
有
と
、
こ
ち
ハ
う
し
ろ
也
、
せ
つ
た
山
、
い
は
き

山
・
せ
つ
た
山
、
い
さ
ゝ
か
山
の
ね
き
れ
し
の
ミ
な
り
、
麓
は
麦
畑
あ
り
、
右
能ノ

ウ
ジ地
、
高
き
山
の
麓
の
海
辺
に
家
あ
り
、
多
か
ら
ず
、

辰
巳
に
向
へ
り
、
左
に
ミ
島
あ
り
、
大
島
也
、
忠タ

ダ
ノ
ウ
ミ海

、
の
う
し
と
お
な
し
続
き
の
海
辺
也
、
家
す
く
な
く
其
さ
ま
能
地
と
お
な
じ
、

う
し
ろ
の
山
高
か
ら
ず
、
は
け
山
也
、
麦
畑
あ
り
、
此
辺
左
ノ
方
一
里
余
遠
く
岡
室
の
瀬
戸
見
ゆ
、
是
ハ
い
よ
の
地
方
の
島
也
、
今
ゆ

く
高
さ
き
の
方
ハ
か
ま
刈
せ
と
さ
し
て
ゆ
く
海
路
也
、
高
崎
、
た
ゝ
の
海
の
つ
ゝ
き
、
山
の
さ
し
出
た
る
所
の
陰
也
、
家
よ
ほ
と
見
ゆ
、

此
村
に
高
崎
の
水
と
て
芸
州
領
海
辺
無
双
の
名
水
あ
り
、
上カ

ミ
イ
カ
リ碇
、
右
ノ
方
低
き
せ
と
也
、
家
も
な
し
、
上
い
か
り
と
と
□
□
ん
の
間

右
ノ
山
下
海
辺
に
吉
名
と
云
る
村
あ
り
、
唐ト

ウ
セ
ン船
、
□
し
名
の
ま
へ
の
小
島
也
、
松
な
と
生
て
人
家
な
く
、
一
丁
も
あ
ら
ぬ
瀬
戸
の
島
也
、

下
い
か
り
、
せ
と
也
、
家
な
し
、
右
の
方
也
、
横
島
、
右
山
ノ
下
海
辺
に
人
家
あ
り
、
多
か
ら
す
、
夜
ノ
四
ツ
時
横
島
ニ
着
、
船
泊
、

と
う
せ
ん
の
辺
に
て
日
暮
た
り
、
芸
州
侯
よ
り
漕
船
三
拾
艘
、
水
舟
廿
四
艘
出
さ
れ
た
り

（
二
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）
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日
比

　
　
岡
山
侯

四
月
廿
日

象
頭
山

福
山
城
下

福
山
侯
よ
り
漕
舟

に
か
ゝ
り
舟
多
く
有
、
十
丁
四
方
計
も
あ
ら
ん
、
高
か
ら
す
、
夜
の
六
ツ
時
下
り
、
日
比
ニ
着
て
舟
泊
、
岡
山
侯
よ
り
漕
船
廿
艘
、
水

船
五
艘
出
さ
れ
た
り

室
よ
り
奈
波
へ
一
里

　
　
　
　
　
　
　
奈
波
よ
り
さ
こ
し
へ
一
里

坂
越
よ
り
あ
か
ふ
へ
一
里
半

　
　
　
　
赤
穂
よ
り
あ
ふ
こ
崎
へ
二
里

あ
ふ
こ
崎
よ
り
お
ふ
た
ふ
へ
一
里

　
　
太備

前

田
府
よ
り
た
て
へ
一
里

楯
よ
り
よ
ふ
づ
泊
へ
一
里

　
　
　
　
　
羊
頭
泊
よ
り
牛
窓
へ
二
里

牛
窓
よ
り
よ
も
き
島
へ
一
り

　
　
　
　
蓬
崎
よ
り
犬
島
へ
一
り

犬
島
よ
り
で
さ
き
へ
三
里

　
　
　
　
　
出
崎
よ
り
京
上
﨟
へ
一
里

　

京
上
﨟
よ
り
日
比
へ
一
り

　
　
〆
十
七
里
半

　
　
廿
日

早
天
い
さ
ゝ
か
く
も
り
、
ま
な
く
晴
た
り
、
朝
間
順
風
也
し
か
、
し
は
し
あ
り
て
な
き
た
り
、
巳
よ
り
西
南
風
ふ
き
烈
し
か
ら
す
、
未

中
刻
雷
一
声
し
て
申
上
刻
よ
り
日
出
て
く
も
ら
す
、
西
南
風
夕
く
れ
よ
り
ふ
き
夜
半
よ
り
烈
し
、
暁
七
ツ
上
刻
日
比
を
舟
出
す
、
左
に

大
づ
ゝ
こ
づ
ゝ
の
両
島
あ
り
、
大
つ
ゝ
ハ
海
中
に
、
小
つ
ゝ
ハ
讃
岐
の
地
方
也
、
二
里
計
行
て
左
り
遠
く
四
国
の
小
富
士
見
ゆ
、
右
、

備
前
ノ
田
ノ
口
・
下
村
な
と
見
ゆ
、
入
江
也
、
家
多
く
見
ゆ
、
大
は
ゞ
、
田
ノ
口
よ
り
半
り
、
大
は
ゞ
よ
り
山
の
出
さ
き
を
廻
れ
ば
下

津
井
、
此
せ
と
左
ハ
ば
い
ら
島
也
、
至
て
低
く
小
松
生
た
り
、
下
津
井
の
辺
よ
り
左
五
六
里
遠
く
象
頭
山
見
ゆ
、
こ
ゝ
に
て
殿
様
始
諸

役
人
一
同
遥
拝
し
、
真
木
に
参
銭
を
付
て
流
し
献
ず
、
象
頭
山
午
未
ニ
当
ル
、
備
中
水
島
、
右
ニ
見
ゆ
、
島
大
な
ら
す
、
人
家
見
へ
ず
、

三
郎
、
右
ノ
山
下
海
辺
、
人
家
す
く
な
く
麦
畑
あ
り
、
此
辺
十
里
ば
か
り
水
島
灘
と
い
ふ
よ
し
、
白
石
、
左
ノ
方
島
也
、
赤
土
山
に
大

き
な
る
石
と
松
と
有
て
、
白
石
ハ
入
江
の
奥
也
、
此
島
い
は
ゞ
築
山
の
様
な
り
、
島
の
長
サ
一
里
余
も
あ
ら
ん
、
亥
子
に
向
ひ
湊
二
所

あ
り
、
此
島
の
□
容
関
に
画
か
け
る
如
し
、
午
中
刻
よ
り
白
石
に
船
か
か
り
せ
し
が
、
未
下
刻
よ
り
空
は
れ
て
の
□
舟
出
ス
、
酉
ノ
方

入
江
広
く
見
わ
た
さ
る
、
此
□
福
山
城
下
也
と
見
え
す
、
左
り
島
々
多
か
れ
と
日
く
れ
け
れ
は
、
問
ず
、
夜
ノ
五
ツ
下
刻
鞆
着
、
舟
泊
、

福
山
侯
よ
り
漕
舟
・
水
舟
出
さ
れ
た
り

日
比
よ
り
下
津
井
へ
三
里
　
　
　
下
津
井
よ
り
む
く
ち
へ
一
里

む
く
ち
よ
り
水
島
へ
二
里
　
　
　
備
中
水
島
よ
り
三
郎
へ
二
里

三
郎
よ
り
白
石
へ
二
里
　
　
　
　
白
石
よ
り
鞆
へ
三
里

（
二
〇
）
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四
月
十
八
日

室
津

姫
路
侯

家
数
凡
千
軒

室
出
船

赤
穂

　
　
塩
浜

牛
窓

　
　
〆
五
里

　
　
十
八
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
晴
し
か
、
ま
な
く
陰
り
、
午
上
刻
よ
り
雨
ふ
り
や
ま
ね
と
、
風
ハ
や
ミ
た
り
、
申
よ
り
雨
わ
き
て
強
か
り
し
か
、

夜
半
や
み
た
り
、
辰
上
刻
赤
石
浦
出
船
、
沖
に
出
れ
は
播
磨
の
山
々
右
に
見
ゆ
、
左
方
ハ
一
里
余
出
て
よ
り
ハ
幽
に
山
見
ゆ
る
の
ミ
也
、

淡
路
と
伊
予
・
讃
岐
の
間
遠
く
隔
り
し
故
也
、
八
九
里
行
、
亀
島
、
左
三
四
丁
に
見
ゆ
、
樹
木
も
な
く
い
さ
ゝ
か
頂
に
草
生
た
り
、
東

西
に
長
し
、
一
丁
余
、
一
里
計
行
、
た
ん
げ
島
、
此
島
も
東
西
に
長
き
や
う
也
、
一
里
も
あ
ら
ん
、
樹
木
ハ
少
し
人
家
な
し
、
左
り
十

丁
余
遠
く
見
ル
、
十
丁
計
は
な
れ
家
島
あ
り
、
上
下
に
分
た
り
、
此
島
に
て
雨
ふ
り
出
け
れ
□
室
津
へ
着
、
室
の
入
口
、
右
の
出
さ
き

ひ
よ
り
山
と
い
ふ
、
此
山
お
ほ
く
ハ
畑
に
開
き
て
麦
を
蒔
た
り
、
高
き
所
に
番
所
□
□
□
□
、
五
六
丁
入
ば
右
の
方
さ
き
室
津
の
社
あ

り
、
冬
木
し
け
れ
り
、
其
中
に
宮
居
見
ゆ
、
社
の
下
に
姫
路
侯
の
番
所
あ
り
、
見
付
と
も
い
ふ
へ
く
大
也
、
社
地
の
出
崎
を
廻
れ
は
室

の
町
見
ゆ
、
室
津
船
泊
、
室
の
辰
巳
よ
り
戌
亥
の
方
海
に
め
く
り
そ
ひ
て
家
並
立
り
、
家
数
凡
千
軒
あ
り
と
云
り
、
四
国
・
九
州
の
大

名
の
乗
船
ハ
お
ほ
か
た
此
津
也
、
い
と
繁
花
の
湊
也
、
室
の
町
の
う
し
ろ
高
き
山
也
、
其
山
を
大
か
た
開
き
、
畑
に
な
し
た
り
、
本
田

畑
ハ
あ
ら
ぬ
や
う
な
り

上
明
石
よ
り
江
ヶ
崎
へ
一
里

　
　
　
　
　
江
ヶ
崎
よ
り
高
砂
へ
三
里

高
砂
よ
り
福
泊
へ
弐
里

　
　
　
　
　
　
　
福
泊
よ
り
し
か
ま
津
へ
一
里

飾
摩
津
よ
り
な
け
石
へ
三
里
　
　
　
　
　
投
石
よ
り
室
へ
弐
里

　
　
〆
十
弐
里

十
九
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
下
刻
雨
一
し
き
り
ふ
り
て
や
み
、
や
か
て
く
も
り
、
終
日
日
か
け
見
え
す
、
朝
よ
り
東
北
風
吹
し
か
時
々
や
み
、

は
け
し
か
ら
す
、
辰
上
刻
室
出
船
、
か
ら
み
島
を
左
に
見
て
こ
ぎ
い
づ
、
太オ

ゝ
タ田
府
の
ま
へ
よ
り
左
に
近
く
小
豆
島
見
ゆ
、
此
島
□
□
余
、

沖
を
こ
き
行
け
れ
ば
右
の
方
湊
な
ど
分
明
な
ら
す
、
赤
穂
な
と
は
し
め
遠
く
見
ゆ
、
赤
穂
ハ
□
□
塩
浜
な
と
見
ゆ
れ
は
□
遠
か
ら
す
、

開
け
た
る
所
に
あ
ら
す
、
未
中
刻
牛
窓
に
て
船
泊
り
、
牛
窓
ハ
辰
巳
へ
さ
し
出
た
る
崎
也
、
で
さ
き
を
廻
り
て
浜
辺
に
人
家
並
ひ
立
り
、

三
四
百
軒
も
あ
ら
ん
、
長
サ
四
五
丁
の
町
也
、
町
よ
り
高
き
所
に
八
幡
の
社
、
又
堂
な
と
見
ゆ
、
景
よ
し
、
牛
窓
よ
り
五
六
丁
海
を
へ

た
て
島
々
あ
り
、
牛
窓
を
半
里
計
こ
ぎ
行
、
左
方
午
未
に
讃
州
の
や
島
、
や
く
り
か
た
け
な
と
島
の
間
よ
り
遠
く
見
ゆ
、
や
し
ま
ハ
山

の
上
た
い
ら
に
、
い
は
ゝ
家
の
や
の
む
ね
の
様
に
見
ゆ
、
や
く
り
ハ
山
そ
は
た
あ
た
り
、
大
島
、
左
島
二
ツ
に
わ
か
れ
見
ゆ
、
東
の
湊

（
一
九
）
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四
月
十
六
日

遠
景
い
は
ん
方
な
し

天
保
山

兵
庫
浦

四
月
十
七
日

景
色
い
と
よ
し

淡
路
島

明
石
浦

一
　
雁
小
早
　
　
　
　
　
　
六
挺
立

　
　
　
　
水
主

　
　
　
　
　
六
人

船
手
頭

　
辻
小
兵
衛

　
御
用
達

　
細
見
勝
右
衛
門
・
小
倉
忠
平

中
小
姓

　
岡
野
半
右
衛
門

　
目
付
役

　
国
友
与
左
衛
門

　
本
道

　
牛
島
隆
庵

　
鍼
冶

　
藤
野
周
泰

外
科

　
平
木
安
正

　
御
賄
方
料
理
人

　
栗
山
元
右
衛
門
・
中
野
弾
七
・
大
藪
虎
八

十
六
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
暁
よ
り
東
風
吹
し
か
、
未
頃
北
風
と
な
り
、
夜
す
か
ら
や
ま
す
、
さ
れ
と
、
は
け
し
か
ら
す
、
朝
間

御
三
方
様
御
懸
合
向
有
之
、
そ
れ
よ
り
汐
間
ニ
付
出
船
延
刻
、
申
中
刻
や
う
〳
〵
出
船
也
、
西
北
よ
り
東
□
け
、
六
甲
山
、
勝
尾
山
、

伊
駒
山
、
金
剛
山
始
諸
山
見
え
、
遠
景
い
は
ん
方
な
し
、
大
東
筋
凡
十
丁
計
左
ノ
方
石
垣
に
て
つ
き
た
り
、
い
は
ゆ
る
安
治
川
口
也
、

左
ノ
方
出
崎
に
天
保
山
あ
り
、
古
ハ
天
保
元
年
新
見
伊
賀
守
、
当
所
町
奉
行
の
節
川
浚
の
土
を
以
て
築
き
た
れ
は
、
天
保
山
と
名
つ
け

し
よ
し
、
東
西
三
丁
計
、
川
所
ハ
狭
き
や
う
也
、
小
松
繁
□
せ
り
、
此
辺
よ
り
ハ
海
也
、
海
へ
出
て
帆
を
揚
た
り
、
今
夜
北
風
な
れ
ば

い
さ
ゝ
か
ひ
ら
き
也
、
夜
八
ツ
時
兵
庫
浦
に
着
て
船
泊
、
今
日
尼
崎
侯
松
平
遠
江
守
よ
り
引
船
出
さ
れ
た
り

大
坂
川
口
よ
り
尼
ヶ
崎
へ
二
里

　
　
　
尼
ヶ
崎
よ
り
鳴
尾
崎
へ
一
里

鳴
尾
崎
よ
り
西
ノ
宮
へ
二
里

　
　
　
　
西
宮
よ
り
あ
ふ
き
へ
一
里

あ
ふ
き
よ
り
み
か
け
へ
一
里
　
　
　
　
み
か
け
よ
り
脇
ノ
浜
へ
一
里

脇
浜
よ
り
か
ん
へ
へ
一
里
　
　
　
　
　
神
戸
よ
り
兵
庫
へ
一
里

　
　
　
　
〆
船
路
十
里

十
七
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
東
北
風
吹
し
か
つ
よ
か
ら
す
、
夜
ニ
い
り
南
風
烈
し
く
吹
し
か
、
ま
な
く
や
み
た

り
、
天
気
よ
し
、
日
出
て
兵
庫
を
出
船
、
船
中
よ
り
山
々
ま
た
和
田
の
崎
な
ど
見
た
る
景
色
い
と
よ
し
、
和
田
の
崎
を
廻
れ
ば
い
さ
ゝ

か
家
の
と
き
れ
見
ゆ
、
駒
ヶ
林
村
也
、
一
ノ
谷
、
須
磨
、
舞
子
浜
な
ど
を
右
に
詠
め
、
左
に
淡
路
島
を
見
、
其
間
一
里
ハ
な
し
、
左
右

の
眺
望
誠
に
い
は
ん
方
な
し
、
巳
上
刻
明
石
浦
ニ
着
、
□
□
□
阿
波
侯
よ
り
曳
船
、
今
舟
播
磨
灘
、
漕
行
兼
と
い
ひ
て
赤
石
湊
、
舟
泊

兵
庫
よ
り
一
ノ
谷
へ
二
里
　
　
一
ノ
谷
よ
り
鳫
崎
へ
一
り

播
磨
、
鳫
崎
よ
り
上
明
石
へ
二
里

（
一
八
）
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近
藤
勘
七
郎
様

御
乗
船

　
　
　
　
普
請
方

　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
椀
方

　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
板
前
働

　
　
　
　
壱
人

御
附
舟

一
　
稲
妻

　
　
　
　
　
　
　
八
挺
立

　
　
　
　
水
主

　
　
　
　
　
八
人

〆　
　
近
藤
勘
七
郎
様

御
乗
船

一
　
住
吉
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
拾
八
挺
立

　
　
　
　
水（

マ
マ
）頭

　
　
　
　
　
弐
人

　
　
　
　
　
　
水
主
組
頭

　
　
弐
人

　
　
　
　
水
主

　
　
　
　
　
五
拾
八
人

　
　
　
　
舟
大
工

　
　
　
壱
人

　
　
　
　
料
理
人

　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
側
足
軽

　
　
　
壱
人

　
　
　
　
普
請
方

　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
煮
方

　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
飯
方

　
　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
　
　
戸
棚
方

　
　
　
壱
人

　
　
　
　
椀
方
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
板
前
　
　
　
　
壱
人

御
乗
替

一
　
二
徳
小
早
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
四
挺
立

　
　
　
　
船
頭
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
水
主
　
　
　
　
廿
人

御
供
舟

一
　
大
天
狗
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
六
挺
立

　
　
　
　
船
頭
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
水
主
組
頭
　
　
壱
人

　
　
　
　
水
主
　
　
　
　
　
四
拾
六
人
　
　
　
　
側
足
軽
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
普
請
方
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
椀
方
　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
板
前
　
　
　
　
　
壱
人

御
附
舟

（
一
七
）
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曽
我
又
左
衛
門
様

御
召
舟

御
召
替
舟

一
　
小
浪
割

　
　
　
　
弐
拾
六
挺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
頭

　
　
橋
本
虎
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主

　
　
弐
拾
弐
人

御
供
舟

一
　
柳
葉
丸

　
　
　
　
四
拾
六
挺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
頭

　
　
古
賀
富
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

　
　
原
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主

　
　
四
拾
六
人

小
使
舟

一
　
小
雀
小
早

　
　
　
　
　
　
六
挺
立

　
　
　
合
四
艘

曽
我
又
左
衛
門
様

御
召
舟

一
　
金
翅
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
拾
二
挺
立

　
　
　
　
水
主
・
与
頭
　
　
弐
人
　
　
　
　
　
　
船
大
工
棟
梁
　
壱
人

　
　
　
　
水
主
　
　
　
　
　
六
拾
弐
人
　
　
　
　
舟
大
工
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
料
理
人
　
　
　
　
弐
人
　
　
　
　
　
　
側
足
軽
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
普
請
方
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
煮
方
　
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
飯
方
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
戸
棚
方
　
　
　
壱
人

　
　
　
　
椀
方
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
板
前
働
　
　
　
壱
人

御
供
舟

一
　
一
葉
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
拾
挺
立

　
　
　
　
船
頭
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
水
主
組
頭
　
　
壱
人

　
　
　
　
水
主
　
　
　
　
　
五
拾
人
　
　
　
　
　
側
足
軽
　
　
　
壱
人

（
一
六
）
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大
久
保
勘
三
郎
様

御
召
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
永
気
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

　
　
津
田
良
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
北
峰
忠
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主

　
　
三
拾
八
人

一
　
辛
崎
小
早

　
　
　
拾
弐
挺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

　
　
牧
太
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主

　
　
拾
弐
人

使
船

一
　
町
小
早

　
　
　
　
　
　
　
　
壱
艘

御
後
乗
舟
役
人
中
医
師
共
ニ

一
天
神
丸

　
　
　
　
　
五
拾
六
挺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
頭

　
　
坂
田
金
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭

　
　
津
付
左
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主

　
　
五
拾
八
人

使
船

一
　
町
小
早
　
　
　
　
　
　
壱
艘

　
　
　大
久
保
勘
三
郎
様

御
召
船

一
　
台
鴎
丸
　
　
　
　
五
拾
八
挺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
頭
　
　
月
貫
保
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
田
中
敬
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
頭
　
　
北
村
喜
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
田
久
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主
　
　
五
拾
八
人

（
一
五
）
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四
月
十
五
日

九
州
大
名
蔵
屋
敷

有
馬
家
の
家
紋

【
表
紙
】

十
五
日

朝
間
く
も
り
辰
上
刻
よ
り
晴
し
か
、
大
か
た
く
も
り
か
ち
也
し
か
、
未
中
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
夕
く
れ
か
け
や
ま
す
、
さ
れ
と
強
か
ら

す
、
朝
よ
り
荷
物
取
し
ら
へ
船
積
致
ス
、
未
中
刻
本
町
御
出
立
、
備
後
町
一
丁
目
河
岸
よ
り
御
乗
船
也
、
左
右
の
河
岸
・
橋
々
の
上
、

見
物
雲
霞
の
如
く
也
、
天
神
橋
の
下
へ
出
て
大
川
筋
御
通
船
、
九
州
大
名
蔵
屋
敷
前
御
通
り
の
節
ハ
、
足
軽
又
は
侍
以
上
の
者
待
居
て

皆
下
座
、
右
蔵
屋
敷
門
前
ニ
水
桶
并
箒
を
出
シ
有
、
申
中
刻
御
本
船
ニ
御
乗
移
也
、
台
鴎
丸
五
十
八
挺
立
、
張
子
ま
ん
幕
回
シ
、
紅
地

有
馬
家
の
家
紋
◇
を
白
く
染
ぬ
き
た
り

　
　
　
　
　
覚

御
先
乗

一
　
泰
平
丸
　
　
　
　
三
拾
八
挺
立
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
頭
　
　
辻
小
兵
衛

自
大
坂

至
肥
前
国
呼
子

〔
西
海
道
日
記
　
二
〕

（
一
四
）
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小
笠
原
佐
渡
守
殿

細
川
越
中
守
殿

島
津
飛
騨
守
殿

松
浦
肥
前
守
殿

相
良
壱
岐
守
殿

門
、
覚
書
壱
通
、
□
書
壱
通
、
書
付
八
通
持
参
、
小
笠
原
佐
渡
守
殿
よ
り
野
部
又
右
衛
門
、
松
平
大
隅
守
殿
よ
り
永
井
清
左
衛
門
、
根

本
善
左
衛
門
殿
よ
り
手
代
八
木
与
兵
衛
、
細
川
越
中
守
殿
よ
り
早
川
十
郎
兵
衛
、
有
馬
玄
蕃
頭
殿
よ
り
板
垣
軍
太
、
松
平
伊
予
守
殿
よ

り
高
尾
助
太
、
堀
伊
賀
守
殿
よ
り
石
川
要
右
衛
門
、
細
川
越
中
守
殿
よ
り
島
田
次
兵
衛
、
島
津
飛
騨
守
殿
よ
り
伊
集
院
一
作
、
内
藤
能

登
守
殿
よ
り
山
名
十
左
衛
門
、
玄
蕃
頭
殿
よ
り
国
友
与
右
衛
門
・
星
野
十
左
衛
門
、
秋
月
筑
前
守
殿
よ
り
石
井
和
太
郎
、
松
平
主
殿
頭

殿
よ
り
羽
田
喜
太
夫
、
池
田
岩
之
□
殿
よ
り
宮
部
孫
八
郎
、
五
島
左
衛
門
尉
殿
よ
り
中
村
作
兵
衛
、
玄
蕃
頭
殿
よ
り
牛
島
隆
庵
・
原
木

安
正
・
藤
野
周
泰
、
松
浦
肥
前
守
殿
よ
り
葉
山
佐
内
、
石
野
新
左
衛
門
殿
よ
り
貝
谷
升
兵
衛
、
跡
部
山
城
守
殿
よ
り
、
□
谷
仙
蔵
、
小

笠
原
大
膳
太
夫
殿
よ
り
杉
生
六
左
衛
門
、
松
平
但
馬
守
殿
よ
り
小
林
三
郎
右
衛
門
、
大
村
丹
後
守
殿
よ
り
冨
永
十
左
衛
門
、
伊
東
修
理

太
夫
殿
よ
り
田
北
魯
兵
衛
、
掘
伊
賀
守
殿
よ
り
鈴
木
与
市
、
松
平
肥
前
守
殿
よ
り
相
良
官
左
衛
門
・
本
吉
治
部
右
衛
門
、
相
良
壱
岐
守

殿
よ
り
内
藤
秋
太
郎
、
松
浦
肥
前
守
殿
よ
り
柴
山
作
右
衛
門
・
宮
本
芳
蔵
、
松
平
美
濃
守
殿
よ
り
長
岑
久
米
次

（
一
三
）
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草
津
宿

四
月
十
三
日

大
津
御
代
官

伏
見

御
乗
船

大
坂

四
月
十
四
日

大
坂
着
船

西
国
筋
大
名
衆
の
使
者

東
西
町
奉
行

立
花
左
近
将
監
殿

吉
郎
右
衛
門
、
横
田
川
端
へ
竹
内
又
兵
衛
出
ル
、
田
川
す
し
屋
善
六
御
休
、
石
部
宿
小
島
金
左
衛
門
御
休
、
梅
木
村
是
斎
彦
十
郎
御
休
、

八
ツ
半
時
草
津
宿
御
着
、
田
中
左
衛
門
、
曽
我
様
田
中
□
□
、
近
藤
様
大
黒
屋
弥
助
、
大
坂
御
本
陣
之
も
の
と
も
罷
出
ル
、
座
敷
向
絵

図
持
参
、
御
本
陣
大
坂
本
町
二
丁
目
月
行
事
冨
田
屋
庄
助
、
同
炭
屋
要
助
、
下
御
本
陣
本
町
一
丁
目
丁
代
勇
助
、
同
三
丁
目
丁
代
三
平
、

酉
上
刻
、
本
多
下
総
守
殿
徒
士
目
付
山
田
彦
六
・
林
寛
一
罷
出
ル

　
　
十
三
日

朝
間
く
も
れ
り
、
辰
よ
り
や
う
〳
〵
晴
し
か
、
終
日
く
も
り
か
ち
な
り
、
巳
よ
り
北
風
吹
し
か
、
申
時
は
や
み
、
申
中
刻
よ
り
雨
い
さ
ゝ

か
ふ
り
出
し
か
、
夜
半
や
ミ
た
り
、
辰
上
刻
草
津
宿
御
立
、
勢
田
橋
を
渡
り
、
石
山
追
分
松
屋
清
左
衛
門
御
休
、
善
所
本
多
家
よ
り
先

払
同
心
弐
人
出
ル
、
町
奉
行
宮
崎
次
左
衛
門
出
ル
、
大
津
御
代
官
石
原
清
左
衛
門
殿
使
者
鈴
木
松
三
郎
、
同
人
組
京
橋
覚
左
衛
門
、
同

人
家
来
柴
山
吟
之
丞
、
竹
田
屋
伊
右
衛
門
御
昼
也
、
時
は
つ
れ
松
平
土
佐
守
殿
御
行
違
通
ル
、
逢
坂
□
、
追
分
御
休
、
勧
修
寺
門
前
大

黒
屋
伊
兵
衛
御
休
、
藤
松
文
珠
四
郎
御
休
、
八
ツ
時
伏
見
御
着
、
濱
町
丹
波
屋
伊
兵
衛
方
ニ
而
乗
船
之
御
支
度
也
、
有
馬
玄
蕃
守
殿
よ

り
小
倉
忠
平
、
松
平
肥
前
守
殿
よ
り
本
吉
治
部
右
衛
門
・
相
良
官
左
衛
門
、
伏
見
問
屋
壱
人
出
ル
、
東
海
道
筋
先
払
、
人
馬
賃
□
金
并

先
触
持
参
也
、
伏
見
奉
行
加
納
遠
江
守
殿
与
力
棚
橋
兵
左
衛
門
・
重
田
栄
十
郎
・
黒
田
孝
之
助
・
木
村
惣
左
衛
門
、
使
者
高
木
瀬
兵
衛
、

角
倉
為
次
郎
殿
使
者
井
上
平
蔵
、
加
納
遠
江
守
殿
同
心
目
付
武
井
才
助
・
熊
谷
喜
十
郎
、
過
書
座
役
人
寺
沢
忠
次
郎
、
京
橋
山
崎
町
北

国
屋
新
右
衛
門
、
伏
見
京
橋
水
揚
方
年
寄
庄
兵
衛
、
申
下
刻
、
伏
見
南
浜
町
よ
り
御
乗
船
、
番
所
ニ
て
下
座
、
淀
川
通
り
稲
葉
丹
後
守

殿
使
者
井
村
策
馬
、
町
奉
行
剱
持
仁
右
衛
門
出
ル
、
両
岸
の
名
前
見
ま
ほ
し
け
れ
と
、
夜
中
な
れ
は
時
々
さ
し
の
そ
き
見
し
の
ミ
也
、

枚
方
よ
り
下
ハ
い
ね
て
大
坂
近
く
め
を
覚
し
た
り
、
今
夜
大
前
斎
輔
、
幕
内
平
六
な
ど
ゝ
同
船
、
大
前
氏
と
わ
き
て
何
く
れ
と
物
語
か

は
し
、
長
途
□
□
な
く
む
□
ひ
か
は
せ
し
が
、
今
夜
同
船
そ
、
奇
縁
の
は
し
め
な
り
け
る

　
　
十
四
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
よ
り
や
う
〳
〵
晴
た
り
し
か
、
誠
に
快
晴
、
風
も
ふ
か
す
、
い
と
〳
〵
あ
つ
し
、
暁
六
ツ
時
大
坂
着
船
、
本
町

二
丁
目
冨
田
屋
庄
助
方
え
御
着
、
辰
よ
り
夜
分
か
け
西
国
筋
大
名
衆
の
使
者
等
来
た
り
、
繁
忙
か
き
り
な
し
、
未
上
刻
曽
我
様
御
旅
宿

ニ
て
近
藤
様
と
御
待
合
、
御
三
方
御
一
道
ニ
て
御
城
代
中
屋
敷
、
間
部
下
総
守
殿
此
節
江
戸
御
下
向
御
留
守
也
、
東
西
町
奉
行
え
御
出
、

跡
部
山
城
守
殿
ハ
御
面
談
な
し
、
堀
伊
賀
守
殿
ハ
御
面
談
一
時
計
御
物
語
有
之
、
日
く
れ
御
旅
宿
迄
御
帰
り
也

使
者
等
の
あ
ら
ま
し
、
立
花
左
近
将
監
殿
よ
り
山
上
九
左
衛
門
、
松
平
美
濃
守
殿
留
守
居
南
部
七
郎
右
衛
門
、
同
家
使
番
建
部
孫
左
衛

（
一
二
）
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四
月
十
日

勢
州
桑
名

有
馬
玄
蕃
頭
様

四
日
市

四
月
十
一
日

四
日
市

鈴
鹿
峠

四
月
十
二
日

十
日

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
終
日
し
は
し
も
く
も
ら
す
、
辰
よ
り
西
風
い
さ
ゝ
か
吹
、
午
未
の
こ
ろ
烈
し
か
り
し
か
、
申
中
刻
や
ミ
た
り
、
辰

中
刻
佐
屋
よ
り
御
乗
船
、
佐
屋
川
端
尾
州
家
よ
り
御
番
所
有
、
右
番
人
□
同
□
格
、
御
乗
船
場
、
□
□
陣
屋
船
掛
吟
味
方
服
部
作
助
・

小
川
又
兵
衛
、
佐
屋
湊
付
同
心
肆
矢
佐
十
郎
乗
組
、
中
村
万
蔵
、
佐
屋
川
西
南
に
た
と
山
見
ゆ
、
勢
州
桑
名
領
也
、
北
伊
勢
大
神
宮
御

鎮
座
、
左
ニ
尾
州
海
東
郡
、
森
須
村
庄
屋
沢
右
衛
門
方
ニ
藤
有
之
由
、
此
藤
の
花
長
七
尺
程
有
之
由
、
立
寄
て
見
す
、
尾
州
領
也
、
巳

中
刻
桑
名
着
、
松
平
越
中
守
様
町
奉
行
林
権
之
右
衛
門
、
同
家
人
馬
差
配
役
笹
川
慶
四
郎
・
酒
井
柳
兵
衛
、
丹
羽
善
九
右
衛
門
昼
御
休
、

同
所
え
旅
中
為
機
嫌
伺
、
林
権
之
右
衛
門
来
ル
、
同
所
え
有
馬
玄
蕃
頭
様
御
使
者
、
使
番
役
古
庄
中
吾
来
ル
、
旅
中
御
見
舞
口
上
書
持

参
、
町
屋
川
、
仮
板
橋
、
百
間
余
と
六
七
十
間
と
二
ツ
渡
せ
り
、
朝
明
川
、
土
橋
百
間
計
。
東
冨
田
新
屋
東
五
郎
御
休
、
羽
津
村
ニ
て

有
馬
玄
蕃
頭
殿
ニ
行
違
御
互
ニ
御
会
釈
有
之
、
家
老
・
用
人
中
下
座
有
之
、
四
日
市
宿
入
口
よ
り
多
羅
尾
鐵
之
助
殿
足
軽
二
人
先
払
出

ル
、
申
上
刻
四
日
市
御
着
、
帯
屋
七
郎
右
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
、
清
水
屋
太
兵
衛
、
近
藤
様
、
岡
田
屋
庄
九
郎

　
　
十
一
日

朝
間
い
さ
ゝ
か
く
も
り
し
か
、
辰
よ
り
は
れ
た
れ
と
時
々
く
も
れ
り
、
巳
時
西
風
吹
出
し
か
、
午
時
や
ミ
、
申
上
刻
東
風
吹
出
し
か
、

ゆ
ふ
暮
や
ミ
、
酉
下
刻
よ
り
あ
め
ふ
り
出
て
や
ま
す
、
つ
よ
し
、
夜
あ
け
し
は
し
有
て
四
日
市
を
御
立
、
山
田
追
分
鍵
屋
長
四
郎
御
休
、

四
日
市
よ
り
追
分
迄
五
十
丁
、
此
所
よ
り
山
田
迄
十
六
里
、
石
薬
師
宿
入
口
、
鐵
之
助
殿
足
軽
一
人
先
払
出
ル
、
岡
田
市
左
衛
門
御
休
、

庄
野
宿
鐵
之
助
殿
足
軽
二
人
出
ル
、
亀
山
宿
、
石
川
日
向
守
殿
城
下
也
、
城
ハ
右
ニ
あ
り
、
先
払
同
心
三
人
出
ル
、
桂
屋
弥
次
郎
兵
衛

昼
御
休
、
大
手
前
町
奉
行
平
井
嘉
兵
衛
出
ル
、
関
入
口
、
同
家
よ
り
同
心
二
人
出
ル
、
伊
奈
平
兵
衛
御
休
、
同
宿
立
場
へ
目
付
役
市
橋

左
太
夫
出
ル
、
宿
中
程
左
ニ
関
地
蔵
あ
り
、
堂
額
大
き
也
、
日
本
第
一
の
地
蔵
尊
也
と
云
り
、
坂
ノ
下
鐵
之
助
殿
よ
り
先
払
足
軽
一
人

出
ル
、
大
竹
伝
左
衛
門
御
休
、
鈴
鹿
峠
、
立
場
伊
勢
屋
喜
兵
衛
御
休
、
峠
の
上
近
江
の
国
界
あ
り
、
土
山
宿
入
口
よ
り
鐵
之
助
殿
先
払

足
軽
壱
人
出
ル
、
土
山
宿
堤
忠
左
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
、
土
山
平
次
郎
、
近
藤
様
、
辰
巳
屋
孫
四
郎

十
二
日

朝
間
小
雨
ふ
り
し
か
、
辰
中
刻
頃
雨
や
ミ
、
し
は
し
有
て
や
ふ
〳
〵
日
出
て
快
晴
と
な
れ
り
、
さ
れ
と
時
々
い
さ
ゝ
か
く
も
れ
り
、
巳

よ
り
北
風
吹
、
未
時
わ
き
て
は
け
し
か
り
し
が
、
夜
ニ
い
り
や
ミ
た
り
、
暁
七
ツ
時
よ
り
支
度
し
、
夜
明
て
出
た
り
、
水
口
、
加
藤
能

登
守
殿
城
下
也
、
城
ハ
左
ニ
あ
り
、
先
払
同
心
二
人
出
ル
、
大
手
前
町
奉
行
岩
谷
長
、
問
屋
場
へ
徒
士
目
付
竹
村
周
吉
、
町
与
力
杉
田

（
一
一
）
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四
月
八
日

藤
川
宿

尾
州
様

四
月
九
日

熱
田

田
畑
の
美
良
な
る
事

尾
州
御
船
手
役

八
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
午
の
間
、
時
々
日
か
け
見
へ
し
か
く
も
り
、
未
下
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
、
大
浜
村
の
辺
次
第
に
つ
よ
く
、
夜
半
や

ミ
た
り
、
朝
よ
り
北
風
吹
し
か
時
々
強
弱
あ
り
て
、
申
時
や
ミ
た
り
、
今
日
の
寒
さ
わ
き
て
甚
し
、
不
順
至
極
也
、
暁
正
七
ツ
時
赤
坂

宿
を
御
出
立
、
中
山
口
宝
蔵
寺
門
前
に
て
夜
あ
け
、
鈴
木
新
助
御
休

　
　（
三
行
分
の
余
白
あ
り
）

藤
川
宿
二
丁
計
□
山
中
村
、
山
中
社
左
方
ニ
有
、
藤
川
宿
森
川
久
左
衛
門
御
休
、
本
多
上
総
介
様
よ
り
先
払
同
心
二
人
出
ル
、
岡
崎
宿

服
部
仙
左
衛
門
御
休
、
岡
崎
ニ
て
は
都
合
拾
人
計
先
払
出
ル
、
大
浜
茶
屋
丸
屋
清
吉
御
休
、
池
鯉
鮒
宿
、
土
井
大
隅
守
様
町
奉
行
藤
井

東
十
郎
、
先
払
同
心
弐
人
、
其
外
人
馬
目
付
市
川
半
左
衛
門
出
ル
、
木
綿
屋
嘉
十
郎
昼
御
休
、
鳴
海
宿
大
和
屋
佐
兵
衛
御
休
、
日
く
れ

て
宮
宿
御
着
、
南
部
新
五
左
衛
門
御
泊
、
六
ツ
半
時
尾
州
様
よ
り
旅
中
為
御
尋
、
番
頭
格
以
下
と
申
御
役
名
、
為
御
使
御
出
也
、
小
十

人
頭
と
申
御
役
名
、
御
朱
印
為
御
改
御
出
、
曽
我
様
、
森
田
八
郎
右
衛
門
、
近
藤
様
、
小
出
佐
兵
衛
、
尾
州
様
御
使
熱
田
奉
行
改
役
朝

田
小
太
郎
、
御
朱
印
改
江
崎
清
左
衛
門

　
　
九
日

朝
間
小
雨
、
辰
下
刻
よ
り
雨
や
み

や
く
は
れ
、

き
い
さ
ゝ
か
□
か
□
も

未
中
刻
よ
り
再
ひ
雨
ふ
り
、
申

上
刻
頃
や
ミ
、
夕
く
れ
か
け
陰
れ
り
、
申
上
刻
西
風
は
け
し
く
ふ
き
出
し
か
、
下
刻
や
み
た
り
、
早
朝
荷
物
船
積
せ
し
か
、
雨
ふ
り
け

れ
は
見
合
せ
て
刻
を
延
し
ぬ
、
昼
飯
後
佐
屋
廻
り
之
御
相
談
ニ
相
成
、
先
触
出
シ
、
未
下
刻
宮
を
御
出
立
也
、
熱
田
中
程
よ
り
左
ノ
方
、

津
島
佐
屋
道
と
石
立
た
る
所
を
い
り
、
並
木
あ
り
、
宮
よ
り
ま
ん
場
へ
弐
里
半
、
上
十
五
日
ハ
ま
ん
場
に
て
継
立
、
下
十
五
日
ハ
岩
塚

に
て
継
立
な
り
、
ま
ん
は
川
を
半
里
と
立
ぬ
れ
は
岩
塚
・
ま
ん
ば
川
一
筋
に
て
半
里
、
た
か
ひ
あ
り
、
か
す
森
立
場
也
、
岩
つ
か
、
ま

ん
は
宿
よ
り
か
も
り
迄
壱
里
半
　
九
丁
、
す
な
こ
村
、
長
十
五
間
の
板
橋
あ
り
、
右
ニ
世
に
名
高
き
眼
医
馬
島
村
馬
島
氏
へ
ゆ
く
道
あ

り
、
道
よ
り
七
丁
有
よ
し
、
石
の
し
る
し
有
、
袖
竹
村
、
下
田
村
、
か
も
り
村
よ
り
佐
屋
迄
一
里
半
有
し
、
こ
し
津
、
つ
ば
市
、
日
光
、

五
六
十
間
の
□
橋
あ
り
、
□
川
、
も
ろ
く
□
、
追
分

行
は
津
島
道
也
、
左
ノ

行

津
島
ノ
方
鳥
居
有
、

□
屋
、
へ
き
村
、
佐
屋
、
社
竹
を
出
る
頃
日
く
れ
け
れ
は
、
凡
三
里
計
夜
行
し
た
り
、
か
も
り
と
さ
や
の
間
ニ
穢
多
町
有
て
ぬ
け
た
れ

は
、
壱
里
半
十
七
丁
あ
り
と
云
り
、
今
日
の
行
程
平
地
な
れ
ど
雨
後
か
つ
夜
ニ
い
り
し
故
に
や
、
道
遠
く
覚
ゆ
、
田
畑
の
美
良
な
る
事

日
本
第
一
と
称
せ
ら
る
ゝ
も
、
今
日
其
実
証
を
見
た
り
、
今
日
過
し
村
々
尾
州
の
内
に
も
す
く
れ
し
土
地
な
る
へ
し
、
ま
ん
は
村
溝
口

友
九
郎
、
か
も
り
村
大
坂
屋
千
蔵
、
佐
屋
宿
加
藤
五
左
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
、
岩
間
権
右
衛
門
、
近
藤
様
、
市
川
次
郎
兵
衛
、
酉
中
刻

尾
州
御
船
手
役
大
塚
豊
太
郎
来
ル

（
一
〇
）
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藤
枝
宿

大
井
川

四
月
六
日

掛
川
宿

浜
松
入
口

四
月
七
日

賀
茂
翁

新
居
宿

所
よ
り
先
払
、
同
人
衆
二
人
差
出
さ
れ
候
、
藤
枝
宿
、
入
口
町
奉
行
加
藤
又
兵
衛
、
大
手
前
用
人
本
多
内
蔵
之
丞
、
番
頭
雨
宮
新
兵
衛
、

伊
右
衛
門
方
御
休
え
、
本
多
様
よ
り
使
者
高
崎
京
三
郎
、
問
屋
場
目
付
一
人
、
同
心
一
人
、
瀬
戸
川
徒
目
付
小
宝
為
八
、
同
人

（
心
カ
）二
人
、

島
田
宿
へ
駿
府
御
代
官
岸
本
十
輔
殿
よ
り
家
来
二
人
先
払
、
大
井
川
、
川
端
え
川
庄
屋
八
右
衛
門
出
ル
、
川
端
よ
り
ひ
く
れ
て
金
谷
宿

佐
塚
佐
次
右
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
、
川
村
八
郎
左
衛
門
、
近
藤
様
、
角
屋
三
郎
右
衛
門
也
、
江
戸
出
立
せ
し
よ
り
日
々
つ
か
れ
は
て
ゝ

歌
一
首
を
た
に
よ
み
出
さ
り
し
に
、
此
所
に
て
始
て
思
ひ
つ
ゝ
け
た
り
、
大
井
川
を
わ
た
り
け
る
時
述
懐

　
影
う
つ
す

　
事
も
は
つ
か
し

　
大
ゐ
川

　
か
ち
に
て
わ
た
る

　
た
ひ
の
す
か
た
を

　
　
六
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
北
風
は
け
し
く
吹
、
時
々
よ
わ
り
た
り
、
朝
間
い
と
寒
し
、
夜
明
け
て
御
出
立
、
菊
川
名
所

也
、
小
夜
中
山
宝
蔵
寺
門
前
御
休
、
日
坂
宿
煙
草
屋
善
助
御
休
、
掛
川
宿
、
太
田
備
後
守
様
よ
り
先
払
同
心
弐
人
、
町
奉
行
遠
藤
貢
、

大
手
前
ニ
而
出
ル
、
町
同
心
小
頭
山
名
半
蔵
出
ル
、
城
ハ
右
ノ
方
ニ
有
、
浅
羽
屋
総
左
衛
門
御
休
、
人
馬
役
志
村
庄
七
問
屋
場
え
罷
越
、

大
池
村
右
秋
葉
山
道
あ
り
、
銅
鳥
居
あ
り
、
額
秋
葉
大
権
現
と
あ
り
、
原
川
金
田
屋
林
蔵
御
休
、
袋
井
宿
、
立
花
屋
又
四
郎
御
昼
休
、

見
附
宿
鈴
木
孫
兵
衛
御
休
、
見
附
ハ
遠
江
の
国
府
也
と
、
中
泉
村
、
宿
駅
の
如
し
、
よ
き
家
多
し
、
池
田
、
松
村
七
左
衛
門
御
休
、
天

龍
川
、
源
ハ
信
州
諏
訪
の
湖
よ
り
流
れ
出
る
也
、
水
深
し
、
右
ノ
方
遠
く
秋
葉
山
見
ゆ
、
天
神
町
角
屋
治
郎
兵
衛
御
休
、
右
ノ
方
に
味

方
か
原
、
さ
い
か
か
け
な
と
あ
り
、
浜
松
入
口
、
水
野
越
前
守
様
よ
り
先
払
同
心
二
人
出
ル
、
浜
松
よ
り
一
里
計
こ
な
た
に
て
日
暮
た

り
、
川
口
治
郎
兵
衛
御
泊
、
曽
我
様
、
杉
浦
助
右
衛
門
、
近
藤
様
、
平
野
屋
助
太
夫

七
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
よ
り
か
ら
り
し
て
空
晴
た
れ
と
、
時
々
く
も
れ
り
、
朝
よ
り
夕
く
れ
か
け
北
風
は
け
し
く
、
終
日
寒
さ
強
し
、

暁
六
ツ
時
浜
松
宿
御
出
立
、
水
野
様
よ
り
先
払
同
心
一
人
出
ル
、
舞
坂
宿
茗
荷
屋
清
兵
衛
御
休
、
同
宿
よ
り
荒
井
え
御
乗
船
也
、
舟
場

へ
松
平
伊
豆
守
殿
舟
役
清
水
加
右
衛
門
同
心
三
人
出
ル
、
御
召
舟
え
同
心
壱
人
乗
、
同
所
え
舞
坂
舟
場
御
用
聞
掛
塚
屋
市
左
衛
門
来
て

何
か
と
世
話
致
ス
、
入
海
右
ノ
方
い
と
遠
く
広
し
、
此
所
の
事
古
人
□
□
歌
又
ハ
記
行
な
と
に
あ
ま
た
見
え
た
る
名
所
也
、
真
淵
翁
の

岡
部
日
記
に
く
は
し
く
い
は
れ
た
り
、
賀
茂
翁
集
五
ノ
巻
に
春（

村
田海
大春
海
）人
出
さ
れ
た
り
、
余
か
前
年
の
日
記
に
ハ
大
か
た
引
用
し
た
り
、

御
関
所
、
伊
豆
守
殿
代
官
役
田
村
籐
左
衛
門
出
ル
、
先
払
同
心
二
人
、
新
居
宿
、
疋
田
八
郎
兵
衛
御
休
、
御
油
宿
よ
り
半
道
計
、
こ
な

た
よ
り
挑
灯
に
て
赤
松
宿
平
松
弥
市
左
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
、
松
平
彦
十
郎
、
近
藤
様
、
伊
豆
屋
庄
左
衛
門

（
九
）
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奥
津
宿

四
月
五
日

京
都
所
司
代

晴
見
寺

駿
府

安
倍
川

迄
一
里
八
丁
、
吉
原
迄
一
里
半
也
と
、
岩
渕
よ
り
右
へ
身
延
山
道
あ
り
、
七
難
坂
、
左
ハ
海
に
て
眺
望
よ
し
、
蒲
原
宿
那
須
屋
伝
八
御

休
、
由
井
、
倉
沢
、
冨
士
屋
七
郎
兵
衛
御
休
、
さ
つ
た
峠
、
右
の
山
の
中
腹
を
左
ニ
海
を
み
お
ろ
し
つ
ゝ
の
ほ
り
行
坂
也
、
六
七
丁
も

あ
る
へ
し
、
此
の
道
ノ
下
海
辺
に
古
ハ
道
あ
り
て
、
親
し
ら
す
、
子
し
ら
す
と
い
ひ
し
と
な
ん
、
親
不
知
、
子
不
知
と
名
付
し
所
日
本

に
多
し
、
中
に
も
其
名
高
く
聞
え
た
る
ハ
越
中
越
後
の
界
の
と
、
紀
州
熊
野
の
き
の
本
の
と
也
、
何
れ
も
山
の
出
崎
の
海
辺
の
道
也
、

此
さ
つ
た
峠
の
眺
望
海
辺
第
一
也
と
或
人
ハ
云
へ
り
、
実
に
天
景
い
は
ん
か
た
な
し
、
坂
を
下
り
谷
間
に
い
り
て
三
四
丁
行
、
奥
津
川
、

橋
を
か
り
に
掛
た
り
、
水
至
て
あ
さ
し
、
奥
津
宿
、
手
塚
十
右
衛
門
御
泊
、
曽
我
様
ハ
市
川
新
左
衛
門
、
近
藤
様
水
入
屋
半
兵
衛

　
　
五
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
下
刻
晴
し
か
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
朝
間
北
風
烈
し
く
吹
、
い
と
寒
か
り
し
か
、
巳
よ
り
空
は
れ
あ
た
た
か

に
な
れ
り
、
八
ツ
上
刻
よ
り
支
度
し
、
七
ツ
半
時
御
立
、
京
都
所
司
代
土
井
大
炊
頭
殿
、
江
尻
宿
御
泊
ニ
付
、
途
中
御
逢
こ
れ
な
き
様

ニ
未
明
に
御
立
也
、
さ
れ
と
奥
津
と
江
尻
の
間
に
て
未
明
に
御
行
違
也
、
江
尻
問
屋
場
に
て
挑
灯
を
消
し
た
り
、
奥
津
宿
を
出
て
右
ニ

晴
見
寺
有
、
夜
中
な
れ
は
い
さ
ゝ
か
も
見
え
す
、
前
年
参
詣
せ
し
に
眺
望
美
景
、
今
に
忘
れ
か
た
し
、
晴
見
寺
ハ
巨
鼇
山
求
玉
院
と
云

東
福
寺
聖
一
国
師
の
弟
子
開
聖
禅
師
の
開
基
也
、
客
殿
に
雪
舟
か
書
る
絵
あ
り
、
門
を
い
り
左
に
五
重
塔
・
五
百
羅
漢
あ
り
、
客
殿
東

西
十
五
六
間
南
北
六
七
間
、
額
あ
り
、
永
世
孝
享
と
あ
り
、
ま
た
潮
音
閣
、
東
海
名
区
と
錦
谷
の
書
る
額
二
ツ
あ
り
、
鐘
楼
あ
り
、
銘

文
陽
文
な
れ
と
よ
め
か
ね
た
り
、
正
和
三
年
七
月
と
あ
り
、
額
瓊
瑶
世
界

　
螺
山
と
あ
り
、
此
門
前
よ
り
三
保
へ
舟
行
し
た
り
、
江
尻
、

右
ニ
帆
掛
山
と
て
、
高
き
山
見
ゆ
る
、
草
薙
村
、
道
よ
り
八
丁
左
也
、
日
本
紀
七
景
行
紀
に
見
え
し
日
本
武
尊
の
東
夷
の
た
め
に
焼
殺

さ
れ
給
ひ
な
ん
と
せ
し
危
難
に
あ
ひ
し
所
也

駿
府
、
町
中
よ
り
左
へ
行
く
、
右
城
の
堀
行
て
浅
間
へ
行
也
、
近
年
御
再
建
あ
り
て
、
宮
殿
の
美
麗
日
本
第
二
也
と
云
り
、
こ
た
ひ
ハ

詣
る
事
を
得
す
、
前
年
参
り
し
頃
ハ
不
残
造
営
で
き
ぬ
頃
也
き
、
駿
府
町
奉
行
牧
野
左
衛
門
殿
組
同
心
出
役
神
原
猪
八
郎
・
布
施
源
三

郎
、
加
番
一
柳
土
佐
守
殿
使
者
篠
田
半
司
、
加
番
松
平
内
蔵
允
殿
使
者
塚
本
源
次
郎
、
同
加
番
溝
口
内
記
殿
使
者
笠
原
清
右
衛
門
、
町

奉
行
牧
野
左
衛
門
殿
使
者
石
川
仙
助
、
問
屋
場
御
同
人
組
同
心
小
屋
頭
稲
生
才
蔵
・
深
津
玄
次
郎
、
安
倍
川
破
風
屋
六
兵
衛
御
休
、
安

倍
川
か
ち
渡
、
向
手
塚
村
御
霊
大
明
神
、
殿
様
御
参
詣
有
之
、
牧
野
様
組
同
心
小
藤
弥
十
郎
・
松
井
和
平
次
、
川
越
人
足
為
見
届
罷
出

ル
、
同
磯
貝
佐
次
右
衛
門
・
市
橋
助
次
、
人
馬
継
立
為
見
届
鞠
子
宿
へ
出
役
、
鞠
子
宿
、
米
屋
市
郎
右
衛
門
御
昼
休
、
宿
を
出
て
右
六

丁
計
行
、
宗
長
か
隠
遁
せ
し
柴
屋
寺
あ
り
、
乾
の
角
に
墓
有
、
谷
間
の
小
川
に
そ
ひ
上
り
、
う（

宇
津つ
のノ

や谷
）
、
険
し
き
坂
也
、
業
平
朝
臣
の

歌
に
よ
り
て
世
に
名
高
き
所
也
、
世
々
の
歌
人
の
詠
吟
い
と
多
し
、
十
団
子
の
名
物
也
、
林（

林
羅道
春山
）
先
生
の
詩
あ
り

岡
部
宿
、
二
藤
清
左
衛
門
御
休
、
藤
枝
宿
村
松
伊
右
衛
門
御
休
也
、
前
横
折
村
よ
り
本
多
能
登
守
殿
よ
り
掃
除
方
八
田
加
蔵
待
請
て
此

（
八
）
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粥
を
施

黒
田
甲
斐
守
殿

頼
朝
公

四
月
四
日

沼
津
宿

富
士
川

て
施
と
云
り
、
寒
中
に
ハ
道
行
人
に
迄
粥
を
施
と
な
ん
、
其
家
に
い
り
て
施
主
の
名
を
聞
し
に
、
女
一
人
ゐ
し
か
、
江
戸
呉
服
町
か
す

屋
友
七
と
云
る
者
の
施
行
也
と
語
れ
り
、
上
り
の
方
に
有
し
ハ
与
兵
衛
と
有
と
覚
へ
た
り
、
此
施
行
箱
根
山
に
二
所
、
木
曽
路
の
碓

日（
マ
マ
）峠
と
和
田
峠
、
都
合
四
所
あ
り
と
語
れ
り
、
日
本
第
一
の
施
行
也
と
聞
り
、
実
に
然
る
へ
し
、
委
し
く
聞
糺
し
記
さ
ん
と
思
へ
と
、

女
計
に
て
分
明
に
答
兼
し
そ
口
惜
き
、
か
さ
ね
て
よ
く
〳
〵
聞
糺
し
お
き
て
書
付
べ
し
、
二
丁
計
下
り
、
石
わ
り
坂
絶
景
也
、
又
二
丁

よ
下
り
出
茶
屋
あ
り
、
家
の
向
ひ
道
を
へ
た
て
築
山
め
き
た
る
さ
ま
に
木
を
植
、
石
を
立
た
る
、
い
ふ
に
も
た
ら
ぬ
ほ
と
な
れ
と
、
所

か
ら
を
か
し
、
お
ふほ

か
れ
木
坂
、
小
か
れ
き
坂
、
此
辺
も
景
よ
し
、
二
三
丁
左
右
杉
の
所
を
行
て
山
中
宿
な
り
、
右
高
き
所
な
る
宗
閑

寺
ニ
御
休
、
北
ノ
方
高
き
所
に
山
中
城
跡
有
、
是
北
条
の
臣
一
柳
伊
豆
守
な
と
こ
も
り
し
を
天
正
十
八
年
三
月
廿
九
日
に
秀
吉
公
の
先

鋒
勢
の
攻
落
せ
し
所
也

三
ツ
谷
村
、
樋
口
伝
左
衛
門
御
休
、
黒
田
甲
斐
守
殿
ニ
出
会
た
り
、
其
以
前
上
田
左
門
と
云
る
人
使
者
に
来
た
り
、
坂
を
下
り
は
て
ゝ

河
原
ヶ
谷
村
橋
を
渡
り
三
島
宿
也
、
三
島
宿
の
中
程
右
ニ
三
島
ノ
神
社
あ
り
、
宮
殿
美
麗
也
、
大
山
祗
神
を
祭
れ
り
と
、
光
仁
帝
の
御

時
伊
予
国
三
島
よ
り
此
地
に
遷
せ
り
と
、
社
領
五
百
三
十
石
也
と
、
此
宿
よ
り
伊
豆
の
北
条
下
田
へ
行
く
道
あ
り
、
三
島
よ
り
下
田
迄

十
五
里
十
五
丁
あ
り
と
、
至
て
難
所
也
と
云
り
、
三
島
宿
ハ
出
は
な
れ
の
所
三
四
十
間
計
、
田
な
と
へ
た
て
家
あ
り
、
三
島
の
を
出
は

な
れ
五
六
間
下
り
、
橋
を
渡
り
又
上
る
、
是
伊
豆
駿
江

（
マ
マ
）の
堺
也

新
宿
、
長
沢
、
八
幡
村
、
八
幡
宮
あ
り
、
黄
瀬
川
橋
あ
り
、
此
所
に
て
頼
朝
公
源
九
郎
義
経
に
初
め
て
逢
し
事
東
鏡
ニ
あ
り
、
種
々
の

書
に
見
え
し
所
也
、
富
士
の
方
よ
り
流
れ
来
る
水
也
、
此
川
上
一
里
計
北
ノ
方
ニ
大
畑
と
い
ふ
村
あ
り
、
桃
園
山
定
輪
寺
と
て
宗
祇
法

師
を
葬
り
し
寺
あ
り
と
、
詣
で
ず
、
石
田
村
、
道
ノ
右
ノ
寺
に
亀
鶴
か
墓
あ
り
と
、
石
田
よ
り
狩
野
川
を
左
ニ
見
て
並
木
の
中
を
行
也
、

沼
津
宿
ハ
狩
野
川
に
そ
ひ
て
長
き
町
也
、
城
ハ
町
ノ
右
ニ
あ
り
、
城
門
の
前
往
還
也
、
先
払
同
心
三
人
出
た
り
、
町
奉
行
高
見
沢
純
助
、

小
頭
一
人
、
同
人

（
マ
マ
）一
人
出
て
礼
義
あ
り
、
本
陣
間
宮
喜
右
衛
門
、
曽
我
様
ハ
清
水
彦
右
衛
門
、
近
藤
様
ハ
高
田
弥
惣
左
衛
門

四
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
時
こ
ろ
は
れ
ゆ
く
へ
く
見
え
し
か
、
く
も
り
、
終
日
日
か
け
見
え
す
、
朝
よ
り
東
風
は
け
し
く
吹
て
い
と
〳
〵
寒

し
、
夜
あ
け
沼
津
宿
を
御
出
立
也
、
高
張
提
灯
二
ツ
先
に
立
同
心
三
人
付
て
お
く
ら
れ
た
り
、
千
本
杉
原
、
原
宿
、
大
黒
屋
伝
左
衛
門

御
休
、
柏
原
村
、
江
戸
屋
弥
右
衛
門
御
休
、
右
に
富
士
沼
あ
り
、
此
辺
浮
島
か
原
と
よ
へ
り
、
吉
原
宿
、
此
町
ハ
、
延
宝
八
年
八
月
六

日
の
大
風
の
津
浪
の
時
町
屋
悉
く
破
壊
せ
し
か
は
、
十
丁
計
北
へ
よ
り
て
今
の
町
を
建
た
り
と
云
り
、
か
た
は
み
屋
庄
七
御
休

富
士
川
、
東
海
道
第
一
の
急
流
な
り
、
川
の
こ
な
た
渡
場
よ
り
少
シ
上
に
水
神
社
と
て
木
立
ふ
り
た
る
森
川
へ
な
り
出
て
あ
り
、
川
水

此
社
地
の
岩
に
流
れ
当
る
さ
ま
め
さ
ま
し
く
、
心
よ
し
、
川
を
上
れ
は
岩
渕
、
屋
作
り
よ
し
、
常
磐
弥
兵
衛
御
休
、
此
所
よ
り
か
ん
原

（
七
）
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大
筥
根
山
東
福
寺

御
関
所

小
田
原
侯

江
川
太
郎
左
衛
門

遠
景
い
は
ん
方
な
し

孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
年
中
、
万
巻
上
人
始
て
造
立
し
て
、
彦
火
ゝ
出
見
尊
を
祭
れ
り
と
、
鎌
倉
に
て
天
下
を
下
知
せ
し
頃
、
殊
に
尊
信

厚
か
り
し
也
、
今
社
領
二
百
石
、
張
即
の
筆
の
法
華
経
七
巻
、
淳（

マ
マ
）祐
四
年
の
板
、
北
条
時
宗
の
書
簡
な
と
あ
り
、
鳥
居
の
傍
な
る
大
釜

の
つ
ば
に
鋳
た
る
銘
、
文
字
大
き
さ
方
一
寸
く
ら
ひ

　
大
筥
根
山
東
福
寺
湯
釜
一
口

　
満
山
大
衆
別
当
法
橋
上
人
位
隆
賢

　
文
永
五
年
戊
辰
十
一
月
十
二
日

と
あ
り
、
お
な
し
く
釜
の
つ
は
に
鋳
上
た
る
文
字
、
大
き
さ
方
一
寸
五
分
く
ら
い

大
筥
根
山
東
福
寺
浴
堂
釜
一
口

　
奉
為
天
長
地
久
御
願
円
満
保
仰
東
諍
謐
武
家
安
穏

　
別
当
法
眼
和
尚
位
隆
實
并
満
山
大
衆
奉
鋳
冶

之
状
如
件

　
弘
安
六
年
癸
未
五
月
一
日

　
大
工
豆
州
磯
辺
康
房
奉
鋳
冶

と
あ
り
、
鐘
銘
い
と
め
て
た
し
、
字
の
大
サ
方
一
寸
五
分
く
ら
ゐ

　
大
筥
根
山
鐘
銘
并
序

當
山
者
盖
山
嶽
之
神
秀
者
也
孝
謙
皇
帝
御
宇
天
平
宝
字
年
中
萬
巻
上
人
草
創
擇
地
三
所
権
現
招
場
並
甍
尓
降
鎮
坐
餘
五
百
歳
鏡
應
被

十
二
州
衛
護
之
徳
外
現
風
馨
周
遍
之
願
内
證
月
明
希
来
之
道
心
言
叵
及
奥
若
去
茲
協
合
之
暦
仲
冬
厳
粛
之
天
回
録
成
○
祠
壇
欠
基
是

以
便
致
土
木
之
殊
功
将
復
瑞
籬
之
舊
例
先
鋳
華
鐘
専
備
寳
器
宜
達
逸
音
於
避
邇
皎
垂
於
勝
利
於
幽
顕
仍
作
銘
曰

鳬
匠
号
巧

　
冶
鋳
功
新

　
聲
驚
暁
夕

　
韵
徹
霄
旻

　
霜
後
高
和

　
嵐
底
遠
臻

　
並
利
三
界

　
悉
滌
六
塵

　
芥
城
猶
尽

　
却
石
縦
磷

　

累
多
歳
序

　
茲
器
無
填

　

永
仁
二
二
年
五
月
日

　
大
工
侍
立
権
頭
磯
部
安
弘

一
丁
計
下
り
湖
水
近
き
杉
森
の
中
を
通
り
、
さ
い
の
河
原
、
左
の
山
の
方
に
堂
宮
、
右
湖
水
の
辺
に
石
塔
あ
ま
た
あ
り
、
一
丁
よ
杉
森

を
通
り
御
関
所
也
、
杉
森
よ
り
て
ま
へ
に
も
左
右
に
家
あ
り
、
関
所
に
い
り
、
中
程
に
御
駕
籠
を
す
ゑ
て
御
道
具
等
を
立
て
後
に
通
る
、

夫
よ
り
前
に
用
人
中
よ
り
、
書
付
を
以
て
届
致
ス
、
関
所
に
御
入
の
時
、
左
右
ニ
並
居
た
る
役
人
・
下
役
共
下
座
、
関
を
出
れ
は
箱
根

宿
な
り
、
小
田
原
侯
の
家
来
松
井
才
助
待
請
た
り
、
天
野
五
右
衛
門
御
昼
飯

箱
根
の
宿
を
出
は
な
れ
い
さ
ゝ
か
下
り
、
又
坂
あ
り
、
足
軽
山
と
い
ふ
、
左
右
杉
也
、
さ
い
の
か
は
ら
よ
り
御
関
所
・
箱
根
宿
よ
り
此

所
迄
、右
ハ
湖
水
近
く
左
ハ
山
高
く
し
て
湖
水
を
め
く
り
て
人
家
あ
る
也
、左
の
山
の
を
へ
七
八
丁
、け
は
し
き
坂
を
の
ほ
れ
は
い
た
ゝ

き
也
、
少
し
ゆ
き
右
高
き
所
に
、
東
、
小
田
原
領
、
西
、
江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所
の
杭
あ
り
、
左
高
き
所
に
豆
相
の
境
杭
あ
り
、

左
右
高
か
ら
ぬ
、
谷
合
を
五
六
丁
い
さ
ゝ
か
く
た
り
さ
ま
ニ
行
、
此
所
を
は
ら
か
た
い
ら
と
い
ふ
、
一
丁
計
行
、
少
し
上
れ
は
右
ハ
山

也
、
左
ニ
伊
豆
国
、
伊
豆
の
海
眼
下
に
見
へ
、
遠
景
い
は
ん
方
な
し
、
実
朝
公
の
は
こ
ね
ぢ
を
わ
れ
こ
へ
来
れ
は
、
伊
豆
の
海
や
沖
の

小
島
に
な
み
の
よ
る
見
ゆ
、
と
よ
ミ
給
ひ
し
、
世
に
ひ
ら
け
る
歌
ハ
此
所
に
て
の
事
也
し
と
、
か
ふ
と
石
坂
、
か
ふ
と
石
、
道
ノ
傍
左

ニ
あ
り
、
少
シ
下
り
た
ひ
ら
の
所
右
ノ
方
ニ
人
馬
施
行
の
家
あ
り
、
此
施
行
往
来
の
馬
に
年
中
幾
百
千
の
数
も
し
ら
ぬ
に
、
大
豆
を
煎

（
六
）
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四
月
三
日

小
田
原
町

眺
望
至
て
よ
し

湯
本

箱
根
権
現

は
や
日
暮
た
り
、
松
並
木
を
通
り
小
田
川
宿
ニ
入
、
桃
灯（
提
灯
）□
清
水
彦
次
郎
御
泊
、
町
奉
行
川
口
清
右
衛
門
、
藤
地
亀
左
衛
門
、
木

曽
内
蔵
之
助
等
来
ル
、
小
田
原
宿
ハ
我
殿
様
の
御
同
家
な
れ
ば
、
別
て
御
丁
寧
也
、
宿
ニ
入
し
よ
り
真
先
ニ
高
張
二
ツ
、
外
ニ
家
々
戸

先
に
行
燈
を
出
し
た
り

三
日

朝
よ
り
く
も
り
、
午
時
頃
は
れ
ゆ
く
け
し
き
也
し
か
、
ま
な
く
く
も
り
終
日
は
れ
す
、
巳
よ
り
北
風
吹
し
か
、
未
時
や
ミ
た
り

八
ツ
半
時
頃
、
お
き
出
て
支
度
し
、
夜
の
あ
け
ぬ
ほ
と
出
立
、
小
田
原
町
の
見
付
を
出
て
板
橋
村
、
此
村
十
三
丁
余
往
還
な
る
よ
し
、

い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
、
山
を
右
に
し
て
行
也
、
此
辺
よ
り
谷
間
也
、
さ
れ
と
せ
ま
か
ら
す
、
右
山
根
に
そ
ひ
、
左
に
田
あ
り
、
箱
根
湖

水
の
末
も
流
る
ゝ
川
也
、
其
川
向
に
石
垣
山
見
ゆ
、
木
し
け
り
高
し
、
い
は
ゆ
る
天
正
十
八
年
豊
臣
秀
吉
公
の
陣
所
也

風
祭
村
、
小
田
原
よ
り
一
里
、
家
ゐ
い
と
賎
し
く
茶
屋
も
な
し
、
右
に
長
興
山
あ
り
、
長
興
山
と
額
あ
り
、
石
坂
三
百
段
よ
の
上
り
也
、

眺
望
至
て
よ
し
、
鉄
牛
和
尚
の
開
基
也
、
私
の
旅
な
ら
は
必
す
参
る
べ
し

い
り
う
田
、
右
の
山
の
き
は
也
、
少
し
上
り
又
少
し
下
り
、
三
牧
橋
、
板
橋
廿
間
計
り
、
早
深
の
流
也
、
此
所
よ
り
湯
本
の
湯
へ
行
道

あ
り
、
山
崎
村
、
塔
沢
湯
、
こ
ゝ
よ
り
左
の
山
き
は
を
上
り
放
光
堂
有
、
左
早
雲
寺
あ
り
、
北
條
家
代
々
の
菩
提
所
に
て
石
碑
あ
り
と
、

此
寺
の
障
子
、
古
法
眼
元
信
か
書
た
る
虎
の
絵
、
世
に
名
高
け
れ
と
、
こ
た
ひ
ハ
見
る
事
を
得
す
、
鐘
も
元
徳
四
年
の
古
鐘
な
り
、
放

光
堂
よ
り
一
丁
よ
上
り
、
湯
本
也
、
左
右
軒
を
つ
ら
ね
て
家
あ
り
、
世
に
ゆ
も
と
細
工
と
い
ふ
翫
物
な
と
多
く
売
也
、
湯
本
入
口
に
廿

七
丁
五
十
八
間
、
湯
本
掃
除
場
の
杭
あ
り
、
伊
豆
屋
定
右
衛
門
御
休
、
此
所
よ
り
畑
迄
殿
様
御
ひ
ろ
ひ
也
、
須
雲
川
十
三
丁
よ
、
一
ノ

瀬
川
、
橋
あ
り
、
坂
あ
り
、
大
沢
川
、
橋
あ
り
、
此
所
ニ
永
代
人
馬
施
行
家
右
ニ
あ
り
、
畑
、
釜
時
屋
儀
右
衛
門
御
休
、
畑
ハ
左
右
軒

を
つ
ら
ね
家
あ
り
、
ゆ
も
と
に
似
た
り
、
畑
の
出
口
右
ニ
芦
ノ
湯
へ
ゆ
く
道
あ
り
、
瀧
坂
と
い
ふ
、
上
り
廿
八
丁
有
て
い
と
険
し
と
な

ん
、
畑
よ
り
御
関
所
迄
一
里
八
丁
、
外
ニ
御
朱
印
地
八
町
、
都
合
一
里
十
六
丁
あ
り
と
、
さ
い
か
ち
坂
、
つ
き
あ
た
り
右
へ
上
り
左
へ

曲
な
と
し
て
上
る
、
か
し
の
木
坂
、
此
辺
両
山
の
間
よ
り
小
田
原
の
海
見
ゆ
、
此
さ
い
か
ち
・
か
し
の
木
の
坂
、
箱
根
上
り
第
一
の
急

険
な
り
、
上
り
は
て
四
五
丁
平
な
る
所
を
ゆ
く
、
此
中
程
あ
ま
酒
を
売
出
茶
屋
二
軒
あ
り
、
此
所
よ
り
御
関
所
迄
廿
丁
也
と
、
此
辺
右

の
二
子
山
の
す
そ
也
、
左
ハ
谷
を
へ
た
て
大
山
、
木
し
け
り
高
し
、
白
水
坂
・
八
丁
坂
上
り
は
て
ゝ
一
丁
は
か
り
平
地
を
通
る
、
此
所

よ
り
二
子
山
を
見
れ
は
両
山
な
か
ら
い
た
ゝ
き
二
ツ
に
わ
か
れ
て
見
ゆ
、
道
ゆ
く
人
ふ
た
こ
山
に
ハ
あ
ら
す
、
よ
つ
ご
山
也
と
た
は
む

れ
い
へ
り
、
実
に
峯
ハ
よ
つ
に
見
ゆ
る
也
、
後
撰
集

（
一
行
分
の
余
白
あ
り
）

右
ニ
あ
し
の
湯
へ
行
小
道
あ
り
、
三
四
丁
下
り
右
ニ
鳥
居
あ
り
、
箱
根
権
現
道
也
、
箱
根
権
現
ハ
湖
の
辺
古
木
の
し
け
ミ
の
中
ニ
あ
り
、

（
五
）
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品
川
釜
屋

四
国
迄
遊
歴

御
席
順

程
ヶ
谷
宿

四
月
二
日

武
州
・
相
州
の
国
境

藤
沢
宿

貝
原
翁

相
模
川

大
磯
宿

を
か
へ
り
見
か
ち
也
、
品
川
釜
屋
に
て
御
昼
食
、
品
川
ハ
入
口
よ
り
宿
役
人
一
人
先
に
立
て
、
し
た
に
ゐ
ろ
と
い
ひ
つ
ゝ
案
内
ス
、
問

屋
場
に
て
ハ
宿
役
人
上
下
に
て
土
下
座
也
、
釜
屋
迄
御
見
送
り
御
使
者
、
出
入
の
町
人
、
御
知
行
の
村
役
人
な
と
来
て
、
い
と
大
勢
に

て
さ
わ
か
し
、
こ
た
ひ
の
道
行
ふ
り
く
は
し
く
書
ま
ほ
し
け
れ
と
、
公
事
□
無
塩
と
い
へ
る
如
く
日
々
い
と
ま
な
き
に
、
東
海
道
ハ
文

政
三
年
六
月
伊
勢
国
よ
り
畿
内
・
四
国
迄
遊
歴
せ
し
時
の
日
記
に
力
を
尽
し
て
筆
記
し
た
れ
ば
、
大
坂
迄
ハ
別
て
あ
ら
ま
し
を
の
ミ
書

た
り

午
上
刻
釜
屋
御
出
立
、
東
海
道
ハ
曽
我
様
、
次
に
我
殿
様
、
次
に
近
藤
様
と
御
席
順
、
大
森
に
て
御
休
、
六
郷
川
を
渡
り
川
崎
宿
藤
屋

に
て
御
休
、
生
麦
に
て
御
休
、
此
所
を
立
て
ま
な
く
雨
ふ
り
出
て
神
奈
川
宿
へ
至
り
し
時
ハ
い
と
〳
〵
甚
し
、
本
陣
に
て
暫
く
休
ら
ひ

し
に
、
い
と
小
雨
に
な
り
て
い
て
立
し
に
、
芝
生
村
辺
よ
り
雨
の
つ
よ
さ
い
は
ん
か
た
な
く
、
日
も
は
や
く
れ
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
曽
我

様
よ
り
仰
出
さ
れ
、
程
ヶ
谷
宿
ニ
御
泊
、
曽
我
様
刈
部
清
兵
衛
、
大
久
保
様
金
子
八
郎
右
衛
門
、
近
藤
様
藤
屋
四
郎
兵
衛
、
酉
上
刻
、

わ
が
殿
様
・
近
藤
様
御
同
道
に
て
曽
我
様
へ
御
出
也

品
川
宿
釜
屋
、
川
崎
藤
屋
、
生
麦
桐
屋
源
四
郎
、
神
奈
川
宿
石
井
源
右
衛
門

二
日

朝
よ
り
快
晴
、
巳
よ
り
西
南
風
つ
よ
く
吹
し
か
、
未
時
下
り
風
や
ミ
、
夕
く
れ
か
け
く
も
り
た
り

暁
七
ツ
時
よ
り
支
度
し
、
夜
あ
け
て
出
立
す
、
此
程
ヶ
屋
を
新
町
と
の
ミ
唱
ふ
事
ハ
、
む
か
し
か
た
ひ
ら
程
か
谷
と
て
宿
あ
り
し
を
、

慶
安
二
年
此
町
に
一
所
に
移
せ
り
、
故
に
新
町
と
い
ふ
と
な
ん

境
木
村
、
若
林
長
四
郎
御
休
、
此
所
武
州
・
相
州
の
国
境
也
、
道
ノ
右
に
杭
あ
り
、
や
き
も
ち
坂
、
し
な
の
坂
、
か
し
を
村
、
右
へ
わ

か
れ
道
あ
り
、
是
大
山
道
に
て
世
に
長
後
通
り
と
い
ふ

戸
塚
宿
、
紀
伊
国
屋
助
左
衛
門
、
此
宿
よ
り
鎌
倉
へ
ゆ
く
道
あ
り
、
江
戸
よ
り
行
に
は
此
所
よ
り
入
べ
し
、
影
取
村
三
河
屋
五
郎
御
休

藤
沢
宿
、
伊
豆
屋
定
五
郎
、
宿
ノ
入
口
時
宗
の
本
寺
清
浄
光
寺
あ
り
、
世
に
藤
沢
寺
又
ハ
遊
行
寺
と
い
ふ
、
道
よ
り
入
ば
小
栗
判
官
并

殿
原
の
石
塔
と
て
、
十
一
照
手
姫
の
石
塔
と
て
五
六
間
は
な
れ
あ
り
、
此
小
栗
の
事
世
に
種
々
の
妄
説
あ
れ
と
聞
に
た
ら
す
、
鎌
倉
大

草
子
に
委
し
く
見
え
た
る
を
証
と
す
べ
し
、
水
府
の
鎌
倉
志
の
金
沢
照
手
松
の
条
に
引
て
、
貝
原
翁
の
吾
嬬
路
記
な
と
も
信
用
し
た
り
、

南
郷
松
本
屋
喜
兵
衛

馬
入
川
、
本
名
ハ
相
模
川
也
、
源
ハ
甲
州
山
中
の
湖
よ
り
流
れ
初
猿
橋
な
と
を
へ
て
相
模
の
国
中
を
通
り
海
に
入

平
塚
宿
、
高
麗
寺
山
、
右
に
木
し
け
り
高
き
山
あ
り
、
至
て
美
し
き
山
也

大
磯
宿
、
尾
張
屋
藤
右
衛
門
、
梅
沢
、
松
屋
作
右
衛
門
、
酒
匂
川
、
川
の
こ
な
た
ニ
小
田
原
侯
よ
り
役
人
出
さ
れ
た
り
、
此
川
端
に
て

（
四
）
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未
明
に
御
出
立

伝
馬
町

曽
我
又
左
衛
門
様

高
輪

【
表
紙
】

天
保
九
戊
戌
年
　
四
月
　
大

朔
日
　
壬
寅
　
朝
間
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
し
か
、
辰
よ
り
や
う
〳
〵
は
れ
、
巳
午
の
時
ハ
い
と
〳
〵
暑
さ
つ
よ
か
り
し
に
、
午
下
刻
よ
り

北
風
は
け
し
く
ふ
き
出
て
に
は
か
に
冷
か
に
な
り
し
か
、
未
下
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
申
上
刻
や
ミ
行
け
し
き
也
し
か
、
ま
な
く
つ
よ
く

な
り
行
、
日
く
れ
い
と
甚
し
か
り
し
か
、
酉
よ
り
よ
わ
り
夜
半
や
ミ
た
り

今
日
ハ
未
明
に
御
出
立
之
積
ニ
而
、
八
ツ
半
時
お
の
〳
〵
お
き
出
て
支
度
し
、
何
く
れ
と
事
し
け
ゝ
れ
と
、
其
向
々
の
書
付
に
記
し
あ

れ
は
、こ
の
日
記
に
ハ
も
ら
し
ぬ
、暁
七
ツ
時
用
部
屋
に
て
用
人
・
給
人
・
近
習
・
中
小
姓
・
徒
士
等
列
席
ニ
て
朝
飯
を
食
す
、足
軽
・

中
間
・
知
行
の
役
人
等
ハ
勝
手
、
御
客
・
御
使
者
等
ハ
御
座
敷
并
玄
関
ノ
間
也
、
伝
馬
町
の
人
馬
ハ
八
ツ
上
刻
来
た
り
、
夫
々
御
支
度

も
夜
あ
け
ぬ
程
と
と
の
ひ
た
れ
と
、
曽
我
又
左
衛
門
様
の
御
立
を
待
て
遅
刻
に
な
り
、
御
立
有
し
ハ
五
ツ
時
な
る
へ
し
、
御
屋
敷
を
出

て
九
段
の
上
へ
出
て
、
鳥
井
侯
の
門
前
よ
り
麹
町
三
丁
目
を
横
き
り
、
霞
関
に
出
て
寅
門
よ
り
飯
倉
を
通
り
芝
、
赤
羽
橋
の
辺
、
か
ハ

ら
屋
と
云
る
茶
店
に
て
休
ミ
、
田
町
三
丁
目
に
出
て
高
輪
を
行
に
、
千
里
の
旅
と
思
へ
は
か
へ
る
浪
も
う
ら
や
ま
し
く
、
右
江
戸
の
方

自
江
戸

至
大
坂

西
海
道
日
記
　
一

（
三
）
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ん
だ
。
そ
し
て
四
十
代
半
ば
の
天
保
九
年
四
月
、
幕
府
巡
見
使
の
大
久
保
勘
三
郎

に
従
っ
て
九
州
へ
行
き
九
月
に
帰
郷
す
る
。
な
ぜ
大
久
保
の
従
者
と
な
っ
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
弘
化
三（
一
八
四
六
）年
に
は
江
戸
の
国
学
者
小
山
田
與

清
に
入
門
し
て
国
学
を
研
究
、
安
政
三（
一
八
五
六
）年
に
代
官
を
辞
し
、
明
治
二

（
一
八
六
九
）年
に
神
祇
官
史
生
と
な
り
、
日
本
書
紀
な
ど
の
校
正
を
担
当
し
た
。
明

治
九（
一
八
七
六
）年
七
月
二
十
七
日
没
、八
十
五
歳
。墓
地
は
引
田
の
蓮
蔵
院
に
あ
る
。

　
著
書
と
し
て
、
上
総
の
地
誌
に
関
す
る『
上
総
志
外
伝
』『
上
総
志
総
論
』『
上
総

志
引
用
書
目
』『
安
房
志
料
引
用
書
目
』『
上
総
志
料
・
安
房
志
料
』な
ど
多
く
が
あ

る
。
参
考
：
大
室
晃『
市
原
人
物
譚
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）、『
市
原
市
史
』中
巻（
市
原

市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）。

【
凡
例
】

・
解
読
に
あ
た
り
用
字
は
、
原
史
料
の
と
お
り
と
す
る
が
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も

の
は
こ
れ
を
用
い
た
。

　
た
だ
し
、
人
名
・
寺
社
名
な
ど
は
、
原
史
料
の
通
り

と
す
る
。

・
異
体
字
・
合
わ
せ
字
は
正
字
に
改
め
た
。

・
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

・
句
読
点
は
解
読
者
に
よ
る
。

・
合
字「

」は「
よ
り
」、「
ホ
」は「
等
」、「
而
」は「
て
」、「
江
」は「
え
」と
し
た
。

・
虫
食
い
等
に
よ
り
判
読
不
可
能
な
文
字
は
、
□
に
し
た
。

・（
　
）は
筆
者
の
注
で
あ
る
。

（
二
）
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【
解
題
】

　
前
号
の
紀
要
四
号
に
お
い
て
、「
九
州
へ
来
た『
諸
国
巡
見
使
』」と
題
し
、
天
保

九（
一
八
三
八
）年
に
巡
見
使
と
し
て
九
州
へ
派
遣
さ
れ
た
三
人
の
旗
本（
曽
我
又
左
衛
門
・
大
久

保
勘
三
郎
・
近
藤
勘
七
郎
）の
う
ち
、大
久
保
が
書
い
た『
順
見
使
西
国
紀
行
』を
紹
介
し
た
。

本
稿
の『
西
海
道
日
記
』は
、
大
久
保
の
従
者
で
あ
る
立
野
良
道（
た
ち
の
　
よ
し
み
ち
）が

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。『
西
海
道
日
記
』全
七
巻
の
一
・
二
・
三
・
四
巻
を
翻
刻

す
る
。
立
野
良
道
の
ご
子
孫
で
あ
る
立
野
一
郎
氏（
千
葉
市
中
央
区
）の
所
蔵
で
あ
り
、

同
氏
の
許
可
を
得
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
筆
者
の
立
野
良
道
は
、
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）十
月
十
八
日
、
上
総
国
市
原
郡
引

田
村（
千
葉
県
市
原
市
引
田
）に
生
ま
れ
た
。『
市
原
郡
誌
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）に
よ
る
と
、

幼
少
か
ら
学
問
を
好
み
、
享
和
三（
一
八
〇
三
）年
に
十
二
歳
で
引
田
村
の
名
主
と
な

り
、
文
化
七（
一
八
一
〇
）年
に
は
出
羽
の
大
橋
盤
谷
に
従
っ
て
漢
学
を
修
め
、
同

十
二
年
に
は
江
戸
の
清
水
浜
臣
に
従
い
和
学
を
研
究
。
文
政
三（
一
八
二
〇
）年
に
地

頭
の
代
官
と
な
り
、
天
保
元（
一
八
三
〇
）年
に
は
平
田
篤
胤
に
入
門
し
て
国
学
を
学

森
　
　
　
弘
　
子

宮
　
崎
　
克
　
則

天
保
九
年 

幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
一
）

　
　
立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
一
・
二
・
三
・
四
巻

（
一
）

天保九年 幕府巡見使の従者日記（一）
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